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はじめに

このマニュアルは，JP1/Automatic Job Management System 3 - User Job Operation（以降，JP1/AJS3 - User 
Job Operationと略します）について説明したものです。このマニュアルを利用することで，JP1/Automatic Job 
Management System 3（以降，JP1/AJS3と略します）のシステム管理者の方が JP1/AJS3 - User Job Operation
の使用ユーザーや運用する業務を定義できるようになることを目的としています。

■対象読者
このマニュアルでは，次の方にお読みいただくことを前提に説明しています。
• JP1/AJS3で運用している業務（ルートジョブネット）を，その業務の担当者に直接運用させたいと考えてい
るシステム管理者の方

• 非定型業務を JP1/AJS3で運用している，または運用しようとしているシステム管理者の方

また，次の知識を持っていることを前提としています。
• JP1/AJS3の構築・運用に関する知識
• Windowsに関する知識
• ネットワークに関する知識

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。

第 1編 概要編
JP1/AJS3 - User Job Operationの特長，システム構成，および機能について説明しています。

第 2編 設計編
JP1/AJS3 - User Job Operationの使用ユーザーや運用する業務を定義する上で必要な検討項目について説明していま
す。また，JP1/AJS3 - User Job Operationを効率良く運用するために必要な見積もりについても説明しています。

第 3編 構築・運用編
JP1/AJS3 - User Job Operationをインストールおよびセットアップして，JP1/AJS3 - User Job Operationを運用す
る方法について説明しています。クラスタシステムでの運用方法や，トラブル発生時の対処方法についても説明して
います。

第 4編 リファレンス編
JP1/AJS3 - User Job Operation/Definerの画面，使用できるコマンド，発行する JP1イベント，および表示される
メッセージについて説明しています。

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章または節を選択して読むことができます。利用目的別にお読みいただ
くことをお勧めします。
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第 1編　概要編

1　 概要
JP1/AJS3 - User Job Operationは，JP1/AJS3と連携して業務の担当者が容
易に業務を実行および監視できるようにするためのプログラムです。この章
では，JP1/AJS3 - User Job Operationとはどのような製品なのか，および
JP1/AJS3 - User Job Operationのシステムはどのような構成になっているの
かについて説明します。

1.1　JP1/AJS3 - User Job Operationとは

1.2　JP1/AJS3 - User Job Operationの特長

1.3　JP1/AJS3 - User Job Operationのシステム

1.4　機能概要

1.5　運用までの流れ
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1.　概要
1.1　JP1/AJS3 - User Job Operationとは

JP1/AJS3 - User Job Operationは，JP1/AJS3に定義されている業務のうち，不定期に実行される非定型
業務，特定の利用者向けの個別業務など，一部の業務をその担当者が実行および監視できるようにするた
めの製品です。

JP1/AJS3は，定期的・定型的に実行する業務を自動化することで，コストの削減や少ない人的資源での
効率的な業務の運用をサポートしています。しかし，業務の中には業務の担当者の判断が契機となって実
行する非定期・非定型な業務も数多くあります。従来，このような非定型業務を JP1/AJS3で運用する場
合，各業務の担当者は JP1/AJS3の運用管理者に対して個別に業務の実行を依頼する必要がありました。

また，JP1/AJS3で運用している定型業務の中には，特定の利用者向けの個別業務があります。通常，こ
のような個別業務は，JP1/AJS3 - Viewを使用して JP1/AJS3の運用管理者やデータセンターのオペレー
ターが監視しています。そのため，業務に異常が発生した場合，JP1/AJS3の運用管理者は，そのつど業
務の担当者に異常の発生を連絡する必要がありました。また，業務の担当者は，異常の発生は把握できて
も，業務が正常に終了したことまでは確認できませんでした。

JP1/AJS3 - User Job Operationは，これらの問題を解決し，JP1/AJS3での運用が不便であった非定型業
務や個別業務の効率的な運用をサポートします。

JP1/AJS3 - User Job Operationを使用すると，JP1/AJS3の知識がない業務の担当者でも GUIを使って
任意のタイミングで簡単に業務を実行できるようになります。そのため，JP1/AJS3の運用管理者に処理
を依頼することなく，迅速に業務を運用できます。また，業務の担当者が直接業務の実行状態を監視でき
るようになります。業務の異常終了や正常終了などの状態を自分の PCでいつでも確認できるので，安心
して業務を運用できます。

JP1/AJS3 - User Job Operationによる業務の運用について，次の図に示します。
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1.　概要
図 1-1　JP1/AJS3 - User Job Operationによる業務の運用
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1.　概要
1.2　JP1/AJS3 - User Job Operationの特長

JP1/AJS3 - User Job Operationには，次のような特長があります。

（1） 任意のルートジョブネットを業務の担当者に公開できる

JP1/AJS3 - User Job Operationを使うと，JP1/AJS3に定義されているルートジョブネットの中から任意
のルートジョブネットを選定して業務の担当者に公開できます。公開するルートジョブネットのことを，
公開ジョブネットと呼びます。

公開ジョブネットには，次のような項目を定義できます。

●公開ジョブネットを操作させる業務の担当者
公開ジョブネットを操作させる業務の担当者を定義できます。これによって，ルートジョブネットを特
定の業務の担当者にだけ公開できます。

●公開ジョブネットに対して許可する操作
公開ジョブネットに対して許可する操作として，実行または監視のどちらかを指定できます。業務の担
当者に公開ジョブネットを操作させる上で必要な操作だけを設定できるので，誤操作の防止に役立ちま
す。

●公開ジョブネットの業務名
公開ジョブネットには，業務の担当者にとってわかりやすい業務名を定義できます。公開ジョブネット
は業務名で表示されるので，業務の担当者は JP1/AJS3を意識することなく公開ジョブネットを操作で
きます。

公開ジョブネットの定義画面を次の図に示します。

図 1-2　公開ジョブネットの定義画面

（2） 業務の担当者は簡単な操作で業務を実行できる

業務の担当者は，業務名で表示されたアイコンをクリックするだけで業務を実行できます。そのため，
JP1/AJS3の知識がない業務の担当者でも簡単に公開ジョブネットを運用できます。

実行方法には，すぐに実行する方法とあとで実行する方法があります。あとで実行すると，実行日時を予
約して，自動的に公開ジョブネットを実行させることができます。実行した公開ジョブネットの実行結果
や前回の実行実績を確認したり，実行を中止したりすることもできます。
4



1.　概要
公開ジョブネットの実行画面の例を次の図に示します。

図 1-3　公開ジョブネットの実行画面

（3） 業務の担当者はデスクトップ上で業務を監視できる

業務の担当者は，公開ジョブネットの実行状態や遅延状態を GUIで簡単に監視できます。また，監視して
いる公開ジョブネットの次回開始予定や保存世代情報で前回の実行実績を確認することによって，業務の
見通しを立てたり，開始や終了の時間が許容範囲内におさまっているかどうかをチェックすることもでき
ます。業務の監視画面の例を次の図に示します。

図 1-4　業務の監視画面

公開ジョブネットを監視するアイコンをデスクトップ上にはり付けておくと，公開ジョブネットの実行状
態や遅延状態の有無を一目で把握できるようになります。

また，公開ジョブネットに異常が発生した場合，監視アイコンが異常の発生をアニメーションやアラート
音で通知してくれます。デスクトップ上に監視アイコンをはり付けておけば，JP1/AJS3 - User Job 
Operationのウィンドウを最小化して別の作業している場合でも業務の異常を即座に知ることができます。

（4） 業務の担当者はよく使う公開ジョブネットをお気に入りとして設定できる

業務の担当者は，頻繁に実行する公開ジョブネットや常に監視しておきたいジョブネットをお気に入りと
して一つのグループにまとめておくことができます。お気に入りを設定しておくことで，操作したい公開
ジョブネットを探す手間が省け，効率的に公開ジョブネットを実行したり監視したりできるようになりま
す。

お気に入りは，業務の担当者ごとに実行用と監視用の 2種類を設定できます。
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1.　概要
1.3　JP1/AJS3 - User Job Operationのシステム

JP1/AJS3 - User Job Operationのシステム構成，および JP1/AJS3 - User Job Operationを使用する場合
の前提条件について説明します。

1.3.1　システム構成
JP1/AJS3 - User Job Operationは次のコンポーネントで構成されています。

JP1/AJS3 - User Job Operation/Server（Server）
JP1/AJS3 - User Job Operationを管理するコンポーネントです。Definerで定義した情報を管理した
り，Definerや Clientで発行された公開ジョブネットの操作要求の処理を JP1/AJS3に依頼したりし
ます。

JP1/AJS3 - User Job Operation/Definer（Definer）
JP1/AJS3 - User Job Operationの管理者向けコンポーネントです。Clientを使用するユーザーや公
開ジョブネットを定義するための GUIです。

JP1/AJS3 - User Job Operation/Client（Client）
JP1/AJS3 - User Job Operationの業務担当者向けコンポーネントです。Definerで操作が許可された
公開ジョブネットを実行したり監視したりするための GUIです。

JP1/AJS3 - User Job Operationは次の図のようなシステム構成で運用します。

図 1-5　JP1/AJS3 - User Job Operationのシステム構成

なお，Definerを JP1/AJS3 - Viewと同じホストで運用したり，Serverを JP1/AJS3 - Managerと同じホ
ストで運用したりといったシステム構成にもできます。詳細については「3.4.1 ホストの構成について検討
6



1.　概要
する」を参照してください。

1.3.2　前提条件
JP1/AJS3 - User Job Operationを使用する場合の前提条件について説明します。

（1） 前提 OS

JP1/AJS3 - User Job Operationが動作する OS一覧を次の表に示します。

表 1-1　JP1/AJS3 - User Job Operationが動作する OS一覧

（凡例）
○：動作する。
－：動作しない。

（2） 前提プログラム

JP1/AJS3 - User Job Operationが動作するために必要な前提プログラムを，次に示します。

Serverの前提プログラム
Serverをインストールするホストには，JP1/Base 10-00以降が必要です。

Definerおよび Clientの前提プログラム
Definerまたは Clientをインストールするホストには，AIRランタイムが必要です。
AIRランタイムについては，アドビシステムズ社のホームページからインストーラーをダウンロード
し，インストールしておく必要があります。
AIRランタイムのインストールについては，「4.4.1 AIRランタイムのインストール」（Definerの場
合）または「4.5.1 AIRランタイムのインストール」（Clientの場合）を参照してください。

JP1/AJS3 - User Job Operationシステムに必要なプログラム
JP1/AJS3 - User Job Operationシステムには，公開ジョブネットの操作要求を処理する JP1/AJS3 - 
Managerまたは JP1/AJS2 - Managerが必要です。
JP1/AJS3 - User Job Operationが接続できる JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerを次
に示します。
• JP1/AJS3 - Manager 10-00以降
• JP1/AJS3 - Manager 09-00以降
• JP1/AJS2 - Manager 08-00以降

（3） 関連プログラム

JP1/AJS3 - User Job Operationは，LDAPと連携できます。

項番 OS名 Server Definer Client

1 Windows 7 ○ ○ ○

2 Windows Server 2008 ○ ○ ○

3 Windows Server 2008 R2 ○ － －

4 Windows Vista － ○ ○

5 Windows Server 2003 ○ ○ ○

6 Windows Server 2003（x64） ○ － －

7 Windows XP Professional ○ ○ ○
7



1.　概要
連携できる LDAP製品を次に示します。

• Active Directory

LDAPとの連携については，「2.2.2 Clientユーザーの定義」を参照してください。
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1.　概要
1.4　機能概要
JP1/AJS3 - User Job Operationの機能概要，および JP1/AJS3との連携の仕組みについて説明します。

1.4.1　JP1/AJS3 - User Job Operationの機能概要
JP1/AJS3 - User Job Operationは，JP1/AJS3で運用しているルートジョブネットを業務の担当者でも簡
単に実行したり監視したりできるようにします。

JP1/AJS3 - User Job Operationの機能概要を，次の図に示します。

図 1-6　JP1/AJS3 - User Job Operationの機能概要

JP1/AJS3のシステム管理者は，Definerを使用して業務の担当者に操作を許可するルートジョブネット
（公開ジョブネット）を定義し，業務の担当者を Clientの使用ユーザーとして定義します。

この定義情報は Serverで管理されます。

操作を許可された業務の担当者は，Serverで管理されている定義情報を基に，Clientを使用して公開ジョ
ブネットを実行・監視します。Clientを使用すると，業務の担当者は JP1/AJS3を意識することなく，公
開ジョブネットを「業務」として操作できます。

なお，このマニュアルでは，Definerを使って公開ジョブネットなどを定義するユーザーを Definerユー
ザー，Clientを使って公開ジョブネットを実行・監視するユーザーを Clientユーザーと呼びます。

1.4.2　JP1/AJS3との連携の仕組み
JP1/AJS3 - User Job Operationでは，各コンポーネントが JP1/AJS3と連携し，機能を実現しています。

（1） JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントと JP1/AJS3との連携

JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントと JP1/AJS3との連携の仕組みを次の図に示します。
9



1.　概要
図 1-7　各コンポーネントと JP1/AJS3との連携

業務の担当者に操作を許可するルートジョブネットを選定するために，Definerはルートジョブネットの
一覧の取得要求を発行します。取得要求は Serverを経由して JP1/AJS3 - Managerで処理され，Definer
はその結果を取得します。Definerは取得したルートジョブネット一覧から任意のルートジョブネットを
選定し，公開ジョブネットとして定義します。また，Clientを使用する業務の担当者を定義します。定義
情報は Serverに送信され，Serverで管理されます。

Clientは，Serverで管理されている定義情報を基に公開ジョブネットを実行・監視します。

公開ジョブネットを実行する場合は，その要求が Clientから Serverに送信されます。要求を受け取った
Serverは，接続する JP1/AJS3 - Managerに処理を依頼します。JP1/AJS3 - Managerが処理したルート
ジョブネットの実行状態は，Serverが定期的に取得します。Serverが取得した実行状態を，Clientが公
開ジョブネットの実行結果として取得します。

公開ジョブネットを監視する場合は，監視対象のルートジョブネットの実行状態を，Serverが定期的に取
10



1.　概要
得します。Serverが取得した実行状態を，Clientが公開ジョブネットの監視結果として取得します。

（2） JP1/AJS3 - User Job Operationを使用するユーザーと JP1/AJS3との関係

Definerおよび Clientが発行した要求を受け取った Serverは，JP1/AJS3 - Managerに対してコマンドを
リモート実行することで，受け取った要求を処理しています。このとき，コマンドをリモート実行する
JP1ユーザーは，要求の発行元が Definerか Clientかで異なります。

JP1/AJS3 - User Job Operationを使用するユーザーと JP1/AJS3との関係を，次の図に示します。

図 1-8　 JP1/AJS3 - User Job Operationを使用するユーザーと JP1/AJS3との関係

Definerの場合
Definerがルートジョブネット一覧の取得要求を発行すると，操作要求を受け取った Serverは操作要
求をコマンドに変換し，Definerユーザー名でコマンドをリモート実行します。JP1/AJS3 - Manager
では Definerユーザーからの要求としてルートジョブネット一覧の取得要求が処理されます。

Clientの場合
Clientが公開ジョブネットの操作要求を発行すると，操作要求を受け取った Serverは操作要求をコ
マンドに変換し，環境設定ファイルに設定されている JP1ユーザー（JP1/AJS3接続用 JP1ユー
ザー）名でコマンドをリモート実行します。JP1/AJS3 - Managerでは JP1/AJS3接続用 JP1ユー
ザーからの要求として Clientからの操作要求が処理されます。
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1.　概要
1.5　運用までの流れ
JP1/AJS3 - User Job Operationを運用するまでの流れを，次の図に示します。

図 1-9　JP1/AJS3 - User Job Operationを運用するまでの流れ
12



2　 機能
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationの機能について説明します。

2.1　JP1/AJS3 - User Job Operationの機能一覧

2.2　公開ジョブネットと Clientユーザーの定義

2.3　公開ジョブネットの実行

2.4　公開ジョブネットの監視

2.5　ログイン認証

2.6　Clientのカスタマイズ
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2.　機能
2.1　JP1/AJS3 - User Job Operationの機能一覧

JP1/AJS3 - User Job Operationの機能一覧を次の表に示します。

表 2-1　JP1/AJS3 - User Job Operationの機能一覧

（凡例）
－：該当しない

項番 分類 機能 説明

1 公開ジョブネットと
Clientユーザーの定
義

公開ジョブネットの定義 Clientユーザーに操作を許可するルート
ジョブネットを，公開ジョブネットとして
定義します。また，公開ジョブネットを階
層で管理する業務グループを定義します。

2 Clientユーザーの定義 Clientを使用して公開ジョブネットを操作
する Clientユーザーを定義します。LDAP
と連携する場合は，LDAP接続情報を設定
します。
また，Clientユーザーを階層で管理する
ユーザーグループを定義します。

3 公開ジョブネットの
実行

公開ジョブネットの実行 公開ジョブネットを実行します。実行方法
には，すぐに実行する方法と，あとで実行
する方法の 2とおりがあります。

4 公開ジョブネットの実行結果の確認 Clientで実行した公開ジョブネットの実行
状態および終了状態を確認します。

5 実行中の公開ジョブネットの中止 Clientで実行した公開ジョブネットが実行
中の場合，実行を中止します。

6 予約状況の確認 実行を予約した公開ジョブネットの予約状
況を確認します。予約を変更したり取り消
したりすることもできます。

7 公開ジョブネットの
監視

－ 公開ジョブネットの実行状態および遅延状
態の有無を監視します。

8 ログイン認証 － Definerまたは Clientを使って，Serverに
ログインします。

9 Clientのカスタマイ
ズ

お気に入りの設定 Clientで公開ジョブネットを実行するとき
の画面および監視するときの画面の階層構
造を，Clientユーザーが自由にカスタマイ
ズします。

10 Clientの画面の設定 Clientの画面をカスタマイズします。カス
タマイズできる項目は次のとおりです。
• 画面のタイトル
• 画面のフレーム色
14



2.　機能
2.2　公開ジョブネットと Clientユーザーの定義

公開ジョブネットおよび Clientユーザーを定義するには，Definerを使用します。

ここでは，Definerの定義機能について説明します。

2.2.1　公開ジョブネットの定義
公開ジョブネットの定義機能について，次に説明します。

（1） 公開ジョブネットの選定

Definerに接続先のマネージャーホストとスケジューラーサービスを登録することで，登録したスケ
ジューラーサービスに属するルートジョブネットの一覧を取得できます。取得したルートジョブネットの
中から，業務の担当者に操作を許可するルートジョブネットを選定します。

取得できるルートジョブネットには，次の条件があります。

• ユニット種別がルートジョブネットであること
• Definerユーザーに参照権限があること

なお，取得できるルートジョブネットの中にも，JP1/AJS3の設定によっては Clientで操作できないルー
トジョブネットがあります。公開ジョブネットを操作する上での制限事項については，「3.2.2 JP1/AJS3 - 
Managerでのルートジョブネットの設定を検討する」を参照してください。

（2） 表示する業務名の設定

ルートジョブネットを公開ジョブネットとして登録する際に，公開ジョブネットの名称をルートジョブ
ネット名とは別の，業務の担当者にとってわかりやすい名称を設定できます。そのため，業務の担当者は
JP1/AJS3を意識することなく業務を運用できます。

表示する業務名の考え方を，次の図に示します。

図 2-1　表示する業務名の考え方
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2.　機能
（3） アクセスできる Clientユーザーの定義

公開ジョブネットとして登録したルートジョブネットにアクセスできる Clientユーザーを定義します。こ
れによって，特定の Clientユーザーだけに公開ジョブネットを操作させることができます。

公開ジョブネットとアクセスできる Clientユーザーの関係を次の図に示します。

図 2-2　公開ジョブネットとアクセスできる Clientユーザーの関係

例えば，この図のようにアクセスできる Clientユーザーとして月次処理に Clientユーザー Aを，日次処
理に Clientユーザー Aと Clientユーザー Bを定義した場合，Clientユーザー Aの画面には月次処理と日
次処理が，Clientユーザー Bの画面には日次処理が表示されます。

（4） Clientユーザーに許可する操作の設定

Clientユーザーに許可する操作を設定します。

設定できる操作は次の二つです。

• 業務実行
公開ジョブネットの実行操作を許可します。また，日時を指定してあとで実行することも許可します。
業務実行を許可すると，Clientの画面に実行できる業務として表示されるようになります。

• 業務監視
公開ジョブネットの監視操作を許可します。業務監視を許可すると，Clientの画面に監視できる業務と
して表示されるようになります。

業務実行と業務監視の両方を設定することもできます。

公開ジョブネットと許可する操作の設定との関係を次の図に示します。
16
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図 2-3　公開ジョブネットと許可する操作の設定との関係

例えば，この図のように許可する操作として月次処理には業務実行と業務監視を，日次処理には業務実行
を設定した場合，Clientユーザーには，実行できる業務として月次処理と日次処理が，監視できる業務と
して月次処理が表示されます。

補足事項
プランニンググループ配下のルートジョブネットの場合，業務実行はできません。

（5） Clientユーザーに業務実行を許可した公開ジョブネットの設定

Clientユーザーに業務実行を許可した公開ジョブネットには，必要に応じて次の項目を設定します。

（a）終了確認間隔

終了確認間隔とは，公開ジョブネットの終了状態を確認するための，JP1/AJS3 - Managerと Server，お
よび Serverと Clientの間の通信間隔です。

Serverは，Clientで実行した公開ジョブネットの実行状態および終了状態を確認するために，設定した間
隔で JP1/AJS3 - Managerと通信して，公開ジョブネットとして登録したルートジョブネットの実行が終
了するまで実行状態を取得します。Clientも同様に，設定した間隔で Serverと通信して，実行した公開
ジョブネットの実行状態を取得します。

（b）中止方法

Clientで実行した公開ジョブネットを，Clientユーザーに中止させるかさせないかを設定します。

• 中断
17
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公開ジョブネットとして登録したルートジョブネットを中断します。ルートジョブネットを中断する
と，実行中のジョブの終了を待ち，それ以降のジョブ実行から中止します。

• 強制終了
公開ジョブネットとして登録したルートジョブネットを強制終了します。ルートジョブネットを強制終
了すると，すべての実行中のジョブを強制終了し，以降のジョブ実行も中止します。

• 中止できない
Clientユーザーに，実行中の公開ジョブネットを中止させないようにします。

（c）ガイド

公開ジョブネットに，Clientユーザーに知らせたい情報をガイドとして設定できます。設定した内容は，
Clientの詳細情報を確認する画面，および実行結果を通知するダイアログボックスから参照できます。

（d）マクロ変数

配下にマクロ変数を使用しているジョブを持つルートジョブネットを公開ジョブネットとして登録する場
合，Definerでマクロ変数と入力値を設定する必要があります。マクロ変数には固定値を指定したり，
Clientでの実行時に Clientユーザーにマクロ変数値を入力させるように設定したりできます。

Clientユーザーにマクロ変数を入力させる場合は，Clientでのマクロ変数の表示名や入力候補値を設定し
ておくことで，Clientユーザーにわかりやすい表示でマクロ変数を入力させることができます。そのた
め，Clientユーザーはマクロ変数の形式を知らなくても，マクロ変数を設定して公開ジョブネットを実行
できます。

マクロ変数の設定例を次の図に示します。
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図 2-4　マクロ変数の設定例

この図のように，配下にマクロ変数を使用しているジョブを含むルートジョブネット「集計」を公開ジョ
ブネットとする場合は，Definerでマクロ変数の変数名，条件項目名，および入力候補値の表示値と指定
値を定義する必要があります。定義した条件項目名と入力候補値の表示値は，Clientで公開ジョブネット
「集計」を実行する際に実行条件名および選択項目として表示されます。表示値の中から「2010年 6月」
を選択して実行すると，選択した表示値に対応する指定値「201006」がルートジョブネット「集計」の配
下のジョブのマクロ変数に設定され，ルートジョブネット「集計」が実行されます。

補足事項
マクロ変数には，次の表に示す変数を定義できます。

表 2-2　JP1/AJS3 - User Job Operationで使用できる変数

変数名 説明

USER 公開ジョブネットを実行した Clientユーザー名が設定されます。
設定されるアルファベットはすべて小文字として扱われます。
文字数制限がある場合は 31バイトとして扱われます。
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変数は必ず半角大文字で，「$変数名 $」の形式で指定してください。また，変数前後の「$」を 2回
繰り返すことで，「$変数名 $」を変数ではなく文字列として扱えるようになります。

（例 1）
Definerでの指定値：ABC_$USER$
ジョブネットの実行時に処理される値：ABC_client_user_01

（例 2）
Definerでの指定値：ABC_$$USER$$
ジョブネットの実行時に処理される値：ABC_$USER$

なお，この変数は Definerでマクロ変数を定義する場合にだけ使用できます。Clientユーザーにマク
ロ変数を直接指定させるような場合，この変数は使用できません。

（e）結果ファイル

結果ファイルの完全パスを設定しておくことで，公開ジョブネットが結果ファイルを生成した場合に，結
果ファイルを Clientでダウンロードできます。

結果ファイルを Clientでダウンロードする例を，次の図に示します。

図 2-5　結果ファイルを Clientでダウンロードする例

この図のように，結果ファイル「帳票 .txt」を生成してファイルサーバ TESTの cyouhyouフォルダに格
納するようなルートジョブネットを公開ジョブネットとして実行させる場合，結果ファイルとして「帳票
.txt」の完全パス「¥¥TEST¥cyouhyou¥帳票 .txt」を指定しておくと，実行した Clientユーザーは「帳
票 .txt」をダウンロードできます。

結果ファイルは，Webサーバにも格納できます。Webサーバに格納した結果ファイルを Clientでダウン
ロードする例を次の図に示します。
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図 2-6　結果ファイルを Clientでダウンロードする例（Webサーバの場合）

結果ファイル「kekka.txt」を生成して，Webサーバ hitachi.co.jpの cyouhyouフォルダに格納するよう
なルートジョブネットを公開ジョブネットとして実行させる場合，「kekka.txt」の URL「http://
www.hitachi.co.jp/cyouhyou/kekka.txt」を指定しておくと，公開ジョブネットを実行した

Clientユーザーはインターネット経由で「kekka.txt」をダウンロードできます。

また，結果ファイルをダウンロードできるように設定した公開ジョブネットを，一人の Clientユーザーが
複数回実行すると，実行するたびに結果ファイルは上書きされます。したがって，Clientユーザーがダウ
ンロードできるのは最新の結果ファイルだけです。結果ファイルの上書きについて，次の図に示します。
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図 2-7　結果ファイルの上書き

Clientユーザー Aが 1回目に「帳票作成」を実行すると，1回目の実行結果が結果ファイルとしてファイ
ルサーバに格納されます。この時点で Clientユーザー Aが実行結果画面からダウンロードできるのは，1
回目の実行結果の結果ファイルです。

Clientユーザー Aが 2回目に「帳票作成」を実行すると，サーバに格納されている 1回目の結果ファイル
は 2回目の実行結果で上書きされます。そのため，1回目の実行結果を選択しても，ダウンロードできる
結果ファイルはその時点で最新の 2回目のものとなります。

補足事項
一つの公開ジョブネットを異なるユーザーが複数回実行した場合も，実行するたびに結果ファイルは
上書きされます。
しかし，変数およびマクロ変数を使用することで，結果ファイルとして出力されるファイルの名称や
格納先のフォルダ名を，Clientユーザーごとに分けられます。
結果ファイルの名前に Clientユーザー名を設定してダウンロードする例を，次の図に示します。
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図 2-8　変数の使用例

JP1/AJS3で，帳票を生成するジョブに，ファイル名にユーザー名を設定するマクロ変数
「?AJS2USER?」を定義しておきます。
一方 Definerでは，結果ファイルとして「¥¥TEST¥cyouhyou¥帳票＿ $USER$.txt」を，マクロ変

数「?AJS2USER?」の入力値として変数「$USER$」を指定します。Clientユーザーの user01が公
開ジョブネットを実行すると，マクロ変数「?AJS2USER?」に Clientユーザー名「user01」が設定
され，「帳票＿ user01.txt」が生成されます。Clientユーザー user01は，この「帳票＿ user01.txt」
を結果ファイルとしてダウンロードできます。同様に，Clientユーザーの user02が公開ジョブネッ
トを実行した場合，結果ファイルとして「帳票＿ user02.txt」をダウンロードできます。

注意事項
ユーザー名に，ファイル名やフォルダ名に使用できない文字が含まれる場合，$USER$で置き換
わったパスが正しく認識できないため，結果ファイルを取得できません。

（6） コメントの表示設定

公開ジョブネットにコメントを設定します。設定したコメントは，Clientの画面で公開ジョブネットのア
イコンにマウスカーソルを合わせたときに表示されます。

（7） 公開ジョブネットの階層化

JP1/AJS3 - User Job Operationでは，公開ジョブネットを階層で管理できます。公開ジョブネットをま
とめて管理するためのグループのことを業務グループと呼びます。業務グループを定義して公開ジョブ
ネットを階層化することで，公開ジョブネットを分類したり整理したりできます。

また，業務グループは公開ジョブネットをまとめるグループとして，Clientにも表示されます。Client
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ユーザーにとってわかりやすい階層構造を定義することで，Clientユーザーにも簡単に公開ジョブネット
の階層構造が理解できるようになります。

業務グループの作成例を次の図に示します。

図 2-9　業務グループの作成例

この図のように，業務グループの「総務部」に総務部が担当する業務をまとめたり，「日次処理」に毎日実
行する業務をまとめたりすることで，総務部が担当する公開ジョブネットを実行頻度ごとに管理できます。
これらの公開ジョブネットを操作する Clientユーザーにも，業務を担当する部署と業務の実行頻度が容易
に理解できるようになります。

（8） 公開設定のデフォルト値の設定

Clientでの表示業務名や許可する操作など，公開ジョブネットに設定する公開設定は，業務グループにも
設定できます。

公開ジョブネットの公開設定のデフォルト値には，上位の業務グループに設定されている公開設定が反映
されます。つまり，業務グループに公開設定を設定することで，配下にある公開ジョブネットの公開設定
のデフォルト値を一括して設定できます。ただし，配下に公開ジョブネットを登録している状態で業務グ
ループの公開設定を変更しても，すでに配下に登録されている公開ジョブネットの公開設定は変更されま
せん。

業務グループと公開ジョブネットの公開設定との関係を，公開設定である「アクセス可能メンバー」を例
に，次の図に示します。
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図 2-10　業務グループの公開設定

この図に示したように，「アクセス可能メンバー」としてユーザー Aを指定した業務グループの配下に新
しく公開ジョブネットを追加する場合は，配下の公開ジョブネットの「アクセス可能メンバー」にデフォ
ルト値としてユーザー Aが設定されます。一方，配下に公開ジョブネットが登録されている業務グループ
の「アクセス可能メンバー」をユーザー Aからユーザー Bに変更する場合は，配下の公開ジョブネットの
「アクセス可能メンバー」は変更されません。

2.2.2　Clientユーザーの定義
公開ジョブネットを Clientで操作する業務の担当者を，Clientユーザーとして定義しておく必要がありま
す。また，複数の Clientユーザーをまとめたグループ（ユーザーグループ）を作成することで，Client
ユーザーを分類し，グループとしてまとめて管理できます。

Clientユーザーおよびユーザーグループについて次に説明します。

（1） Clientユーザー

Clientユーザーには，JP1/AJS3 - User Job Operationで独自に登録・管理する UJOユーザーと，LDAP
で管理されているユーザーを Clientユーザーとして使用する LDAPユーザーの 2種類があります。

UJOユーザーと LDAPユーザーについて次に説明します。

UJOユーザー
JP1/AJS3 - User Job Operationで独自に登録・管理するユーザーのことです。UJOユーザーは
Definerで定義します。
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UJOユーザーについて，次の図に示します。

図 2-11　UJOユーザーの概要

LDAPユーザー
LDAPとの連携を設定することで Clientを使用できるユーザーのことです。LDAPで階層管理されて
いるユーザーのうち，特定の組織階層以下のユーザーを LDAPユーザーとして設定できます。そのた
め，LDAPユーザーを使用すると Clientユーザーの登録・管理の負担を軽減できます。
LDAPユーザーについて，次の図に示します。

図 2-12　LDAPユーザーの概要

この図の場合，LDAPサーバの「経理課」を LDAP連携の対象として Serverに設定することで，「経
理課」に所属するすべてのユーザーが LDAPユーザーになります。「出納係」や「管理係」のような
LDAPの階層もそのまま Definerで表示されます。Definerで表示される LDAPの階層を LDAP部署
と呼びます。

UJOユーザーと LDAPユーザーは併用できます。

（2） ユーザーグループ

複数の Clientユーザーを一つのグループにまとめることで，Clientユーザーを分類して体系的に管理でき
ます。このグループのことをユーザーグループと呼びます。複数の Clientユーザーをユーザーグループに
まとめておくことで，Clientユーザーを所属別に分類したり，業務内容ごとに分類したりできます。
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ユーザーグループの例を次の図に示します。

図 2-13　ユーザーグループの例

この図の場合，Clientユーザー A～ Cを「プロジェクト A」というユーザーグループに分類しています。

作成したユーザーグループは，公開ジョブネットにアクセスできる Clientユーザーとして定義できます。
アクセスできる Clientユーザーにユーザーグループを設定すると，そのユーザーグループに所属するすべ
ての Clientユーザーが，その公開ジョブネットにアクセスできます。

ユーザーグループには，JP1/AJS3 - User Job Operationで独自に定義する UJOユーザーグループと，
LDAP部署をそのままユーザーグループとして登録する LDAPユーザーグループの 2種類があります。

UJOユーザーグループと LDAPユーザーグループについて，次に説明します。

（a）UJOユーザーグループ

UJOユーザーグループとは，JP1/AJS3 - User Job Operationで独自に定義するユーザーグループです。
UJOユーザーグループには，Clientユーザーの中から自由にメンバーを登録できます。

UJOユーザーグループは，配下にさらにユーザーグループを作成して階層構造にしたり，同一の Client
ユーザーを複数の UJOユーザーグループに登録したりできます。

また，LDAPと連携している場合，LDAPユーザーもグループのメンバーとして登録できます。

UJOユーザーグループの例を次に示します。
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図 2-14　UJOユーザーグループの例

この図では，まず「総務部」および「営業部」という UJOユーザーグループを作成しています。そして，
「総務部」の配下に，「人事課」および「経理課」というUJOユーザーグループを，「営業部」の配下に，
「営業課」という UJOユーザーグループを作成しています。また，Clientユーザー Aを，「人事課」およ
び「経理課」の二つの UJOユーザーグループに登録しています。

（b）LDAPユーザーグループ

LDAPユーザーグループとは，LDAP部署をユーザーグループとして登録したものです。LDAP部署に所
属する LDAPユーザーがそのまま LDAPユーザーグループのメンバーになります。

なお，LDAPユーザーグループの配下には，UJOユーザーおよびユーザーグループを配置できません。

LDAPユーザーグループの例を次に示します。
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図 2-15　LDAPユーザーグループの例

この図では，Serverに登録されている LDAPの階層のうち，「経理課」という LDAP部署を LDAPユー
ザーグループとして登録しています。この LDAPユーザーグループのメンバーは，LDAPで経理課に所属
している LDAPユーザー 1～ 4です。

補足事項
図の「経理課」という LDAPユーザーグループは，公開ジョブネットにアクセスできる Clientユー
ザーとして定義できます。「経理課」という LDAPユーザーグループをアクセスできる Clientユー
ザーとして定義すると，その配下の「出納係」「管理係」という LDAP部署に属する LDAPユーザー
が，その公開ジョブネットにアクセスできるようになります。
しかし，「出納係」および「管理係」のような，LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署は，それ
らを個別で公開ジョブネットにアクセスできる Clientユーザーとして定義できません。LDAPユー
ザーグループ配下の LDAP部署をアクセスできる Clientユーザーとして個別に定義するには，その
LDAP部署も LDAPユーザーグループとして登録する必要があります。

（3） Clientユーザーとユーザーグループの使い方

LDAPと連携する場合の，Clientユーザーとユーザーグループの使い方を次に示します。

任意の LDAPユーザーを UJOユーザーグループでまとめる場合
UJOユーザーグループを作成し，そのメンバーに LDAPユーザーを登録することで，任意の LDAP
ユーザーを LDAP部署とは異なるグループでまとめることができます。
任意の LDAPユーザーを UJOユーザーグループでまとめる例を次の図に示します。
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図 2-16　任意の LDAPユーザーを UJOユーザーグループでまとめる例

この図では，「係長」というUJOユーザーグループを作成し，そのメンバーとして，LDAPユーザー
1および LDAPユーザー 3を個別に登録しています。このように，任意の LDAPユーザーをまとめ
るには，UJOユーザーグループを使用します。

複数の LDAPユーザーグループを UJOユーザーグループでまとめる場合
UJOユーザーグループを作成し，その配下に複数の LDAPユーザーグループを作成することで，
LDAPユーザーグループをまとめることができます。
複数の LDAPユーザーグループを UJOユーザーグループでまとめる例を次の図に示します。
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図 2-17　複数の LDAPユーザーグループを UJOユーザーグループでまとめる例

この図では，「出納係」と「調整係」を一つのグループとしてまとめるために，「プロジェクト A」と
いう UJOユーザーグループを作成し，その配下に「出納係」と「調整係」という LDAPユーザーグ
ループを作成しています。このように，複数の LDAPユーザーグループをまとめるために UJOユー
ザーグループを使用できます。
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2.3　公開ジョブネットの実行
Definerで業務実行を許可した公開ジョブネットは，Clientユーザーが実行できます。

ここでは，Clientによる公開ジョブネットの実行機能について説明します。

2.3.1　公開ジョブネットの実行方法
Clientユーザーが公開ジョブネットを実行する方法には，すぐに実行する方法と，あとで実行する方法の
2種類があります。

公開ジョブネットを実行する上での制限事項については，「3.2.2 JP1/AJS3 - Managerでのルートジョブ
ネットの設定を検討する」を参照してください。

注意事項
• 公開ジョブネットをすぐに実行，またはあとで実行しようとしたときに，接続先の JP1/AJS3で実
行する世代が待ち状態になると，公開ジョブネットは指定した日時に実行されません。

• 公開ジョブネットを実行する Clientユーザーのユーザー名が 255バイト以上の場合，ジョブネット
を実行することができません。

補足事項
公開ジョブネットの実行が完了すると，公開ジョブネットの実行結果を通知する業務実行結果ダイア
ログボックスが表示されます。Clientで設定することで，このダイアログボックスを表示しないよう
にもできます。

（1） すぐに実行

公開ジョブネットをすぐに実行します。

公開ジョブネットを実行する画面を次の図に示します。

図 2-18　公開ジョブネットの実行

なお，実行時にマクロ変数の指定が必要な場合は，マクロ変数の入力ボックスが表示されます。マクロ変
数の定義や入力候補値の定義については，「2.2.1(5)(d) マクロ変数」を参照してください。

注意事項
表示される情報は定期的に更新されるため，表示されている状態が最新の状態ではない場合がありま
す。
更新間隔については，「2.2.1(5)(a) 終了確認間隔」を参照してください。

（2） あとで実行

公開ジョブネットの実行日時を予約して実行します。
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実行日時を予約する画面を次の図に示します。

図 2-19　実行日時の予約

補足事項
予約できる日時は 10分単位で指定できます。また，予約できる日時は，現在の時刻から翌月の末日
までです。

（例）
現在時刻が 5:39の場合は，5:40から指定できます。

2.3.2　公開ジョブネットの実行状態・結果の確認
実行した公開ジョブネットの実行状態や結果を確認します。結果ファイルのダウンロードや公開ジョブ
ネットの詳細情報も確認できます。ただし，ほかの Clientユーザーが実行した結果については確認できま
せん。

実行結果の確認画面でできる操作について次に説明します。

（1） 実行状態の確認

実行した公開ジョブネットの実行状態，および結果を確認します。予約中の公開ジョブネットは，予約日
時に到達して実行が開始されてから実行状態が確認できるようになります。

実行状態を確認する画面を次の図に示します。

図 2-20　実行状態の確認

公開ジョブネットの実行状態および結果は，アイコンの色で確認できます。また，終了日時などの情報も
確認できます。Clientでの状態名は，JP1/AJS3の状態名と一部異なります。

Clientでの表示色，Clientで表示される状態，および JP1/AJS3上の状態の関係を次の表に示します。
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表 2-3　表示色と実行状態

注※ 1
Clientユーザーが実行中の業務の［中止］ボタンをクリックすると，Clientでの状態名は「中止待
ち」となります。JP1/AJS3側でルートジョブネットが中止されたのを検知すると，状態名が「中止」
に変わります。

注※ 2
JP1/AJS3での状態が「保留中」または「実行開始待ち」のルートジョブネットを Clientから中止し
た場合，JP1/AJS3側では世代が削除され，Clientで確認できる詳細情報には，JP1/AJS3の状態が
「-（ハイフン）」と表示されます。

注※ 3
「開始時刻待ち」状態のルートジョブネットのうち Clientで「実行中」と表示されるルートジョブ
ネットは，Clientですぐに実行されたルートジョブネットだけです。Clientで実行予約して「開始時
刻待ち」状態になっているルートジョブネットは，Clientの実行結果には表示されません。

注※ 4
Serverが JP1/AJS3から状態を取得する前に JP1/AJS3側で次のような処理が行われると，Server
が状態を取得できなくなり，Clientでの状態名が「不明」になります。
• 保存世代数管理が行われて，取得する世代が削除された。
保存世代数と Clientでの実行状態との関係については，「3.2.2(8) 保存世代数」を参照してくださ
い。

• 実行したルートジョブネットを削除した。

注※ 5
• Serverが JP1/AJS3からルートジョブネットの実行完了を検知する前に，ルートジョブネットが再

アイコンの表示色 Clientでの状態名 JP1/AJS3上での状態名

赤 異常検出※ 1 異常検出実行中※ 5

警告検出※ 1 警告検出実行中※ 5

異常終了 • 異常検出終了※ 5

• 異常検出終了 -WR
• 繰り越し未実行
• 順序不正

警告終了 警告検出終了※ 5

中止 • 中断※ 5

• 強制終了※ 5

• 強制終了 -WR
• -※ 2

黄色 保留中※ 1 保留中※ 5

緑 実行中※ 1 • 実行中※ 5

• 終了遅延
• ネスト終了遅延
• 開始遅延
• ネスト開始遅延
• 開始時刻待ち※ 3※ 5

正常終了 正常終了※ 5

灰色 不明 なし※ 4
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2.　機能
実行された場合，JP1/AJS3上の状態名に「-R」がつきます。

注意事項
表示される情報は定期的に更新されるため，表示されている状態が最新の状態ではない場合がありま
す。
更新間隔については，「2.2.1(5)(a) 終了確認間隔」を参照してください。

（2） 詳細情報の確認

実行した公開ジョブネットの実行時間，実行状態の詳細，前回の実行実績，および JP1/AJS3上のジョブ
ネット名や属しているスケジューラーサービスなどの詳細情報を実行結果の確認画面で確認します。また，
Definerでガイドの表示を設定してある場合，ガイドを参照できます。

実行中の公開ジョブネットに異常が発生した場合は，この情報を基に JP1/AJS3 - Viewなどを使用して対
処してください。

詳細情報を確認するときの画面を次の図に示します。

図 2-21　詳細情報の確認

なお，［状態（詳細）］には，公開ジョブネットの状態が「Clientでの状態名（JP1/AJS3での状態名）」の
形式で表示されます。

（3） 結果ファイルのダウンロード

Definerで公開ジョブネットの定義時に結果ファイルを設定している場合，実行結果の確認画面から結果
ファイルをダウンロードできます。

例えば，帳票を作成するルートジョブネット「帳票作成」を公開ジョブネットとして定義している場合，
Definerで帳票の完全パスを設定しておけば，公開ジョブネットの実行によって出力された帳票を実行結
果の確認画面からダウンロードできるようになります。

注意事項
一人の Clientユーザーが同じ公開ジョブネットを複数回実行した場合は，最後に生成された結果ファ
イルだけをダウンロードできます。

2.3.3　実行中の公開ジョブネットの中止
実行中の公開ジョブネットの実行を中止します。

中止方法（中断または強制終了）は Definerで定義します。Clientユーザーに実行を中止させないように
設定することもできます。

公開ジョブネットを中止するときの画面を次の図に示します。
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図 2-22　公開ジョブネットの中止

2.3.4　予約状況の確認
実行予約した公開ジョブネットの予約状況を確認します。予約を取り消したり，予約日時を変更したりす
ることもできます。ただし，ほかの Clientユーザーが予約した実行予定は確認できません。

予約状況を確認する画面を次の図に示します。

図 2-23　予約状況の確認

注意事項
表示される情報は定期的に更新されるため，表示されている状態が最新の状態ではない場合がありま
す。
更新間隔については，「2.2.1(5)(a) 終了確認間隔」を参照してください。
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2.4　公開ジョブネットの監視
Definerで業務監視を許可した公開ジョブネットは，Clientユーザーが監視できます。Clientユーザーは，
監視を許可されている公開ジョブネットについて，最新世代の実行状態と遅延状態，および詳細情報を知
ることができます。また，保存世代情報（前回世代の実行結果または状態）や次回の実行開始予定を確認
できます。

Clientによる公開ジョブネットの監視機能について説明します。

（1） アイコンによる実行状態の監視

監視を許可されている公開ジョブネットの実行状態を，アイコンの色と表示される状態名で監視します。
また，JP1/AJS3でジョブネットの遅延監視を設定している場合，遅延の有無を監視アイコン右下の遅延
マークの有無で確認できます。

公開ジョブネットを監視する画面を次の図に示します。

図 2-24　公開ジョブネットの監視

Clientでの状態名は，JP1/AJS3の状態名とは一部異なります。

監視アイコンの表示色，Clientで表示される状態，および JP1/AJS3上の状態の関係を次の表に示しま
す。

表 2-4　表示色と実行状態

監視アイコンの表示色 Clientでの状態名 業務グループの表示優先度
※ 1

JP1/AJS3上での状態名

赤 異常検出 1 異常検出実行中※ 4

警告検出 警告検出実行中※ 4

異常終了 2 • 異常検出終了※ 4

• 異常検出終了 -WR
• 繰り越し未実行
• 順序不正
• 閉塞

警告終了 警告検出終了※ 4

中止 • 中断※ 4

• 強制終了※ 4

• 強制終了 -WR
• 監視打ち切り終了

黄色 保留中※ 2 3 保留中※ 4

緑 実行中 4 • 実行中※ 4

• 起動条件待ち※ 3
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注※ 1
業務グループの表示優先度とは，業務グループの状態を決定するために公開ジョブネットの状態を分
類して付けられた優先度です。数字が小さいほど優先度は高くなります。業務グループの状態には，
配下の公開ジョブネットのうち，優先度の最も高い状態を持つ公開ジョブネットの状態が表示されま
す。

注※ 2
前回の実行結果が存在するルートジョブネットの場合，JP1/AJS3上の状態が「保留中」になっても，
監視画面に表示される Clientでの状態名には，前回の結果が表示されます。

注※ 3
起動条件付きのルートジョブネットを監視している場合，起動条件の監視中は，起動条件の成立とは
関係なく常に「起動条件待ち」状態の実行世代が監視対象になります。

注※ 4
ルートジョブネットが再実行された場合は「-R」がついて表示されます。

　

また，監視画面から監視アイコンをドラッグアンドドロップしてデスクトップにはり付けることで，デス
クトップ上で公開ジョブネットを監視することもできます。デスクトップ上の監視アイコンをダブルク
リックすると，Clientを活性化して，その監視アイコンのある階層をデスクトップの最前面に表示させる
ことができます。

監視アイコンをデスクトップにはり付けた状態のイメージを，次の図に示します。

図 2-25　監視アイコンのデスクトップはり付け

監視画面，またはデスクトップ上で監視している公開ジョブネットが次の状態に遷移すると，監視アイコ
ンがアニメーション表示になり，アラート音が鳴り出します。

• 異常検出
• 警告検出
• 異常終了

正常終了 5 • 正常終了※ 4

• 監視中断
• 監視正常終了
• 監視未起動終了

白 未実行 6 開始時刻待ち※ 4

不明 その他

監視アイコンの表示色 Clientでの状態名 業務グループの表示優先度
※ 1

JP1/AJS3上での状態名
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• 警告終了
• 中止

これによって，公開ジョブネットに異常が発生したことを即時に知ることができます。特に，デスクトッ
プ上に監視アイコンをはり付けておけば，JP1/AJS3の業務監視以外の作業をしている場合でも，監視ア
イコンのアニメーションとアラート音で公開ジョブネットでの異常の発生にすぐに気づくことができます。

また，公開ジョブネットに次の遅延状態が発生した場合，監視アイコンの右下に遅延マークが表示される
ため，遅延状態の有無を容易に確認できます。

• 開始遅延
• ネスト開始遅延
• 終了遅延
• ネスト終了遅延

遅延マーク付きの監視アイコンを次の図に示します。

図 2-26　遅延マーク付きの監視アイコン

注意事項
表示される情報は定期的に更新されるため，表示されている状態が最新の状態ではない場合がありま
す。
更新間隔は Serverの環境設定で設定できます。詳細については，「3.8.1(4) Serverの内部動作の設定
（tuningタグ）」の watch-intervalタグの説明を参照してください。

補足事項
Windowsの「デスクトップの表示」機能を使用してデスクトップに表示されているすべてのウィンド
ウを最小化した場合，デスクトップに作成してあるショートカットアイコンは残ったままになります
が，監視アイコンは Clientの画面と共に最小化されます。再度「デスクトップの表示」機能を使用し
てウィンドウを表示するか，または Clientの画面を再度表示すると，監視アイコンも表示されます。

（2） 詳細情報の確認

監視している公開ジョブネットの最新世代情報，次回開始予定，保存世代情報（前回世代の実行結果また
は状態），および JP1/AJS3上のジョブネット名や属しているスケジューラーサービスなどの詳細情報を監
視画面で確認します。また，Definerでガイドの表示を設定してある場合，ガイドを参照できます。

監視している公開ジョブネットに異常が発生した場合は，この情報を基に JP1/AJS3 - Viewなどを使用し
て対処してください。

詳細情報を確認するときの画面を次の図に示します。
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図 2-27　詳細情報の確認

なお，［状態（詳細）］には，公開ジョブネットの状態が「Clientでの状態名（JP1/AJS3での状態名）」の
形式で表示されます。

注意事項
保存世代情報を表示したい場合は，公開ジョブネットのジョブネット定義で保存世代数を 2以上に設
定してください。保存世代数を 1に設定している場合，［保存世代情報］は「なし」と表示されます。
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2.5　ログイン認証
Definerと Clientでは，それぞれの場合でログイン認証の方式が異なります。

それぞれのログイン認証の方式について説明します。

（1） Definerでのログイン認証

Definerからログインするユーザーは，Serverを経由して JP1/Baseで認証されます。

Definerでのログイン認証の方式を次の図に示します。

図 2-28　Definerでのログイン認証の方式

（2） Clientでのログイン認証

Clientからログインする場合，ログインするユーザーの種類によって，認証の方式が異なります。

• UJOユーザーでログインする場合
Serverで管理されている UJOユーザーの定義情報を基に，Serverで認証されます。

• LDAPユーザーでログインする場合
Serverを経由して LDAPサーバで認証されます。
LDAPユーザーは，LDAPで使用しているパスワードでログインします。

Clientでのログイン認証の方式を次の図に示します。
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図 2-29　Clientでのログイン認証の方式

Clientからログインする場合，入力したユーザー名とパスワードは，Serverホストにある UJOユーザー
のユーザー情報，LDAPサーバのユーザー情報の順に照合されます。そのため，UJOユーザーと LDAP
ユーザーでユーザー名が重複している場合，UJOユーザーとして認証されます。LDAPでのパスワードを
正しく入力しても，LDAPサーバでは認証されないため，ログインできません。

補足事項
Clientユーザーでログインする場合，Clientの［自動ログイン設定］ダイアログボックスの［自動ロ
グイン］に［する］を設定しておくと，Clientの起動時に自動的に Serverにログインできます。

注意事項
• Active Directoryで，アカウントオプションが「ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必
要」または「アカウントは無効」となっているユーザーは，Clientからログインできません。ま
た，パスワードが設定されていないユーザーや，アカウントの有効期限が切れたユーザーもログイ
ンできません。

• ユーザー名が 255バイト以上の LDAPユーザーは使用できません。
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2.6　Clientのカスタマイズ

Clientのカスタマイズ機能について説明します。

2.6.1　お気に入りの設定
Clientに表示される公開ジョブネットの階層構造を，Clientユーザーごとに自由にカスタマイズしてお気
に入りとして登録できます。お気に入りを設定してよく使う公開ジョブネットを見やすいようにまとめて
おけば，効率的に公開ジョブネットを実行したり監視したりできるようになります。

お気に入りを設定する際の画面を次に示します。

図 2-30　お気に入りの設定

お気に入りには，公開ジョブネットを実行するときに使用する画面用の設定と，監視するときに使用する
画面用の設定の 2種類があります。

2.6.2　Clientの画面の設定
Clientの画面では，次の設定についてカスタマイズできます。

• 画面のタイトル
• 画面のフレーム色

注意事項
メイン画面とは別のウィンドウで表示される画面（ダイアログボックス）は，カスタマイズできませ
ん。

Clientの画面の設定について次に説明します。

（1） 画面のタイトルの設定

Clientのタイトル画像，およびタイトル文字を設定できます。両方とも指定した場合は，タイトル画像の
上にタイトル文字が重なって表示されます。

注意事項
• タイトル画像には PNG形式の画像ファイル以外は指定できません。
• 設定した画像ファイルの大きさがタイトルエリア（175× 55ピクセル）より大きい場合は，設定し
た画像が縮小されて表示されます。

（2） 画面のフレーム色の設定

Clientの画面のフレーム色を，次の中から指定できます。
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2.　機能
• 標準（ブルー）
• グレー
• ピンク
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3　 設計
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationの構築・運用を開始する前に検
討しておく必要のある項目について説明します。

3.1　JP1/AJS3 - User Job Operationを運用するための検討項目

3.2　公開ジョブネットの検討

3.3　ユーザーの検討

3.4　システム構成の検討

3.5　ネットワーク構成の検討

3.6　インストール情報の検討

3.7　性能と見積もり

3.8　環境設定の検討

3.9　メンテナンスの検討
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3.　設計
3.1　JP1/AJS3 - User Job Operationを運用するための検
討項目

JP1/AJS3 - User Job Operationを構築・運用する上で検討しておく必要のある項目，および記載個所を，
次の表に示します。

表 3-1　JP1/AJS3 - User Job Operationの検討項目と記載個所

項番 検討項目 記載個所

1 公開ジョブネット
• 公開するルートジョブネット
• JP1/AJS3 - Managerでのルートジョブネットの設
定

• 公開ジョブネットの階層構造
• 公開ジョブネットの公開設定

3.2

2 ユーザー
• Definerユーザー
• Clientユーザー
• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー

3.3

3 システム構成
• ホストの構成
• 共有フォルダ
• 互換性

3.4

4 ネットワーク構成 3.5

5 インストール情報 3.6

6 見積もり
• 処理性能
• システム性能
• ログサイズ

3.7

7 環境設定
• Serverの環境設定
• Definerの環境設定
• Clientの環境設定

3.8

8 メンテナンス
• AIRランタイムのアップデート
• トラブルに対する準備
• バックアップ
• ディスク容量

3.9
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3.　設計
3.2　公開ジョブネットの検討
Clientユーザーにルートジョブネットを操作させるには，JP1/AJS3 - Managerに定義されているルート
ジョブネットの中から Clientユーザーに操作させたいルートジョブネットを洗い出し，それを公開ジョブ
ネットとして登録するための検討が必要です。

ここでは，ルートジョブネットを公開ジョブネットとして登録するために必要な検討項目について説明し
ます。

3.2.1　公開するルートジョブネットを検討する
JP1/AJS3 - Managerに定義されているルートジョブネットの中から，Clientユーザーに実行させたい
ルートジョブネット，または監視させたいルートジョブネットを洗い出し，公開ジョブネットとして登録
するかどうかを検討します。また，ルートジョブネットを用途や Clientユーザーごとに分けて公開するか
どうかも検討します。

注意事項
公開ジョブネットとして登録できるユニット種別は，ルートジョブネットだけです。それ以外のユ
ニット種別は登録できません。また，プランニンググループ配下のルートジョブネットは，Client
ユーザーに実行させることはできません。

（1） Clientユーザーに実行させるルートジョブネットを検討する

Clientユーザーに公開ジョブネットを実行させる場合，公開ジョブネットには次のようなルートジョブ
ネットを選択します。

• 非定型業務を定義したルートジョブネット
• 業務の担当者の判断が契機となって実行するルートジョブネット

Clientユーザーに実行させるルートジョブネットは，Clientユーザー用に新しく定義し直すことを推奨し
ます。JP1/AJS3で新しくルートジョブネットを定義し直す場合は，「3.2.2 JP1/AJS3 - Managerでのルー
トジョブネットの設定を検討する」を参考に，設定を検討してください。

既存のルートジョブネットを公開ジョブネットに登録する場合は，Clientユーザーに実行させてよいかど
うか，あらかじめ検討する必要があります。

実行結果を確認できる公開ジョブネットについて
Clientユーザーに公開ジョブネットを実行させる場合，Clientユーザーは，自分が実行した世代の実
行結果だけを確認できます。ほかの Clientユーザーが実行した公開ジョブネットや世代は確認できま
せん。
また，Clientユーザーが公開ジョブネットの予約状況を確認する場合も，自分が予約した実行予定だ
けが確認できます。
複数の Clientユーザーが一つの公開ジョブネットを実行した場合の，Clientユーザーごとの実行結果
の表示例を，次の図に示します。
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3.　設計
図 3-1　Clientユーザーごとの実行結果の表示例

 
この図に示すように，10:00に Clientユーザー Aが公開ジョブネットを実行した場合，JP1/AJS3 - 
Managerで世代 1が「実行中」状態に遷移します。世代 1を実行した Clientユーザー Aの画面に
は，世代 1の状態が表示されます。Clientユーザー Bの画面にはこの状態は表示されません。
この公開ジョブネットが正常終了したあと，12:00に Clientユーザー Bが公開ジョブネットを実行し
た場合，JP1/AJS3 - Managerでは世代 2が生成されます。世代 2を実行した Clientユーザー Bの画
面には世代 2の状態が表示されますが，Clientユーザー Aの画面では世代 1の状態が表示されたまま
になります。
13:00に世代 2が異常終了すると，Clientユーザー Bの画面には「異常終了」と表示されますが，
Clientユーザー Aの画面では異常は通知されません。

（2） Clientユーザーに監視させるルートジョブネットを検討する

Clientユーザーに公開ジョブネットを監視させる場合，公開ジョブネットには次のようなルートジョブ
ネットを選択します。

• 業務の担当者に現在の業務の状態を監視させたいルートジョブネット
• 業務に異常が発生した場合に，業務の担当者にすぐに異常の発生を通知したいルートジョブネット
• 業務が正常に実行していることを業務の担当者に常に通知しておきたいルートジョブネット

監視できる公開ジョブネットについて
Clientユーザーに公開ジョブネットの実行状態を監視させる場合，Clientユーザーは，ほかの Client
ユーザーが実行した世代や JP1/AJS3 - Viewで実行した世代の中で最新の世代だけを監視できます。
複数の Clientユーザーおよび JP1/AJS3 - Viewのユーザーが一つの公開ジョブネットを実行した場合
の監視画面の表示例を，次の図に示します。
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図 3-2　Clientの監視画面の表示例

 
この図に示すように，9:00に Clientユーザー Aが公開ジョブネットを実行した場合，JP1/AJS3 - 
Managerで世代 1が「実行中」状態で生成されます。この公開ジョブネットを監視すると，監視が許
可されているすべての Clientユーザーの監視画面には最新世代である世代 1の状態が表示されます。
世代 1が正常終了したあと，11:00に Clientユーザー Bがこの公開ジョブネットを実行すると，JP1/
AJS3 - Managerでは世代 2が生成されます。すべての Clientユーザーの監視画面には，この公開
ジョブネットの最新世代である世代 2の状態が表示されます。世代 2が異常終了すると，Clientユー
ザーの監視画面では監視アイコンが異常を通知します。
13:00に JP1/AJS3 - Viewを使用してこの公開ジョブネットを実行すると，新しく世代 3が生成され
ます。Clientユーザーの監視画面には，最新世代である世代 3の状態が表示されます。

注意事項
公開ジョブネットを監視させる場合，Serverが定期的に JP1/AJS3 - Managerと通信して，公開ジョ
ブネットとして登録したルートジョブネットの実行状態を取得します。しかし，実行頻度の少ない非
定型業務を定義したルートジョブネットを監視対象に登録していると，実行状態を取得しても長時間
状態が変化しないため，通信処理の分だけマネージャーホストに負荷が掛かります。
実行頻度の少ない非定型業務については，監視が必要かどうかあらかじめ検討してください。

（3） ルートジョブネットを複数の公開ジョブネットとして登録する

JP1/AJS3 - Managerに定義されている一つのルートジョブネットを，用途やユーザーに応じて，複数の
公開ジョブネットとして登録できます。

公開ジョブネットの登録例を次の図に示します。
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図 3-3　公開ジョブネットの登録例

この図では，JP1/AJS3 - Managerに登録されているルートジョブネット jobnet_001を，「出庫一覧取得」
および「入庫一覧取得」という二つの公開ジョブネットとして登録しています。それぞれの公開ジョブ
ネットに異なる業務名を設定し，対応する Clientユーザーがアクセスできるように設定することで，
Clientユーザーによって異なる業務名を表示させることができます。この図の場合，Clientユーザー Aの
画面には「出庫一覧取得」と表示され，Clientユーザー Bの画面には「入庫一覧取得」と表示されます。

このように，一つのルートジョブネットを目的に応じて複数の公開ジョブネットとして登録できます。

公開ジョブネットに設定する公開設定については，「3.2.4 公開ジョブネットの公開設定を検討する」を参
照してください。

3.2.2　JP1/AJS3 - Managerでのルートジョブネットの設定を検討する
Clientユーザーに公開ジョブネットを操作させる場合に，JP1/AJS3 - Managerでのルートジョブネット
の設定が Clientでの操作に影響することがあります。

また，JP1/AJS3 - User Job Operationの運用でマネージャーホストに掛かる負荷を分散するために，
JP1/AJS3 - Managerの設定をあらかじめ変更しておくことも必要です。

ここでは，JP1/AJS3 - User Job Operationの動作に影響する JP1/AJS3 - Managerの設定について説明
します。

（1） スケジューラーサービス

Serverは，次に挙げる処理のために定期的に JP1/AJS3 - Managerのスケジューラーサービスと通信して
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います。

• Clientで実行した公開ジョブネットの実行状態や終了状態の取得
• 監視する公開ジョブネットの実行状態の取得

Serverとスケジューラーサービス間の通信量が増加すると，JP1/AJS3環境で運用している業務に影響を
及ぼすおそれがあります。そのため，運用中の業務に影響を及ぼさないように，JP1/AJS3 - User Job 
Operation用のスケジューラーサービスを新しく作成して，JP1/AJS3 - User Job Operationで運用する
ルートジョブネットをまとめておくことを推奨します。

注意事項
Serverの通信先に設定するスケジューラーサービスの文字コードおよびマネージャーホストの
LANG環境変数は，シフト JIS，EUC，またはUTF-8にしてください。それ以外の文字コードの場
合，Serverとスケジューラーサービスは通信できません。

（2） ジョブ実行多重度

ルートジョブネットの実行エージェントにジョブ実行多重度を設定している場合，Clientで実行しても
ジョブ実行多重度は有効になります。

複数のジョブが同時に実行するようなルートジョブネットでは，同時に実行するジョブの数がジョブ実行
多重度を超えるとジョブが「キューイング」状態になり，予想以上にジョブの実行時間が長く掛かってし
まいます。ジョブの実行時間，単位時間当たりのジョブ実行数を考慮してジョブ実行多重度を設定するよ
うにしてください。

（3） 基準時刻

Clientには基準時刻は設定できません。そのため，JP1/AJS3 - Managerで基準時刻を設定している場合，
Clientに表示される時刻（絶対時刻）と JP1/AJS3 - Viewに表示される時刻（基準時刻を考慮した時刻）
は異なります。JP1/AJS3 - Managerで基準時刻を設定している場合は，表示される日時に注意してくだ
さい。

（4） 多重起動

多重起動を設定しているルートジョブネットは，公開ジョブネットとして実行しても多重起動が有効にな
ります。

多重起動を設定しているルートジョブネットが複数の Clientユーザーに同時に実行されると，実行した
Clientユーザーの数だけ多重起動します。

一方，多重起動を設定していないルートジョブネットの場合は，複数の Clientユーザーに同時に実行され
ると，最初に実行された世代だけが「実行中」状態になり，あとから実行された世代は，ルートジョブ
ネットの設定によって「開始時刻待ち」または「繰り越し未実行」状態になります。「開始時刻待ち」と
なった場合，前の世代の実行が終了するまで滞留します。そのため，あとから実行された世代は実行され
るまで予想以上に時間が掛かってしまいます。

多重起動の設定は，多重起動の必要性や公開ジョブネットに対して同時に実行する最大の Clientユーザー
の数を考慮して検討してください。

（5） スケジュールルール

スケジュールルールを設定しているルートジョブネットを公開ジョブネットとして実行しても，スケ
ジュールルールは有効になりません。

例えば，JP1/AJS3 - Managerで休業日の振り替えを設定しているルートジョブネットを公開ジョブネッ
51



3.　設計
トとして登録した場合，Clientで休業日に実行予定を予約すると，実行予定は営業日に振り替えられない
で予約した日時（休業日）に実行されます。

（6） 起動条件

起動条件付きルートジョブネットを公開ジョブネットとして実行しても，起動条件は有効になりません。
起動条件付きジョブネットを Clientで実行すると，起動条件は無視されてルートジョブネットだけが実行
されます。

（7） 実行登録

公開ジョブネットとして登録したルートジョブネットの，JP1/AJS3での実行登録方法によって，公開
ジョブネットに対して Clientでできる操作が異なります。

JP1/AJS3での実行登録方法と Clientでできる操作との関係を次に示します。

表 3-2　JP1/AJS3での実行登録方法と Clientでできる操作

（凡例）
○：操作できる
×：操作できない

補足事項
Clientで公開ジョブネットを実行した場合，公開ジョブネットとして登録したルートジョブネット
は，JP1/AJS3で確定実行登録されます。その際のルートジョブネットの開始予定時間は，「すぐに実
行」と「あとで実行」の場合で異なります。

「すぐに実行」の場合
操作時の Serverのシステム時刻

「あとで実行」の場合
Clientユーザーが指定した日時

（8） 保存世代数

Serverは，Clientで実行した公開ジョブネットの実行状態や終了状態を確認するために，定期的に JP1/
AJS3 - Managerと通信して状態を取得します。このとき取得する状態は，JP1/AJS3 - Managerの保存世
代の実行状態です。そのため，一つの公開ジョブネットを複数の Clientユーザーに実行させるような運用
の場合，Clientユーザーが公開ジョブネットを実行するたびに JP1/AJS3側で保存世代数管理が行われ
て，古い世代が削除されます。なお，保存世代数を 1に設定している場合，監視画面（詳細情報）に表示
される［保存世代情報］は「なし」と表示されます。

一つの公開ジョブネットを複数の Clientユーザーに実行させる例を，次の図に示します。

項番 JP1/AJS3での実行登録方法 Clientの操作

実行（すぐに実行またはあと
で実行）

監視

1 未登録 ○ ○

2 確定実行登録 ○ ○

3 計画実行登録 × ○

4 即時実行登録 ○ ○
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図 3-4　一つの公開ジョブネットを複数の Clientユーザーに実行させる例

1. 世代 1が正常終了しているときに，Clientユーザー Aが公開ジョブネットを実行すると，世代 2が生
成されます。保存世代数は 2であるため，世代 1と世代 2が保存世代として保存されます。

2. Clientユーザー Bによって公開ジョブネットが実行されると，世代 3が生成されます。保存世代数は
2であるため，保存世代数管理によって世代 1が削除されます。

注意事項
保存世代数管理によって世代が削除されると，公開ジョブネットの終了状態の取得間隔によっては，
終了状態を正しく取得できないことがあります。
終了状態を正しく取得できない場合の例を次に示します。
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図 3-5　終了状態を正しく取得できない場合の例

1. 世代 1の実行中に Clientユーザー Aが公開ジョブネットを実行すると，世代 2が新しく生成され
ます。

2. 世代 1が正常終了したとします。
3. Clientユーザー Aの画面に世代 1の状態が反映される前に Clientユーザー Bが公開ジョブネット
を実行すると，新しく世代 3が生成されます。保存世代数は 2であるため，世代 1は削除されま
す。世代 1が削除されたあとに終了状態が取得されると，Clientユーザー Aの画面で世代 1の状
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態は不明と表示されます。

世代 1を保存世代数管理で削除されないようにするには，保存世代数を 3以上に設定してください。
JP1/AJS3 - User Job Operationで業務を運用する場合，公開ジョブネットの運用方法や終了状態の取
得間隔を考慮して保存世代数を検討してください。

（9） 結果ファイルの出力先

公開ジョブネットとして登録するルートジョブネットの実行結果としてファイルが生成される場合，その
ファイルを Clientでダウンロードできるように設定できます。ダウンロードする場合，結果ファイルは
Clientをインストールしたホストとルートジョブネットの実行ホストの共有フォルダなど，両ホストがア
クセスできる場所に出力される必要があります。

結果ファイルをダウンロードする場合のシステム構成の検討については，「3.4.2 共有フォルダについて検
討する」を参照してください。

なお，結果ファイルが生成されてから Clientユーザーがダウンロードするまでの間に結果ファイルが上書
きされると，古い結果ファイルの内容はダウンロードできなくなります。複数の Clientユーザーによって
結果ファイルが生成されるような場合は，変数を使用してファイル名に Clientユーザー名を付けて結果
ファイルが生成されるようにするなどして，ルートジョブネットの実行ごとに結果ファイル名が重複しな
いようにしてください。

変数を使用して結果ファイルを生成する例については，「2.2.1(5)(e) 結果ファイル」の補足事項を参照して
ください。

注意事項
ファイルサイズが 2ギガバイトを超える結果ファイルは Clientでダウンロードできません。結果ファ
イルのサイズが 2ギガバイトを超えてしまう場合は，一つの結果ファイルに出力していた実行結果を
複数のファイルに分散して出力するように，ジョブの定義を変更してください。

（10） JP1/Baseの認証圏

Serverが異なる認証圏の JP1/AJS3 - Managerに接続する必要がある場合，Serverを各認証圏に対して
一つずつ設置することを推奨します。1台の Serverで異なる認証圏の JP1/AJS3 - Managerに接続するに
は，Serverの前提である JP1/Baseに設定してある認証サーバ名を，異なる認証圏に接続するたびに変更
する必要があります。

複数の Serverで運用する場合のシステム構成については，「3.4.1(4) 複数の Serverで運用する場合の構
成」を参照してください。

（11） JP1資源グループ

公開ジョブネットに登録するルートジョブネットを JP1権限レベルによる操作権限で管理したい場合は，
ルートジョブネットに JP1資源グループを設定しておいてください。JP1資源グループの検討項目および
設定方法は，JP1/AJS3と同様です。

JP1資源グループは，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーおよび Definerユーザーに設定する JP1権限レベル
とあわせて検討してください。JP1権限レベルについての検討は，「3.3ユーザーの検討」を参照してくだ
さい。

3.2.3　公開ジョブネットの階層構造を検討する
公開ジョブネットを業務グループに登録しておくことで，公開ジョブネットの場所が特定しやすくなり，
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公開ジョブネットを管理しやすくなります。

また，業務グループを Clientユーザーにとってわかりやすい構造・名称で定義することで，Clientユー
ザーにも公開ジョブネットの階層構造が容易に理解できるようになります。

Clientに公開ジョブネットをどのような階層で表示させるか，あらかじめ検討しておいてください。

3.2.4　公開ジョブネットの公開設定を検討する
ルートジョブネットを Clientユーザーに公開する場合，公開ジョブネットに対して許可する操作や操作で
きる Clientユーザーなど，公開設定を定義する必要があります。公開ジョブネットを運用する前に，公開
ジョブネットに対する公開設定を検討しておいてください。

また，一つのルートジョブネットを，公開設定を変えて複数の公開ジョブネットとして公開できます。次
のような場合は，公開設定を変えて，複数の公開ジョブネットとして公開してください。

• Clientユーザーによって許可する操作を変えたい場合
• 操作する Clientユーザーによって表示業務名を変えたい場合

また，一部の公開設定は，業務グループにも設定できます。業務グループの公開設定は，配下に定義され
る業務グループおよび公開ジョブネットの公開設定のデフォルト値として反映されます。公開設定を一括
して設定したい場合は，業務グループの公開設定を検討してください。

公開設定の詳細を次に説明します。

（1） 表示業務名

Clientに表示される公開ジョブネットの名称（業務名）を設定します。Clientユーザーにとってわかりや
すい名称を設定してください。重複した名称も指定できます。

デフォルト
ルートジョブネット名

業務グループの公開設定の設定可否
設定できない

（2） 許可する操作

Clientユーザーに許可する操作を設定します。設定できる操作は次の二つです。

• 業務実行
• 業務監視

Clientユーザーは，ここで許可した操作だけが実行できます。「3.2.1 公開するルートジョブネットを検討
する」で検討した内容を基に，許可する操作を設定してください。

デフォルト
業務実行だけ許可

業務グループの公開設定の設定可否
設定できる

（3） 終了確認間隔

実行した公開ジョブネットの実行状態や終了状態を取得するための，Serverと JP1/AJS3 - Managerとの
通信間隔および Clientと Serverとの通信間隔を設定します。
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複数の公開ジョブネットが実行中の場合，公開ジョブネットの状態は一括して取得されます。このときの
終了確認間隔は，実行中の公開ジョブネットの中で終了確認間隔が最も短い設定値が適用されます。

デフォルト
300秒

業務グループの公開設定の設定可否
設定できる

（4） 中止方法

Clientを使って，実行中の公開ジョブネットを中止するかどうかを設定します。中止方法は次の三つから
選択できます。

• 中断
• 強制終了
• 中止できない

ほかの公開ジョブネットの実行に影響がないように中止方法を設定してください。

デフォルト
中断

業務グループの公開設定の設定可否
設定できる

（5） アクセス可能メンバー

公開ジョブネットの操作を許可する Clientユーザー，およびユーザーグループを設定します。

ユーザーグループに対して公開ジョブネットの操作を許可すると，そのユーザーグループに登録されてい
る Clientユーザー全員が公開ジョブネットを操作できるようになります。

JP1/AJS3 - User Job Operationに登録されているすべての Clientユーザーに対してアクセスを許可する
こともできます。

デフォルト
JP1/AJS3 - User Job Operationに登録されているすべての Clientユーザーがアクセスできる

業務グループの公開設定の設定可否
設定できる

（6） 結果ファイル

公開ジョブネットの実行結果として出力されるファイルを結果ファイルとして Clientユーザーにダウン
ロードさせる場合，結果ファイルの完全パスを設定します。

結果ファイルの設定については「3.2.2(9) 結果ファイルの出力先」を，結果ファイルの出力先ホストにつ
いては「3.4.2 共有フォルダについて検討する」を参照してください。

デフォルト
空白

業務グループの公開設定の設定可否
設定できない
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（7） 説明

Clientの画面で，アイコンの上にマウスカーソルを合わせると表示されるコメントを設定します。

デフォルト
ルートジョブネットの詳細定義に定義されているコメント

業務グループの公開設定の設定可否
設定できない

（8） ガイド

Clientユーザーに，公開ジョブネットの詳細情報を表示する画面，および実行結果を通知するダイアログ
ボックスからガイドを参照させる場合，ガイドに表示する内容を設定します。

例えば，公開ジョブネットの異常発生時の連絡先や，対処方法などが表示されるように設定しておくこと
で，Clientユーザーに適切な対処を促すことができます。

また，連絡先や対処方法などの詳細情報はWebページに記載し，ガイドにはWebページの URLを記載
するという使い方もできます。この使い方では，管理者が異常発生時の連絡先や対処方法などを変更する
場合，リンク先のWebページの内容を変更するだけで対応できます。

ガイドは HTML形式またはテキスト形式で設定できます。HTML形式ではアンカータグを使用できるた
め，ガイドにハイパーリンクを設定しておくと，ガイドに記載した URLを ClientにクリックさせてWeb
ページを参照させることができます。

なお，ガイドには，実行結果に関係なく同じ内容が表示されます。

デフォルト
未設定

業務グループの公開設定の設定可否
設定できる

（9） マクロ変数

配下にマクロ変数を使用しているジョブを持つルートジョブネットを公開ジョブネットとして登録する場
合，公開設定としてマクロ変数と入力値を設定します。

マクロ変数に固定値を指定したり，Clientでの実行時に Clientユーザーにマクロ変数値を入力させるよう
に設定したりできます。Clientユーザーにマクロ変数を入力させる場合は，変数の説明や入力候補値を設
定しておくことで，Clientユーザーにわかりやすい表示でマクロ変数を入力させることができます。その
ため，Clientユーザーはマクロ変数の形式を知らなくても，マクロ変数を設定して公開ジョブネットを実
行できます。

マクロ変数については，「2.2.1(5)(d) マクロ変数」を参照してください。

デフォルト
空白

業務グループの公開設定の設定可否
設定できない
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3.3　ユーザーの検討
JP1/AJS3 - User Job Operationを操作するには，Definerと Clientを使用します。Definerおよび Client
での操作要求は，Serverを経由して JP1/AJS3 - Managerで処理されます。各コンポーネントの連携の仕
組みについては，「1.4.2 JP1/AJS3との連携の仕組み」を参照してください。

JP1/AJS3 - User Job Operationを使用するユーザーについて説明します。

Definerユーザー
Clientユーザーや公開ジョブネットを定義・管理するのに使用するユーザーです。JP1ユーザーとし
て，JP1/Baseで認証されます。

Clientユーザー
Clientを使用して実際に公開ジョブネットを操作するユーザーです。

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーは，Clientが発行する操作要求を処理したり，JP1/AJS3 - Manager
と定期的に通信して公開ジョブネットの実行状態を取得したりするのに使用する JP1ユーザーです。
Clientが発行する操作要求は，Serverでコマンドに変換され，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名で接
続先の JP1/AJS3 - Managerに対してリモート実行されます。

それぞれのユーザーや設定しておく JP1権限レベルについて，次に説明します。

3.3.1　Definerユーザーを検討する
Definerユーザーは，Clientユーザーの情報や公開ジョブネットの情報を定義します。そのため，Definer
ユーザーは JP1/AJS3のシステム管理者が兼任することを推奨します。

Definerユーザーは，公開したいルートジョブネットを選定するために，JP1/AJS3 - Managerに定義され
ているルートジョブネットの情報を参照します。そのため，Definerユーザーには，Clientユーザーに公
開するルートジョブネットの JP1資源グループに対して参照権限を持つ JP1権限レベルを設定しておく必
要があります。

参照権限および実行権限を持つ JP1権限レベルを，次の表に示します。

表 3-3　参照権限および実行権限を持つ JP1権限レベル

（凡例）
○：権限を持つ
×：権限を持たない

項番 JP1権限レベル 参照権限 実行権限

1 JP1_AJS_Admin ○ ○

2 JP1_AJS_Manager ○ ○

3 JP1_AJS_Editor ○ ×

4 JP1_AJS_Operator ○ ○

5 JP1_AJS_Guest ○ ×
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3.3.2　Clientユーザーを検討する
Clientユーザーは，Clientを使用して実際に公開ジョブネットを操作するユーザーです。Clientユーザー
を検討するには，次の項目について検討します。

（1） Clientユーザーの種類

Clientを使用するユーザーは，UJOユーザーと LDAPユーザーの 2種類があります。UJOユーザーとし
て Definerで定義するか，LDAPと連携して LDAPユーザーを使用するかを検討します。UJOユーザー
と LDAPユーザーは併用できます。

LDAPユーザーを使用する場合は，LDAPで管理されているユーザーのうち，Clientを使用させるユー
ザーを決めます。それらのユーザー全員が含まれる部署を LDAP部署のルートに指定することで，その部
署配下のすべてのユーザーが LDAPユーザーに設定されます。

ルートとして設定する部署は，LDAPでのユーザーの部署変更を考慮して選定することを推奨します。部
署変更について，次の図で例を示します。

図 3-6　部署変更の例

図では，人事課に所属していたユーザー Cが経理課に異動しています。LDAPユーザーのルートとして総
務部を設定している場合，ユーザー Cは引き続き LDAPユーザーとして公開ジョブネットを操作できま
す。しかし，人事課をルートとして設定している場合，異動後，ユーザー Cは Clientからログインでき
なくなります。

（2） Clientユーザーの所属するユーザーグループ

Clientユーザーをどのユーザーグループに登録するかを検討します。ユーザーグループに Clientユーザー
をまとめておくことで，Clientユーザーを管理しやすくなります。LDAPと連携している場合は，LDAP
部署をそのまま LDAPユーザーグループとして登録できます。

（3） Clientユーザーまたはユーザーグループに許可する操作

公開ジョブネットごとに，どのようなユーザーにその公開ジョブネットを操作させるのか検討します。そ
のユーザーに公開ジョブネットを監視させるのか実行させるのかも検討します。
60



3.　設計
また，公開ジョブネットにアクセスできるメンバーとしてユーザーグループを定義することで，そのユー
ザーグループに属するすべての Clientユーザーが公開ジョブネットにアクセスできるようになります。

アクセスできる Clientユーザーとユーザーグループとの関係の例を次の図に示します。

図 3-7　アクセスできる Clientユーザーとユーザーグループとの関係

この図のように，人事処理にアクセスできる Clientユーザーとしてユーザーグループの人事課を，経理処
理にアクセスできる Clientユーザーとして Clientユーザー Aを定義します。ユーザーグループの人事課
には，Clientユーザー Aと Clientユーザー Bが所属しています。この場合，Clientユーザー Aの画面に
は人事処理と経理処理が，Clientユーザー Bの画面には人事処理が表示されます。

また，Clientユーザー Aをユーザーグループの人事課から削除すると，Clientユーザー Aが操作できる
公開ジョブネットから人事処理が削除されます。新しく Clientユーザー Cをユーザーグループの人事課
に追加すると，Clientユーザー Cは公開ジョブネットの人事処理を操作できるようになります。

補足事項
LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署は，アクセスできるメンバーとして定義できません。アク
セスできるメンバーとして定義するには，LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署も LDAPユー
ザーグループとして登録する必要があります。
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3.3.3　JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを検討する
Serverは，Clientが発行する操作要求をコマンドに変換し，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名でコマンド
をリモート実行します。そのため，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーには，Clientユーザーに公開するルー
トジョブネットの JP1資源グループに対して実行権限を持つ JP1権限レベルを設定しておく必要がありま
す。

実行権限を持つ JP1権限レベルは，次のとおりです。

• JP1_AJS_Admin
• JP1_AJS_Manager
• JP1_AJS_Operator

なお，実行権限を持たない JP1ユーザーを JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーに設定すると，Clientユー
ザーが公開ジョブネットを実行した際にエラーになります。

また，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーは，JP1/AJS3 - User Job Operation用の JP1ユーザーとして独自
に登録しておくことを推奨します。JP1/AJS3側に異常が発生した場合に，JP1/AJS3のログを調査するこ
とで，異常の発生原因が JP1/AJS3 - User Job Operationの処理にあるのか JP1/AJS3の処理にあるのか
を特定しやすくなるためです。

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーは，一つの Serverに対して一つだけ，固定値として設定できます。次の
どちらかの方法で設定してください。

• Serverのインストール時に設定する
詳細については，「3.6 インストール情報の検討」を参照してください。

• Serverの環境設定ファイルを編集する
詳細については，「6.1 Serverの環境設定」を参照してください。
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3.4　システム構成の検討
JP1/AJS3 - User Job Operationは JP1/AJS3の構成やその使用方法に応じて，さまざまなシステム構成
で運用できます。

ここでは，システムの使用方法や規模に応じた JP1/AJS3 - User Job Operationの構成について説明しま
す。

3.4.1　ホストの構成について検討する
JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントをインストールするホストの構成について説明しま
す。

（1） 基本構成

すでに構築されている JP1/AJS3運用システムとは別のホストに JP1/AJS3 - User Job Operationのシス
テムを構築することを推奨します。別のホストに構築することで，既存のシステム構成を変更することな
く業務を運用できます。そのため，システム全体への影響を少なくできます。

基本構成の例を，次の図に示します。

図 3-8　基本構成の例

LDAPと連携した場合の基本構成の例を，次の図に示します。
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図 3-9　基本構成の例（LDAPと連携した場合）

LDAPサーバとの通信には，SSLを使用できます。

（2） Serverと JP1/AJS3 - Managerが同一ホストの構成

Serverは，JP1/AJS3 - Managerと同一ホストで運用できます。この場合，JP1/Baseは，Serverと JP1/
AJS3 - Managerで共通のものを使用できますが，JP1/Baseのバージョンは 10-00以降である必要があり
ます。

JP1/AJS3 - User Job Operationを JP1/AJS3運用システムにインストールするため，既存のシステムへ
の影響は大きくなります。

Serverと JP1/AJS3 - Managerが同一ホストの場合の構成例を，次の図に示します。
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図 3-10　Serverと JP1/AJS3 - Managerが同一ホストの場合の構成例

なお，LDAPと連携する場合は，基本構成と同様にシステム構成内に LDAPサーバが必要です。

（3） Serverと Definerが同一ホストの構成

Serverは Definerと同一ホストで運用できます。この場合，ホストの OSは Serverと Definerの共通の
前提 OSである必要があります。前提 OSについては，「1.3.2(1) 前提 OS」を参照してください。

Serverと Definerを同一ホストに構築することで，JP1/AJS3運用システムのシステム構成を変更するこ
となく運用できます。そのため，既存のシステムへの影響を少なくできます。

Serverと Definerが同一ホストの場合の構成例を，次の図に示します。
65



3.　設計
図 3-11　Serverと Definerが同一ホストの場合の構成例

なお，LDAPと連携する場合は，基本構成と同様にシステム構成内に LDAPサーバが必要です。

（4） 複数の Serverで運用する場合の構成

次のような場合は，複数の Serverで JP1/AJS3 - User Job Operationを運用してください。

1台の Serverに対して接続する Client数が 128台を超えるような場合
1台の Serverに接続できる Clientは最大 128台です。それより多くの Clientが必要な場合は，
Serverが複数必要になります。

Clientからの操作要求が多い場合
Serverは Clientからの操作要求を最大 3件同時に処理できます。しかし，Clientからの操作要求が
頻繁に発行される場合，1台の Serverだけでは処理しきれなくなります。多くの操作要求を効率的に
処理するためには，Serverが複数必要になります。

異なる認証圏の JP1/AJS3 - Managerと接続する必要がある場合
1台の Serverで異なる認証圏の JP1/AJS3 - Managerに接続するには，Definerユーザーおよび JP1/
AJS3接続用ユーザーに関する JP1資源グループと権限レベルの設定を，すべての認証サーバで同じ
設定にしてください。
同じ設定にできない場合は，Serverの前提である JP1/Baseに設定してある認証サーバ名を，異なる
認証圏に接続するたびに変更する必要があります。Serverを各認証圏に対して一つずつ設置しておけ
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ば，認証圏ごとに Serverの前提である JP1/Baseの設定を変更する必要がなくなります。

複数 Serverの構成例を次の図に示します。

図 3-12　複数 Serverの構成例

なお，LDAPと連携する場合は，基本構成と同様にシステム構成内に LDAPサーバが必要です。

（5） クラスタシステムで運用する場合の構成

クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用するシステムです。
同じ環境のホストを二つ構築し，業務を実行しているホスト（実行系）で障害が発生した場合に，待機し
ていた別のホスト（待機系）に処理を引き継ぐことで業務を継続できます。

なお，Serverはアクティブ・スタンバイ構成のクラスタシステムにだけ対応しています。また，Definer
および Clientはクラスタシステムには対応していません。
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Serverをクラスタシステムにインストールする方法については，「5. クラスタ運用時のインストールと
セットアップ」を参照してください。クラスタシステムでの運用方法については，「11. クラスタシステム
での運用」を参照してください。

JP1/AJS3 - User Job Operationをクラスタシステムで運用する場合の構成例を，次の図に示します。

図 3-13　クラスタシステムの構成例

なお，LDAPと連携する場合は，基本構成と同様にシステム構成内に LDAPサーバが必要です。

3.4.2　共有フォルダについて検討する
公開ジョブネットの実行結果として出力されるファイルを，結果ファイルとして Clientユーザーにダウン
ロードさせることができます。その場合，結果ファイルを Clientホストとルートジョブネットの実行ホス
トの共有フォルダに出力するように設定する必要があります。結果ファイルを Clientユーザーにダウン
ロードさせるように設定する場合は，結果ファイルの出力先としてファイルサーバやWebサーバを用意し
ておいてください。

注意事項
• 結果ファイルの出力先を共有フォルダに設定すると，本来結果ファイルにアクセスできない OS
ユーザーが共有フォルダにアクセスし，結果ファイルを参照できるようになるおそれがあります。
結果ファイルの参照を許可していない OSユーザーが共有フォルダにアクセスできないようにする
ために，共有フォルダにアクセス権を設定し，Clientを使用している OSユーザー以外はアクセス
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できないようにしてください。
• 結果ファイルを UNCで指定する場合，Clientを起動した OSユーザーが次の条件を満たしている
必要があります。
・共有フォルダのあるホストに対して認証が必要な場合，認証されていること。
・共有フォルダおよび結果ファイルに対して参照権限を持っていること。
• 結果ファイルを UNCで指定してワイルドカード（*）を使用している場合，公開ジョブネットの実
行が完了した時点で JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動ユーザーが共有フォルダのあ
るホストに対して認証されている必要があります。

• Clientユーザーに結果ファイルをダウンロードさせるには，その公開ジョブネットに対応する JP1/
AJS3のルートジョブネットがファイルを生成できるよう，JP1/AJS3のサービスのアカウントを変
更する必要がある場合があります。JP1/AJS3のサービスの設定を変更する場合については，マ
ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築編）」を参照して
ください。

3.4.3　互換性について検討する
異なるバージョンの Server，Definer，Clientを組み合わせて使用する場合，次の互換性を考慮する必要
があります。

• Serverのバージョンと Definerのバージョンの互換性
• Serverのバージョンと Clientのバージョンの互換性
• 公開ジョブネット定義情報ファイルの互換性

（1） Serverのバージョンと Definerのバージョンの互換

Serverのバージョンと Definerのバージョンの互換性を次の表に示します。

表 3-4　Serverと Definerのバージョン互換

（凡例）
○：接続できる。
×：接続できない。

（2） Serverのバージョンと Clientのバージョンの互換

Serverのバージョンと Clientのバージョンの互換性を次の表に示します。

表 3-5　Serverと Clientのバージョン互換

Definer

09-10 09-50 10-00

Server 09-10 ○ × ×

09-50 × ○ ×

10-00 × × ○

Client

09-10 09-50 10-00

Server 09-10 ○ × ×

09-50 △ ○ ×
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（凡例）
○：接続できる。
△：制限範囲内で接続できる。
×：接続できない。

注※ 1
09-50以前の範囲内で使用できます。

（3） 公開ジョブネット定義情報ファイルの互換性

公開ジョブネット定義情報ファイルとは，公開ジョブネットの定義情報が保存してあるファイルです。

Serverおよび Definerのバージョンと，公開ジョブネット定義情報ファイルを作成した Definerのバー
ジョンの互換性を次の表に示します。

表 3-6　公開ジョブネット定義情報ファイルの互換性

（凡例）
○：使用できる。
×：使用できない。

注※ 1
新しいバージョンの Definerで作成した公開ジョブネット定義情報ファイルを古いバージョンの
Serverまたは Definerで使用しようとすると，読み込み時にエラーになります。

注※ 2
新しいバージョンの Serverおよび Definerで追加された項目にはデフォルト値が仮定されます。

10-00 △※ 1 △※ 1 ○

公開ジョブネット定義情報ファイルを作成した Definer

09-10 09-50 10-00

Serverおよび Definer 09-10 ○ ×※ 1 ×※ 1

09-50 ○※ 2 ○ ×※ 1

10-00 ○※ 2 ○※ 2 ○

Client

09-10 09-50 10-00
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3.5　ネットワーク構成の検討
JP1/AJS3 - User Job Operationを運用するネットワーク構成では，次の項目について検討する必要があ
ります。

ネットワーク環境
JP1/AJS3 - User Job Operationは，TCP/IP通信に ANYバインド方式を採用しています。IPバイン
ド方式には対応していません。JP1/AJS3 - User Job Operationが使用するポート番号が，ほかのプロ
グラムと重複しないようネットワークを構成してください。
ポート番号の詳細については，「付録 D ポート番号一覧」を参照してください。

複数 LAN接続
JP1/AJS3 - User Job Operationでは，TCP/IPの通信に ANYバインド方式を採用しています。複数
の LANボードを持つホストで複数の IPアドレスが割り当てられているような環境では，システムの
優先順位に従って接続します。

IPアドレス
JP1/AJS3 - User Job Operationは，IPv6での通信に対応していません。そのため，システムを構成
するホストには，IPv4プロトコルだけに対応するホスト，または IPv4プロトコルと IPv6プロトコ
ルの両方に対応するホストを使用してください。

DHCP
Definerホストおよび Clientホストの IPアドレスは DHCPで管理できます。
Serverの IPアドレスを DHCPで管理する場合は，IPアドレスの割り当て期限を無制限にして，IP
アドレスが変わらないようにしてください。

プロキシサーバ
JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントの通信に，プロキシサーバは使用できません。
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3.6　インストール情報の検討
JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントのインストール時に次の情報を入力する必要があり
ます。インストール前に検討しておいてください。

ユーザー情報（Server限定）
ユーザー名と所属を入力します。

インストール先フォルダ
JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントをインストールするフォルダを指定します。必要
に応じて変更してください。
デフォルトのインストール先フォルダを次に示します。
 
システムドライブ ¥Program Files※ 1¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_コンポーネン

ト名※ 2

注※ 1
Serverをインストールする場合で，インストール先ホストの OSが次の場合は，「Program
Files」を「Program Files(x86)」と読み替えてください。

• 64ビット版のWindows Server 2008
• Windows Server 2008 R2
• Windows Server 2003（x64）

注※ 2
コンポーネント名は「Server」「Definer」「Client」のどれかです。

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名（Server限定）
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを指定します。
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーは，公開ジョブネットとして登録するルートジョブネットの実行権限
を持っている必要があります。詳細については「3.3.3 JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを検討する」を
参照してください。
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3.7　性能と見積もり
JP1/AJS3 - User Job Operationを実際に構築する前までに，システムリソースやログファイルサイズな
どについて，おおよその値を計算しておいてください。ここで計算した値を基にして環境設定しておけば，
効率良く JP1/AJS3 - User Job Operationを運用できます。また，運用の途中で設定値を変更したい場合
や運用環境を変更したい場合にも，再度システム環境について見積もる必要があります。

3.7.1　処理性能を見積もる
システムの処理性能について説明します。JP1/AJS3 - User Job Operationをできるだけ効率良く運用す
るために，ここで説明する内容をあらかじめ見積もっておいてください。

（1） Definerの応答時間を見積もる

Definer使用時の Serverからの応答時間は，次の式で近似値を算出できます。

応答時間=
     Serverでの処理時間

+ データ転送時間
+ 接続先（JP1/AJS3 - ManagerまたはLDAPサーバ）での処理時間
+ 描画時間

それぞれの項目について次に説明します。

Serverでの処理時間
Serverでの処理には，Definerからの接続の受け付け，公開ジョブネット定義情報の作成・更新，
Definerが発行するルートジョブネット一覧の取得要求の処理，LDAP部署やユーザー情報の取得要
求の処理などがあります。
Definerが発行するルートジョブネット一覧の取得要求は，Clientが発行する操作要求とともに，
キューで管理されます。キューは一つのスケジューラーサービスに対して 256の操作要求を管理でき
ますが，それ以上の操作要求が発行された場合は，操作要求の受け付けが拒否されます。そのため，
1台の Serverに対して多数の操作要求が同時に発行されると，操作要求が拒否されたり，処理に時間
が掛かったりします。
ルートジョブネット一覧の取得処理を効率的に処理するためには，公開ジョブネットを登録するスケ
ジューラーサービスを複数用意して，公開するルートジョブネットを分散してください。
なお，スケジューラーサービスは，既存の業務に影響を与えないように JP1/AJS3 - User Job 
Operation用として新しく作成することを推奨します。

データ転送時間
データ転送時間は，Definerと JP1/AJS3 - Managerおよび LDAPサーバ間のネットワーク性能の影
響を受けます。
また，取得するユニットや LDAPエントリの数が増えるに従い，データ転送時間が長くなります。

接続先（JP1/AJS3 - Managerまたは LDAPサーバ）での処理時間
Serverは，要求された処理に応じて JP1/AJS3 - Managerまたは LDAPサーバに接続し，情報を取
得します。
JP1/AJS3 - Manager側では，Definerで指定したスケジューラーサービスに登録されているルート
ジョブネット一覧の取得要求を処理します。取得するルートジョブネットおよびジョブグループ数が
多いと，処理に時間が掛かるおそれがあります。
LDAPサーバ側では，Definerで指定した LDAP部署やユーザー情報の一覧取得要求を処理します。
取得する部署やユーザーの数が多いと，処理に時間が掛かるおそれがあります。
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描画時間
Definerの表示性能は，基本的には Definerホストの性能の影響を受けます。Definerホストの処理速
度が遅く描画時間が長い場合は，表示されるルートジョブネット数を少なくするなどの運用を検討し
てください。

（2） Clientの応答時間を見積もる

Client使用時の Serverおよび JP1/AJS3 - Managerからの応答時間は，次の式で近似値を算出できます。

応答時間=
     Serverでの処理時間

+ ServerとJP1/AJS3 - Managerの通信時間
+ JP1/AJS3 - Managerでの処理時間
+ 描画時間

それぞれの項目について次に説明します。

Serverでの処理時間
Serverでの処理には，Clientからの接続（ユーザー認証），公開ジョブネット定義情報の読み込み，
Clientが発行する操作要求の処理などがあります。
Clientが発行するルートジョブネットの操作要求は，Definerが発行するルートジョブネット一覧の
取得要求とともに，キューで管理されます。キューは一つのスケジューラーサービスに対して 256の
操作要求を管理できますが，それ以上の操作要求が発行された場合は，操作要求の受け付けが拒否さ
れます。そのため，1台の Serverに対して多数の操作要求が同時に発行されると，操作要求が拒否さ
れたり，処理に時間が掛かったりします。
Clientが発行する操作要求を効率的に処理するためには，公開ジョブネットを登録するスケジュー
ラーサービスを複数用意して，公開するルートジョブネットを分散してください。
なお，スケジューラーサービスは，既存の業務に影響を与えないように JP1/AJS3 - User Job 
Operation用として新しく作成することを推奨します。

Serverと JP1/AJS3 - Managerの通信時間
Clientが発行する操作要求を処理するために，Serverは JP1/AJS3 - Managerに対して通信し，コマ
ンドをリモート実行します。通信には，次の三つがあります。

Clientが発行する操作要求をコマンドでリモート実行するための通信
Serverのキューに登録された操作要求を処理するために，Serverが JP1/AJS3 - Managerに対
してコマンドをリモート実行します。この通信では，同時に 3件の操作要求を処理できます。

業務の終了状態を確認するための通信
Clientユーザーが実行した公開ジョブネットの終了状態を取得するために，Serverと JP1/AJS3 
- Managerが一定の間隔で通信します。終了状態の確認間隔は Definerで設定できます。

業務の実行状態を監視するための通信
Clientユーザーが監視する公開ジョブネットの実行状態を取得するために，Serverと JP1/AJS3 
- Managerが一定の間隔で通信します。監視間隔は，環境設定ファイルで変更できます。
　

使用しているネットワークが低速である場合，またはネットワークに負荷が掛かる場合は，次のよう
な運用を検討してください。
• 終了状態の確認間隔を公開ジョブネットごとに見直して，できるだけ長くする。
• 監視対象の公開ジョブネット数を少なくする。
• Serverの環境設定ファイルに設定されている，公開ジョブネットの監視間隔を長くする。

JP1/AJS3 - Managerでの処理時間
JP1/AJS3 - Manager側の処理は，Clientが発行する操作要求の種類によって異なりますが，接続先
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のマネージャーホストの処理性能が低い場合は，JP1/AJS3 - Managerの処理時間が長くなります。
また，JP1/AJS3 - Managerでの処理時間は，JP1/AJS3 - Managerで運用されているルートジョブ
ネットの実行状況にも影響されます。
JP1/AJS3 - Managerでの処理時間の見積もりについては，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 設計ガイド（システム構築編）」を参照してください。

描画時間
Clientの表示性能は，基本的には Clientホストの性能の影響を受けます。Clientホストの処理速度
が遅く描画時間が長い場合は，一つの画面で表示される公開ジョブネット数やデスクトップにはり付
けた監視アイコンの数を少なくするなどの運用を検討してください。

3.7.2　システム性能を見積もる
JP1/AJS3 - User Job Operationのメモリー所要量およびディスク占有量については，リリースノートを
参照してください。

3.7.3　ログサイズを見積もる
Serverが出力するログファイルのサイズの見積もり式について説明します。ログファイルの情報は，障害
発生時にどのような操作や処理が原因なのかを調査するときに使用します。調査に必要な分だけの情報が
ログファイルに残っていないと，原因を特定するのに時間が掛かってしまいます。そのため，実行する処
理の運用形態に応じて，できる限り適切なログファイルのサイズを見積もっておいてください。

Serverが出力するログファイルには，次のものがあります。

• Windowsイベントログ
• 統合トレースログ
• Serverログ
• 操作ログ

JP1/AJS3 - User Job Operationでは，Serverログおよび操作ログについての見積もりが必要です。ログ
ファイルの見積もり方法について説明します。

（1） Serverログのサイズを見積もる

Serverログのサイズの見積もりについて説明します。

Serverログには，Serverで発生したシステム障害や警告などの情報が，プロセスおよびコマンド別に出
力されます。詳細については「12.2.1(3) Serverログ」を参照してください。

デフォルトのログサイズと面数を次の表に示します。

表 3-7　Serverログのデフォルトのサイズと面数

項番 プロセス・コマ
ンド名

プロセス・コマンド ログファイル名 デフォルトのサイズ
（メガバイト）

デフォルト
の面数

1 JP1/AJS3 - 
User Job 
Operationサー
ビスプロセス

jpujoservice serverservice{1|2}.log 1 2

2 Server監視プ
ロセス

java processwatcher{1|2}.lo
g

1 2
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必要となる Serverログの容量は，Clientユーザー数や Clientの接続数，公開ジョブネット数などによっ
て大きく異なります。必要に応じて Serverログの適切な容量を見積もり，拡張してください。

Serverログの見積もり手順を次に示します。なお，ここでは Serverプロセスの出力するログについて説
明します。ほかのプロセスおよびコマンドの出力するログファイルは，通常，Serverプロセスの出力する
ログに比べて小さくなります。

1. 1日に必要な Serverログファイルのサイズを見積もる。
見積もり式を次に示します。
 
1日分の Serverログファイルのサイズ（単位：メガバイト）

= 1日の Serverへのログイン回数 / 1024 + 1日の公開ジョブネットの実行回数※ / 1024

注※
実行回数とは，Serverに接続する Clientで次の操作をした回数のことです。
・すぐに実行
・あとで実行
・実行中止
・予約の取り消し
・予約の変更

 
2. 何日分のログを保存するかを検討する。
3. 保存日数および面数を考慮して，一つの Serverログファイルに必要なサイズを見積もる。
一つの Serverログファイルに必要なサイズは，次のようにして計算します。
 
一つの Serverログファイルのサイズ（単位：メガバイト）
= 1日分の Serverログファイルのサイズ（単位：メガバイト）×保存日数 / 面数
 

4. デフォルトの設定を見直す。
Serverログファイルのサイズを拡張するには，Serverの環境設定ファイルの設定値を変更します。詳
細については，「6.1 Serverの環境設定」を参照してください。

Serverログの見積もり例を次に示します。

（例）
1日に Serverに 100人がログインし，それぞれが 10回ずつ公開ジョブネットを実行すると仮定する
と，1日の公開ジョブネットの実行回数は 100人× 10回で 1,000回になります。1日に必要なログ
ファイルのサイズは次の式で計算します。
　

3 Serverプロセ
ス

java remotecommand{1|2}.log 1 2

4 公開ジョブネッ
ト定義適用コマ
ンド

jpujoloaddef jpujoloaddef{1|2}.log 1 2

5 環境設定適用コ
マンド

jpujoloadcfg jpujoloadcfg{1|2}.log 1 2

6 ユーザー一括設
定コマンド

jpujosetuser jpujosetuser{1|2}.log 1 2

項番 プロセス・コマ
ンド名

プロセス・コマンド ログファイル名 デフォルトのサイズ
（メガバイト）

デフォルト
の面数
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3.　設計
1日分の Serverログファイルのサイズ（単位：メガバイト）
= 100 / 1024 + 1000 / 1024
　
面数はデフォルトの 2面だと仮定すると，10日分の Serverログを保存する場合，一つの Serverロ
グファイルのサイズは次の式で計算できます。
　
Serverログファイルの最大サイズ（単位：メガバイト）
= ( 100 / 1024 + 1000 / 1024 )× 10日 / 2面 ≒ 5.37
　
したがって，この場合は Serverログファイルのサイズを 6メガバイトに変更します。

（2） 操作ログのサイズを見積もる

操作ログのサイズの見積もりについて説明します。

操作ログには，Definerユーザーおよび Clientユーザーがする操作のうち，記録する必要のある重要な操
作についての監査情報が出力されます。詳細については，「12.2.1(4) 操作ログ」を参照してください。

デフォルトのログサイズと面数を次の表に示します。

表 3-8　操作ログのデフォルトのサイズと面数

必要となる操作ログの容量は，Clientユーザー数，Clientの接続数，公開ジョブネット数などによって大
きく異なります。必要に応じて操作ログの適切な容量を見積もり，拡張してください。

操作ログの見積もり手順を次に示します。

1. 1日に必要な操作ログファイルのサイズを見積もる。
見積もり式を次に示します。
 
1日分の操作ログファイルのサイズ（単位：メガバイト）

= ｛1日のログイン回数× 2 ＋ 1日の公開ジョブネットの実行回数※ 1 + 1日の公開ジョブネットの定義

操作回数※ 2｝× 0.35 / 1024

注※ 1
実行回数とは，Clientで次の操作をした回数のことです。
・すぐに実行
・あとで実行
・実行中止
・予約の取り消し
・予約の変更

注※ 2
定義操作回数とは，Definerで次の操作をした回数のことです。
・ユーザーの定義
・ユーザーグループの定義
・公開ジョブネットの定義

2. 何日分のログを保存するかを検討する。
3. 保存日数および面数を考慮して，一つの操作ログファイルに必要なサイズを見積もる。

項番 ログファイル名 デフォルトのサイズ
（メガバイト）

デフォルトの面数

1 admujolog{1|2}.log 1 2
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3.　設計
一つの操作ログファイルに必要なサイズは，次のようにして計算します。
 
一つの操作ログファイルのサイズ（単位：メガバイト）
= 1日分の操作ログファイルのサイズ（単位：メガバイト）×保存日数 / 面数
 

4. デフォルトの設定を見直す。
操作ログファイルのサイズを拡張するには，Serverの環境設定ファイルの設定値を変更します。詳細
については，「6.1 Serverの環境設定」を参照してください。

操作ログの見積もり例を次に示します。

（例）
1日に Serverに 100人がログインし，それぞれが 10回ずつ公開ジョブネットを実行すると仮定する
と，1日の公開ジョブネットの実行回数は 100人× 10回で 1,000回になります。また，1日の定義操
作回数を 10回とすると，1日に必要なログファイルのサイズは次の式で計算します。
　
1日分の操作ログファイルのサイズ（単位：メガバイト）
= ( 100× 2 + 1000 + 10 )× 0.35 / 1024
　
ログファイルの面数はデフォルトの 2面と仮定すると，1か月分（30日分）の操作ログを保存する場
合，操作ログファイルの最大サイズは次の式で計算できます。
　
操作ログファイルの最大サイズ（単位：メガバイト）
= { ( 100× 2 + 1000 + 10 )× 0.35 / 1024 }× 30日 / 2面 ≒ 6.20
　
したがって，この場合は操作ログファイルのサイズを 7メガバイトに変更します。
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3.　設計
3.8　環境設定の検討
JP1/AJS3 - User Job Operationの環境設定時の設定項目について説明します。

環境設定作業を実施する前に，それぞれの項目にどのような値を設定するかを検討します。ここで説明す
るデフォルト値と設定値を決定する理由を参考に，設定値を検討してください。

3.8.1　Serverの環境設定を検討する
Serverの環境設定ファイルで設定する項目について説明します。

Serverの環境設定については，「6.1 Serverの環境設定」も参照してください。

（1） JP1ユーザーの設定（usersタグ）

JP1ユーザーに関する環境設定項目について次の表に示します。この表での「タグ」列は，usersタグの
ネストのタグ構成を示しています。

表 3-9　usersタグの環境設定項目

注※
インストール時に JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定しない場合は，空白が設定されます。

（2） JP1/Baseの設定（jp1baseタグ）

JP1/Baseに関する環境設定項目について次の表に示します。この表での「タグ」列は，jp1baseタグのネ
ストのタグ構成を示しています。

表 3-10　jp1baseタグの環境設定項目

注※
空白のままイベントサーバ名を指定しない場合は，自ホスト名が仮定されます。

（3） ログの設定（logタグ）

Serverが管理するログに関する環境設定項目について次の表に示します。この表での「タグ」列は，log
タグのネストのタグ構成を示しています。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更する場合
の理由

JP1/AJS3接続
用 JP1ユー
ザー

command-execute JP1/AJS3接続用 JP1ユー
ザー名を指定します。

Serverのイン
ストール時に
設定する JP1
ユーザー※

運用によって決定してくだ
さい。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更する場合の理
由

イベントサーバ
名

evtsrv イベントサーバ名を指定しま
す。

空白※ JP1/Baseをクラスタシステムで
運用している場合，論理ホスト
名を指定します。
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3.　設計
表 3-11　logタグの環境設定項目

（4） Serverの内部動作の設定（tuningタグ）

Serverの内部動作に関する環境設定項目について次の表に示します。この表での「タグ」列は，tuning
タグのネストのタグ構成を示しています。

表 3-12　tuningタグの環境設定項目

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更す
る場合の理由

Serverロ
グの出力
レベル

server level Serverログの出力レベルを指
定します。
出力レベルには次のような大
小関係があり，指定したレベ
ル以上の情報を出力します。
E > W > I
出力レベルについては
「12.2.1(3) Serverログ」を参
照してください。

I 運用によって決定し
てください。

Serverロ
グファイ
ルのサイ
ズ

size 一つの Serverログファイルの
最大サイズ（単位：メガバイ
ト）を指定します。
指定できる値は 1～ 16です。

1 公開ジョブネットの
実行状況を確認でき
るように，最低でも
1日分のログが保存
できるサイズを指定
してください。

Serverロ
グファイ
ルの面数

backupcount 各プロセスの Serverログファ
イルの面数を設定します。
指定できる値は 1～ 16です。

2 運用によって決定し
てください。

操作ログ
ファイル
のサイズ

operation size 一つの操作ログファイルの最
大サイズ（単位：メガバイト）
を指定します。
指定できる値は 1～ 16です。

1 公開ジョブネットの
実行状況を確認でき
るように，最低でも
1日分のログが保存
できるサイズを指定
してください。

操作ログ
ファイル
の面数

backupcount 操作ログファイルの面数を設
定します。
指定できる値は 1～ 16です。

2 運用によって決定し
てください。

実行履歴
の保存期
間

history month-count 実行履歴を過去何か月分まで
保存するかを設定します。こ
こで設定した期間を過ぎた履
歴は，上書きされます。
指定できる値は 3～ 24です。

3 運用によって決定し
てください。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更
する場合の理由

リクエストのタイ
ムアウト時間

timeo
ut

request-queue Serverが Definerまたは
Clientからの操作要求を受け
付けてから実際に処理を開始
するまでのタイムアウト時間
（単位：秒）を指定します。
指定できる値は 0，または 30
～ 3,600です。「0」を指定し
た場合はタイムアウトしませ
ん。

120 運用によって決定
してください。
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3.　設計
実行処理のタイム
アウト時間

execute-queue Serverが Definerまたは
Clientから受け付けた操作要
求の処理を実際に開始してか
ら処理が完了するまでのタイ
ムアウト時間（単位：秒）を
指定します。
指定できる値は 0，または 30
～ 3,600です。「0」を指定し
た場合はタイムアウトしませ
ん。

300 運用によって決定
してください。

Serverとの接続タ
イムアウト時間

keepalive Definerと Server，または
Clientと Serverの接続タイ
ムアウト時間（単位：秒）を
指定します。
Definerおよび Clientは，
Serverに対して定期的にプロ
グラムの稼働を通知していま
す。ここで指定した期間，
Serverが Definerまたは
Clientの稼働を確認できない
場合，Serverはログアウト処
理を行います。
指定できる値は 90～ 10,800
です。

600 運用によって決定
してください。
なお，timeoutタグ
配下の
request-queueタグ
および
execute-queueタグ
と，
keepalive-interval
タグの設定値の和
を設定することを
推奨します。

実行要求のタイム
アウト時間

server-respons
e

Definerまたは Clientが，
Serverに操作要求を発行して
から Serverからの返答を受
け取るまでのタイムアウト時
間（単位：秒）を指定しま
す。
ここで指定した期間，Server
からの返答がない場合，エ
ラーメッセージが表示されま
す。
指定できる値は 0，または 60
～ 7,200です。「0」を指定し
た場合はタイムアウトしませ
ん。

420 運用によって決定
してください。
なお，timeoutタグ
配下の
request-queueタグ
および
execute-queueタグ
の設定値の和を設
定することを推奨
します。

子プロセスの初期
化タイムアウト時
間

childinit JP1/AJS3 - User Job 
Operationのサービス開始時
に子プロセスの初期化が完了
するまでのタイムアウト時間
（単位：秒）を指定します。
指定できる値は 1～ 3,600で
す。

180 時間内に子プロセ
スの起動が完了し
ないためにサービ
スが起動できない
場合は，設定値を
大きくしてくださ
い。

子プロセスの再起
動のリトライ回数

retry childprocess 子プロセスの再起動のリトラ
イ回数を設定します。
指定できる値は 0～ 10です。
なお，属性値の intervalで
は，リトライ間隔（単位：
秒）を指定します。指定でき
る値は 0～ 10でデフォルト
は 1です。

3 運用によって決定
してください。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更
する場合の理由
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3.　設計
JP1/AJS3 - 
Managerとの通
信エラー時の接続
リトライ回数

ajsaccess JP1/AJS3 - Managerとの通
信エラー時の接続リトライ回
数を設定します。
指定できる値は 0～ 10です。
なお，属性値の intervalで
は，リトライ間隔（単位：
秒）を指定します。指定でき
る値は 0～ 60でデフォルト
は 20です。
ただし，Definerからのリク
エスト延長で発生する JP1/
AJS3 - Managerとの通信で
は，この設定に関係なくリト
ライしません。

3 JP1/AJS3 - 
Managerをクラス
タシステムで運用
している場合は，
フェールオーバー
に掛かる時間を見
積もった上で，
JP1/AJS3 - 
Managerの復旧後
に通信が回復する
ように設定してく
ださい。

JP1/Baseとの通
信エラー時の接続
リトライ回数

baseaccess JP1/Baseとの通信エラー時
の接続リトライ回数を設定し
ます。
指定できる値は 0～ 10です。
なお，属性値の intervalで
は，リトライ間隔（単位：
秒）を指定します。指定でき
る値は 0～ 10でデフォルト
は 1です。

3 運用によって決定
してください。

最大リクエスト
キュー数

request-queue Definerおよび Clientからの
操作要求を，Serverが最大で
幾つリクエストキューに格納
するかを指定します。
指定できる値は 0～ 2,048で
す。

256 Serverに接続する
Client数や，
Clientでの 1台当
たりの実行回数な
どを考慮して変更
してください。

Serverでの操作許
可の確認可否

execute-aclcheck 公開ジョブネットの公開設定
は，Serverに反映しても，
Clientを再起動するまで
Clientの画面に反映されませ
ん。そのため，Definerで公
開ジョブネットの操作の許可
やアクセス可能ユーザーを変
更しても，Clientが起動中の
場合，Clientには変更前の内
容が表示されたままになりま
す。このような場合にこの設
定を有効にしておくと，
Clientユーザーが操作を許可
されていない公開ジョブネッ
トを操作しても，Serverが操
作の許可があるかどうかを判
定して，操作できなくしま
す。
指定できる値を次に示しま
す。
true

操作要求に対して，
Serverで操作が許可され
ているかどうかを確認し
ます。

false
操作要求に対して，
Serverで操作が許可され
ているかどうかを確認し
ません。

true 運用によって決定
してください。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更
する場合の理由
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Serverに対しての
稼働を通知する間
隔

keepalive-interval Definerおよび Clientが，
Serverに対して稼働を通知す
る間隔（単位：秒）を指定し
ます。
指定できる値は 30～ 3,600
です。

180 運用によって決定
してください。

業務監視の状態取
得間隔

watch-interval 業務監視をする場合の，状態
の取得間隔（単位：秒）を指
定します。指定した値は，
Serverと JP1/AJS3 - 
Managerとの通信間隔，およ
び Clientと Serverとの通信
間隔として使用されます。
指定できる値は 30～ 3,600
です。

300 ネットワークが低
速である場合，ま
たはネットワーク
に負荷が掛かる場
合は，設定値を大
きくしてください。

公開ジョブネット
の実行状態の取得
単位

watch-groupoption 業務監視でルートジョブネッ
トの実行状態を取得する際の
取得単位を指定します。
指定できる値を次に示しま
す。
true

監視対象のルートジョブ
ネットの実行状態を，
ジョブグループ単位で取
得します。複数のルート
ジョブネットが同一の
ジョブグループの配下に
ある場合は，実行状態が
一括して取得されます。

false
監視対象のルートジョブ
ネットの実行状態を，
ルートジョブネット単位
で取得します。

false 監視対象のルート
ジョブネットが特
定のジョブグルー
プの直下にまと
まっている場合は，
「true」を指定する
ことで処理性能が
向上します。ただ
し，監視対象の
ルートジョブネッ
トが複数のジョブ
グループに分散し
ている場合は，
「true」を指定する
と処理性能が低下
するおそれがあり
ます。

Clientのメイン画
面の表示方法

client-menu Clientのメイン画面（メ
ニュー画面）で，常にすべて
のメニューを表示するか，
Clientユーザーが操作できる
公開ジョブネットのあるメ
ニューだけを表示するかを指
定します。
指定できる値を次に示しま
す。
0

常にすべてのメニューを
表示します。

1
Clientユーザーが操作で
きる公開ジョブネットの
あるメニューだけを表示
します。

1 運用によって決定
してください。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更
する場合の理由
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3.8.2　Definerの環境設定を検討する
Definerの環境設定ファイルで設定する項目について，次の表に示します。

Definerの環境設定については，「6.2 Definerの環境設定」も参照してください。

表 3-13　Definerの環境設定項目

［すぐに実行］の
最大登録数

jobnet
-coun
t

max-direct Clientの［すぐに実行］に登
録できる公開ジョブネットの
最大数を指定します。
［すぐに実行］に登録した公
開ジョブネット数が設定値に
達した場合，Serverは新しく
発行された［すぐに実行］の
操作要求の受け付けを拒否し
ます。
指定できる値は 1～ 1,024で
す。

128 運用によって決定
してください。

［あとで実行］の
最大登録数

max-reserve Clientの［あとで実行］に登
録できる公開ジョブネットの
最大数を指定します。
［あとで実行］に登録した公
開ジョブネット数が設定値に
達した場合，Serverは新しく
発行された［あとで実行］の
操作要求の受け付けを拒否し
ます。
指定できる値は 1～ 1,024で
す。

256 運用によって決定
してください。

業務監視の最大登
録数

max-watch 業務監視を許可できる公開
ジョブネットの最大数を設定
します。
設定値をすでに業務監視を許
可している公開ジョブネット
数よりも小さな値に変更して
もエラーにはなりませんが，
新規に業務監視を許可できな
くなります。
指定できる値は 1～ 1,024で
す。

128 運用によって決定
してください。

業務グループの階
層の深さ

max-layer 業務グループの階層の深さを
設定します。
設定値をすでに定義している
階層の深さよりも小さな値に
変更してもエラーにはなりま
せんが，設定値より深い階層
は定義できなくなります。
指定できる値は 1～ 15です。

5 運用によって決定
してください。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更する場
合の理由

接続ポー
ト番号

config port Serverへの接続ポート番号を設
定します。
指定できる値は 1～ 65535です。

35200 Serverでデフォルトの
ポート番号が使用できな
い場合，適切な値に変更
してください。

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更
する場合の理由
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3.8.3　Clientの環境設定を検討する
Clientの環境設定ファイルで設定する項目について，次の表に示します。

Clientの環境設定については，「6.3 Clientの環境設定」も参照してください。

表 3-14　Clientの環境設定項目

設定内容 タグ 説明 デフォルト デフォルトを変更する場
合の理由

接続ポー
ト番号

config port Serverへの接続ポート番号を
設定します。
指定できる値は 1～ 65535で
す。

35200 Serverでデフォルトの
ポート番号が使用できな
い場合，適切な値に変更
してください。
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3.　設計
3.9　メンテナンスの検討
JP1/AJS3 - User Job Operationの障害を未然に防ぐため，また障害に備えるために，計画的にメンテナ
ンスが必要です。JP1/AJS3 - User Job Operationを使用するシステムでメンテナンス作業をする際に検
討してほしい項目について説明します。

3.9.1　AIRランタイムのアップデートを検討する
インストールされている AIRランタイムのバージョンが古い場合，Definerまたは Clientのインストール
時に AIRランタイムが自動で最新版にアップデートされることがあります。

また，Definerまたは Clientを起動すると，AIRランタイムのアップデートが定期的にチェックされま
す。アップデートが確認できた場合は，ユーザーにアップデートのインストールを促すメッセージを表示
します。

AIRランタイムをアップデートする場合は，JP1/AJS3 - User Job Operation以外の AIRアプリケーショ
ンと AIRランタイムとの互換性を考慮してアップデートしてください。

3.9.2　トラブルに備えて
JP1/AJS3 - User Job Operationのエラー，OSのエラー，操作ミスなど，さまざまな要因でトラブルが発
生するおそれがあります。トラブル発生時に備えて，運用前にログファイルのサイズ，面数，および出力
レベルを，「3.7.3 ログサイズを見積もる」で見積もった値や運用環境に合わせて設定しておくことを推奨
します。特に，ログファイルのサイズについては，公開ジョブネットの実行状況を確認できるように，最
低でも 1日分のログが保存できるサイズを指定してください。

ログファイルのサイズや面数は，環境設定ファイルで設定します。ログファイルの設定項目については，
「3.8.1(3) ログの設定（logタグ）」を参照してください。

3.9.3　バックアップを検討する
誤操作やシステムの破損は，どのシステムにも起こり得る問題です。システムが壊れた場合，同じ環境の
システムを構築して運用を再開するために，Serverの設定情報のバックアップを検討してください。あら
かじめ Serverの情報をバックアップしておくことで，システムの破損の影響を最小限に抑えることができ
ます。

また，バックアップとあわせて必ずリカバリーについても検討し，実際にシステムが復旧できることを確
認してください。

なお，Serverでは公開ジョブネットの定義情報は自動でバックアップされます。そのため，誤操作によっ
て公開ジョブネットの定義情報を変更してしまった場合でも，バックアップした情報をリカバリーするこ
とで，元の設定に戻すことができます。

Serverでバックアップが必要な設定情報，バックアップとリカバリーの方法については，「9. バックアッ
プとリカバリー」を参照してください。

3.9.4　ディスク容量を確認する
JP1/AJS3 - User Job Operationの運用を安定して継続するためには，ディスク容量を十分に確保してお
く必要があります。ディスク容量の詳細については，リリースノートを参照してください。
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4　 インストールとセットアップ
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントをインス
トールおよびセットアップする手順について説明します。また，アンインス
トールする手順についても説明します。

4.1　インストールとセットアップの流れ

4.2　JP1/AJS3のインストールとセットアップ

4.3　Serverのインストールとセットアップ

4.4　Definerのインストールとセットアップ

4.5　Clientのインストールとセットアップ

4.6　アンインストール
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4.　インストールとセットアップ
4.1　インストールとセットアップの流れ
JP1/AJS3 - User Job Operationをシステムに導入するには，次の図の手順でインストールおよびセット
アップを実行します。なお，インストールする前に，前提となる OSやプログラムがインストールされて
いるか確認しておいてください。前提条件については，「1.3.2 前提条件」を参照してください。

図 4-1　インストールとセットアップの手順
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4.　インストールとセットアップ
4.2　JP1/AJS3のインストールとセットアップ

JP1/AJS3 - User Job Operationのシステムには，JP1/AJS3 - Managerが必要です。ない場合はインス
トールおよびセットアップしてください。JP1/AJS3 - Managerのインストールおよびセットアップ方法
については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1」を参照してくださ
い。

また，JP1/AJS3 - Managerの認証サーバに，Definerユーザーおよび JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーの
ユーザー情報を設定しておく必要があります。

ユーザー情報の設定には，Definerユーザーおよび JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーについて，ユーザー
マッピングを定義します。ユーザーマッピングの定義例を次に示します。

ユーザーマッピングの定義例
次のように設定されていると仮定して説明します。
• Serverホストのホスト名を hostA，マネージャーホストのホスト名を hostBとする。
• Definerユーザーを jp1def，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを jp1ujoとする。

このような場合，ユーザーマッピングの定義例は次のようになります。定義例は，「JP1ユーザー名 : 
サーバホスト名 : OSユーザー」で表します。

jp1defのマッピング定義指定例
jp1def : hostA : osuser1
jp1def : hostB : osuser1

jp1ujoのマッピング定義指定例
jp1ujo : hostA : osuser1
jp1ujo : hostB : osuser1

なお，JP1/AJS3の環境設定パラメーター LOGINFOALLには「yes」を設定することを推奨します。
「no」を指定した場合，スケジューラーサービスが出力するログに実行 IDが出力されなくなるため，トラ
ブルに対処する際に，Serverから操作要求が発行されたルートジョブネットを正確に把握できなくなりま
す。

注意事項
• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定しておかないと，Clientでの操作がエラーになります。
• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーには，公開するルートジョブネットの実行権限を持つ OSユーザー
をマッピングする必要があります。
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4.　インストールとセットアップ
4.3　Serverのインストールとセットアップ

Serverをインストールおよびセットアップする手順について説明します。なお，クラスタ運用時の
Serverのインストールとセットアップについては，「5. クラスタ運用時のインストールとセットアップ」
を参照してください。

4.3.1　JP1/Baseのインストール
Serverをインストールするホストに，JP1/Baseをインストールしておきます。ただし，すでに JP1/Base
がインストールされているホストに Serverをインストールする場合は，新たに JP1/Baseをインストール
する必要はありません。

JP1/Baseを新規導入した場合，インストール時に自動セットアップを選択すると，ユーザー情報が次のよ
うに設定されます。

• 認証サーバ：自ホスト
• JP1ユーザー：jp1admin
• JP1ユーザーのパスワード：jp1admin
• JP1ユーザーをマッピングする OSユーザーとパスワード：インストール時に入力したもの
• サーバホスト名：*

JP1/Baseのインストールの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

4.3.2　Serverのインストール
Serverを新規インストール，またはバージョンアップインストールする手順を説明します。

なお，Serverは JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール（ソフトウェアの配布）に対応していま
す。JP1/NETM/DMを使った実際のリモートインストールの方法については，マニュアル「JP1/NETM/
DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」またはマニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)
用 )」を参照してください。

注意事項
• インストール後，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスは自動で起動しません。
• すでにインストールされている Serverを古いバージョンの Serverで上書きインストールすること
はできません。古いバージョンの Serverをインストールしたい場合は，すでにインストールされて
いる Serverをアンインストールしてから，再度インストールしてください。

• Serverより新しいバージョンの Definerおよび Clientは使用できません。コンポーネントのバー
ジョンの互換性については，「3.4.3 互換性について検討する」を参照してください。

• バージョンアップインストールする場合は，Definerおよび Clientより先に Serverをインストー
ルしてください。

• バージョンアップインストールする場合は，インストールの前に，次に示すフォルダを任意の方法
でバックアップすることを推奨します。
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance

（1） Serverを新規インストールする

Serverを新規インストールする手順を次に示します。

1. Serverをインストールするホストに，Administrators権限でログインする。
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4.　インストールとセットアップ
2. すべてのプログラムを終了する。
インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. インストール媒体をセットする。
日立統合インストーラーの画面が表示されます。

4. 日立総合インストーラーの指示に従って必要な情報を入力し，インストールする。
インストール時に定義する情報を次に示します。インストール情報については，「3.6 インストール情
報の検討」も参照してください。

ユーザー情報
ユーザー名および所属を入力します。

インストール先フォルダ
Serverのインストール先フォルダを指定します。
デフォルトは次のとおりです。
　

システムドライブ ¥Program Files※ ¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Server

　
注※

インストール先ホストの OSが次の場合は，「Program Files」を「Program Files(x86)」と読み替

えてください。

• 64ビット版のWindows Server 2008
• Windows Server 2008 R2
• Windows Server 2003（x64）

JP1ユーザー名
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを指定します。
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを指定しないでインストールを続行することもできます。

インストールの完了画面が表示されたら，インストールは完了です。

1. 必要に応じて，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動する。
インストール後，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスは自動で起動しません。インストール後に
Serverのセットアップまたは環境設定をしないで JP1/AJS3 - User Job Operationの運用を開始する場
合は，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で起動してください。

（2） Serverをバージョンアップインストールする

Serverをバージョンアップインストールする手順を次に示します。

1. Serverをインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを停止する。
Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［管理ツール］－［サービス］を選択し，JP1/AJS3 
- User Job Operationサービスを停止します。

4. インストール媒体をセットする。
日立統合インストーラーの画面が表示されます。

5. 日立総合インストーラーの指示に従って操作する。
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4.　インストールとセットアップ
インストールの完了画面が表示されたら，インストールは完了です。

6. 必要に応じて，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動する。
インストール後，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスは自動で起動しません。インストール後に
Serverのセットアップまたは環境設定をしないで JP1/AJS3 - User Job Operationの運用を開始する場
合は，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で起動してください。

4.3.3　JP1/Baseおよび Serverのセットアップ
JP1/Baseでは，Definerユーザーの設定が必要です。また，Serverでは通常はセットアップの必要はあ
りませんが，次のような場合はセットアップが必要になります。

• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定していない場合
• デフォルトのポート番号（35200/tcpまたは 35300/tcp）が使用できない場合
• LDAPサーバと SSL通信をする場合

JP1/Baseおよび Serverのセットアップ方法について，次に説明します。

（1） JP1/Baseのセットアップ

JP1/Baseでは，Definerユーザーの設定が必要です。ただし，すでにセットアップしてある JP1/Baseの
JP1ユーザーを使用する場合などは，Definerユーザーの設定は不要です。

Definerユーザーの設定では，JP1/Baseのユーザー管理機能を使って，Definerユーザーのユーザー認証
やユーザーマッピングを設定します。

ユーザー認証では，JP1ユーザー名や，JP1/AJS3 - User Job Operationを使うために必要な権限などを
設定します。ユーザーマッピングでは，OSユーザーと JP1ユーザーを対応づけます。

ユーザー情報の設定方法の概要について説明します。設定方法および設定項目の詳細については，マニュ
アル「JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1」およびマニュアル「JP1/Base 運用ガイ
ド」を参照してください。

1. 使用する認証サーバを指定する。
Definerユーザーを認証する認証サーバを設定します。

2. JP1ユーザーを登録する。
Definerユーザーを登録します。
認証サーバを他ホストに設定した場合は，認証サーバ側のホストで実施してください。

（2） Serverのセットアップ

次のような場合，Serverのセットアップが必要です。

• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定していない場合
• JP1/AJS3 - User Job Operationで使用するデフォルトのポート番号（35200/tcpまたは 35300/tcp）が
使用できない場合

• LDAPサーバと SSL通信をする場合

（a）JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定していない場合のセットアップ

次のような場合，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名が設定されません。

• Serverの新規インストール時に JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定していない場合
• 環境設定ファイルを削除して Serverを上書きインストールした場合
92



4.　インストールとセットアップ
• Serverをリモートインストールした場合

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名が設定されていない場合，JP1/AJS3 - User Job Operationの運用開始
前に Serverの環境設定ファイルに JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定しておく必要があります。JP1/
AJS3接続用 JP1ユーザーを設定しておかないと，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動でき
ません。

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定する手順を次に示します。

1. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが停止していることを確認する。

2. Serverの環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
Serverの環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance¥conf¥config.xml

 
Serverの環境設定ファイルについては，「6.1 Serverの環境設定」を参照してください。

3. command-executeタグに JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名を設定する。
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名の設定例を次に示します。

図 4-2　JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名の変更例

4. Serverの環境設定ファイルを保存して閉じる。

5. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動する。
環境設定ファイルの定義内容が Serverに反映されます。

（b）デフォルトのポート番号が使用できない場合のセットアップ

Serverが Definerや Clientとの通信で使用するデフォルトのポート番号（35200/tcpまたは 35300/tcp）
をほかのアプリケーションなどで使用している場合，通信用のポート番号を変更する必要があります。

注意事項
• ポート番号を変更した場合，変更した Serverに接続する Definerおよび Clientの環境設定ファイ
ルのポート番号も変更する必要があります。詳細については，「4.4.3 Definerのセットアップ」お
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4.　インストールとセットアップ
よび「4.5.3 Clientのセットアップ」を参照してください。
• 複数の Serverで構成されているシステムの場合，各 Serverホストで使用している JP1/AJS3 - 

User Job Operationのポート番号はシステム内で統一することを推奨します。統一しない場合，
Definerや Clientのポート番号の設定を接続先の Serverのポート番号に合わせて変更する必要が
あります。

ポート番号を変更する手順を次に示します。

1. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが停止していることを確認する。

2. servicesファイルをテキストエディターで開く。
servicesファイルのパスを次に示します。
Windowsディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥services

Windowsディレクトリのデフォルトは，「C:¥WINDOWS」です。

3. JP1/AJS3 - User Job Operationのサービスに対応するポート番号を変更する。
ポート番号の変更例を次に示します。

図 4-3　ポート番号の変更例

JP1/AJS3 - User Job Operationで使用しているポート番号については，「付録 D ポート番号一覧」を
参照してください。

4. servicesファイルを保存して閉じる。

5. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動する。
servicesファイルの内容が反映されます。

（c） LDAPサーバと SSL通信をする場合のセットアップ

LDAPとの連携で，LDAPサーバと SSL通信をする場合，LDAPサーバと Serverに次の設定が必要で
す。

• LDAPサーバにサーバ証明書を登録する
• Serverにサーバ証明書を登録する

LDAPサーバにサーバ証明書を登録する手順は，LDAP製品のマニュアルを参照してください。

Serverにサーバ証明書を登録する手順を次に示します。
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1. コマンドプロンプトから次のコマンドを実行する。
サーバ証明書の登録には，Serverに付属する keytoolを使用します。keytoolを使用するには次のコマ
ンドを実行します。

keytool -import -alias 証明書の別名※ -file サーバ証明書ファイルのパス -trustcacerts
-keystore "Serverのインストール先フォルダ ¥bin¥jre¥lib¥security¥cacerts"

注※
証明書の別名には，サーバ証明書の任意の名前を入力してください。

2.「キーストアのパスワードを入力してください」と表示されるので，パスワードを入力する。
デフォルトのパスワードは「changeit」です。
パスワードを入力すると，「この証明書を信頼しますか」と表示されます。

3.「yes」を入力する。

4. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する。

4.3.4　ファイアウォールを通過するための設定
ファイアウォールがあるネットワーク環境に JP1/AJS3 - User Job Operationのシステムを構築した場合，
JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントが使用する通信用のポートをファイアウォールで許
可する必要があります。ファイアウォールに設定する必要のあるポート番号については，「付録 D.2 ファ
イアウォールの通過方向」を参照してください。

ファイアウォールの基礎知識や設定方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
System 3 設計ガイド（システム構築編）」，および使用しているファイアウォールのドキュメントを参照し
てください。
95



4.　インストールとセットアップ
4.4　Definerのインストールとセットアップ

Definerをインストールおよびセットアップする手順について説明します。

4.4.1　AIRランタイムのインストール
Definerを使用するには，Definerをインストールするホストに AIRランタイムをあらかじめインストー
ルしておく必要があります。

AIRランタイムをインストールするには，アドビシステムズ社のホームページから「Adobe AIR」をダウ
ンロードして，インストーラーを実行してください。

詳細についてはアドビシステムズ社のホームページを参照してください。

4.4.2　Definerのインストール
Definerを新規インストール，またはバージョンアップインストールする手順を説明します。

注意事項
• インストールされている AIRランタイムのバージョンが古い場合，Definerのインストール時に自
動で AIRランタイムが最新版にアップデートされることがあります。そのため，ほかのアプリケー
ションなどで AIRランタイムを使用しているときは，最新版の AIRランタイムとの互換性を確認
してください。

• 再インストール時に，インストール先に前回インストール時と同じフォルダを指定する場合，前回
インストール時のインストール先フォルダが残っていると再インストールできません。再インス
トールする場合は，前回インストール時のインストール先フォルダを削除するか，インストール先
を変更してください。

• すでにインストールされている Definerを古いバージョンの Definerで上書きインストールするこ
とはできません。古いバージョンの Definerをインストールしたい場合は，すでにインストールさ
れている Definerをアンインストールしてから，再度インストールしてください。

• Definerは JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール（ソフトウェアの配布）に対応していま
せん。

• Serverと同じバージョンの Definerだけ使用できます。コンポーネントのバージョンの互換性につ
いては，「3.4.3 互換性について検討する」を参照してください。

• バージョンアップインストールする場合は，Definerより先に Serverをインストールしてくださ
い。

（1） Definerを新規インストールする

Definerを新規インストールする手順を次に示します。

1. Definerをインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. インストール媒体をセットする。
日立統合インストーラーの画面が表示されます。

4. 日立総合インストーラーの指示に従って必要な情報を入力し，インストールする。
インストール時に定義する情報を次に示します。
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4.　インストールとセットアップ
［ショートカットアイコンをデスクトップに追加］チェックボックス
ショートカットアイコンをデスクトップに追加するかどうかを選択します。デフォルトではチェッ
クされています。

［インストール後にアプリケーションを起動］チェックボックス
インストール後に Definerを起動するかどうかを選択します。デフォルトではチェックされていま
す。

インストール先フォルダ
Definerのインストール先フォルダを指定します。
デフォルトは次のとおりです。
　
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO

　
インストールすると，指定したインストール先フォルダ直下に「JP1_AJS3 - UJO_Definer」

フォルダが生成され，その中に Definerで使用するファイルおよびフォルダが作成されます。
インストールが完了すると，Definerが起動します。ただし，［インストール後にアプリケーションを
起動］チェックボックスのチェックを外している場合，インストールが完了すると，インストールの完
了画面が表示されます。

（2） Definerをバージョンアップインストールする

Definerをバージョンアップインストールする手順を次に示します。

1. Definerをインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. インストール媒体をセットする。
日立統合インストーラーの画面が表示されます。

4. 日立総合インストーラーの指示に従って操作する。

4.4.3　Definerのセットアップ
Definerでは，通常はセットアップの必要はありません。ただし，Serverで Definerや Clientとの通信用
のポート番号（35200/tcp）を変更した場合は，Definerでもセットアップが必要になります。Serverでの
ポート番号変更のセットアップについては「4.3.3(2)(b) デフォルトのポート番号が使用できない場合の
セットアップ」を参照してください。

ポート番号を変更する手順を次に示します。

1. Definerを終了する。
Definerを起動している場合は，Definerを終了してください。

2. Definerの環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
Definerの環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Definerのインストール先フォルダ ¥assets¥config¥config.xml

 
環境設定ファイルの詳細については，「6.2 Definerの環境設定」を参照してください。

3. portタグに設定されているポート番号を，接続する Serverの環境設定ファイルに設定したポート番号
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4.　インストールとセットアップ
に合わせて変更する。
ポート番号の変更例を次に示します。

図 4-4　ポート番号の変更例

4. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

5. Definerを起動する。
環境設定ファイルに設定したポート番号でログインします。
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4.　インストールとセットアップ
4.5　Clientのインストールとセットアップ

Clientをインストールおよびセットアップする手順について説明します。

4.5.1　AIRランタイムのインストール
Clientを使用するには，Clientをインストールするホストに AIRランタイムをあらかじめインストールし
ておく必要があります。

AIRランタイムをインストールするには，アドビシステムズ社のホームページから「Adobe AIR」をダウ
ンロードして，インストーラーを実行してください。

詳細についてはアドビシステムズ社のホームページを参照してください。

4.5.2　Clientのインストール
Clientを新規インストール，またはバージョンアップインストールする手順を説明します。

注意事項
• インストールされている AIRランタイムのバージョンが古い場合，Clientのインストール時に自動
で AIRランタイムが最新版にアップデートされることがあります。そのため，ほかのアプリケー
ションなどで AIRランタイムを使用しているときは，最新版の AIRランタイムとの互換性を確認
してください。

• 再インストール時に，インストール先に前回インストール時と同じフォルダを指定する場合，前回
インストール時のインストール先フォルダが残っていると再インストールできません。再インス
トールする場合は，前回インストール時のインストール先フォルダを削除するか，インストール先
を変更してください。

• すでにインストールされている Clientを古いバージョンの Clientで上書きインストールすること
はできません。古いバージョンの Clientをインストールしたい場合は，すでにインストールされて
いる Clientをアンインストールしてから，再度インストールしてください。

• Clientは JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール（ソフトウェアの配布）に対応していま
せん。

• Serverよりも新しいバージョンの Clientは使用できません。コンポーネントのバージョンの互換
性については，「3.4.3 互換性について検討する」を参照してください。

• バージョンアップインストールする場合は，Clientより先に Serverをインストールしてください。

（1） Clientを新規インストールする

Clientを新規インストールする手順を次に示します。

1. Clientをインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. インストール媒体をセットする。
日立統合インストーラーの画面が表示されます。

4. 日立総合インストーラーの指示に従って必要な情報を入力し，インストールする。
インストール時に定義する情報を次に示します。

［ショートカットアイコンをデスクトップに追加］チェックボックス
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4.　インストールとセットアップ
ショートカットアイコンをデスクトップに追加するかどうかを選択します。デフォルトではチェッ
クされています。

［インストール後にアプリケーションを起動］チェックボックス
インストール後に Clientを起動するかどうかを選択します。デフォルトではチェックされていま
す。

インストール先フォルダ
Clientのインストール先フォルダを指定します。
デフォルトは次のとおりです。
　
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO

　
インストールすると，指定したインストール先フォルダ直下に「JP1_AJS3 - UJO_Client」

フォルダが生成され，その中に Clientで使用するファイルおよびフォルダが作成されます。
インストールが完了すると，Clientが起動します。ただし，［インストール後にアプリケーションを起
動］チェックボックスのチェックを外している場合，インストールが完了すると，インストールの完了
画面が表示されます。

（2） Clientをバージョンアップインストールする

Clientをバージョンアップインストールする手順を次に示します。

1. Clientをインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. インストール媒体をセットする。
日立統合インストーラーの画面が表示されます。

4. 日立総合インストーラーの指示に従って操作する。

4.5.3　Clientのセットアップ
Clientでは，通常はセットアップの必要はありません。ただし，Serverで Definerや Clientとの通信用
のポート番号（35200/tcp）を変更した場合は，Clientでもセットアップが必要になります。Serverでの
ポート番号変更のセットアップについては「4.3.3(2)(b) デフォルトのポート番号が使用できない場合の
セットアップ」を参照してください。

ポート番号を変更する手順を次に示します。

1. Clientを終了する。
Clientを起動している場合は，Clientを終了してください。

2. Clientの環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
Clientの環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Clientのインストール先フォルダ ¥assets¥config¥config.xml

 
環境設定ファイルの詳細については，「6.3 Clientの環境設定」を参照してください。

3. portタグに設定されているポート番号を，接続する Serverの環境設定ファイルに設定したポート番号
に合わせて変更する。
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4.　インストールとセットアップ
ポート番号の変更例を次に示します。

図 4-5　ポート番号の変更例

4. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

5. Clientを起動する。
環境設定ファイルに設定したポート番号でログインします。
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4.　インストールとセットアップ
4.6　アンインストール
Server，Definer，または Clientをアンインストールする手順について説明します。

4.6.1　Serverのアンインストール
Serverをアンインストールする手順を次に示します。なお，クラスタシステムでの Serverのアンインス
トールについては，「5.5 クラスタシステムでの Serverのアンインストール」も参照してください。

1. Serverをアンインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
アンインストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを停止する。
Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［管理ツール］－［サービス］を選択し，JP1/AJS3 
- User Job Operationサービスを停止します。

4. Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［アプリケーションの追加と削除］を選択する。
アンインストールするプログラムを選択するダイアログボックスが表示されます。

5.［JP1/AJS3 - User Job Operation/Server］を選択し，［削除］ボタンをクリックする。
プログラムの削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
Serverがアンインストールされます。

7. 必要に応じて，Serverのインストール先フォルダを削除する。
アンインストールしても，インストール先フォルダにはログファイルなどが削除されないで残ります。
これらのファイルが不要な場合は，削除してください。アンインストールしても削除されないファイル
については，「付録 B.1 Serverのファイルおよびフォルダ一覧」を参照してください。

4.6.2　Definerのアンインストール
Definerをアンインストールする手順を次に示します。

1. Definerをアンインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
アンインストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［アプリケーションの追加と削除］を選択する。
アンインストールするプログラムを選択するダイアログボックスが表示されます。

4.［JP1/AJS3 - User Job Operation/Definer］を選択し，［削除］ボタンをクリックする。
Definerがアンインストールされます。

5. 必要に応じて，不要なファイルを削除する。
アンインストールしても，インストール先フォルダ以外の場所に作成されるファイルは削除されないで
残ります。これらのファイルが不要な場合は，削除してください。アンインストールしても削除されな
いファイルについては，「付録 B.2 Definerのファイルおよびフォルダ一覧」を参照してください。
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4.　インストールとセットアップ
4.6.3　Clientのアンインストール
Clientをアンインストールする手順を次に示します。

1. Clientをアンインストールするホストに，Administrators権限でログインする。

2. すべてのプログラムを終了する。
アンインストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

3. Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［アプリケーションの追加と削除］を選択する。
アンインストールするプログラムを選択するダイアログボックスが表示されます。

4.［JP1/AJS3 - User Job Operation/Client］を選択し，［削除］ボタンをクリックする。
Clientがアンインストールされます。

5. 必要に応じて，不要なファイルを削除する。
アンインストールしても，インストール先フォルダ以外の場所に作成されるファイルは削除されないで
残ります。これらのファイルが不要な場合は，削除してください。アンインストールしても削除されな
いファイルについては，「付録 B.3 Clientのファイルおよびフォルダ一覧」を参照してください。
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5　 クラスタ運用時のインストールと
セットアップ
Serverは，クラスタシステムで運用できます。この章では，Serverをクラ
スタシステムへインストールしてセットアップする手順およびアンインス
トールする手順について説明します。
なお，このマニュアルでは，フェールオーバーの単位を意味する用語として
「論理ホスト」を使います。クラスタソフトやアプリケーションによっては
「グループ」や「パッケージ」などの用語が使われています。クラスタソフト
のドキュメントなどを参照し，対応する用語を確認してください。
クラスタシステムの仕組みや運用方法については，「11. クラスタシステムで
の運用」を参照してください。

5.1　クラスタシステムを導入するための前提条件

5.2　クラスタ運用時の Serverのインストールとセットアップの流れ

5.3　クラスタシステムへの Serverのインストール

5.4　クラスタソフトおよび Serverのセットアップ

5.5　クラスタシステムでの Serverのアンインストール
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5.　クラスタ運用時のインストールとセットアップ
5.1　クラスタシステムを導入するための前提条件
Serverをクラスタシステムに導入する前に，実行系ホストおよび待機系ホストに，Serverの前提となる
OSやプログラムがインストールされていることを確認しておいてください。前提条件については，「1.3.2 
前提条件」を参照してください。また，実行系ホストおよび待機系ホストにクラスタソフトがインストー
ルされていることを確認してください。

注意事項
• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスは一つのホストで一つだけ起動できます。そのため，クラ
スタシステムでもアクティブ・スタンバイ構成の場合にだけ対応しています。アクティブ・アク
ティブ構成や 3ノード構成には対応していません。

Serverをクラスタシステムに導入するためには，次に説明する条件を満たす必要があります。

（1） 論理ホスト環境の条件

Serverを論理ホスト環境で実行するための条件は，共有ディスクや論理 IPアドレスの割り当て，削除，
および動作監視がクラスタソフトによって正常に制御されていることです。

共有ディスクや論理 IPアドレスが満たす必要のある前提条件を次の表に示します。

表 5-1　共有ディスクおよび論理 IPアドレスの前提条件

（2） JP1/Baseの条件

Serverをクラスタシステムで運用するためには，JP1/Baseがクラスタシステムで使用できる環境になっ
ていることが条件です。JP1/Baseをクラスタシステムにインストールしてセットアップする方法について
は，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

注意事項
JP1/AJS3側の JP1/Base環境設定のユーザーマッピングでは，Definerユーザーおよび JP1/AJS3接
続用 JP1ユーザーにサーバホスト名を設定する場合，Serverホストの物理ホスト名を指定してくだ

項番 論理ホスト環境 前提条件

1 共有ディスク • Serverを起動する前に，共有ディスクが割り当てられること。
• Serverの実行中に，共有ディスクの割り当てが解除されないこと。
• Serverを終了したあとに，共有ディスクの割り当てが解除されること。
• 実行系以外からは共有ディスクにアクセスできないよう排他制御されてい
ること。

• システムダウンなどでファイルが消えないように，ジャーナル機能を持つ
ファイルシステムでファイルが保護されていること。

• フェールオーバーしてもファイルに書き込んだ内容が保証されて引き継が
れること。

• フェールオーバー時に共有ディスクを使用中のプロセスがあっても，強制
的にフェールオーバーできること。

• 共有ディスクの障害を検知した場合，クラスタソフトなどがリカバリー処
理を制御し，Serverがリカバリー処理をする必要がないこと。

2 論理 IPアドレス • 実行系から待機系へ引き継ぎできる論理 IPアドレスを使用して通信でき
ること。

• 論理ホスト名から論理 IPアドレスが一意に決まること。
• Serverを起動する前に論理 IPアドレスが割り当てられること。
• Serverの実行中に，論理 IPアドレスが削除されないこと。
• Serverの実行中に，論理ホスト名と論理 IPアドレスの対応が変更されな
いこと。

• Serverを終了したあとに，論理 IPアドレスが削除されること。
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5.　クラスタ運用時のインストールとセットアップ
さい。

（3） Serverの条件

Serverをクラスタシステムで運用するためには，実行系と待機系で次の点が一致している必要がありま
す。

• Serverのバージョン
• Serverのインストール先フォルダの絶対パス
• システムの日付と時刻
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5.　クラスタ運用時のインストールとセットアップ
5.2　クラスタ運用時の Serverのインストールとセット
アップの流れ

Serverをクラスタシステムに導入するには，次の図の手順でインストールおよびセットアップを実行しま
す。

図 5-1　クラスタ運用時のインストールとセットアップの手順
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5.　クラスタ運用時のインストールとセットアップ
5.3　クラスタシステムへの Serverのインストール

実行系ホストおよび待機系ホストに Serverをインストールする手順を次に示します。

1. 実行系ホストおよび待機系ホストに，クラスタソフトと JP1/Baseがインストールされ，クラスタシス
テムを使用できる環境になっていることを確認する。

2. 実行系ホストおよび待機系ホストのローカルディスク上に Serverをインストールする。
インストール先は，実行系ホストと待機系ホストで同じ名称のドライブおよびフォルダを指定してくだ
さい。
なお，インストール手順はクラスタ運用しない場合と同じです。詳細については，「4.3.2 Serverのイ
ンストール」を参照してください。

注意事項
共有ディスク上にはインストールしないでください。
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5.　クラスタ運用時のインストールとセットアップ
5.4　クラスタソフトおよび Serverのセットアップ

クラスタソフトおよび Serverをセットアップする手順を説明します。実行系と待機系の両方をセットアッ
プする場合は，実行系，待機系の順にセットアップしてください。

なお，クラスタソフトの詳細なセットアップについては，使用するクラスタソフトのドキュメントを参照
してください。

注意事項
セットアップ前には，実行系ホストおよび待機系ホストの JP1/AJS3 - User Job Operationサービス
を停止しておいてください。また，セットアップが完了したら実行系ホストの JP1/AJS3 - User Job 
Operationサービスを再起動してください。

5.4.1　論理ホストを作成する（実行系）
Serverをクラスタシステムで運用するために，クラスタソフトを使って論理ホストを作成します。

論理ホストには，次のリソースを登録します。

• 共有ディスクとして制御する物理ディスクリソース
• 論理 IPアドレスとして割り当てる IPアドレスリソース
• 仮想サーバ名として割り当てるネットワーク名リソース

5.4.2　Serverをセットアップする（実行系・待機系）
クラスタシステムでの Serverのセットアップについて次に説明します。

（1） Serverの通信環境を設定する

次の場合は Serverのセットアップが必要になります。

• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定していない場合
• JP1/AJS3 - User Job Operationの使用するデフォルトのポート番号（35200/tcpまたは 35300/tcp）が
使用できない場合

これらのセットアップの方法については，「4.3.3(2) Serverのセットアップ」を参照してください。

（2） インスタンスフォルダを共有ディスクに配置する

実行系で障害が発生してフェールオーバーが行われると，共有ディスクの接続は，実行系から待機系へ切
り替わります。実行系が使用するインスタンスフォルダをあらかじめ共有ディスク上に配置しておくこと
で，待機系は環境設定情報や公開ジョブネットの定義情報を実行系から引き継ぐことができます。これに
よって，待機系でも実行系と同じ環境で業務を継続して運用できます。

インスタンスフォルダの詳細については，「6.4 インスタンスの設定」を参照してください。

インスタンスフォルダを共有ディスクに配置する手順を次に示します。

1. 実行系ホストおよび待機系ホストで JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが停止していることを確
認する。

2. インスタンスフォルダを配下のファイルも含めて共有ディスクへコピーする。
この手順は，実行系または待機系のどちらかで実施してください。
インスタンスフォルダのパスを次に示します。
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5.　クラスタ運用時のインストールとセットアップ
 
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance

3. 実行系のインスタンス設定ファイルをテキストエディターで開く。
インスタンス設定ファイルのパスを次に示します。
 
Serverのインストール先フォルダ ¥conf¥instances.xml

4. 設定されているインスタンスフォルダのパスを，共有ディスクのインスタンスフォルダのパスに変更す
る。
instanceタグの属性値 pathに設定されているインスタンスフォルダのパスを，手順 2でコピーした共
有ディスクのインスタンスフォルダに変更してください。
インスタンスフォルダのパスの変更例を次に示します。

図 5-2　インスタンスフォルダのパスの変更例

5. インスタンス設定ファイルを保存して閉じる。

6. 待機系で手順 3～ 5を実行する。

（3） JP1/Baseの論理ホスト名を指定する

JP1/Baseをクラスタシステムで運用している場合，JP1/Baseの論理ホスト名を Serverの環境設定ファ
イルに設定する必要があります。

環境設定ファイルに JP1/Baseの論理ホスト名を指定する手順を次に示します。

1. 実行系ホストおよび待機系ホストで JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが停止していることを確
認する。

2. 共有ディスク上の環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
環境設定ファイルは，「(2) インスタンスフォルダを共有ディスクに配置する」の手順に従ってコピーし
たインスタンスフォルダの配下にあります。環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
共有ディスク上のインスタンスフォルダのパス ¥conf¥config.xml

 

3. 論理ホスト名の設定値を変更する。
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evtsrvタグに JP1/Baseをインストールした論理ホスト名を指定します。

4. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

5.4.3　クラスタソフトに登録する（実行系）
フェールオーバーさせる JP1/AJS3 - User Job Operationのリソースをクラスタソフトに登録して，クラ
スタソフトからの制御で起動・終了するように設定します。

クラスタソフトに登録するリソースと設定内容を次の表に示します。

表 5-2　クラスタソフトに登録するリソースの設定内容

（凡例）
－：指定しません。

登録リソース名 設定項目 設定内容

JP1/AJS3 - User Job 
Operation

名前 JP1/AJS3 - User Job Operation

リソースの種類 汎用サービス

グループ 「5.4.1 論理ホストを作成する（実行系）」
で作成した論理ホスト名

実行可能な所有者 実行系および待機系のノード名

依存関係 • 論理ホストに登録した物理ディスク，
IPアドレス，およびネットワーク名

• JP1_Base_論理ホスト名
• JP1_Base_Event論理ホスト名

汎用サービスパラメー
ター

サービス名 JP1_AJS3_UJO

起動パラメーター －

レジストリの複製 －
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5.5　クラスタシステムでの Serverのアンインストール

実行系，待機系それぞれのホストで Serverをアンインストールしてください。

アンインストール手順は，クラスタ運用しない場合と同じです。アンインストール手順については，
「4.6.1 Serverのアンインストール」を参照してください。

注意事項
アンインストールしても，共有ディスクにコピーしたインスタンスフォルダは削除されません。
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6　 環境設定
この章では，Server，Definer，および Clientの環境設定の詳細，ならびに
インスタンス設定ファイルの詳細について説明します。
インストール後，必要に応じて環境設定ファイルを編集することで運用時の
環境を変更できます。「3. 設計」での検討内容や JP1/AJS3 - User Job 
Operationの運用方法に従って，設定を変更してください。
また，インスタンス設定ファイルを編集することで，Serverの環境設定ファ
イルのパスを変更できます。Serverをクラスタシステムで運用する場合など
に，設定を変更してください。

6.1　Serverの環境設定

6.2　Definerの環境設定

6.3　Clientの環境設定

6.4　インスタンスの設定
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6.1　Serverの環境設定

Serverの環境設定方法について説明します。

6.1.1　Serverの環境設定方法
Serverの環境設定ファイルの設定項目は，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動することで
Serverに反映できます。ただし，一部の項目は，jpujoloadcfgコマンドを実行することで JP1/AJS3 - 
User Job Operationサービスの起動中でも Serverに反映できます。jpujoloadcfgコマンドでの反映可
否については，「6.1.3 Serverの環境設定ファイルの設定項目一覧」を参照してください。

環境設定ファイルを変更する手順について次に説明します。

（1） JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する場合

Serverの環境設定ファイルのすべての設定項目は，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動す
ることで反映できます。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動して環境設定を変更する手順を次に示します。

1. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを停止する。
Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［管理ツール］－［サービス］を選択し，JP1/AJS3 
- User Job Operationサービスを停止します。

2. 環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※ ¥conf¥config.xml

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォル
ダ ¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

3. 必要に応じて設定値を変更する。
環境設定ファイルの詳細については「6.1.2 Serverの環境設定ファイルの形式」および「6.1.3 Server
の環境設定ファイルの設定項目一覧」を参照してください。

4. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

5. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動する。
変更した環境設定ファイルの内容が Serverに反映されます。ただし，設定項目のうち Definerおよび
Clientの設定に関係する項目は，Definerおよび Clientの起動時に反映されます。

6. 起動中の Definerおよび Clientがある場合は，再起動する。
環境設定ファイルの設定項目のうち，Definerおよび Clientの設定に関係する項目が Definerおよび
Clientに反映されます。

（2） コマンドを実行する場合

Serverの環境設定ファイルの一部の設定項目は，jpujoloadcfgコマンドを実行することで，JP1/AJS3 
- User Job Operationサービスの起動中でも設定を反映できます。
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6.　環境設定
jpujoloadcfgコマンドを実行して環境設定を変更する手順を次に示します。

1. 環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※ ¥conf¥config.xml

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォル
ダ ¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

2. 必要に応じて設定値を変更する。
環境設定ファイルの詳細については「6.1.2 Serverの環境設定ファイルの形式」および「6.1.3 Server
の環境設定ファイルの設定項目一覧」を参照してください。

3. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

4. jpujoloadcfgコマンドを実行する。
jpujoloadcfgコマンドを実行すると，変更した環境設定ファイルの内容が Serverに反映されます。
jpujoloadcfgコマンドについては，「14. コマンド　jpujoloadcfg」を参照してください。ただし，設
定項目のうち Definerおよび Clientの設定に関係する項目は，Definerおよび Clientの起動時に反映
されます。

5. 起動中の Definerおよび Clientがある場合は，再起動する。
環境設定ファイルの設定項目のうち，Definerおよび Clientの設定に関係する項目が Definerおよび
Clientに反映されます。

6.1.2　Serverの環境設定ファイルの形式
Serverの環境設定ファイルは次の形式で記述します。

設定内容は，<タグ >と </タグ >で囲まれています。<タグ >には属性値を設定できるものもあります。

属性値は「"（ダブルクォーテーションマーク）」で囲まれています。

！！！！ 注意事項
 

タグ名など，設定内容および属性値以外の個所は編集しないでください。

6.1.3　Serverの環境設定ファイルの設定項目一覧
Serverの環境設定ファイルの設定項目について説明します。

注意事項

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>

<setting version="1.0">

<タグ >

<タグ >設定内容 </タグ >

<タグ 属性 ="属性値 ">設定内容 </タグ >

</タグ >

</setting>
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6.　環境設定
ここで記載している設定項目以外の項目は編集しないでください。

Serverの環境設定ファイルの記載形式を次に示します。

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<setting version="1.0">

<users>
<command-execute>JP1/AJS3接続用JP1ユーザー</command-execute>

</users>
<jp1base>

<evtsrv>イベントサーバ名</evtsrv>
</jp1base>
<log>

<server>
<level>Serverログの出力レベル</level>
<size>Serverログファイルのサイズ</size>
<backupcount>Serverログファイルの面数</backupcount>

</server>
<operation>

<size>操作ログファイルのサイズ</size>
<backupcount>操作ログファイルの面数</backupcount>

</operation>
<history>

<month-count>実行履歴の保存期間</month-count>
</history>

</log>
<tuning>

<timeout>
<request-queue>リクエストのタイムアウト時間</request-queue>
<execute-queue>実行処理のタイムアウト時間</execute-queue>
<keepalive>Serverとの接続タイムアウト時間</keepalive>
<server-response>実行要求のタイムアウト時間</server-response>
<childinit>子プロセスの初期化タイムアウト時間</childinit>

</timeout>
<retry>

<childprocess interval="リトライ間隔">子プロセスのリトライ回数</
childprocess>

<ajsaccess interval="リトライ間隔">JP1/AJS3との通信リトライ回数</
ajsaccess>

<baseaccess interval="リトライ間隔">JP1/Baseとの通信リトライ回数</
baseaccess>

</retry>
<request-queue>最大リクエストキュー数</request-queue>
<execute-aclcheck>Serverでの操作許可の確認可否</execute-aclcheck>
<keepalive-interval>Serverに対して稼働を通知する間隔</keepalive-interval>
<watch-interval>業務監視の状態取得間隔</watch-interval>
<watch-groupoption>公開ジョブネットの実行状態の取得単位</watch-groupoption>
<client-menu>Clientのメイン画面の表示方法</client-menu>
<jobnet-count>

<max-direct>［すぐに実行］の最大登録数</max-direct>
<max-reserve>［あとで実行］の最大登録数</max-reserve>
<max-watch>業務監視の最大登録数</max-watch>
<max-layer>業務グループの階層の深さ</max-layer>

</jobnet-count>
</tuning>

</setting>

（1） <users>

usersタグ配下の設定項目について説明します。
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（a）<command-execute>JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー </command-execute>

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー名を指定します。

指定できる値
31バイト以内の半角英数字，および次の記号
! # $ % & ~ `（バッククォーテーションマーク） _（アンダーバー） -（ハイフン）

デフォルト
インストール時の設定値
インストール時に JP1ユーザー名を指定しなかった場合は，空白が設定されます。

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
• 設定値に「&」を指定したい場合，環境設定ファイルには「&amp;」と指定してください。
• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーが接続先の JP1/AJS3に登録されていない場合，Clientでの操作が
エラーになります。

（2） <jp1base>

jp1baseタグ配下の設定項目について説明します。

（a）<evtsrv>イベントサーバ名 </evtsrv>

イベントサーバ名を指定します。

指定できる値
255バイト以内の文字列

デフォルト
空白
なお，空白のままイベントサーバ名を指定しない場合は，自ホスト名が仮定されます。

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
「&」，「<」，または「>」を指定したい場合，環境設定ファイルでは次のように指定してください。

表 6-1　特殊文字の指定方法

（3） <log>

logタグ配下の設定項目について説明します。

（a）<server>

serverタグ配下の設定項目について説明します。

項番 指定したい文字 ファイル中での表記

1 & &amp;

2 < &lt;

3 > &gt;
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● <level>Serverログの出力レベル </level>

Serverログの出力レベルを指定します。

出力レベルには次のような大小関係があり，指定したレベル以上の情報を出力します。

E > W > I

出力レベルについては「12.2.1(3) Serverログ」を参照してください。

指定できる値
E，W，I

デフォルト
I

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <size>Serverログファイルのサイズ </size>

一つの Serverログファイルの最大のサイズ（単位：メガバイト）を指定します。

指定できる値
1～ 16

デフォルト
1

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できない
この設定項目を反映するには，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する必要がありま
す。

● <backupcount>Serverログファイルの面数 </backupcount>

各プロセスの Serverログファイルの面数を指定します。

指定できる値
1～ 16

デフォルト
2

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できない
この設定項目を反映するには，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する必要がありま
す。

（b）<operation>

operationタグ配下の設定項目について説明します。

● <size>操作ログファイルのサイズ </size>

一つの操作ログファイルの最大のサイズ（単位：メガバイト）を指定します。

指定できる値
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1～ 16

デフォルト
1

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <backupcount>操作ログファイルの面数 </backupcount>

操作ログファイルの面数を指定します。

指定できる値
1～ 16

デフォルト
2

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

（c） <history>

historyタグ配下の設定項目について説明します。

● <month-count>実行履歴の保存期間 </month-count>

実行履歴を過去何か月分まで保存するかを指定します。ここで設定した期間を過ぎた履歴は，上書きされ
ます。

指定できる値
3～ 24

デフォルト
3

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

（4） <tuning>

tuningタグ配下の設定項目について説明します。

（a）<timeout>

timeoutタグ配下の設定項目について説明します。

● <request-queue>リクエストのタイムアウト時間 </request-queue>

Serverが Definerまたは Clientからの操作要求を受け付けてから実際に処理を開始するまでのタイムア
ウト時間（単位：秒）を指定します。

指定できる値
0，または 30～ 3,600
「0」を指定した場合はタイムアウトしません。

デフォルト
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jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <execute-queue>実行処理のタイムアウト時間 </execute-queue>

Serverが Definerまたは Clientから受け付けた操作要求の処理を実際に開始してから処理が完了するま
でのタイムアウト時間（単位：秒）を指定します。

指定できる値
0，または 30～ 3,600
「0」を指定した場合はタイムアウトしません。

デフォルト
300

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <keepalive>Serverとの接続タイムアウト時間 </keepalive>

Definerと Server，または Clientと Serverの接続タイムアウト時間（単位：秒）を指定します。

Definerおよび Clientは，Serverに対して定期的にプログラムの稼働を通知しています。ここで指定した
期間，Serverが Definerまたは Clientの稼働を確認できない場合，Serverはログアウト処理を行います。

指定できる値
90～ 10,800
timeoutタグ配下の request-queueタグ，execute-queueタグ，および keepalive-intervalタグの設
定値の和を設定することを推奨します。

デフォルト
600

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <server-response>実行要求のタイムアウト時間 </server-response>

Definerまたは Clientが，Serverに操作要求を発行してから Serverからの返答を受け取るまでのタイム
アウト時間（単位：秒）を指定します。

ここで指定した期間，Serverからの返答がない場合，エラーメッセージが表示されます。

指定できる値
0，または 60～ 7,200
「0」の場合はタイムアウトしません。
timeoutタグ配下の request-queueタグ，および execute-queueタグの設定値の和を設定することを
推奨します。

デフォルト
420

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
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6.　環境設定
設定した内容は，Definerおよび Clientの起動時に反映されます。接続中の Definerおよび Clientに
ついては，再起動時に反映されます。

● <childinit>子プロセスの初期化タイムアウト時間 </childinit>

JP1/AJS3 - User Job Operationのサービス開始時に子プロセスの初期化が完了するまでのタイムアウト
時間（単位：秒）を指定します。

指定できる値
1～ 3,600

デフォルト
180

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できない
この設定項目を反映するには，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する必要がありま
す。

（b）<retry>

retryタグ配下の設定項目について説明します。

● <childprocess  interval=”リトライ間隔”>子プロセスのリトライ回数 </childprocess>

子プロセスの再起動のリトライ間隔とリトライ回数を指定します。

リトライ間隔の設定
属性値の intervalには，子プロセスの再起動のリトライ間隔（単位：秒）を指定します。

指定できる値
0～ 10

デフォルト
1

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

リトライ回数の設定
子プロセスの再起動のリトライ回数を指定します。

指定できる値
0～ 10

デフォルト
3

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <ajsaccess  interval=”リトライ間隔”>JP1/AJS3との通信リトライ回数 </ajsaccess>

JP1/AJS3 - Managerとの通信エラー時の接続リトライ間隔と接続リトライ回数を指定します。

リトライ間隔の設定
属性値の intervalには，JP1/AJS3 - Managerとの通信エラー時の接続リトライ間隔（単位：秒）を
指定します。

指定できる値
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6.　環境設定
0～ 60

デフォルト
20

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

リトライ回数の設定
JP1/AJS3 - Managerとの通信エラー時の接続リトライ回数を指定します。

指定できる値
0～ 10

デフォルト
3

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

補足事項
Definerからのリクエスト延長で発生する JP1/AJS3 - Managerとの通信では，この設定に関係なく
リトライしません。

● <baseaccess  interval=”リトライ間隔”>JP1/Baseとの通信リトライ回数 </baseaccess>

JP1/Baseとの通信エラー時の接続リトライ間隔と接続リトライ回数を指定します。

リトライ間隔の設定
属性値の intervalには，JP1/Baseとの通信エラー時の接続リトライ間隔（単位：秒）を指定します。

指定できる値
0～ 10

デフォルト
1

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

リトライ回数の設定
JP1/Baseとの通信エラー時の接続リトライ回数を指定します。

指定できる値
0～ 10

デフォルト
3

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

（c） <request-queue>最大リクエストキュー数 </request-queue>

Definerおよび Clientからの操作要求を，Serverが最大で幾つリクエストキューに格納するかを指定しま
す。

指定できる値
0～ 2,048

デフォルト
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6.　環境設定
256

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できない
この設定項目を反映するには，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する必要がありま
す。

（d）<execute-aclcheck>Serverでの操作許可の確認可否 </execute-aclcheck>

公開ジョブネットの公開設定は，Serverに反映しても，Clientを再起動するまで Clientの画面に反映さ
れません。そのため，Definerで公開ジョブネットの操作の許可やアクセス可能ユーザーを変更しても，
Clientが起動中の場合，Clientには変更前の内容が表示されたままになります。このような場合にこの設
定を有効にしておくと，Clientユーザーが操作を許可されていない公開ジョブネットを操作しても，
Serverが操作の許可があるかどうかを判定して，操作できなくします。

指定できる値

true
操作要求に対して，Serverで操作が許可されているかどうかを確認します。

false
操作要求に対して，Serverで操作が許可されているかどうかを確認しません。

デフォルト
true

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

（e）<keepalive-interval>Serverに対して稼働を通知する間隔 </keepalive-interval>

Definerおよび Clientが，Serverに対して稼働を通知する間隔（単位：秒）を指定します。

指定できる値
30～ 3,600

デフォルト
180

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
設定した内容は，Definerおよび Clientの起動時に反映されます。接続中の Definerおよび Clientに
ついては，再起動時に反映されます。

（f） <watch-interval>業務監視の状態取得間隔 </watch-interval>

業務監視をする場合の，公開ジョブネットの実行状態の取得間隔（単位：秒）を指定します。指定した値
は，Serverと JP1/AJS3 - Managerとの通信間隔，および Clientと Serverとの通信間隔として使用され
ます。

指定できる値
30～ 3,600

デフォルト
300
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6.　環境設定
jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
この設定値を小さくすると，公開ジョブネットの実行状態の取得間隔が短くなるため，より正確に実
行状態を監視できるようになります。ただし，接続先の JP1/AJS3に負荷が掛かるため，設定値を変
更する場合は注意してください。

（g）<watch-groupoption>公開ジョブネットの実行状態の取得単位 </watch-groupoption>

業務監視でルートジョブネットの実行状態を取得する際の取得単位を指定します。

指定できる値

true
監視対象のルートジョブネットの実行状態を，ジョブグループ単位で取得します。複数のルート
ジョブネットが同一のジョブグループの配下にある場合は，実行状態が一括して取得されます。

false
監視対象のルートジョブネットの実行状態を，ルートジョブネット単位で取得します。

デフォルト
false

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

（h）<client-menu>Clientのメイン画面の表示方法 </client-menu>

Clientのメイン画面（メニュー画面）で，常にすべてのメニューを表示するか，Clientユーザーが操作で
きる公開ジョブネットのあるメニューだけを表示するかを指定します。

指定できる値

0
常にすべてのメニューを表示します。

1
Clientユーザーが操作できる公開ジョブネットがあるメニューだけを表示します。

デフォルト
1

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
設定した内容は，Clientの起動時に反映されます。接続中の Clientについては，再起動時に反映され
ます。

（i） <jobnet-count>

jobnet-countタグ配下の設定項目について説明します。

● <max-direct>［すぐに実行］の最大登録数 </max-direct>

Clientの［すぐに実行］に登録できる公開ジョブネットの最大数を指定します。

［すぐに実行］に登録した公開ジョブネット数が設定値に達した場合，Serverは新しく発行された［すぐ
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に実行］の操作要求の受け付けを拒否します。

指定できる値
1～ 1,024

デフォルト
128

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <max-reserve>［あとで実行］の最大登録数 </max-reserve>

Clientの［あとで実行］に登録できる公開ジョブネットの最大数を指定します。

［あとで実行］に登録した公開ジョブネット数が設定値に達した場合，Serverは新しく発行された［あと
で実行］の操作要求の受け付けを拒否します。

指定できる値
1～ 1,024

デフォルト
256

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

● <max-watch>業務監視の最大登録数 </max-watch>

業務監視を許可できる公開ジョブネットの最大数を指定します。

設定値をすでに業務監視を許可している公開ジョブネット数よりも小さな値に変更してもエラーにはなり
ませんが，新規に業務監視を許可できなくなります。

指定できる値
1～ 1,024

デフォルト
128

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
設定した内容は，Definerおよび Clientの起動時に反映されます。接続中の Definerおよび Clientに
ついては，再起動時に反映されます。

● <max-layer>業務グループの階層の深さ </max-layer>

業務グループの階層の深さを指定します。

設定値をすでに定義している階層の深さよりも小さな値に変更してもエラーにはなりませんが，設定値よ
り深い階層は定義できなくなります。

指定できる値
1～ 15

デフォルト
127



6.　環境設定
5

jpujoloadcfgコマンドでの反映可否
反映できる

注意事項
設定した内容は，Definerおよび Clientの起動時に反映されます。接続中の Definerおよび Clientに
ついては，再起動時に反映されます。
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6.　環境設定
6.2　Definerの環境設定

Definerの環境設定方法について説明します。

6.2.1　Definerの環境設定方法
Definerの環境設定ファイルを変更する手順を次に示します。

1. Definerを停止する。
Definerが起動している場合は，Definerを停止してください。

2. 環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Definerのインストール先フォルダ ¥assets¥config¥config.xml

3. 必要に応じて設定値を変更する。
環境設定ファイルの詳細については「6.2.2 Definerの環境設定ファイルの形式」および「6.2.3 Definer
の環境設定ファイルの設定項目一覧」を参照してください。

4. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

5. Definerを起動する。
変更した環境設定ファイルの内容が反映されます。

6.2.2　Definerの環境設定ファイルの形式
Definerの環境設定ファイルは次の形式で記述します。

設定内容は，<タグ >と </タグ >で囲まれています。

！！！！ 注意事項
 

タグ名など，設定内容以外の個所は編集しないでください。

6.2.3　Definerの環境設定ファイルの設定項目一覧
Definerの環境設定ファイルの設定項目について説明します。

Definerの環境設定ファイルを次に示します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<config>

<port>接続ポート番号</port>
</config>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<タグ >

<タグ >設定内容 </タグ >

</タグ >
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6.　環境設定
（1） <config>

configタグ配下の設定項目について説明します。

（a）<port>接続ポート番号 </port>

Serverへの接続ポート番号を設定します。ログイン時には，この設定値で Serverにログインします。

指定できる値
1～ 65535

デフォルト
35200
なお，次の場合はデフォルト値が仮定されます。
• 環境設定ファイルがデフォルトの位置に格納されていない場合
• portタグが省略されている場合
• 指定できる値の範囲外の値を指定した場合
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6.3　Clientの環境設定

Clientの環境設定方法について説明します。

6.3.1　Clientの環境設定方法
Clientの環境設定ファイルを変更する手順を次に示します。

1. Clientを停止する。
Clientが起動している場合は，Clientを停止してください。

2. 環境設定ファイルをテキストエディターで開く。
環境設定ファイルのパスを次に示します。
 
Clientのインストール先フォルダ ¥assets¥config¥config.xml

3. 必要に応じて設定値を変更する。
環境設定ファイルの詳細については「6.3.2 Clientの環境設定ファイルの形式」および「6.3.3 Clientの
環境設定ファイルの設定項目一覧」を参照してください。

4. 環境設定ファイルを保存して閉じる。

5. Clientを起動する。
変更した環境設定ファイルの内容が反映されます。

6.3.2　Clientの環境設定ファイルの形式
Clientの環境設定ファイルは次の形式で記述します。

設定内容は，<タグ >と </タグ >で囲まれています。

！！！！ 注意事項
 

タグ名など，設定内容以外の個所は編集しないでください。

6.3.3　Clientの環境設定ファイルの設定項目一覧
Clientの環境設定ファイルの設定項目について説明します。

Clientの環境設定ファイルを次に示します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<config>

<port>接続ポート番号</port>
</config>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<タグ >

<タグ >設定内容 </タグ >

</タグ >
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（1） <config>

configタグ配下の設定項目について説明します。

（a）<port>接続ポート番号 </port>

Serverへの接続ポート番号を設定します。ログイン時には，この設定値で Serverにログインします。

指定できる値
1～ 65535

デフォルト
35200
なお，次の場合はデフォルト値が仮定されます。
• 環境設定ファイルがデフォルトの位置に格納されていない場合
• portタグが省略されている場合
• 指定できる値の範囲外の値を指定した場合
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6.4　インスタンスの設定
ここでは，インスタンスの設定について説明します。

6.4.1　インスタンス設定ファイルとは
Serverは，環境設定情報や定義情報など一つのサービスで使用するデータファイル群を一つのインスタン
スとして，インスタンスフォルダで管理しています。インスタンスフォルダは，インスタンス設定ファイ
ルで管理されています。

インスタンス設定ファイルとインスタンスとの関係を，次の図に示します。

図 6-1　インスタンス設定ファイルとインスタンスの関係

Serverをクラスタ運用するためにインスタンスフォルダを共有ディスクに配置する場合など，インスタン
スフォルダのパスを変更するときは，インスタンスフォルダをコピーしたあと，インスタンス設定ファイ
ルでインスタンスフォルダのパスを変更してください。

デフォルトのインスタンスフォルダおよびインスタンス設定ファイルのパスは，次のとおりです。

デフォルトのインスタンスフォルダ
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance

インスタンス設定ファイル
Serverのインストール先フォルダ ¥conf¥instances.xml

注意事項
インスタンスフォルダ内部の構成は，logフォルダだけ変更できます。それ以外の構成は変更しない
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でください。また，logフォルダの位置を変更する場合は，インスタンス設定ファイルに logフォルダ
のパスを指定する必要があります。詳細については「6.4.3 インスタンス設定ファイルの設定項目」を
参照してください。

6.4.2　インスタンス設定ファイルの形式
インスタンス設定ファイルは次の形式で記述します。

設定内容は，<タグ >と </タグ >で囲まれています。<タグ >には属性値を設定できるものもあります。

属性値は「"（ダブルクォーテーションマーク）」で囲まれています。

！！！！ 注意事項
 

タグ名など，設定内容および属性値以外の個所は編集しないでください。

6.4.3　インスタンス設定ファイルの設定項目
インスタンス設定ファイルの設定項目について説明します。

インスタンス設定ファイルを次に示します。

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<common-setting version="1.0">

<instance-list>
<instance name="UJO1" path="インスタンスフォルダのパス" logpath="ログフォ

ルダのパス">
</instance-list>

</common-setting>

（1） <instance-list>

instance-listタグ配下の設定項目について説明します。

（a）<instance  name="UJO1"  path="インスタンスフォルダのパス "  logpath="ログフォルダのパス ">

インスタンスを設定します。

name="UJO1"

インスタンス名を設定します。
インスタンス名は「UJO1」で固定であるため，ほかの値に変更しないでください。

path="インスタンスフォルダのパス "

インスタンスフォルダのパスを設定します。
相対パスを設定する場合は，Serverのインストール先フォルダからの相対的な位置になります。な
お，区切り文字「/」の代わりに「¥」を指定することもできます。

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>

<common-setting version="1.0">

<タグ >

<タグ >設定内容 </タグ >

<タグ 属性 ="属性値 ">設定内容 </タグ >

</タグ >

</common-setting>
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指定できる値
200バイト以内の文字列

デフォルト
instances/instance

logpath="ログフォルダのパス "

Serverログおよび操作ログの出力先のパスを設定します。
相対パスを設定する場合は，Serverのインストール先フォルダからの相対的な位置になります。

指定できる値
200バイト以内の文字列

注意事項
この属性値は，デフォルトではインスタンス設定ファイルに記載されていません。設定が省略さ
れている場合は，インスタンスフォルダの下の logフォルダが仮定されます。
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7　 サービスの起動と終了
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationのサービスについて説明しま
す。また，プロセスが異常終了した場合の動作についても説明します。

7.1　JP1/AJS3 - User Job Operationのサービス

7.2　サービスの起動方法と終了方法

7.3　JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動・終了と JP1イベントの発行

7.4　プロセスが異常終了した場合の動作
137



7.　サービスの起動と終了
7.1　JP1/AJS3 - User Job Operationのサービス

JP1/AJS3 - User Job Operationのサービスについて，次の表で説明します。

表 7-1　JP1/AJS3 - User Job Operationのサービス

注意事項
JP1/AJS3 - User Job Operationを利用するには，JP1/Baseサービス，JP1/Base Eventサービス，お
よび接続先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスが起動している必要があります。

表示名 サービス名 スタートアップの種類 説明

JP1/AJS3 - User Job Operation JP1_AJS3_UJO 手動 Definerまたは Clientからの操
作要求を受けて，JP1/AJS3に
定義されているルートジョブ
ネットを処理します。
なお，多重起動できません。
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7.　サービスの起動と終了
7.2　サービスの起動方法と終了方法
JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で起動，および終了する方法について説明します。

（1） JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で起動する

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で起動する手順を次に示します。

1.［コントロールパネル］ウィンドウで［サービス］を選択する。または，［コントロールパネル］ウィン
ドウで［管理ツール］－［サービス］を選択する。
［サービス］ダイアログボックスが表示されます。

2. 次のサービスが起動していることを確認する。
• JP1/Baseサービス
• JP1/Base Eventサービス

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動する前に，Serverホストでこれらのサービスが起動し
ている必要があります。

3. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスをダブルクリックする。
サービスのプロパティ画面が表示されます。

4.［開始］ボタンをクリックする。
JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが起動します。

5.［OK］ボタンをクリックする。
サービスのプロパティ画面が閉じます。

なお，「net start サービス名」コマンドを実行しても，サービスを起動できます。

注意事項
JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを自動起動するように設定を変更する場合，JP1/Baseの起
動管理機能を使用してください。［サービス］ダイアログボックスで，スタートアップの種類を「自
動」に設定しないでください。
詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

（2） JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で終了する

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを手動で終了する手順を次に示します。

1.［コントロールパネル］ウィンドウで［サービス］を選択する。または，［コントロールパネル］ウィン
ドウで［管理ツール］－［サービス］を選択する。
［サービス］ダイアログボックスが表示されます。

2. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスをダブルクリックする。
サービスのプロパティが表示されます。

3.［停止］ボタンをクリックする。
JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが終了します。
なお，Clientや Definerからの操作要求を処理中の場合，処理が完了してからサービスが終了します。

4.［OK］ボタンをクリックする。
サービスのプロパティ画面が閉じます。

なお，「net stop サービス名」コマンドを実行してもサービスを終了できます。
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7.3　JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動・終
了と JP1イベントの発行

Serverでは，サービスが起動，終了，およびエラーが発生した場合に，エラーメッセージを統合トレース
ログに出力すると同時に，JP1イベントとしても発行します。

発行される JP1イベントの詳細については，「15. 発行する JP1イベント」を参照してください。

次の場合に JP1イベントを発行します。

• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが起動した場合
• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動に失敗した場合
• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが終了した場合
• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが異常終了した場合
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7.4　プロセスが異常終了した場合の動作
JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動すると，複数のプロセスが生成されます。プロセスが何
らかの理由によって停止すると，Clientから公開ジョブネットが操作できなくなり，業務の運用に影響を
及ぼします。

Serverでは，障害が発生してプロセスが停止した場合，障害が発生したプロセスを再起動して自動回復し
ます。これによって，何らかの理由でプロセスが異常終了しても，自動でシステムを回復できます。

再起動の設定対象となるプロセスを次に示します。なお，再起動できないプロセスも含めた全プロセス一
覧については「付録 C プロセス一覧」を参照してください。

表 7-2　再起動の対象となるプロセス一覧

注※
環境設定ファイルの childprocessタグで変更できます。詳細については「6.1.3(4)(b) <retry>」を参
照してください。

プロセスの名称 デフォルトの再起動
間隔

デフォルトの再起動
回数

説明

java（Serverプロセス） 1秒※ 3回※ java（Serverプロセス）の異常終了を java
（Server監視プロセス）が検知した場合，リ
トライして再起動を試みます。
再起動に失敗した場合，一定間隔でリトライ
を繰り返します。指定した再起動回数以内で
プロセスを再起動できない場合，JP1/AJS3 - 
User Job Operationサービスが終了します。
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8　 Clientユーザーと公開ジョブネット
の定義
この章では，Definerで Clientユーザーおよび公開ジョブネットを定義する
手順について説明します。
ウィンドウおよびダイアログボックスで設定する項目などの詳細については，
「13. Definerのウィンドウとダイアログボックス」を参照してください。

8.1　操作の流れ

8.2　ログインとログアウト

8.3　Clientユーザーの定義

8.4　公開ジョブネットの定義

8.5　公開ジョブネット定義の Serverへの登録
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8.　Clientユーザーと公開ジョブネットの定義
8.1　操作の流れ
Clientユーザーおよび公開ジョブネットを定義する操作の流れを次の図に示します。

図 8-1　操作の流れ
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8.　Clientユーザーと公開ジョブネットの定義
8.2　ログインとログアウト
Serverにログインする手順，および Serverからログアウトする手順について説明します。

（1） ログインする

Serverにログインする手順を次に示します。

注意事項
Definerは二つ以上同時に起動できません。

1. Windowsの［スタート］メニューから，［プログラム］－［JP1_Automatic Job Management System 3 
- User Job Operation］－［JP1_AJS3 - UJO_Definer］を選択する。
［ログイン］ウィンドウが表示されます。

2. ログインに必要な情報を入力する。
ログインに必要な情報の詳細は，「13.2 ［ログイン］ウィンドウ」を参照してください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウが表示されます。

（2） ログアウトする

Serverからログアウトする手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ファイル］－［閉じる（ログアウト）］を選択す
る。
ログアウトを確認するメッセージが表示されます。

2.［はい］をクリックする。
Serverからログアウトします。
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8.3　Clientユーザーの定義

Clientユーザーを定義する方法について説明します。

LDAPと連携して LDAPユーザーを使用する場合は，次のダイアログボックスで LDAP接続情報を設定
します。

図 8-2　［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックス

Definerで UJOユーザーを新規追加，変更，および削除する場合は，次のダイアログボックスで設定しま
す。

図 8-3　［ユーザーの編集］ダイアログボックス

Clientユーザーを階層で管理する場合は，次のダイアログボックスでユーザーグループを作成します。
UJOユーザーグループを作成した場合は，グループにメンバーを登録します。
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8.　Clientユーザーと公開ジョブネットの定義
図 8-4　［ユーザーグループの編集］ダイアログボックス

8.3.1　LDAPユーザーを使用できるようにする（LDAP接続情報の設定）
LDAPで管理するユーザーを LDAPユーザーとして使用するには，LDAP接続情報を設定します。

LDAP接続情報を設定する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ユーザー］－［LDAP接続情報の設定］を選択す
る。
［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 連携する LDAPの情報を入力する。
入力する情報の詳細については，「13.21 ［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックス」を参照して
ください。

3.［OK］をクリックする。
［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスが閉じ，設定内容が反映されます。

補足事項
LDAPサーバとの通信に SSLを使用する場合は，［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスの，
［SSLを使用する］チェックボックスへのチェックのほかに，LDAPサーバおよび Serverのセット
アップが必要です。LDAPサーバおよび Serverのセットアップについては，「4.3.3(2)(c) LDAPサー
バと SSL通信をする場合のセットアップ」を参照してください。

8.3.2　UJOユーザーを作成する
UJOユーザーを作成する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ユーザー］－［ユーザーの編集］を選択する。ま
たは，ツールバーの［ユーザー］アイコンをクリックする。
［ユーザーの編集］ダイアログボックスが表示されます。

2.［追加］ボタンをクリックする。
［ユーザーの追加］ダイアログボックスが表示されます。

3. 作成する UJOユーザーの情報を入力する。
入力する情報の詳細については，「13.12 ［ユーザーの追加］ダイアログボックス」を参照してくださ
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い。

4.［OK］をクリックする。
［ユーザーの追加］ダイアログボックスが閉じます。
［ユーザーの編集］ダイアログボックスのユーザー一覧に，作成した UJOユーザーが追加されます。

5.［OK］をクリックする。
［ユーザーの編集］ダイアログボックスが閉じ，Serverで管理されているユーザーリストファイルが更
新されます。
なお，［キャンセル］をクリックした場合，手順 1以降で定義した内容がすべて破棄されます。

補足事項
ユーザー一括設定コマンド jpujosetuserを使用すると，複数の UJOユーザーを一括して作成でき
ます。jpujosetuserコマンドで UJOユーザーを作成するには，複数の UJOユーザーの情報を記
述した CSV形式のファイルを用意し，jpujosetuserコマンドで読み込みます。
また，ユーザー一括設定コマンドは，UJOユーザーの作成だけでなくUJOユーザー情報の変更や削
除もできます。
jpujosetuserコマンドの詳細については，「14. コマンド　jpujosetuser」を参照してください。

8.3.3　ユーザーグループを作成する
複数の Clientユーザーを分類・整理して管理するには，ユーザーグループを作成します。作成できるユー
ザーグループには，グループメンバーを Clientユーザーから自由に選択して登録するUJOユーザーグ
ループと，LDAP部署をそのままユーザーグループとして登録する LDAPユーザーグループの 2種類があ
ります。

ユーザーグループを作成する手順を，ユーザーグループの種類別に次に示します。

（1） UJOユーザーグループを作成する場合

UJOユーザーグループを作成する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ユーザー］－［ユーザーグループの編集］を選択
する。または，ツールバーの［ユーザーグループ］アイコンをクリックする。
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスが表示されます。

2. ユーザーグループの階層表示から，作成する UJOユーザーグループの上位になる UJOユーザーグルー
プをクリックする。
クリックした UJOユーザーグループが選択状態になります。
LDAPユーザーグループ，または LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署の下には，UJOユー
ザーグループを作成できません。

3.［新しいグループ］ボタンをクリックする。
［ユーザーグループの追加］ダイアログボックスが表示されます。

4. 作成する UJOユーザーグループの情報を入力する。
入力する情報の詳細については，「13.17 ［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグループの変更］
ダイアログボックス」を参照してください。

5.［OK］をクリックする。
［ユーザーグループの追加］ダイアログボックスが閉じます。
手順 2で選択したUJOユーザーグループの下に，作成した UJOユーザーグループが追加されます。

6.［編集］ボタンをクリックする。
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［グループメンバーの編集］ダイアログボックスが表示されます。

7.［ユーザー一覧］から，UJOユーザーグループに登録したい Clientユーザーをクリックする。
クリックした Clientユーザーが選択状態になります。

8.［追加］ボタンをクリックする。
［グループメンバー］に，選択した Clientユーザーが追加されます。

9. 複数の Clientユーザーを追加したい場合，手順 7～ 8を繰り返す。

10.［OK］をクリックする。
［グループメンバーの編集］ダイアログボックスが閉じます。
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスのグループメンバー一覧に，登録した Clientユーザー
が表示されます。

11.［OK］をクリックする。
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスが閉じ，Serverで管理されているユーザーグループ定
義ファイルが更新されます。
なお，［キャンセル］をクリックした場合，手順 1以降で定義した内容がすべて破棄されます。

（2） LDAPユーザーグループを作成する場合

LDAPユーザーグループを作成する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ユーザー］－［ユーザーグループの編集］を選択
する。または，ツールバーの［ユーザーグループ］アイコンをクリックする。
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスが表示されます。

2. ユーザーグループの階層表示から，作成する LDAPユーザーグループの上位になる UJOユーザーグ
ループをクリックする。
クリックしたユーザーグループが選択状態になります。
LDAPユーザーグループ，または LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署の下には，LDAPユー
ザーグループを作成できません。

3.［LDAP部署登録］ボタンをクリックする。
［ユーザーグループの追加］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）が表示されます。

4. 作成する LDAPユーザーグループの情報を入力する。
入力する情報の詳細については，「13.18 ［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグループの変更］
ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）」を参照してください。

5.［OK］をクリックする。
［ユーザーグループの追加］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）が閉じます。
手順 2で選択したユーザーグループの下に，LDAPユーザーグループが追加されます。

6.［OK］をクリックする。
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスが閉じ，Serverで管理されているユーザーグループ定
義ファイルが更新されます。
なお，［キャンセル］をクリックした場合，手順 1以降で定義した内容がすべて破棄されます。

補足事項
LDAPユーザーグループはグループメンバーを編集できません。
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8.4　公開ジョブネットの定義
公開ジョブネットを定義する方法について説明します。

公開ジョブネットの定義で使用するウィンドウを，次の図に示します。

図 8-5　［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウ

公開ジョブネットは，次の流れで定義します。

1. スケジューラーサービスを登録する。
JP1/AJS3のルートジョブネットの一覧を取得するために，参照したいスケジューラーサービスを
Definerに登録します。

2. 業務グループを作成する。
公開ジョブネットをグループで管理する場合は，業務グループを定義します。
また，業務グループに公開設定を定義しておくことで，配下の公開ジョブネットの公開設定の定義を省
略できます。

3. 公開ジョブネットを定義する。
登録したスケジューラーサービスに属するルートジョブネットの中から，公開ジョブネットを選定して
登録します。
公開ジョブネットをグループで管理する場合は，作成した業務グループの配下に登録します。
登録した公開ジョブネットには，公開設定を定義します。

注意事項
公開ジョブネットを定義する手順 1～ 3の作業内容は，「8.5 公開ジョブネット定義の Serverへの登
録」の手順で Serverに登録しないと，JP1/AJS3 - User Job Operationの運用環境には反映されませ
ん。Serverに登録しないままログアウトしようとすると，作業内容を保存するかどうかを確認する
メッセージが表示されますが，このメッセージの操作での保存先はローカルホストになります。定義
した内容を JP1/AJS3 - User Job Operationの運用環境に反映させたい場合は，必ず Serverに登録し
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てください。

8.4.1　スケジューラーサービスを登録する
JP1/AJS3のルートジョブネットの一覧を取得するために，Definerにスケジューラーサービスを登録しま
す。JP1/AJS3 - User Job Operationでは，Definerに登録したスケジューラーサービスに属するルート
ジョブネットの中から，Clientユーザーに操作を許可するルートジョブネットを公開ジョブネットとして
定義します。

スケジューラーサービスを登録する手順を，次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウの［スケジューラーサービス一覧］エリアで，［追加］
ボタンをクリックする。
［スケジューラーサービスの追加］ダイアログボックスが表示されます。

2. 公開したいルートジョブネットを管理するスケジューラーサービスの情報を入力する。
入力する情報の詳細については，「13.4 ［スケジューラーサービスの追加］ダイアログボックス」を参
照してください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
［スケジューラーサービスの追加］ダイアログボックスが閉じます。
［スケジューラーサービス一覧］エリアにスケジューラーサービスが追加されます。また，［ルートジョ
ブネット階層表示］エリアにも，追加したスケジューラーサービスが表示されます。

8.4.2　業務グループを作成する
公開ジョブネットをグループで分類・整理して管理する場合は，業務グループを作成します。

業務グループを作成する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウの［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペイン
で，作成する業務グループの上位になる業務グループをクリックする。
クリックした業務グループが選択状態になります。

2.［グループ作成］ボタンをクリックする。
［業務グループの追加］ダイアログボックスが表示されます。

3. 業務グループ名および公開設定を入力する。
入力する情報の詳細については，「13.5 ［業務グループの追加］／［業務グループの設定変更］ダイア
ログボックス」を参照してください。
なお，ここで設定した公開設定は，この業務グループの配下に定義される業務グループおよび公開設定
のデフォルト値になります。

補足事項
最上位の業務グループである「/（ルート）」の公開設定は，配下に定義されるすべての公開ジョブ
ネットおよび業務グループのデフォルト値になります。

4.［OK］をクリックする。
［業務グループの追加］ダイアログボックスが閉じます。
［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインに，作成した業務グループが表示されます。

5. ドラッグアンドドロップして，［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインに表示されている業
務グループの表示順序を入れ替える。
Definerでの業務グループの表示順序は，Clientでの業務グループの表示順序に反映されます。新しく
業務グループを追加すると階層の最後尾に作成されるため，必要に応じて表示順序を入れ替えてくださ
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い。

8.4.3　公開ジョブネットを定義する
登録したスケジューラーサービスに属するルートジョブネットの中から，公開するルートジョブネットを
選定します。選定したルートジョブネットには，公開設定を定義します。

公開ジョブネットを定義する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウの［スケジューラーサービス一覧］エリアで，参照し
たいルートジョブネットが属するスケジューラーサービスをクリックする。
［ルートジョブネット階層表示］エリアに，クリックしたスケジューラーサービスが表示されます。

2.［ルートジョブネット階層表示］エリアのスケジューラーサービスのツリーを展開して公開ジョブネッ
トとして登録するルートジョブネットを選定し，次に示す方法のどれかで登録する。
登録方法には次の三つがあります。
•［公開］ボタンをクリックする。
•［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインに表示されている業務グループにドラッグアンド
ドロップする。

•［公開ジョブネット］エリアの［開いている階層］ペインにドラッグアンドドロップする。

注意事項
［ルートジョブネット階層表示］エリアに表示されるユニットは，Definerユーザーに対応する
JP1ユーザーが参照できるジョブグループおよびルートジョブネットだけです。参照できないユ
ニット，ネストジョブネット，リモートジョブネット，マネージャージョブネットなどは表示され
ません。

3.［公開ジョブネット］エリアの［開いている階層］ペインに表示されている公開ジョブネットの表示順
序を，ドラッグアンドドロップで入れ替える。
Definerでの公開ジョブネットの表示順序は，Clientでの公開ジョブネットの表示順序に反映されま
す。ルートジョブネットを公開ジョブネットとして追加するとリストの最後尾に作成されるため，必要
に応じて公開ジョブネットの表示順序を入れ替えてください。

4.［公開ジョブネット］エリアの［開いている階層］ペインで，公開設定を定義する公開ジョブネットを
選択する。
［公開ジョブネット］エリアの［公開設定］ペインに，公開設定のデフォルト値が表示されます。
なお，業務グループ配下の公開ジョブネットの場合は，上位の業務グループの公開設定がデフォルト値
として表示されます。

5. 公開設定を定義する。
入力する情報の詳細については，「13.3 ［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウ」を参照し
てください。

8.4.4　公開ジョブネット定義をローカルホストに保存する
公開ジョブネット定義の編集内容を，ローカルホスト（Definerホスト）に一時的に保存しておくことが
できます。なお，ローカルホストに保存しても，JP1/AJS3 - User Job Operationの運用環境には反映さ
れません。定義内容を反映させるには，定義情報を Serverに登録してください。

公開ジョブネット定義をローカルホストに保存する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ファイル］－［ローカルに保存］を選択する。
ファイルの保存先を指定するダイアログボックスが表示されます。任意の場所にファイルを保存してく
ださい。
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8.4.5　ローカルホストに保存した定義情報を読み込む
ローカルホスト（Definerホスト）に保存した公開ジョブネット定義を読み込む手順を次に示します。な
お，定義情報を読み込んでも，Serverに登録するまで JP1/AJS3 - User Job Operationの運用環境には反
映されません。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ファイル］－［ローカルから読み込み］を選択す
る。
ファイルの参照先を指定するダイアログボックスが表示されます。保存したファイルを指定して，ファ
イルを読み込んでください。

8.4.6　業務グループの設定を変更する
業務グループの設定を変更する手順を次に示します。

1.［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインで，設定を変更する業務グループを右クリックする。
ポップアップメニューが表示されます。

2.［設定の変更］を選択する。
［業務グループの設定変更］ダイアログボックスが表示されます。

3. 設定を変更する。
変更する情報の詳細については，「13.5 ［業務グループの追加］／［業務グループの設定変更］ダイア
ログボックス」を参照してください。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［業務グループの設定変更］ダイアログボックスが閉じます。

8.4.7　業務グループを削除する
業務グループを削除する手順を次に示します。

注意事項
業務グループを削除した場合，その配下の業務グループおよび公開ジョブネットもすべて削除されま
す。

1.［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインで削除する業務グループを右クリックする。
ポップアップメニューが表示されます。

2.［削除］を選択する。
確認メッセージが表示されます。［はい］をクリックすると削除されます。

補足事項
［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインで削除する業務グループを選択して［公開ジョブ
ネット］エリアの［削除］ボタンをクリックしても，削除できます。

8.4.8　公開ジョブネットを削除する
公開ジョブネットを削除する手順を次に示します。

1.［公開ジョブネット］エリアの［開いている階層］ペインで削除する公開ジョブネットを右クリックす
る。
ポップアップメニューが表示されます。

2.［削除］を選択する。
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確認メッセージが表示されます。［はい］をクリックすると削除されます。

補足事項
［公開ジョブネット］エリアの［開いている階層］ペインで削除する公開ジョブネットを選択して［公
開ジョブネット］エリアの［削除］ボタンをクリックしても，削除できます。
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8.5　公開ジョブネット定義の Serverへの登録

公開ジョブネットの定義情報を Serverに登録すると，定義内容が JP1/AJS3 - User Job Operationの運用
環境に反映されます。公開ジョブネットの定義が済んだら，必ず定義情報を Serverに登録してください。

公開ジョブネット定義を Serverに登録する手順を次に示します。

1.［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウで［ファイル］－［サーバに登録］を選択する。また
はツールバーの［サーバに登録］アイコンをクリックする。
現在の定義情報が Serverに登録されます。
155





9　 バックアップとリカバリー
この章では，バックアップおよびリカバリーについて説明します。ここでの
説明を基に，システム全体のバックアップ計画の一部として，JP1/AJS3 - 
User Job Operationのバックアップおよびリカバリーを実施してください。
なお，Definerおよび Clientの環境設定の内容についてはバックアップでき
ません。

9.1　バックアップ

9.2　リカバリー
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9.1　バックアップ
JP1/AJS3 - User Job Operationでのバックアップには，次の 2種類があります。

ディスク障害などへの対応としてのバックアップ
ディスク障害などへの対応として，Clientユーザーの定義情報ファイルやログファイルなど，JP1/
AJS3 - User Job Operationで使用しているファイルを任意の方法でバックアップします。また，
Serverホストにインストールされている JP1/Baseの設定情報についてもバックアップします。

公開ジョブネットの定義情報の自動バックアップ
公開ジョブネットの定義情報は，更新されるたびに自動でバックアップされます。

それぞれのバックアップ方法について説明します。

9.1.1　ディスク障害などへの対応としてのバックアップ
JP1/Baseおよび Serverのバックアップについて説明します。

（1） JP1/Baseの設定情報のバックアップ

JP1/Baseの設定情報をバックアップする必要があります。

JP1/Baseの設定情報をバックアップする方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照し
てください。

（2） Serverの設定情報のバックアップ

ディスク障害などへの対応として，Serverホストに格納されている定義情報やログファイルなど，JP1/
AJS3 - User Job Operationで使用しているファイルをバックアップする必要があります。

次の表に示すフォルダおよびファイルを任意の方法でバックアップしてください。

表 9-1　バックアップするフォルダおよびファイル

注※
クラスタシステムで運用していてパスを変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

9.1.2　公開ジョブネットの定義情報の自動バックアップ
Serverで管理している公開ジョブネットの定義情報は，Definerで更新されるたびに自動でバックアップ
されます。このバックアップファイルを使用することで，過去の任意の時点での公開ジョブネット定義に
戻すことができます。

公開ジョブネット定義情報ファイルの格納先を次に示します。

Serverのインストール先フォルダ¥instances¥instance※¥data

項番 名称 フォルダ名またはファイル名

1 インスタンスフォルダ Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance※

2 インスタンス設定ファイル Serverのインストール先フォルダ
¥conf¥instances.xml
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注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

Definerで公開ジョブネットの定義が更新されると，Serverでは更新前の公開ジョブネット定義を保存し
たバックアップファイルを生成します。

バックアップファイルは次の名称で生成されます。

mappingdefine.datYYYYMMDDhhmmssSSS
YYYYMMDDhhmmssSSS：バックアップされた年月日および日時秒とミリ秒

更新後の定義情報は，公開ジョブネットの定義情報ファイル mappingdefine.datに保存されます。

補足事項
バックアップファイルは最大で 10ファイル生成されます。生成されたファイルが 10ファイルを超え
た場合は，古いファイルから順に削除されます。
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9.2　リカバリー
バックアップした各種情報をリカバリーする方法について説明します。

9.2.1　ディスク障害などへの対応としてのリカバリー
JP1/Baseおよび Serverのリカバリーについて説明します。

（1） JP1/Baseの設定情報のリカバリー

JP1/Baseのセットアップ後に，物理ホスト環境および論理ホスト環境をリカバリーします。

JP1/Baseの設定情報のリカバリー方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してくだ
さい。

（2） Serverの設定情報のリカバリー

ディスク障害などへの対応としてバックアップした Clientユーザーの定義情報やログファイルなどをリカ
バリーする手順を次に示します。

1. Serverを再構築する。
ディスク障害などで Serverの環境が壊れた場合は，まず Serverを再インストールおよびセットアッ
プしてください。Serverの構築方法については，「4.3 Serverのインストールとセットアップ」を参照
してください。

2. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを停止する。
Windowsの［コントロールパネル］ウィンドウで［管理ツール］－［サービス］を選択し，JP1/AJS3 
- User Job Operationサービスを停止します。

3. バックアップしたファイルおよびフォルダを元の位置に戻す。
表 9-1に示すファイルおよびフォルダを，バックアップ時と同じ場所に戻してください。

4. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動する。
Clientユーザーの定義情報やログファイルなどがリカバリーされます。

9.2.2　公開ジョブネットの定義情報のリカバリー
Serverに自動でバックアップされた公開ジョブネット定義情報ファイルをリカバリーすることで，過去の
定義内容に戻すことができます。

最新の公開ジョブネット定義情報ファイル，およびバックアップファイルは，次のフォルダに格納されて
います。

格納先フォルダ

Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※ ¥data

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

公開ジョブネット定義情報ファイルをリカバリーする方法を次に示します。

1. 最新の公開ジョブネット定義情報ファイル mappingdefine.datを削除する。
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2. 定義内容を戻す時点のバックアップファイル mappingdefine.datYYYYMMDDhhmmssSSSのファイル
名を「mappingdefine.dat」に変更する。

3. JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを停止してから再起動する。または jpujoloaddefコマンドを実
行する。
公開ジョブネット定義がリカバリーされます。
jpujoloaddefコマンドを実行すると，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動しないで公
開ジョブネット定義情報ファイルを読み込み，Serverに反映できます。jpujoloaddefコマンドの詳
細については，「14. コマンド　jpujoloaddef」を参照してください。

4. 起動中の Clientおよび Definerを再起動する。
起動中の Clientおよび Definerがある場合，再起動してください。

注意事項
公開ジョブネット定義情報ファイルを作成した Definerより，Serverおよび Definerのバージョンが
古い場合，公開ジョブネット定義情報ファイルはリカバリーできません。公開ジョブネット定義情報
ファイルを作成した Definerのバージョンと，Serverおよび Definerのバージョンの互換性について
は，「3.4.3(3) 公開ジョブネット定義情報ファイルの互換性」を参照してください。
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10　運用中の設定変更
JP1/AJS3 - User Job Operationをより効率良く運用するため，運用中にホス
トのシステム構成や定義を変更することがあります。ここでは，JP1/AJS3 - 
User Job Operationの運用中に設定を変更する方法について説明します。

10.1　運用中のホストの構成変更

10.2　運用中の Clientユーザーや公開ジョブネットの定義変更

10.3　運用中の注意事項
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10.1　運用中のホストの構成変更
JP1/AJS3 - User Job Operationの運用中に Serverホスト，Definerホスト，Clientホストの構成情報を
変更する場合の対処方法について説明します。

（1） Serverホストの構成変更

Serverホストの構成を変更した場合の対処方法を，次の表に示します。

表 10-1　Serverホストの構成変更時の対処方法

（2） Definerホストまたは Clientホストの構成変更

Definerホストまたは Clientホストの構成を変更した場合の対処方法を次の表に示します。

表 10-2　Definerホストまたは Clientホストの構成変更時の対処方法

項番 変更内容 対処方法

1 Serverホストの IPアドレスを変更した。 JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動して
ください。
また，変更後の IPアドレスを使って，Definerおよび
Clientから Serverに再ログインしてください。

2 Serverホストのホスト名を変更した。 JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動して
ください。
また，変更後のホスト名を使って，Definerおよび
Clientから Serverに再ログインしてください。

3 プログラムフォルダのフォルダ名を変更した。 Serverを再インストールしてください。

4 Serverの環境設定ファイルの内容を変更した。 次のどちらかの方法で対応してください。
• jpujoloadcfgコマンドを実行する。
• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動す
る。

なお，jpujoloadcfgコマンドでは反映されない項目
もあります。詳細については「6.1 Serverの環境設定」
を参照してください。

項番 変更項目 対処方法

1 Definerホストまたは Clientホストの IPアドレスを変
更した。

Definerまたは Clientを再起動してください。

2 Definerホストまたは Clientホストのホスト名を変更
した。

Definerまたは Clientを再起動してください。

3 プログラムフォルダのフォルダ名を変更した。 Definerまたは Clientを再インストールしてください。
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10.2　運用中の Clientユーザーや公開ジョブネットの定
義変更

運用中に Clientユーザーや公開ジョブネットの定義を変更する場合は，Definerで定義を変更します。変
更する手順を次に示します。

1. Definerで定義を変更する。
詳細については「8. Clientユーザーと公開ジョブネットの定義」を参照してください。
なお，公開ジョブネットの定義が済んだら，必ず定義情報を Serverに登録してください。

2. Clientを再起動する。
定義情報を変更して Serverに登録しても，Clientは定義情報を起動時にしか読み込まないため，
Clientの画面に変更した定義情報が反映されません。Clientを再起動して，変更した定義情報を反映
させてください。

注意事項
• Clientを再起動しないと，変更した定義情報が Clientの画面に反映されません。例えば，Clientの
起動中に Definerで特定の公開ジョブネットを削除しても，Clientの画面に削除した公開ジョブ
ネットの表示が残ったままになります。ただし，実際には Serverの公開ジョブネット定義情報から
は削除されているため，Clientユーザーがその公開ジョブネットを操作しようとしてもエラーにな
ります。

• Clientを起動中の LDAPユーザーが LDAPサーバで部署異動された場合，Clientを再起動するま
では異動が反映されないため，異動前の部署に属するユーザーとして公開ジョブネットを操作でき
ます。
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10.3　運用中の注意事項
運用中の注意事項を次に説明します。

（1） 運用中に JP1/AJS3 - Managerでルートジョブネットを削除した場合

公開ジョブネットとして登録しているルートジョブネットを JP1/AJS3 - Managerから削除して Clientで
その公開ジョブネットを操作すると，エラーになります。しかし，削除したルートジョブネットと同じ名
前のルートジョブネットを JP1/AJS3 - Managerで新しく定義すると，Clientは新しく定義したルート
ジョブネットを公開ジョブネットとして認識します。そのため，新しく定義したルートジョブネットは
Definerで公開ジョブネットとして登録していなくても，Clientで操作できるようになってしまいます。

（2） 運用中に JP1権限レベルを変更する場合

JP1/AJS3 - User Job Operationの運用中に JP1/AJS3 - Managerに定義されているルートジョブネット
の操作権限を見直す場合，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーに設定されている JP1権限レベルもあわせて見
直してください。

Clientが発行する操作要求を JP1/AJS3 - Managerで実際に処理している JP1ユーザーは，JP1/AJS3接
続用 JP1ユーザーです。この JP1ユーザーの JP1権限レベルや JP1資源グループを変更することで，公
開ジョブネットとして登録したルートジョブネットに対する Clientユーザーの操作権限を変更できます。

Definerユーザーとして使用している JP1ユーザーの JP1権限レベルを変更しても，Clientでの操作に対
する操作権限には影響しません。

（3） 運用中に LDAPのメンバーが変更されたり，LDAP接続情報を変更したりした場合
• LDAPと連携している場合，Definerでログイン中に LDAPで管理するメンバーが変更されても，変更
された内容が Definerでの表示に反映されないことがあります。その場合は，Definerを再起動してく
ださい。

• LDAPサーバのメンテナンスや Definerの LDAP接続情報の変更などによって，LDAP部署や LDAP
ユーザーに変更があっても，ユーザーグループおよびアクセスできる Clientユーザーに登録した，
LDAP部署および LDAPユーザーは，公開ジョブネット定義情報から削除されません。したがって，
Definerに表示されるユーザーグループやアクセス可能メンバーには，変更前の内容が残ります。

• LDAPユーザーは，ユーザー名によって特定されます。LDAP接続情報の変更によって，あるユーザー
名が別の担当者を指すことになった場合も，そのユーザー名の実行履歴は，前の担当者から引き継がれ
ます。

• LDAPユーザーの実行権限は , Clientのログイン時に決まります。Clientログイン後に , LDAPユー
ザーの所属を移動しても , 移動前の所属に属しているものとして動作します。

（4） 運用中に JP1/AJS3のホスト名または IPアドレスを変更した場合

Definerのスケジューラーサービス一覧を確認して，次のように対処してください。

• JP1/AJS3のホスト名を変更し，変更したホスト名が Definerのスケジューラーサービス一覧に登録さ
れている場合は，公開ジョブネットを定義し直してください。

• JP1/AJS3の IPアドレスを変更し，変更した IPアドレスが Definerのスケジューラーサービス一覧に
登録されている場合は，公開ジョブネットを定義し直してください。

• JP1/AJS3の IPアドレスを変更し，変更した IPアドレスに対応するホスト名が Definerのスケジュー
ラーサービス一覧に登録されている場合は，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動してく
ださい。
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（5） 運用中に LDAPサーバのホスト名または IPアドレスを変更した場合

次のように対処してください。

• Definerの LDAP接続情報の LDAPサーバ名にホスト名を指定していて，LDAPサーバのホスト名を
変更した場合は，LDAPサーバ名を変更後のホスト名に修正して，JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスを再起動してください。

• Definerの LDAP接続情報の LDAPサーバ名にホスト名を指定していて，LDAPサーバの IPアドレス
を変更した場合は，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを再起動してください。サービス起動後
も LDAPサーバにアクセスできない場合は，NETBIOS名のキャッシュを削除してください。
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11　クラスタシステムでの運用
クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムと
して運用するシステムのことです。障害が発生しても業務を継続できるよう
にすることを目的としています。この章では，Serverをクラスタシステムで
運用する方法について説明します。

11.1　クラスタシステムでの運用

11.2　クラスタシステムの環境構築

11.3　フェールオーバー時の対処
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11.1　クラスタシステムでの運用
Serverは，クラスタシステムでの運用に対応しています。クラスタシステムとは，複数のシステムを連携
して一つのシステムとして運用するシステムです。クラスタシステムを使用すると，Serverホストで障害
が発生しても，待機していた別の Serverホストが業務の処理を引き継ぎます。これによって，障害発生時
の処理の中断を防ぎます。

クラスタシステムを構成するそれぞれのシステムのうち，業務を実行中のシステムを実行系，実行系の障
害時に業務を引き継げるよう待機しているシステムを待機系と呼びます。Serverをクラスタ構成にするこ
とで，実行系の Serverホストに障害が発生した場合にフェールオーバー（系切り替え）が自動で行われ，
待機系の Serverホストで処理を継続できます。

Serverをクラスタ運用している場合の動作例を次の図に示します。

図 11-1　クラスタ運用の動作例

注意事項
• Serverは，一つのホストで JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを一つだけ起動できます。そ
のため，アクティブ・アクティブ構成や 3ノード構成には対応していません。

• Serverをクラスタシステムで運用するためには，JP1/Baseもクラスタシステムで運用できるよう
にセットアップしておく必要があります。

• Definerおよび Clientはクラスタシステムには対応していません。
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11.2　クラスタシステムの環境構築
クラスタシステム環境を構築する手順については，「5. クラスタ運用時のインストールとセットアップ」
を参照してください。
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11.3　フェールオーバー時の対処
Serverの実行系ホストまたは JP1/AJS3 - Managerの実行系ホストがフェールオーバーした場合の，JP1/
AJS3 - User Job Operationの動作および対処方法について説明します。

11.3.1　Serverの実行系ホストがフェールオーバーした場合
Serverの実行系ホストに障害が発生してフェールオーバーした場合の，Serverの動作と Clientユーザー
または Definerユーザーの対処方法について説明します。

なお，次の情報は共有ディスク上で管理するため，フェールオーバーしても待機系が情報を引き継ぎます。

• 公開ジョブネット定義情報
• ユーザー定義情報
• 公開ジョブネットの実行状態の情報
• ログ情報

（1） フェールオーバー時に Clientユーザーまたは Definerユーザーが Serverにログインして
いる場合

フェールオーバー時に Clientユーザーまたは Definerユーザーが Serverにログインしている場合につい
て説明します。

Serverの動作
待機系が起動すると，Serverは共有ディスク上のログイン情報を参照して，すべての Clientユー
ザーおよび Definerユーザーのログアウト処理を実行します。

Definerまたは Clientの動作
Serverとの接続が切断されたことをメッセージで通知します。

ユーザーの対処
Clientユーザーまたは Definerユーザーは，待機系が起動したあとに再度ログインしてください。

（2） フェールオーバー時に Serverが操作要求を処理している場合

フェールオーバー時に Serverが Clientまたは Definerの発行した操作要求を処理している場合について
説明します。

Serverの動作
処理している操作要求は引き継ぎません。

Definerまたは Clientの動作
Serverとの接続が切断されたことをメッセージで通知します。

ユーザーの対処

Definerユーザーの場合
待機系が起動したあとに再度ログインして，フェールオーバー前の操作を再度実行してくださ
い。

Clientユーザーの場合
待機系が起動したあとに再度ログインして，実行した公開ジョブネットの実行結果や実行予定を
確認してください。直前の操作内容が反映されていない場合は再度実行してください。
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11.　クラスタシステムでの運用
（3） フェールオーバー時に実行中・予約中・監視中の公開ジョブネットがある場合

フェールオーバー時に実行中，予約中，または監視中の公開ジョブネットがある場合について説明します。

Serverの動作
Serverは共有ディスクに公開ジョブネットの実行状態の情報を保持しているため，実行状態は待機系
に引き継がれます。待機系が起動すると，Serverは共有ディスク上の情報を読み込み，JP1/AJS3 - 
Managerとの定期的な通信を開始して公開ジョブネットの実行状態の更新を継続します。

Clientの動作
Serverとの接続が切断されたことをメッセージで通知します。

ユーザーの対処
特に必要ありません。

11.3.2　JP1/AJS3 - Managerの実行系ホストがフェールオーバーした場
合

JP1/AJS3 - Managerの実行系ホストに障害が発生してフェールオーバーした場合の，Serverの動作と
Clientユーザーまたは Definerユーザーの対処方法について説明します。

（1） フェールオーバー時に Serverが操作要求を処理している場合

JP1/AJS3 - Managerのフェールオーバー時に Serverが Clientまたは Definerの発行した操作要求を処
理している場合について説明します。

Serverの動作
JP1/AJS3 - Managerとの接続が切断されるため，Serverは接続リトライを実行します。リトライ中
に待機系が起動すれば操作要求の処理に成功しますが，リトライ中に待機系が起動できないと，操作
要求の処理に失敗します。

Definerまたは Clientの動作

処理に成功した場合
正常に動作を継続します。

処理に失敗した場合
エラーメッセージを表示します。

ユーザーの対処

処理に成功した場合
特に必要ありません。

処理に失敗した場合
待機系が起動したあとに，失敗した操作と同じ操作を実行してください。

（2） フェールオーバー時に実行中・予約中・監視中の公開ジョブネットがある場合

JP1/AJS3 - Managerのフェールオーバー時に実行中，予約中，または監視中の公開ジョブネットがある
場合について説明します。

Serverの動作
JP1/AJS3 - Managerとの接続が切断されるため，Serverは接続リトライを実行します。待機系が起
動するまでは接続リトライに失敗し，Serverは JP1/AJS3 - Managerから実行状態を取得できなくな
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ります。
待機系が起動すると，Serverは JP1/AJS3 - Managerから実行状態を取得できるようになります。た
だし，JP1/AJS3 - Managerがフェールオーバー前のルートジョブネットの実行状態を引き継ぐかど
うかは，JP1/AJS3 - Managerのサービス起動モードの設定に依存します。フェールオーバーで実行
状態が引き継がれない設定の場合，ルートジョブネットの状態が「未登録」状態や「中断」状態に遷
移し，Serverは JP1/AJS3 - Managerのフェールオーバーによって変化した実行状態を取得します。

Clientの動作
正常に動作を継続します。

ユーザーの対処

実行中の公開ジョブネットがある場合
実行結果を確認してください。実行状態が「不明」や「中止」になっている場合は，再度実行し
てください。

予約中の公開ジョブネットがある場合
実行予定を確認してください。予約が取り消されている場合は，再度予約してください。

監視中の公開ジョブネットがある場合
実行状態が「不明」や「中止」に遷移して監視アイコンが異常を通知することがあります。異常
の通知を停止して，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡してください。

（3） フェールオーバー中に Clientまたは Definerが操作要求を発行する場合

JP1/AJS3 - Managerのフェールオーバー中に Clientまたは Definerが操作要求を発行する場合の動作お
よび対処方法は，「(1) フェールオーバー時に Serverが操作要求を処理している場合」と同じです。
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12　トラブルシューティング
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationの運用中にトラブルが発生した
場合に必要な作業や対処方法などについて説明します。

12.1　トラブルへの対処の手順

12.2　ログ情報

12.3　トラブル発生時に採取が必要な資料

12.4　資料の採取方法

12.5　トラブルへの対処方法
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12.　トラブルシューティング
12.1　トラブルへの対処の手順
JP1/AJS3 - User Job Operationでトラブルが起きた場合の対処の手順を次に示します。

1. トラブルが発生したときの現象を確認する。
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場合は，メッセージ
の内容を確認してください。ログが出力されている場合は，ログに出力されたメッセージの内容を確認
してください。
各メッセージの要因と対処方法については，「16. メッセージ」を参照してください。また，JP1/AJS3 
- User Job Operationが出力するログ情報については，「12.2 ログ情報」を参照してください。

2. トラブルの要因を調べるための資料を採取する。
トラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「12.3 トラブル発生時に採取が必要な資料」お
よび「12.4 資料の採取方法」を参照して，必要な資料を採取してください。
なお，Serverの資料を採取する場合は，トラブルの原因となった Definerまたは Clientの資料も一緒
に採取してください。Definerまたは Clientの資料を採取する場合は，Serverの資料も一緒に採取し
てください。

3. 問題の要因を調査する。
採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の範囲を切り分けてく
ださい。
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12.2　ログ情報
JP1/AJS3 - User Job Operationを運用しているときに出力されるログ情報について説明します。

12.2.1　ログ情報の種類
JP1/AJS3 - User Job Operationを運用しているときに Serverが出力するログ情報には，次の 4種類があ
ります。

• Windowsイベントログ
• 統合トレースログ
• Serverログ
• 操作ログ

（1） Windowsイベントログ

Windowsイベントログとは，システム側の重大なトラブルを通知する，管理者向けのログ情報のことで
す。必要最小限のトラブル情報やシステムの安定稼働に必要な情報を通知します。

（2） 統合トレースログ

統合トレースログとは，各プログラムが出力するトレース情報を，統合トレース機能（HNTRLib2）を通
じて，一つの出力先ファイルにまとめて出力するログ情報のことです。Windowsイベントログより詳しい
内容のメッセージが出力されます。

統合トレースログは，統合トレースログファイルに出力されます。

統合トレースログのデフォルトの出力先は次のとおりです。

システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥hntr2{1|2|3|4}.log

統合トレースログの採取方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

統合トレースログファイルは，任意のテキストエディターで参照できます。統合トレースログファイルの
出力例を次に示します。

図 12-1　統合トレースログファイルの出力例

統合トレースログファイルに出力されるヘッダー情報と出力項目の説明を次に示します。

表 12-1　統合トレースログファイルのヘッダー情報

ヘッダー情報 説明

OS情報 統合トレース機能が起動している OSの情報が出力されます。
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表 12-2　統合トレースログファイルの出力項目

注意事項
統合トレースログに出力されるログの時刻は，出力したプロセスのタイムゾーンでフォーマットされ
ます。そのため，環境変数 TZを変更したユーザーなどがサービスを起動したり，コマンドを実行し

たりすると，OSに設定されているタイムゾーンと異なる時刻が出力されることがあります。

（3） Serverログ

Serverログとは，Serverで発生したシステム障害や警告情報など，障害調査用のログ情報のことです。
統合トレース機能（HNTRLib2）を通じて，JP1/AJS3 - User Job Operationサービス内の各プロセスお
よびコマンドについて，統合トレースログよりも詳細な内容を出力します。

Serverログの出力形式は，統合トレースログと同じです。

Serverログの情報には，情報の重要性に応じて出力レベルが設定されています。出力レベルについて，次
の表に示します。

表 12-3　Serverログの出力レベル

ホスト名 統合トレース機能が起動しているホスト名が出力されます。

タイムゾーン OSのタイムゾーンが出力されます。

統合トレース機能起動時刻 統合トレース機能を起動した時刻が出力されます。

出力項目 説明

番号（4けた） トレースレコードの通し番号。
番号はログを出力したプロセスごとに採番されます。

日付（10バイト） トレースの取得日付：yyyy/mm/dd（年 /月 /日）。

時刻（12バイト） トレースの取得時刻（ローカル時刻）：hh:mm:ss.sss（時 :分 :秒 .ミリ秒）。

AP名
（16バイト以内）

アプリケーションを識別するための名称（アプリケーション識別名）。
JP1/AJS3 - User Job Operationの場合，「jpujoservice」で固定です。

pid プロセス ID。OSが付けるプロセス ID。
16進数で出力されます。

tid スレッド ID。スレッドを識別するための ID。
16進数で出力されます。

メッセージ ID 「16. メッセージ」で説明するメッセージ ID。この製品で使用するメッセージ ID。

メッセージテキスト 統合トレースログに出力されるメッセージのテキスト。この製品から出力されるメッセージ
テキスト。

項番 出力レベル 種別 統合トレースログへの出
力

1 E 致命的なシステム障害 ○

2 コマンド実行エラーやログインエラーなど，
項番 1で出力される情報以外のシステム障害
およびエラー

×

3 W システム警告 ×

ヘッダー情報 説明
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（凡例）
○：統合トレースログに出力される。
×：統合トレースログに出力されない。

補足事項
Serverログにどのレベルの情報まで出力するかを設定できます。デフォルトでは Iレベル以上の情報
（E，W，および Iレベルの情報）が出力されるようになっています。設定を変更するには，Serverの
環境設定ファイルの levelタグを変更します。詳細については，「6.1 Serverの環境設定」を参照して
ください。

（4） 操作ログ

操作ログとは，Definerユーザーおよび Clientユーザーが行った操作のうち，記録しておく必要がある重
要な操作についてのログ情報です。監査ログ出力機能（HULALib）を通じて，「いつ」「だれが」「何を
行ったか」などの操作情報の履歴を出力します。

操作ログには，次の操作に関する情報が出力されます。

• サービスの開始および終了
• ログインおよびログアウト
• 公開ジョブネットや Clientユーザーなどの定義情報の更新
• jpujoloadcfgコマンドを使用しての環境設定ファイルの更新

• 公開ジョブネットの実行

出力形式などの詳細については「付録 F 操作ログの出力」を参照してください。

12.2.2　ログファイル一覧
Serverログおよび操作ログは，同一のフォルダに出力されます。

Serverログおよび操作ログの出力先フォルダを次に示します。

Serverのインストール先フォルダ¥instances¥instance※¥log

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，インスタンスフォルダの変更先のパスに読み替え

てください。

Serverの出力するログファイルの詳細を次の表に示します。

4 I サービスの開始・終了 ○

5 通知・情報メッセージ ×

6 コマンド実行情報 ×

項番 出力レベル 種別 統合トレースログへの出
力
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表 12-4　Serverの出力するログファイル

注※ 1
環境設定がデフォルトの状態で運用した場合のディスク占有量を記載しています。ログファイルが複
数ある場合は，その合計を記載しています。環境設定をデフォルトから変更していない場合は，表で
示す容量が全ログファイル容量です。

注※ 2
環境設定をデフォルトから変更している場合も含めて，ログファイルの最大占有量を記載しています。
ログファイルが複数ある場合は，その合計を記載しています。

注※ 3
Serverが出力先のログファイルを切り替えるタイミングのデフォルト値を記載しています。ファイル
がこの欄に示すサイズに達したときに，出力先ファイルが切り替わります。

なお，ログファイルのサイズや面数は，環境設定ファイルで変更できます。変更する場合は，あらかじめ
ログファイルのサイズや切り替え時期などを見積もった上で，変更を検討してください。ログの見積もり
については「3.7.3 ログサイズを見積もる」を参照してください。

項
番

ログの種類 ログファイル名 ログファイルの内容 デフォル
トのディ
スク占有
量※ 1

（メガバ
イト）

最大ディ
スク占有
量※ 2

（メガバ
イト）

デフォルトの
ログファイル
の切り替えタ
イミング※ 3

（メガバイト）

1 Serverログ serverservice{1|2}.log jpujoservice（JP1/
AJS3 - User Job 
Operationサービス
プロセス）が出力す
るログ

2 256 1

2 processwatcher{1|2}.log java（Server監視
プロセス）が出力す
るログ

2 256 1

3 remotecommand{1|2}.log java（Serverプロ
セス）が出力するロ
グ

2 256 1

4 jpujoloaddef{1|2}.log jpujoloaddefコ
マンドが出力するロ
グ

2 256 1

5 jpujoloadcfg{1|2}.log jpujoloadcfgコ
マンドが出力するロ
グ

2 256 1

6 jpujosetuser{1|2}.log jpujosetuserコ
マンドが出力するロ
グ

2 256 1

7 操作ログ admujolog{1|2}.log ユーザーの操作に関
するログ

2 256 1
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12.3　トラブル発生時に採取が必要な資料
トラブルが発生したときに採取が必要な資料について説明します。

トラブルの要因として，JP1/AJS3 - User Job Operationの問題のほかに，OSの問題，ユーザープログラ
ムの問題，オペレーションミスなどが考えられます。そのため，JP1/AJS3 - User Job Operationの情報
を含めて，次に示す資料が必要になります。

• OSの情報
• JP1/AJS3の情報
• JP1/Baseの情報
• JP1/AJS3 - User Job Operationの情報
• オペレーション内容
• 画面上のエラー情報 

JP1/AJS3 - User Job Operationでは，Server，Definer，または Clientのインストール先のホストで資料
採取コマンドを実行すると，必要な資料を一括で採取できます。資料採取コマンドで採取できる資料につ
いても，ここで説明します。

（1） OSの情報

採取が必要な OSの情報を次の表に示します。なお，この情報は，Server，Definer，および Clientで共
通です。

表 12-5　トラブル発生時に採取が必要な OSの情報

（凡例）
－：デフォルトのファイル名なし
○：コマンドで採取できる

注※ 1
Windowsディレクトリのデフォルトは，「C:¥WINDOWS」です。

注※ 2
資料採取コマンド実行時にオプションを指定することで，採取しないように設定できます。

項番 情報の種類 デフォルトのファイル名 コマンドでの採取

1 Windowsイベントログ － ○

2 hostsファイル Windowsディレクトリ※
1¥system32¥drivers¥etc¥hosts

○※ 2

3 servicesファイル Windowsディレクトリ※
1¥system32¥drivers¥etc¥services

○※ 2

4 ホストの環境変数情報 － ○※ 2

5 ホストのシステム情報 － ○

6 Windowsパッチの適用
情報

－ ○

7 ネットワーク構成情報 － ○※ 2
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（2） JP1/AJS3の情報

接続先の JP1/AJS3に関する情報の採取が必要です。採取が必要な JP1/AJS3の情報および採取方法につ
いては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング」を参照して
ください。

（3） JP1/Baseの情報

JP1/Baseに関する情報の採取が必要です。採取が必要な JP1/Baseの情報および採取方法については，マ
ニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

（4） JP1/AJS3 - User Job Operationの情報

採取が必要な JP1/AJS3 - User Job Operationの情報を，コンポーネント別に説明します。

（a）Serverの場合

採取が必要な Serverの情報を次の表に示します。

表 12-6　トラブル発生時に採取が必要な Serverの情報

（凡例）
－：デフォルトのファイル名なし
○：コマンドで採取できる

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，インスタンスフォルダの変更先のパスに読み替え

てください。

なお，Serverの資料を採取する場合は，障害の原因となった Definerまたは Clientの資料も一緒に採取
してください。

（b）Definerの場合

採取が必要な Definerの情報を次の表に示します。

項番 情報の種類 デフォルトのファイル名 コマンドでの採取

1 バージョン情報 － ○

2 ログファイル Serverログおよび操作ログ
各ログファイルの出力先およびファイル名については「12.2.2 
ログファイル一覧」を参照してください。

定義情報・実行履歴情報
dataフォルダにあるすべてのファイルです。dataフォルダの
パスを次に示します。
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※

¥data

○

3 JP1/AJS3 - User 
Job Operation
の環境設定情報

インスタンス設定ファイル
インスタンス設定ファイルのパスを次に示します。
Serverのインストール先フォルダ ¥conf¥instances.xml

環境設定ファイル
環境設定ファイルのパスを次に示します。
Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※

¥conf¥config.xml

○
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表 12-7　トラブル発生時に採取が必要な Definerの情報

（凡例）
○：コマンドで採取できる

注※
%APPDATA%のデフォルトは OSによって異なります。

Windows 7またはWindows Vistaの場合
システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名 ¥AppData¥Roaming

Windows Server 2003またはWindows XP Professionalの場合
システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー名 ¥Application Data

なお，Definerの資料を採取する場合は，Serverの資料も一緒に採取してください。

（c）Clientの場合

採取が必要な Clientの情報を次の表に示します。

表 12-8　トラブル発生時に採取が必要な Clientの情報

（凡例）
○：コマンドで採取できる

注※
%APPDATA%のデフォルトは OSによって異なります。

Windows 7またはWindows Vistaの場合
システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名 ¥AppData¥Roaming

Windows Server 2003またはWindows XP Professionalの場合
システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー名 ¥Application Data

なお，Clientの資料を採取する場合は，Serverの資料も一緒に採取してください。

項番 情報の種類 デフォルトのファイル名 コマンドでの採
取

1 Definerのバー
ジョン情報

Definerのインストール先フォルダ ¥META-INF¥AIR¥application.xml ○

2 ログファイル トレースログ・実行履歴情報
Local Storeフォルダにあるすべてのファイルです。Local Store

フォルダのパスを次に示します。
%APPDATA%※¥jp.co.Hitachi.soft.ajs3.ujo.definer¥Local
Store

○

項番 情報の種類 デフォルトのファイル名 コマンドでの採取

1 Clientのバー
ジョン情報

Clientのインストール先フォルダ ¥META-INF¥AIR¥application.xml ○

2 ログファイル トレースログ・実行履歴
Local Storeフォルダにあるすべてのファイルです。Local Store

フォルダのパスを次に示します。
%APPDATA%※¥jp.co.Hitachi.soft.ajs3.ujo.client¥Local
Store

○
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（5） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容について次に示す情報が必要です。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻
• 再現性の有無

（6） 画面上のエラー情報

次に示す画面のハードコピーを採取してください。

• アプリケーションエラーが発生した場合は，操作画面のハードコピー
• エラーメッセージダイアログボックスのハードコピー
• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，［コマンドプロンプト］ウィンドウのハードコピー
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12.4　資料の採取方法
トラブルが発生したときに資料を採取しておくと，トラブルが発生した原因を調査できます。調査して原
因がわかると，発生したトラブルに対処できます。トラブル発生時の資料の採取方法を次に示します。

（1） 資料採取コマンドを実行する

トラブルが発生した原因の調査に必要な資料を採取するためには，資料採取コマンド jpujo_logを実行

します。jpujo_logコマンドについては，「14. コマンド　jpujo_log」を参照してください。

Server，Definer，および Clientでトラブルが発生した場合の資料の採取方法について次に説明します。

（a）Serverの場合

Serverでトラブルが発生した場合，資料採取コマンド jpujo_logを実行します。資料採取コマンド

jpujo_logを実行すると，トラブルが発生した原因を調査するために必要な資料を採取できます。

資料の出力先および出力されるファイルについて説明します。

資料の出力先
　
%TEMP%※¥jp1ajs3ujo¥backlog
　

注※
%TEMP%のデフォルトは OSによって異なります。
　
Windows Server 2008，またはWindows 7の場合
システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名 ¥AppData¥Local¥Temp

　
Windows Server 2003，Windows Server 2003（x64），またはWindows XP Professionalの場合
システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー名 ¥Local Settings¥Temp

補足事項
資料の出力先は変更できます。変更する手順を次に示します。
1. jpujo_log.batファイルをテキストで開く。

jpujo_log.batファイルの格納先を次に示します。

　
Serverのインストール先フォルダ ¥bin¥jpujo_log.bat

　
2. 資料の出力先の設定を変更する。
資料の出力先のパスを設定する行を次に示します。
　
set DIR_BACKLOG=資料の出力先のパス

　
3. jpujo_log.batファイルを保存して閉じる。
変更した設定が反映されます。

出力ファイル
採取されたファイルは zip形式のファイルに圧縮されて，次の名称で出力されます。
ujolog_YYYYMMDD_hhmmss※ .zip

注※
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YYYYMMDD_hhmmssは jpujo_logコマンドを実行したときの年月日，および時刻です。

jpujo_logコマンドで採取できる資料については，「12.3 トラブル発生時に採取が必要な資料」を参
照してください。

（b）Definerの場合

Definerでトラブルが発生した場合，資料採取コマンド jpujo_logを実行します。資料採取コマンド

jpujo_logを実行すると，トラブルが発生した原因を調査するために必要な資料を採取できます。

資料の出力先および出力されるファイルについて説明します。

資料の出力先
　
%TEMP%※¥jp1ajs3ujo¥backlog
　

注※
%TEMP%のデフォルトは OSによって異なります。
　
Windows 7またはWindows Vistaの場合
システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名 ¥AppData¥Local¥Temp

　
Windows Server 2003またはWindows XP Professionalの場合
システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー名 ¥Local Settings¥Temp

　

補足事項
資料の出力先は変更できます。変更する手順を次に示します。
1. jpujo_log.batファイルをテキストで開く。

jpujo_log.batファイルの格納先を次に示します。

　
Definerのインストール先フォルダ ¥tool¥jpujo_log.bat

　
2. 資料の出力先の設定を変更する。
資料の出力先のパスを設定する行を次に示します。
　
set DIR_BACKLOG=資料の出力先のパス

　
3. jpujo_log.batファイルを保存して閉じる。
変更した設定が反映されます。

出力ファイル
採取されたファイルは zip形式のファイルに圧縮されて，次の名称で出力されます。
ujolog_YYYYMMDD_hhmmss※ .zip

注※
YYYYMMDD_hhmmssは jpujo_logコマンドを実行したときの年月日，および時刻です。

jpujo_logコマンドで採取できる資料については，「12.3 トラブル発生時に採取が必要な資料」を参
照してください。

（c）Clientの場合

Clientでトラブルが発生した場合，資料採取コマンド jpujo_logを実行します。資料採取コマンド

jpujo_logを実行すると，トラブルが発生した原因を調査するために必要な資料を採取できます。
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資料の出力先および出力されるファイルについて説明します。

資料の出力先
　
%TEMP%※¥jp1ajs3ujo¥backlog
　

注※
%TEMP%のデフォルトは OSによって異なります。
　
Windows 7またはWindows Vistaの場合
システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名 ¥AppData¥Local¥Temp

　
Windows Server 2003またはWindows XP Professionalの場合
システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー名 ¥Local Settings¥Temp

　

補足事項
資料の出力先は変更できます。変更する手順を次に示します。
1. jpujo_log.batファイルをテキストで開く。

jpujo_log.batファイルの格納先を次に示します。

　
Clientのインストール先フォルダ ¥tool¥jpujo_log.bat

　
2. 資料の出力先の設定を変更する。
資料の出力先のパスを設定する行を次に示します。
　
set DIR_BACKLOG=資料の出力先のパス

　
3. jpujo_log.batファイルを保存して閉じる。
変更した設定が反映されます。

出力ファイル
採取されたファイルは zip形式のファイルに圧縮されて，次の名称で出力されます。
ujolog_YYYYMMDD_hhmmss※ .zip

注※
YYYYMMDD_hhmmssは jpujo_logコマンドを実行したときの年月日，および時刻です。

jpujo_logコマンドで採取できる資料については，「12.3 トラブル発生時に採取が必要な資料」を参
照してください。

（2） オペレーション内容を確認する

トラブル発生時のオペレーション内容を確認し，記録しておいてください。確認が必要な情報については，
「12.3(5) オペレーション内容」を参照してください。

（3） 画面上のエラー情報を採取する

画面に表示されているエラー情報のハードコピーを採取してください。採取が必要な画面については，
「12.3(6) 画面上のエラー情報」を参照してください。
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12.5　トラブルへの対処方法
JP1/AJS3 - User Job Operationを使用しているときに発生したトラブルの対処方法について説明します。

表 12-9　一般的に想定されるトラブル

（1） インストールできない

次の要因が考えられます。

• インストールユーザーが Administrators権限を所有していない。
Administrators権限を持つ OSユーザーでログインし直してください。

• インストール対象ホストが前提条件を満たしていない。
インストール作業をする前に，前提となる OSやプログラムがインストールされていることを確認して
ください。特に，Definerおよび Clientの場合は，インストールするホストに AIRランタイムがイン
ストールされている必要があります。
前提条件については，「1.3.2 前提条件」を参照してください。

（2） JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動できない

次の要因が考えられます。

• JP1/Baseを起動していない
JP1/Baseが起動されていないおそれがあります。Serverホストの JP1/Baseサービスおよび JP1/Base 
Eventサービスを起動してください。

• JP1/AJS3接続用ユーザーが定義されていない
インストール時に JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定しなかったり Serverをリモートインストール
したりすると，環境設定ファイルに JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーが設定されません。環境設定ファイ
ルを編集して，JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを設定してください。
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーの設定方法については，「4.3.3(2)(a) JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを
設定していない場合のセットアップ」を参照してください。

• Serverが使用するポート番号が正しく設定されていない。
Serverが Definerや Clientとの通信などで使用するポート番号がほかのアプリケーションなどで使用
されている場合は，ポート番号を変更する必要があります。Serverのポート番号を変更する方法につ
いては，「4.3.3(2)(b) デフォルトのポート番号が使用できない場合のセットアップ」を参照してくださ
い。
なお，Serverのポート番号を変更した場合，Definerおよび Clientの接続ポート番号の設定も変更す
る必要があります。

• Serverの環境設定ファイルの内容が不正である
Serverの環境設定ファイルが正しく設定されていることを確認してください。

項番 トラブルの内容

1 インストールできない

2 JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動できない

3 Serverにログインできない

4 Definerにスケジューラーサービスを登録できない

5 Serverが Clientの要求を処理できない

6 ログが出力できない
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（3） Serverにログインできない

次の要因が考えられます。

• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動していない。
JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが起動されていないおそれがあります。JP1/AJS3 - User Job 
Operationサービスを起動してください。

• JP1/Baseにトラブルが発生している。
JP1/Baseにトラブルが発生しているおそれがあります。マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参考
に，JP1/Base側のトラブルに対応してください。

• 接続先の Serverホスト名または IPアドレスが正しく設定されていない。
ログイン時に指定する接続先の Serverホスト名または IPアドレスが正しく設定されていることを確認
してください。

• ログインユーザーが正しく設定されていない。
Definerユーザーまたは Clientユーザーが正しく設定されていないおそれがあります。

Definerユーザーの場合
Definerユーザーとして使用する JP1ユーザーが正しく設定されていることを確認するため，JP1/
Baseの設定を見直してください。

Clientユーザーの場合
Clientユーザーが正しく設定されていることを確認するため，Definerの設定を見直してくださ
い。
LDAPユーザーの場合は，LDAPサーバと接続できる状態であることを見直してください。
なお，Active Directoryでアカウントオプションが「ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更
が必要」または「アカウントは無効」となっているユーザーは，Clientからログインできません。
また，パスワードが設定されていないユーザーやアカウントの有効期限が切れたユーザーもログイ
ンできません。

• 接続先の Serverのバージョンと互換性がない。
接続先の Serverのバージョンと，Definerまたは Clientのバージョンに互換性がないおそれがありま
す。詳細は，「3.4.3 互換性について検討する」を参照してください。

• 接続先の Serverとネットワーク接続できる状態ではない。
接続先の Serverホストに対して，次のコマンドが正常に実行できるかどうかを確認してください。
　
ping Serverホストの IPアドレスまたはホスト名
　
Serverホストからの応答がない場合，Serverホストの起動状態および Serverホストとのネットワーク
接続状態を確認してください。

• Serverとの通信に使用するポート番号が正しく設定されていない。
Serverが Definerや Clientとの通信などで使用するポート番号を変更している場合，Definerおよび
Clientの接続ポート番号の設定も変更する必要があります。ポート番号を変更する方法については，
「4.4.3 Definerのセットアップ」および「4.5.3 Clientのセットアップ」を参照してください。
• ファイアウォールを通過できるように設定されていない。

Definerホストおよび Clientホストと Serverホストとの間にファイアウォールがあるかどうかを確認
してください。ファイアウォールがある場合は，パケットフィルタリングの設定に誤りがないかどうか
を，「付録 D ポート番号一覧」の説明を参考に確認してください。

（4） Definerにスケジューラーサービスを登録できない

次の要因が考えられます。
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• 接続先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスが起動されていない。
Serverの接続先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスが起動されていないおそれがあります。接
続先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスを起動してください。

• 接続先の JP1/AJS3にトラブルが発生している。
接続先の JP1/AJS3にトラブルが発生しているおそれがあります。マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 トラブルシューティング」を参考に，JP1/AJS3側のトラブルに対応してくだ
さい。

• マネージャーホストとの接続情報に誤りがある。
Definerに登録するスケジューラーサービスのマネージャーホスト名およびスケジューラーサービス名
が正しいことを確認してください。

• 接続先のマネージャーホストとネットワーク接続できる状態ではない。
Serverホストから接続先のマネージャーホストに対して，次のコマンドが正常に実行できるかどうか
を確認してください。
　
ping マネージャーホストの IPアドレスまたはホスト名
　
マネージャーホストからの応答がない場合，マネージャーホストの起動状態およびマネージャーホスト
とのネットワーク接続状態を確認してください。

• マネージャーホストとの通信に使用するポート番号が正しく設定されていない。
JP1/AJS3 - Manager側の設定で，通信に使用するポート番号をデフォルトから変更している場合，ス
ケジューラーサービスを登録する際に，マネージャーホスト名とあわせてポート番号を設定する必要が
あります。詳細については，「13.4 ［スケジューラ―サービスの追加］ダイアログボックス」を参照し
てください。

• ファイアウォールを通過できるように設定されていない。
• Serverホストとマネージャーホストとの間にファイアウォールがあるかどうかを確認してください。
ファイアウォールがある場合は，パケットフィルタリングの設定に誤りがないかどうかを，「付録 D 
ポート番号一覧」の説明を参考に確認してください。

（5） Serverが Clientの要求を処理できない

次の要因が考えられます。

• 接続先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスが起動していない。
Serverの接続先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスが起動していないおそれがあります。接続
先マネージャーホストの JP1/AJS3サービスを起動してください。

• 接続先の JP1/AJS3にトラブルが発生している。
接続先の JP1/AJS3にトラブルが発生しているおそれがあります。マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 トラブルシューティング」を参考に，JP1/AJS3側のトラブルに対応してくだ
さい。

• 操作対象のルートジョブネットがない。
操作対象のルートジョブネットが JP1/AJS3 - Manager側で削除されている，または詳細定義が変更さ
れているおそれがあります。JP1/AJS3側でのルートジョブネットの詳細定義を見直すか，または
Definerでの公開ジョブネットの定義を見直してください。

• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーの設定が誤っている。
JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーの設定が誤っていたり，ルートジョブネットに対して操作権限がなかっ
たりすると，公開ジョブネットを Clientで操作できなくなります。次の観点で，JP1/AJS3接続用 JP1
ユーザーの設定を見直してください。
• 接続先の JP1/AJS3 - Managerの認証サーバに正しく登録されているか。
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• マッピングされている OSユーザーは，公開ジョブネットとして登録されているルートジョブネット
に対して操作権限を持っているか。

• 公開ジョブネットとして登録されているルートジョブネットに対する JP1権限レベルは適切に設定さ
れているか。

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーの設定については，「4.2 JP1/AJS3のインストールとセットアップ」を
参照してください。設定する JP1権限レベルについては，「3.3.3 JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーを検討
する」を参照してください。

（6） ログが出力できない

次の要因が考えられます。

• ログファイルおよびログフォルダのアクセス権がない。
ログファイルおよびログフォルダに対する OSユーザーのアクセス権を確認してください。アクセス権
がない場合は，設定を見直してください。
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13　Definerのウィンドウとダイアログ
ボックス
この章では，Definerで使用するウィンドウ，メニューコマンド，およびダ
イアログボックスについて説明します。

13.1　画面遷移

13.2　［ログイン］ウィンドウ

13.3　［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウ

13.4　［スケジューラーサービスの追加］ダイアログボックス

13.5　［業務グループの追加］／［業務グループの設定変更］ダイアログボックス

13.6　［アクセス可能メンバーの編集］ダイアログボックス

13.7　［ガイドの編集］ダイアログボックス

13.8　［ガイドのプレビュー］ダイアログボックス

13.9　［マクロ変数の追加］／［マクロ変数の設定変更］ダイアログボックス

13.10　［入力候補の追加］／［入力候補の設定変更］ダイアログボックス

13.11　［ユーザーの編集］ダイアログボックス

13.12　［ユーザーの追加］ダイアログボックス

13.13　［ユーザーの変更］ダイアログボックス

13.14　［パスワードの変更］ダイアログボックス

13.15　［ユーザー (表示名 )の対象業務］ダイアログボックス

13.16　［ユーザーグループの編集］ダイアログボックス

13.17　［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグループの変更］ダイアログボックス

13.18　［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグループの変更］ダイアログボックス
（LDAPユーザーグループ用）
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13.19　［LDAP部署の選択］ダイアログボックス

13.20　［グループメンバーの編集］ダイアログボックス

13.21　［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックス

13.22　［LDAPユーザーの対象業務確認］ダイアログボックス
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13.1　画面遷移
Definerの画面遷移を次に示します。

図 13-1　Definerの画面遷移

注意事項
ディスプレイの解像度は 1,024× 768ピクセル以上に設定してください。1,024× 768ピクセル未満
に設定すると，画面に表示内容が収まらないことがあります。
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13.2　［ログイン］ウィンドウ
Definerを起動したときに，最初に表示される画面です。

［ログイン］ウィンドウを次の図に示します。

図 13-2　［ログイン］ウィンドウ

表示項目について説明します。

［ユーザー名］
ログインするユーザー名を 31バイト以内で指定します。
認証サーバの JP1/Baseに JP1ユーザーとして登録した名称を入力してください。
2回目以降のログイン時には，前回ログインに成功したユーザーの名称がデフォルト値として表示さ
れます。

［パスワード］
ログインするユーザーのパスワードを 32バイト以内で指定します。
入力した文字は，「*」で表示されます。

［接続ホスト名］
ログイン先の Serverホスト名または IPアドレスを指定します。
2回目以降のログイン時には，前回指定した接続ホスト名がデフォルト値として表示されます。
なお，ドロップダウンリストには過去に入力した接続ホスト名が 10個まで一覧で表示されます。

これらの項目を入力して［OK］ボタンをクリックすると，Serverから認証サーバにユーザー情報が送信
され，ユーザー認証が行われます。

ユーザー認証に成功すると，［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウが表示されます。
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13.3　［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウ

Definerのメイン画面です。［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウでは，主に公開ジョブネッ
トおよび Clientユーザーを定義します。

13.3.1　画面構成
［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウは，次の三つのエリアで構成されています。

•［スケジューラーサービス一覧］エリア
•［ルートジョブネット階層表示］エリア
•［公開ジョブネット］エリア

［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウを次の図に示します。

図 13-3　［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウ

それぞれのエリアの表示項目について説明します。

（1） ［スケジューラーサービス一覧］エリア

JP1/AJS3からルートジョブネットの一覧を取得するために，JP1/AJS3のマネージャーホストおよびスケ
ジューラーサービスを追加・削除するエリアです。

ここに追加したスケジューラーサービスに属するルートジョブネットから Clientユーザーに公開するルー
トジョブネットを選定します。

スケジューラーサービス一覧
［追加］ボタンで追加した JP1/AJS3のマネージャーホスト，およびスケジューラーサービスの名称
が表示されます。

［追加］ボタン
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スケジューラーサービスを一覧に追加します。このボタンをクリックすると，［スケジューラーサービ
スの追加］ダイアログボックスが表示されます。
なお，追加できるスケジューラーサービスは最大 128個です。

［削除］ボタン
スケジューラーサービスを一覧から削除します。一覧でスケジューラーサービスを選択すると［削除］
ボタンをクリックできるようになります。
ボタンをクリックすると，削除確認のメッセージが表示されます。
なお，公開ジョブネットとして定義したルートジョブネットが属するスケジューラーサービスを削除
した場合，該当する公開ジョブネットの定義も削除されます。

（2） ［ルートジョブネット階層表示］エリア

［スケジューラーサービス一覧］エリアで選択しているスケジューラーサービスに属するジョブグループお
よびルートジョブネットがツリー形式で表示されます。

ルートジョブネットの階層表示
［スケジューラーサービス一覧］エリアで選択しているスケジューラーサービスをルートとして，その
配下のジョブグループおよびルートジョブネットがツリー形式で表示されます。ただし，ここに表示
されるユニットは，ログインしている Definerユーザーに対応する JP1ユーザーが参照できるユニッ
トに限ります。
スケジューラーサービスまたはジョブグループを右クリックすると表示されるポップアップメニュー
で［更新］を選択すると，JP1/AJS3から最新の情報が取得され，表示内容が更新されます。

［公開］ボタン
ルートジョブネット階層表示で選択しているルートジョブネットを［公開ジョブネット］エリアの
［開いている階層］ペインに追加し，公開ジョブネットとして登録します。
［ルートジョブネット階層表示］エリアでルートジョブネットを選択すると［公開］ボタンをクリック
できるようになります。
追加できる公開ジョブネット数は最大 5,000個です。

（3） ［公開ジョブネット］エリア

JP1/AJS3のルートジョブネットを Clientユーザーに実行・監視させるための設定をするエリアです。

［削除］ボタン
［階層表示］ペインのツリーで選択している業務グループ，または［開いている階層］ペインで選択し
ている公開ジョブネットを削除します。
業務グループまたは公開ジョブネットを選択すると［削除］ボタンをクリックできるようになります。
ボタンをクリックすると，削除確認のメッセージが表示されます。
なお，業務グループを削除した場合は，その配下の業務グループおよび公開ジョブネットもすべて削
除されます。

［公開ジョブネット］エリアは，次の三つのペインで構成されます。

•［階層表示］ペイン
•［開いている階層］ペイン
•［公開設定］ペイン

それぞれのペインについて，次に説明します。

●［階層表示］ペイン

公開ジョブネットを階層で管理する場合に業務グループを作成するペインです。
198



13.　Definerのウィンドウとダイアログボックス
業務グループの階層表示
「/（ルート）」をルートとした公開ジョブネットを管理するための業務グループがツリー形式で表示さ
れます。
作成できる業務グループは最大 5,000個です。また，業務グループの階層はデフォルトで最大 5階層
です。
なお，ここで作成した業務グループ階層は，そのままの表示順・階層構造で Clientの画面に表示され
ます。必要に応じて，ドラッグアンドドロップで作成した業務グループの表示順を並べ替えたり，階
層構造を変更したりしてください。

［グループ作成］ボタン
［階層表示］ペインのツリーで選択している業務グループの配下に業務グループを作成します。「/
（ルート）」または業務グループを選択すると［グループ作成］ボタンをクリックできるようになりま
す。
［グループ作成］ボタンをクリックすると，［業務グループの追加］ダイアログボックスが表示されま
す。

●［開いている階層］ペイン

登録されている公開ジョブネットを表示するペインです。

公開ジョブネット一覧
登録されている公開ジョブネットが一覧で表示されます。
業務グループで階層管理している場合は，［階層表示］ペインで選択している業務グループの配下に定
義された公開ジョブネットが一覧で表示されます。
公開ジョブネット一覧で公開ジョブネットを選択すると，［公開設定］ペインに選択した公開ジョブ
ネットの公開設定が表示されます。
公開ジョブネット一覧に表示されている公開ジョブネットを，［階層表示］ペインに表示されている各
業務グループにドラッグアンドドロップすることで，階層を移動させることもできます。

●［公開設定］ペイン

［開いている階層］ペインの公開ジョブネット一覧で選択している公開ジョブネットの公開設定を設定する
ペインです。公開設定とは，Clientユーザーにルートジョブネットを公開するための各種設定のことで
す。

［ユニット名］
公開ジョブネットの JP1/AJS3上のユニット名が，「マネージャーホスト名 :スケジューラーサービス
名 :ルートジョブネット完全名」の形式で表示されます。
ユニット名が長くて最後まで表示されないときは，ユニット名全体をドラッグして選択状態にすると，
ユニット名を最後まで表示できます。
また，ユニット名を右クリックすると表示されるポップアップメニューから［すべてを選択］を選択
して［コピー］を選択すると，クリップボードにユニット名をコピーできます。

［表示業務名］
公開ジョブネットの Clientでの公開用の名称（業務名）を 40バイト以内で指定します。重複した名
称も指定できます。ただし，次の文字は指定できません。
• /（スラント）
• 半角スペース

デフォルトはルートジョブネットの正式名称（JP1/AJS3に定義されている名称）です。指定しない
場合は，ルートジョブネットの正式名称で Clientユーザーに公開されます。

注意事項
指定した文字の文字幅によっては，Clientで表示しきれない場合があります。20文字以上指定し
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た場合は，Clientでの表示を確認してください。

［許可する操作］※

Clientユーザーに許可する操作を設定します。
•［業務実行］

Clientユーザーに公開ジョブネットの実行を許可する場合にチェックします。
•［業務監視］

Clientユーザーに公開ジョブネットの監視を許可する場合にチェックします。

業務実行と業務監視の両方を設定することもできます。デフォルトでは，［業務実行］だけがチェック
されています。

［終了確認間隔］※

公開ジョブネットが Clientユーザーによって実行されたあとに，Serverが JP1/AJS3 - Managerに
ルートジョブネットの状態を問い合わせる間隔，および Clientが Serverに公開ジョブネットの状態
を問い合わせる間隔を設定します。
設定できる値は，30～ 3,600（単位：秒）です。デフォルトは 300秒です。

［中止方法］※

Clientユーザーによって実行されたルートジョブネットの中止方法を次の三つから選択します。デ
フォルトは「中断」です。
•［中断］

Clientユーザーが実行中の公開ジョブネットを中止した場合，ルートジョブネットを中断します。
•［強制終了］

Clientユーザーが実行中の公開ジョブネットを中止した場合，ルートジョブネットを強制終了しま
す。

•［中止できない］
Clientユーザーの操作では実行中の公開ジョブネットを中止できないようにします。

［アクセス可能メンバー］※

公開ジョブネットの操作を許可する Clientユーザーおよびユーザーグループが一覧で表示されます。
Clientユーザーとして定義されているすべてのユーザーに操作が許可されている場合は，［メンバー
名］に「*」，［表示名］に「すべてのユーザー」が表示されます。また，ユーザーグループが設定され
ている場合は，［メンバー名］に「グループ名 /*」，［表示名］に「ユーザーグループのパス」が表示
されます。
デフォルトでは，すべてのユーザーに操作が許可されています。
ヘッダーの［メンバー名］［表示名］をクリックすると，名前の文字コード昇順／降順にユーザーの表
示順を並べ替えられます。

［編集］ボタン
［アクセス可能メンバー］を設定または変更します。
このボタンをクリックすると，［アクセス可能メンバーの編集］ダイアログボックスが表示され
ます。

［説明］
Clientの画面で，公開ジョブネットのアイコンのツールチップとして表示させるコメントを 500バイ
ト以内で設定できます。デフォルトは，JP1/AJS3のルートジョブネットに定義されているコメント
です。

注意事項
指定した文字の文字幅によっては，Clientで表示しきれない場合があります。40文字以上指定し
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た場合は，Clientでの表示を確認してください。

［ガイド］
ガイドが設定してあるかどうかが表示されます。［ガイドの編集］ダイアログボックスにガイドの内容
が入力してあると「設定済」になります。デフォルトは「未設定」です。

［編集］ボタン
ガイドに表示される内容を編集します。このボタンをクリックすると，［ガイドの編集］ダイア
ログボックスが表示されます。

［マクロ変数］
公開ジョブネットの実行時に設定されるマクロ変数名が一覧で表示されます。
ドラッグアンドドロップで，マクロ変数の表示順を並べ替えることもできます。

［追加］ボタン
マクロ変数の設定を追加します。このボタンをクリックすると，［マクロ変数の追加］ダイアロ
グボックスが表示されます。追加できるマクロ変数は最大 29個です。

［変更］ボタン
一覧で選択しているマクロ変数の設定を変更します。一覧でマクロ変数を選択すると［変更］ボ
タンをクリックできるようになります。
ボタンをクリックすると，［マクロ変数の設定変更］ダイアログボックスが表示されます。

［削除］ボタン
一覧で選択しているマクロ変数の設定を削除します。一覧でマクロ変数を選択すると［削除］ボ
タンをクリックできるようになります。

［結果ファイル］
公開ジョブネットの実行結果として出力されるファイルを Clientユーザーがダウンロードできるよう
にする場合，ファイルの完全パスを指定します。
UNCまたは URLを指定できます。デフォルトは空白です。
結果ファイルは 10ファイルまで指定でき，1ファイルにつき 260バイト以内で指定します。ただし，
先頭の文字が次のどれかで始まっている必要があります。
• ¥¥
• http://
• https://

また，UNCを指定する場合，ファイル名の部分にはワイルドカード（*）を指定できます。ファイル
名にワイルドカードを指定すると，UNCで指定したフォルダ配下のすべてのファイルをダウンロー
ドできるようになります。

注意事項
• UNCで指定した結果ファイルをダウンロードするには，Clientを起動した OSユーザーが次
の条件を満たしている必要があります。
・共有フォルダのあるホストに対して認証が必要な場合，認証されていること。
・共有フォルダおよび結果ファイルに対して参照権限を持っていること。
• UNCでワイルドカード（*）を使用して結果ファイルをダウンロードするには，公開ジョブ
ネットの実行が完了した時点で JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動ユーザーが共
有フォルダのあるホストに対して認証されている必要があります。

注※
これらの設定項目のデフォルト値には上位の業務グループの公開設定が反映されるため，運用環境に
よってはデフォルト値が説明と異なる場合があります。ここで説明しているデフォルト値は，業務グ
ループの公開設定をデフォルト値から一切変更しなかった場合の値です。
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13.3.2　メニューコマンド一覧
Definerのメニューコマンド，およびツールバーの表示アイコンについて説明します。

Definerのメニューコマンドを次の表に示します。

表 13-1　Definerのメニューコマンド一覧

（凡例）
－：表示されない。

　

ツールバーには，メニューコマンドのうち主なメニューがアイコンとして表示されます。アイコンをク
リックすることで，メニューバーからメニューコマンドを選択したときと同じ操作ができます。

ツールバーのアイコン一覧を次の表に示します。

表 13-2　ツールバーのアイコン一覧

メニュー メニューコマンド 説明 表示されるダイアログボックス

ファイル ローカルから読み込み ローカルホストに保存した公開ジョ
ブネット定義情報ファイルを読み込
みます。

－

ローカルに保存 編集中の公開ジョブネットの定義内
容を，公開ジョブネット定義情報
ファイルとしてローカルホストに保
存します。
この操作では，定義中の情報は
Serverに登録されません。

－

サーバに登録 編集中の公開ジョブネットの定義内
容を Serverに登録します。

－

閉じる（ログアウト） Serverからログアウトし，［AJS3 - 
User Job Operation/Definer］ウィ
ンドウを閉じます。

－

ユーザー ユーザーの編集 UJOユーザーを定義します。 ［ユーザーの編集］ダイアログ
ボックス

ユーザーグループの編集 ユーザーグループを定義します。 ［ユーザーグループの編集］ダイ
アログボックス

LDAP接続情報の設定 LDAPと連携する場合，LDAP接
続情報を設定します。

［LDAP接続情報の設定］ダイ
アログボックス

LDAPユーザーの対象業務確認 LDAPユーザーの組織階層から対象
業務を確認する LDAPユーザーを
選択します。LDAP接続情報が未設
定の場合はクリックできません。

［LDAPユーザーの対象業務確
認］ダイアログボックス

ガイド バージョン情報 Definerのバージョン情報を表示し
ます。

バージョン情報

アイコン名 対応するメニューコマンド 説明

ユーザー ［ユーザー］－［ユーザーの編集］ ［ユーザーの編集］ダイアログボックスを表示し，UJO
ユーザーを定義します。
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ユーザーグループ ［ユーザー］－［ユーザーグループ
の編集］

［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスを表示
し，ユーザーグループを定義します。

サーバに登録 ［ファイル］－［サーバに登録］ 編集中の公開ジョブネットの定義内容を Serverに登録し
ます。

アイコン名 対応するメニューコマンド 説明
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13.4　［スケジューラーサービスの追加］ダイアログ
ボックス

JP1/AJS3からルートジョブネットの一覧を取得するために，JP1/AJS3のマネージャーホストおよびスケ
ジューラーサービスを追加するダイアログボックスです。

スケジューラーサービスを追加すると，それに属するルートジョブネットが［ルートジョブネット階層表
示］エリアに一覧表示されます。

このダイアログボックスは，［スケジューラーサービス一覧］エリアで［追加］ボタンをクリックすると表
示されます。

［スケジューラーサービスの追加］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-4　［スケジューラーサービスの追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［マネージャーホスト名］
参照する JP1/AJS3のマネージャーホストのホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定し
ます。

注意事項
• 同じスケジューラーサービスでも，［マネージャーホスト名］にホスト名を指定して登録したス
ケジューラーサービスと，IPアドレスを指定して登録したスケジューラーサービスは，別のス
ケジューラーサービスとして登録されます。

• JP1/AJS3 - Manager側の設定で，jp1ajs2monitorのポート番号をデフォルトの 20244から別
の番号に変更している場合は，次の例のようにマネージャーホスト名とポート番号をコロンで
区切って指定してください。
（例）
AJSMGR_HOST01:20245

［スケジューラーサービス名］
指定したマネージャーホストのスケジューラーサービス名を 30バイト以内で指定します。デフォル
トで「AJSROOT1」が入力されています。
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13.5　［業務グループの追加］／［業務グループの設定
変更］ダイアログボックス

業務グループを新規作成，または既存の業務グループの設定を変更するダイアログボックスです。

［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインで［グループ作成］ボタンをクリックすると，［業務グ
ループの追加］ダイアログボックスが表示されます。［公開ジョブネット］エリアの［階層表示］ペインで
右クリックすると表示されるポップアップメニューで［設定の変更］を選択すると，［業務グループの設定
変更］ダイアログボックスが表示されます。

［業務グループの追加］ダイアログボックスを次の図に示します。表示項目は，［業務グループの設定変更］
ダイアログボックスも同じです。

図 13-5　［業務グループの追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［業務グループ名］
業務グループ名を 40バイト以内で指定します。
指定できる文字は，全角文字，半角英数字，および次の記号です。
! # $ % + @ -（ハイフン） .（ピリオド） _（アンダーバー）
なお，「/（ルート）」の場合，業務グループ名は変更できません。

［公開設定］
この業務グループの配下に定義される公開ジョブネットの公開設定のデフォルト値を設定します。

［許可する操作］
Clientユーザーに許可する操作を設定します。
•［業務実行］

Clientユーザーに公開ジョブネットの実行を許可する場合にチェックします。
•［業務監視］

Clientユーザーに公開ジョブネットの監視を許可する場合にチェックします。

業務実行と業務監視の両方を設定することもできます。「/（ルート）」の場合，デフォルト値とし
て［業務実行］だけがチェックされています。

［終了確認間隔］
公開ジョブネットが Clientユーザーによって実行されたあとに，Serverが JP1/AJS3 - Manager
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にルートジョブネットの状態を問い合わせる間隔，および Clientが Serverに公開ジョブネット
の状態を問い合わせる間隔を設定します。
設定できる値は，30～ 3,600（単位：秒）です。「/（ルート）」の場合，デフォルトは 300秒で
す。

［中止方法］
Clientユーザーによって実行されたルートジョブネットの中止方法を次の三つから選択します。
「/（ルート）」の場合，デフォルトは「中断」です。
•［中断］

Clientユーザーが実行中の公開ジョブネットを中止した場合，ルートジョブネットを中断しま
す。

•［強制終了］
Clientユーザーが実行中の公開ジョブネットを中止した場合，ルートジョブネットを強制終了
します。

•［中止できない］
Clientユーザーの操作では実行中の公開ジョブネットを中止できないようにします。

［ガイド］
ガイドが設定してあるかどうかが表示されます。［ガイドの編集］ダイアログボックスにガイド
の内容が入力してあると「設定済」となります。デフォルトは「未設定」です。

［編集］ボタン
ガイドに表示される内容を設定します。このボタンをクリックすると，［ガイドの編集］ダイア
ログボックスが表示されます。

［アクセス可能メンバー］
この業務グループ配下に定義される公開ジョブネットの操作を許可する Clientユーザーおよび
ユーザーグループが一覧表示されます。
Clientユーザーとして定義されているすべてのユーザーに操作が許可されている場合は，［メン
バー名］に「*」，［表示名］に「すべてのユーザー」が表示されます。また，ユーザーグループ
が設定されている場合は，［メンバー名］に「グループ名 /*」，［表示名］に「ユーザーグループ
のパス」が表示されます。
「/（ルート）」の場合，デフォルトではすべてのユーザーに操作が許可されています。
ヘッダーの［メンバー名］［表示名］をクリックすると，名前の文字コード昇順／降順にユー
ザーの表示順を並べ替えられます。

［編集］ボタン
［アクセス可能メンバー］を設定または変更します。
このボタンをクリックすると，［アクセス可能メンバーの編集］ダイアログボックスが表示され
ます。
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13.6　［アクセス可能メンバーの編集］ダイアログボッ
クス

公開ジョブネットを操作できる Clientユーザーを定義するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［公開ジョブネット］エリアの［公開設定］ペインの［アクセス可能メン
バー］で［編集］ボタンをクリックした場合，または［業務グループの追加］／［業務グループの設定変
更］ダイアログボックスの［アクセス可能メンバー］で［編集］ボタンをクリックした場合に表示されま
す。

［アクセス可能メンバーの編集］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-6　［アクセス可能メンバーの編集］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［すべてのユーザーをアクセス可能にする］チェックボックス
公開ジョブネットの操作を許可する Clientユーザーとして，すべての Clientユーザーを設定する場
合にチェックします。

［グループ /ユーザー一覧］
ユーザーグループ，LDAPユーザー，および UJOユーザーがフォルダに分かれて表示されます。そ
れぞれのフォルダについて，次の表で説明します。

表 13-3　グループ /ユーザー一覧に表示されるフォルダ

フォルダの下に表示されるアイコン，表示項目，および表示形式を次の表に示します。

表 13-4　グループ /ユーザー一覧の表示項目

フォルダ名 説明

ユーザーグループ UJOユーザーグループおよび LDAPユーザーグループが階層に従ってツリー形式で表
示されます。

LDAPユーザー LDAP部署および LDAPユーザーが LDAPの階層に従ってツリー形式で表示されま
す。LDAP接続情報を設定していない場合，このフォルダは表示されません。

UJOユーザー Definerで登録したすべての UJOユーザーが表示されます。

アイコン 表示項目 表示形式

LDAPユーザーグループ ユーザーグループ名（部署のパス※）

LDAP部署 部署名

UJOユーザーグループ ユーザーグループ名
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注※
［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスで設定した検索開始位置から対象部署までの部署
名が「/」（スラント）区切りで表示されます。

［追加］ボタン
［グループ /ユーザー一覧］で選択している Clientユーザーまたはユーザーグループを［アクセス可
能メンバー］に追加します。
［グループ /ユーザー一覧］で Clientユーザーまたはユーザーグループを選択すると［追加］ボタン
をクリックできるようになります。LDAP部署を選択している場合，［追加］ボタンはクリックでき
ません。

［アクセス可能メンバー］
公開ジョブネットの操作を許可する Clientユーザーまたはユーザーグループが一覧で表示されます。
［グループ /ユーザー一覧］で Clientユーザーまたはユーザーグループを選択して［追加］ボタンを
クリックすると，この一覧に追加されます。
ユーザーグループが設定されている場合は，［メンバー名］に「グループ名 /*」，［表示名］に「ユー
ザーグループのパス」が表示されます。
ヘッダーの［メンバー名］［表示名］をクリックすると，メンバー名の文字コード昇順／降順にユー
ザーの表示順を並べ替えられます。

［削除］ボタン
［アクセス可能メンバー］の一覧で選択しているメンバーを削除します。
一覧でメンバーを選択すると［削除］ボタンをクリックできるようになります。

LDAPユーザー ユーザー名（表示名）

UJOユーザー ユーザー名（表示名）

アイコン 表示項目 表示形式
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13.7　［ガイドの編集］ダイアログボックス
Clientの詳細情報画面から表示されるガイドの内容を設定するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［公開ジョブネット］エリアの［公開設定］ペインの［ガイド］で［編集］ボ
タンをクリックした場合，または［業務グループの追加］／［業務グループの設定変更］ダイアログボッ
クスの［ガイド］で［編集］ボタンをクリックした場合に表示されます。

［ガイドの編集］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-7　［ガイドの編集］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［テキスト形式］
Clientの画面で，本文に入力した文字列をテキスト形式で表示する場合に選択します。

［HTML形式］
Clientの画面で，本文に入力した文字列をHTML形式で表示する場合に選択します。

本文
Clientのガイドに表示する内容を 2,000バイト以内で入力します。本文が空白の場合，ガイドは未設
定となり，Clientの画面では［ガイド］ボタンが表示されません。なお，入力された本文が半角ス
ペース，タブ，改行文字，復帰文字，または用紙送り文字だけの場合，空白と見なされます。
HTML形式では，次の表に示すタグを使用できます。

表 13-5　HTML形式で使用できるタグ

タグ 属性 説明

<a> href URLを指定することで，ハイパーリンクを作成します。

<b> － 指定した文字列をボールドで表示します。

<br> － 改行を挿入します。

<font> color 指定した文字列のフォントの色を指定します。16進数のカラー
コード（#FFFFFFなど）を指定できます。

size 指定した文字列のフォントサイズを絶対ピクセル値で指定しま
す。

<i> － 指定した文字列をイタリックで表示します。

<li> － 指定した文字列の行頭に個条書き記号を表示します。

<p> － 段落を作成します。

<u> － 指定した文字列に下線を表示します。
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（凡例）
－：属性なし

HTML形式で「<」，「>」，「&」，「"」，および「'」を指定したい場合，次のように表記してください。

表 13-6　特殊文字の指定方法

［プレビュー］ボタン
Clientの画面での表示を確認します。このボタンをクリックすると，［ガイドのプレビュー］ダイア
ログボックスが表示されます。

［クリア］ボタン
本文に入力されている内容を削除します。

指定したい文字 本文での表記

< &lt;

> &gt;

& &amp;

"（ダブルクォーテーションマーク） &quot;

'（シングルクォーテーションマーク） &apos;
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13.8　［ガイドのプレビュー］ダイアログボックス
［ガイドの編集］ダイアログボックスで設定したガイドが Clientでどのように表示されるか確認するダイ
アログボックスです。［ガイドの編集］ダイアログボックスの本文に入力した内容が，設定した形式で表示
されます。

このダイアログボックスは，［ガイドの編集］ダイアログボックスで［プレビュー］ボタンをクリックする
と表示されます。

［ガイドのプレビュー］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-8　［ガイドのプレビュー］ダイアログボックス

表示形式に HTML形式を選択した場合，ハイパーリンクが設定してあるテキストをクリックするとWeb
ブラウザーが開き，リンク先が表示されます。
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13.9　［マクロ変数の追加］／［マクロ変数の設定変更］
ダイアログボックス

実行時にマクロ変数の指定が必要なルートジョブネットを公開ジョブネットとして登録した場合に，マク
ロ変数を設定するダイアログボックスです。

［公開設定］ペインの［マクロ変数］で［追加］ボタンをクリックすると［マクロ変数の追加］ダイアログ
ボックスが，［変更］ボタンをクリックすると［マクロ変数の設定変更］ダイアログボックスが表示されま
す。

［マクロ変数の追加］ダイアログボックスを次の図に示します。表示項目は，［マクロ変数の設定変更］ダ
イアログボックスも同じです。

図 13-9　［マクロ変数の追加］ダイアログボックス

注意事項
追加するマクロ変数は，一つのマクロ変数の文字数を「変数名（接頭辞の AJS2を含む）＋マクロ変
数値＋ 6」として計算します。マクロ変数全体でのこの値の合計値が 800バイト以下になるように設
定してください。
また，一つのマクロ変数の「マクロ変数値」のバイト数は，次のように計算します。

固定値を設定する場合
［マクロ変数値として次の固定値を設定］に設定した文字列のバイト数

実行時に Clientで指定させる場合
255バイト

Clientユーザーに入力候補から選択させる場合
入力候補の中で最も長い指定値のバイト数

表示項目について説明します。

［変数名］
ルートジョブネットの実行登録時に指定するマクロ変数の変数名を 58バイト以内で指定します。指
定できる文字は，大文字の半角英字，半角数字および「.（ピリオド）」です。
実行時には「AJS2」という接頭辞が自動的に付加されてマクロ変数に指定されます。

注意事項
「AJS2UJOID」，「AJS2UJOUSER」，および「AJS2UJOUSERID」は，JP1/AJS3 - User Job 
Operationの予約マクロ変数名のため，指定しないでください。

［マクロ変数値として次の固定値を設定］
［変数名］に指定したマクロ変数に固定の値を設定する場合に選択します。
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255バイト以内の文字列で指定してください。

［マクロ変数値は実行時に Clientで指定］
［変数名］に指定したマクロ変数に固定の値を設定しないで，公開ジョブネットの実行時に Client
ユーザーに指定させる場合に選択します。
マクロ変数値を Clientユーザーに指定させる場合，Clientでの公開ジョブネットの実行時に実行条件
として値の入力を促す画面が表示されるようになります。

［条件項目名］
Clientでの公開ジョブネットの実行時に実行条件としてマクロ変数値の入力を促す画面に表示さ
せる，マクロ変数の名称や説明などのコメントを 50バイト以内で設定します。
注意事項
指定した文字の文字幅によっては，Clientで表示しきれない場合があります。25文字以上指定し
た場合は，Clientでの表示を確認してください。

［ユーザーに次の入力候補から選択させる］チェックボックス
Clientでの公開ジョブネットの実行時にマクロ変数値を入力させるのではなく，提示した入力候
補から選択させる場合にチェックします。
チェックした場合は，［追加］ボタンで入力候補の一覧に指定値を追加します。

入力候補一覧
登録した入力候補を一覧表示します。［表示値］は，Clientでの公開ジョブネットの実行時に，
実行条件の選択項目として表示されます。選択された［表示値］に対応する［指定値］が，実際
にマクロ変数値として設定されます。
ドラッグアンドドロップで，各入力候補の表示順を並べ替えることもできます。

［追加］ボタン
マクロ変数値の入力候補を追加します。追加した入力候補は，Clientでの公開ジョブネット実行
時に実行条件を入力する画面で選択項目として表示されます。追加できる入力候補は最大 50個
です。
［追加］ボタンをクリックすると，［入力候補の追加］ダイアログボックスが表示されます。

［変更］ボタン
入力候補一覧で選択した指定値を変更します。入力候補一覧で入力候補を選択すると［変更］ボ
タンをクリックできるようになります。
［変更］ボタンをクリックすると，［入力候補の設定変更］ダイアログボックスが表示されます。

［削除］ボタン
入力候補一覧で選択した指定値を削除します。入力候補一覧で入力候補を選択すると［削除］ボ
タンをクリックできるようになります。
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13.10　［入力候補の追加］／［入力候補の設定変更］ダ
イアログボックス

Clientでの公開ジョブネット実行時に，マクロ変数値を Clientユーザーに選択させる場合の選択項目を入
力候補として設定するダイアログボックスです。

［マクロ変数の追加］ダイアログボックスまたは［マクロ変数の設定変更］ダイアログボックスで，［追加］
ボタンをクリックすると［入力候補の追加］ダイアログボックスが，［変更］ボタンをクリックすると［入
力候補の設定変更］ダイアログボックスが表示されます。

［入力候補の追加］ダイアログボックスを次の図に示します。表示項目は，［入力候補の設定変更］ダイア
ログボックスも同じです。

図 13-10　［入力候補の追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［リスト中の表示名］
入力候補として Clientユーザーに選択させる選択項目を 30バイト以内で入力します。

注意事項
指定した文字の文字幅によっては Clientで表示しきれない場合があります。15文字以上指定し
た場合は，Clientでの表示を確認してください。

［実際にマクロ変数値として指定する値］
［リスト中の表示名］で設定した入力候補が Clientユーザーに選択された場合に，実際にマクロ変数
値として設定される値を 255バイト以内で入力します。
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13.11　［ユーザーの編集］ダイアログボックス
Clientで公開ジョブネットを実行・監視する UJOユーザーを管理するためのダイアログボックスです。
UJOユーザーの追加やパスワードなどの変更ができます。

このダイアログボックスは，［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウでメニューから［ユー
ザー］－［ユーザーの編集］を選択すると表示されます。

［ユーザーの編集］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-11　［ユーザーの編集］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

ユーザー一覧
登録した UJOユーザーが一覧表示されます。
ヘッダーの［ユーザー名］［表示名］をクリックすると，名前の昇順／降順にユーザーの表示順を並べ
替えられます。

［追加］ボタン
UJOユーザーとして公開ジョブネットを操作する業務の担当者を追加します。
このボタンをクリックすると，［ユーザーの追加］ダイアログボックスが表示されます。

［変更］ボタン
登録した UJOユーザーの表示名を変更します。ユーザー一覧で UJOユーザーを選択すると［変更］
ボタンをクリックできるようになります。
このボタンをクリックすると，［ユーザーの変更］ダイアログボックスが表示されます。

［パスワードの変更］ボタン
登録した UJOユーザーのパスワードを変更します。ユーザー一覧で UJOユーザーを選択すると［パ
スワードの変更］ボタンをクリックできるようになります。
このボタンをクリックすると，［パスワードの変更］ダイアログボックスが表示されます。

［削除］ボタン
登録した UJOユーザーを削除します。ユーザー一覧で UJOユーザーを選択すると［削除］ボタンを
クリックできるようになります。
このボタンをクリックすると，削除確認のメッセージが表示されます。

［対象業務の確認］ボタン
登録した UJOユーザーに実行や監視を許可した公開ジョブネットの一覧を表示します。ユーザー一
覧で UJOユーザーを選択すると［対象業務の確認］ボタンをクリックできるようになります。
このボタンをクリックすると，［ユーザー (表示名 )の対象業務］ダイアログボックスが表示されま
す。
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13.12　［ユーザーの追加］ダイアログボックス
Clientでの公開ジョブネットの実行や監視の操作を許可する業務の担当者を UJOユーザーとして登録す
るダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［ユーザーの編集］ダイアログボックスで［追加］ボタンをクリックすると表
示されます。

［ユーザーの追加］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-12　［ユーザーの追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ユーザー名］
UJOユーザーとして追加するユーザーの名称を 31バイト以内で入力します。
指定できる文字は，半角英数字および次の記号です。
! # $ % & ~ `（バッククォーテーションマーク） -（ハイフン） _（アンダーバー）
ここで指定した名称が，UJOユーザーがログイン時に指定するユーザー名になります。

注意事項
LDAPユーザーとUJOユーザーを併用する場合は，LDAPユーザー名と UJOユーザー名を重複
しないようにしてください。ユーザー名が重複すると，LDAPユーザーとしてログインできませ
ん。

［表示名］
UJOユーザーの，Definerの画面上での表示名を設定します。表示名は 30バイト以内で入力します。
表示名を指定しない場合は，［ユーザー名］に指定した名称でユーザー情報などが表示されます。

［パスワード］
UJOユーザーのログイン認証で使用するパスワードを 6バイト以上，32バイト以内で設定します。
空白（0バイト）を設定することもできます。
指定できる文字は，半角英数字および次の記号です。
! # $ % & = ^ ~ | @ [ { + * } ] < > / ? `（バッククォーテーションマーク） ,（コンマ） ;（セミコロン） -
（ハイフン） .（ピリオド） '（シングルクォーテーションマーク） _（アンダーバー）
入力した値は「*」で表示されます。

［パスワード確認］
確認のため，［パスワード］に指定したパスワードをもう一度入力します。
入力した値は「*」で表示されます。
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13.13　［ユーザーの変更］ダイアログボックス
登録した UJOユーザーの，Definerでの表示名を変更するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［ユーザーの編集］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックすると表
示されます。

［ユーザーの変更］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-13　［ユーザーの変更］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ユーザー名］
［ユーザーの編集］ダイアログボックスで選択した UJOユーザーのユーザー名が表示されます。変更
はできません。

［表示名］
変更する表示名を 30バイト以内で入力します。
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13.14　［パスワードの変更］ダイアログボックス
登録した UJOユーザーのパスワードを変更するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［ユーザーの編集］ダイアログボックスで［パスワードの変更］ボタンをク
リックすると表示されます。

［パスワードの変更］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-14　［パスワードの変更］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ユーザー名］
［ユーザーの編集］ダイアログボックスで選択した UJOユーザーのユーザー名が表示されます。変更
はできません。

［表示名］
［ユーザーの編集］ダイアログボックスで選択したユーザーの，Definerでの表示名が表示されます。
変更はできません。

［パスワード］
変更するパスワードを 6バイト以上，32バイト以内で入力します。空白（0バイト）を設定すること
もできます。
指定できる文字は，半角英数字および次の記号です。
! # $ % & = ^ ~ | @ [ { + * } ] < > / ? `（バッククォーテーションマーク） ,（コンマ） ;（セミコロン） -
（ハイフン） .（ピリオド） '（シングルクォーテーションマーク） _（アンダーバー）
入力した値は「*」で表示されます。

［パスワード確認］
確認のため，［パスワード］に指定したパスワードをもう一度入力します。
入力した値は「*」で表示されます。
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13.15　［ユーザー (表示名 )の対象業務］ダイアログ
ボックス

登録した Clientユーザーに実行や監視を許可した公開ジョブネットを一覧で表示するダイアログボックス
です。

UJOユーザーの対象業務を確認する場合，［ユーザーの編集］ダイアログボックスで［対象業務の確認］
ボタンをクリックするとこのダイアログボックスが表示されます。

LDAPユーザーの対象業務を確認する場合，［LDAPユーザーの対象業務確認］ダイアログボックスで，
［対象業務の確認］ボタンをクリックするとこのダイアログボックスが表示されます。

［ユーザー (表示名 )の対象業務］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-15　［ユーザー (表示名 )の対象業務］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［業務名］
［ユーザーの編集］ダイアログボックスで選択した Clientユーザーが操作できる公開ジョブネットの
業務名が表示されます。

［実行］
［ユーザーの編集］ダイアログボックスで選択した Clientユーザーが，公開ジョブネットの実行を許
可されているかどうかが表示されます。
許可されている場合は「可」，許可されていない場合は「不可」が表示されます。

［監視］
［ユーザーの編集］ダイアログボックスで選択した Clientユーザーが，公開ジョブネットの監視を許
可されているかどうかが表示されます。
許可されている場合は「可」，許可されていない場合は「不可」が表示されます。

［ユニット名］
公開ジョブネットの JP1/AJS3上のユニット名が，「マネージャーホスト名 :スケジューラーサービス
名 :ルートジョブネット完全名」の形式で表示されます。
ユニット名が長くて最後まで表示されないときは，ユニット名全体をドラッグして選択状態にすると，
ユニット名を最後まで表示できます。
また，ユニット名を右クリックすると表示されるポップアップメニューから［すべてを選択］を選択
して［コピー］を選択すると，クリップボードにユニット名をコピーできます。
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13.16　［ユーザーグループの編集］ダイアログボックス
登録した Clientユーザーを階層管理するためのダイアログボックスです。

Clientユーザーを管理するためのユーザーグループの追加，変更，削除や，UJOユーザーグループへのメ
ンバーの追加，削除などができます。

このダイアログボックスは，［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウでメニューから［ユー
ザー］－［ユーザーグループの編集］を選択すると表示されます。また，ツールバーの［ユーザーグルー
プ］アイコンをクリックしても表示されます。

［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-16　［ユーザーグループの編集］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ユーザーグループ］
ユーザーグループを追加，変更，または削除します。

ユーザーグループの階層表示
作成したユーザーグループがツリー形式で表示されます。
ユーザーグループの階層表示に表示されるアイコン，表示項目，および表示形式を次の表に示し
ます。

 

表 13-7　ユーザーグループの階層表示の表示項目

注※
［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスで設定した検索開始位置から対象部署までの部署
名が「/」（スラント）区切りで表示されます。

アイコン 表示項目 表示形式

UJOユーザーグループ ユーザーグループ名

LDAPユーザーグループ ユーザーグループ名（部署のパス※）

LDAP部署 部署名
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［新しいグループ］ボタン
ユーザーグループの階層表示で選択している UJOユーザーグループの配下に，UJOユーザーグ
ループを追加します。
このボタンをクリックすると，［ユーザーグループの追加］ダイアログボックスが表示されます。
ユーザーグループを選択していない状態で UJOユーザーグループを追加した場合は，最上位の
階層に作成されます。
LDAPユーザーグループ，または LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署を選択している場
合，［新しいグループ］ボタンはクリックできません。

［LDAP部署登録］ボタン
ユーザーグループの階層表示で選択している UJOユーザーグループの配下に，LDAPユーザー
グループを追加します。
このボタンをクリックすると，［ユーザーグループの追加］ダイアログボックス（LDAPユー
ザーグループ用）が表示されます。
ユーザーグループを選択していない状態で LDAPユーザーグループを追加した場合は，最上位の
階層に作成されます。
LDAPユーザーグループ，または LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署を選択している場
合，［LDAP部署登録］ボタンはクリックできません。また，LDAP接続情報が設定されていな
い場合も，［LDAP部署登録］ボタンはクリックできません。

［変更］ボタン
ユーザーグループの階層表示で UJOユーザーグループを選択している場合，UJOユーザーグ
ループのユーザーグループ名を変更できます。ユーザーグループの階層表示で LDAPユーザーグ
ループを選択している場合，LDAPユーザーグループの部署も変更できます。
このボタンをクリックすると，［ユーザーグループの変更］ダイアログボックスが表示されます。
LDAPユーザーグループ配下の LDAP部署を選択している場合，［変更］ボタンはクリックでき
ません。

［削除］ボタン
選択しているユーザーグループを削除します。ユーザーグループの階層表示でユーザーグループ
を選択すると［削除］ボタンをクリックできるようになります。
ボタンをクリックすると，削除確認のメッセージが表示されます。
ユーザーグループを削除すると，その配下のユーザーグループ，およびメンバーとして登録され
ている Clientユーザーも削除されます。

補足事項
ユーザーグループは，UJOユーザーグループと LDAPユーザーグループ合わせて 5,000個まで
作成できます。

［グループメンバー］
ユーザーグループの階層表示で選択しているUJOユーザーグループのグループメンバーを編集しま
す。

グループメンバー一覧
ユーザーグループの階層表示で UJOユーザーグループを選択している場合は，直下のグループ
メンバーの Clientユーザー名および表示名が一覧で表示されます。
ユーザーグループの階層表示で LDAPユーザーグループまたはその配下の LDAP部署を選択し
ている場合は，直下の LDAPユーザーのユーザー名および表示名が一覧で表示されます。
ヘッダーの［ユーザー名］［表示名］をクリックすると，名前の昇順／降順にユーザーの表示順
を並べ替えられます。

［編集］ボタン
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グループメンバー一覧の内容を変更します。
このボタンをクリックすると，［グループメンバーの編集］ダイアログボックスが表示されます。
ユーザーグループの階層表示で，LDAPユーザーグループまたは LDAPユーザーグループ配下の
LDAP部署を選択している場合は，［編集］ボタンはクリックできません。
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13.17　［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグルー
プの変更］ダイアログボックス

登録した Clientユーザーを管理するための UJOユーザーグループを追加または変更するためのダイアロ
グボックスです。

［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスで［新しいグループ］ボタンをクリックすると［ユーザー
グループの追加］ダイアログボックスが，［変更］ボタンをクリックすると［ユーザーグループの変更］ダ
イアログボックスが表示されます。

［ユーザーグループの追加］ダイアログボックスを次の図に示します。表示項目は，［ユーザーグループの
変更］ダイアログボックスも同じです。

図 13-17　［ユーザーグループの追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［グループ名］
追加または変更する UJOユーザーグループ名を 30バイト以内で入力します。
指定できる文字は，全角文字，半角英数字，および次の記号です。
-（ハイフン） _（アンダーバー）
同一階層ですでに登録されているユーザーグループ名と同名のユーザーグループは追加できません。
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13.18　［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグルー
プの変更］ダイアログボックス（LDAPユーザーグ
ループ用）

LDAPユーザーグループを追加，または LDAPユーザーグループとして設定した LDAP部署を変更する
ためのダイアログボックスです。

［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスで［LDAP部署登録］ボタンをクリックすると［ユー
ザーグループの追加］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）が，［変更］ボタンをクリック
すると［ユーザーグループの変更］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）が表示されます。

［ユーザーグループの追加］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）を次の図に示します。表
示項目は，［ユーザーグループの変更］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）も同じです。

図 13-18　［ユーザーグループの追加］ダイアログボックス（LDAPユーザーグループ用）

表示項目について説明します。

［グループ名］
追加する LDAPユーザーグループ名を 30バイト以内で入力します。
指定できる文字は，全角文字，半角英数字，および次の記号です。
-（ハイフン） _（アンダーバー）
同一階層ですでに登録されているユーザーグループ名と同名のユーザーグループは追加できません。

［LDAP部署のパス］
［LDAP部署の選択］ダイアログボックスで選択した LDAP部署のパスが表示されます。

［選択］ボタン
LDAPユーザーグループとして設定する LDAP部署を選択します。
このボタンをクリックすると，［LDAP部署の選択］ダイアログボックスが表示されます。
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13.19　［LDAP部署の選択］ダイアログボックス

LDAPユーザーグループとして設定する LDAP部署を選択するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［ユーザーグループの追加］／［ユーザーグループの変更］ダイアログボック
ス（LDAPユーザーグループ用）で［選択］ボタンをクリックすると表示されます。

［LDAP部署の選択］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-19　［LDAP部署の選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［組織階層］
LDAP接続情報に基づいて，検索開始位置をルートとする組織階層がツリー形式で表示されます。ツ
リーから LDAPユーザーグループとして登録する LDAP部署を選択します。
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13.20　［グループメンバーの編集］ダイアログボックス
作成した UJOユーザーグループに Clientユーザーをメンバーとして追加したり，メンバーから削除した
りするダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスで［編集］ボタンをクリック
すると表示されます。

［グループメンバーの編集］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-20　［グループメンバーの編集］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ユーザー一覧］
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスで選択したユーザーグループへの追加候補となる
Clientユーザーが表示されます。Clientユーザーは，LDAPユーザーと UJOユーザーでフォルダに
分かれて表示されます。それぞれのフォルダについて，次の表で説明します。

表 13-8　ユーザー一覧に表示されるフォルダ

フォルダの下に表示されるアイコン，表示項目，および表示形式を次の表に示します。

表 13-9　ユーザー一覧の表示項目

［追加］ボタン
［ユーザー一覧］で選択した Clientユーザーをグループメンバーとして追加します。［ユーザー一覧］
で Clientユーザーを選択すると［追加］ボタンをクリックできるようになります。
このボタンをクリックすると，［ユーザー一覧］で選択している Clientユーザーが［グループメン
バー］に追加されます。

フォルダ名 説明

LDAPユーザー LDAP部署および LDAPユーザーが LDAPの階層に従ってツリー形式で表示されま
す。LDAP接続情報を設定していない場合，このフォルダは表示されません。

UJOユーザー Definerで登録したすべての UJOユーザーが表示されます。

アイコン 表示項目 表示形式

LDAP部署 部署名

LDAPユーザー ユーザー名（表示名）

UJOユーザー ユーザー名（表示名）
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［グループメンバー］
［ユーザーグループの編集］ダイアログボックスで選択したユーザーグループのメンバーとして登録さ
れている Clientユーザーが一覧表示されます。
ヘッダーの［ユーザー名］［表示名］をクリックすると，名前の昇順／降順にユーザーの表示順を並べ
替えられます。

［削除］ボタン
［グループメンバー］で選択している Clientユーザーを，グループメンバーから削除します。［グルー
プメンバー］で Clientユーザーを選択すると［削除］ボタンをクリックできるようになります。
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13.21　［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックス

LDAPユーザーを使用する場合，接続する LDAPサーバの情報，および LDAPユーザーとして設定する
LDAPの階層を定義するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウでメニューから［ユー
ザー］－［LDAP接続情報の設定］を選択すると表示されます。

［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-21　［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［LDAPと連携する］チェックボックス
LDAPと連携する場合にチェックします。
チェックを外して LDAPとの連携をやめると，公開ジョブネットやユーザーグループで定義した
LDAPユーザーや LDAP部署は，表示されなくなります。これらが表示されていない状態で，公開
ジョブネット定義を Serverに登録したり，ユーザーグループを編集したりすると，定義上から
LDAPユーザーや LDAP部署の情報が完全に削除されます。

［LDAPサーバ名］
連携する LDAPサーバのホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。指定できる文
字は，半角英数字および次の記号です。
-（ハイフン） .（ピリオド） _（アンダーバー）

［ポート番号］
LDAPサーバに接続するポート番号を指定します。指定できる値は 1～ 65535です。デフォルトは
389です。

［SSLを使用する］チェックボックス
LDAPサーバとの通信に SSLを使用する場合にチェックします。チェックボックスをチェックする
と，［ポート番号］が 636に変更されます。

補足事項
LDAPサーバとの通信に SSLを使用する場合，［SSLを使用する］チェックボックスへのチェッ
クのほかに，LDAPサーバおよび Serverのセットアップが必要です。LDAPサーバおよび
Serverのセットアップについては，「4.3.3(2)(c) LDAPサーバと SSL通信をする場合のセット
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アップ」を参照してください。

［検索開始位置］
LDAPユーザーとして設定する LDAPの階層の識別名（DN）を指定します。LDAPのルートドメイ
ンまたは OUオブジェクトを指定できます。Active Directoryの場合，ルートドメイン下の Userコ
ンテナも指定できます。ここで設定した階層が LDAPユーザーの組織階層のルートになります。
識別名（DN）の指定には，区切り文字としての「,（コンマ）」および「属性名 =値」の「=」以外
に，「,（コンマ）」，「=」を使わないでください。LDAPサーバとの接続時にエラーになることがあり
ます。

［表示および認証に使用する LDAP属性名の設定］
Definerでの表示や Clientでの認証に使用する属性名を設定します。

［組織階層表示名］
Definerの画面で部署名として表示する OUオブジェクトの属性名を指定します。指定した属性
名が存在しない，または指定した属性名の属性値が設定されていない場合は，識別名（DN）の
先頭属性値が仮定されます。例えば，識別名（DN）が「o=hitachi,c=JP」の場合は，o属性の値
が仮定されます。

［ユーザー名］
LDAPユーザーが Clientからログインするとき，および Definerの画面でユーザー名として表示
するときに使用する CNオブジェクトの属性名を指定します。［ユーザー名］に指定した属性名
が存在しない，または指定した属性名の属性値が設定されていないユーザーは，Definerで表示
されません。

［ユーザー表示名］
Definerの画面でユーザー表示名として表示する CNオブジェクトの属性名を指定します。［ユー
ザー表示名］に指定した属性名が存在しない，または指定した属性名の属性値が設定されていな
い場合は，ユーザー名が仮定されます。

［LDAP参照ユーザーの設定］
LDAPサーバから情報を取得するときに使用するユーザーとパスワードを指定します。

［エントリ識別名］
LDAPサーバから情報を取得するときに使用するユーザーを指定します。
Active Directoryの場合，次の情報を指定します。
• ユーザーの識別名（DN）（例：cn=user01,o=hitachi,c=JP）
識別名（DN）の指定には，区切り文字としての「,（コンマ）」および「属性名 =値」の「=」
以外に，「,（コンマ）」，「=」を使わないでください。LDAPサーバとの接続時にエラーになる
ことがあります。

［パスワード］
LDAPサーバから情報を取得するときに使用するユーザーのパスワードを指定します。入力した
値は「*」で表示されます。

● Active Directoryの場合の指定例

連携する LDAP製品が Active Directoryの場合の，［検索開始位置］，［組織階層表示名］，［ユーザー名］，
および［ユーザー表示名］の指定例を次に示します。

Active Directoryの階層が次の図のようになっていると仮定します。
229



13.　Definerのウィンドウとダイアログボックス
図 13-22　Active Directoryの階層例

図の「総務部」を LDAPユーザーの組織階層のルートとして，総務部に所属する「日立花子」と「日立太
郎」を LDAPユーザーとして使用する場合，次のように指定します。

•［検索開始位置］ou=総務部 ,dc=domain,dc=local
•［組織階層表示名］ou
•［ユーザー名］sAMAccountName
•［ユーザー表示名］displayName

このように指定すると，Definerの各項目には次のように表示されます。

図 13-23　Definerでの各項目の表示

補足事項
• Active Directoryで組織単位（OUオブジェクト）追加時に設定した名前は，通常 name属性およ
び ou属性に格納されます。また，組織単位（OUオブジェクト）の「説明」に設定した情報は，
description属性に格納されます。［組織階層表示名］には，「name」，「ou」，「description」などの
中から，Definerの LDAP部署名として表示させたい属性名を選択します。

• Active Directoryでユーザー追加時に設定したユーザーログオン名（ドメイン名を含まない）は，
通常 sAMAccountName属性に格納されます。また，ユーザーの表示名は通常 displayName属性
に格納されます。この例の場合，［ユーザー名］には「sAMAccountName」，［ユーザー表示名］に
は「displayName」を指定しています。
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13.22　［LDAPユーザーの対象業務確認］ダイアログ
ボックス

LDAPの組織階層から対象業務を確認する LDAPユーザーを選択するダイアログボックスです。

このダイアログボックスは，［AJS3 - User Job Operation/Definer］ウィンドウでメニューから［ユー
ザー］－［LDAPユーザーの対象業務確認］を選択すると表示されます。

［LDAPユーザーの対象業務確認］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-24　［LDAPユーザーの対象業務確認］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［組織階層］
検索開始位置をルートとする LDAPの組織階層がツリー形式で表示されます。

［対象業務の確認］ボタン
組織階層で選択している LDAPユーザーについて，実行や監視を許可した公開ジョブネットの一覧を
表示します。このボタンをクリックすると，［ユーザー（表示名）の対象業務］ダイアログボックスが
表示されます。
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14　コマンド
JP1/AJS3 - User Job Operationの幾つかの機能は，コマンドプロンプトにコ
マンドを入力することで実行できます。この章では，JP1/AJS3 - User Job 
Operationで使用できるコマンドについて説明します。

コマンドの記述形式

コマンド一覧

jpujo_log

jpujogetlogininfo

jpujogetruninfo

jpujoloadcfg

jpujoloaddef

jpujosetuser
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コマンドの記述形式

コマンドの指定形式，およびこのマニュアルでの記述形式について説明します。

コマンドの指定形式

コマンドの指定形式を次に示します。

(1)をオプションと呼びます。(2)を引数と呼びます。

次に，引数の指定方法を説明します。

• オプションを複数指定する場合，指定順序は任意です。
• 指定できないオプションを指定した場合，エラーになります。
• 引数に指定する文字は，大文字・小文字が区別されます。
• 値のないオプションは連続して指定できません。

（例）
「-a -b -c」を「-abc」と指定することはできません。

コマンドの文法の説明に使用する記号

コマンドの文法の説明に使用する記号を次の表に示します。

表 14-1　コマンドの文法の説明に使用する記号

コマンド使用時の注意事項

コマンドには，次の記号を使用しないでください。

! = * ? "（ダブルクォーテーションマーク） && | & < > ^ ) ;（セミコロン） ,（コンマ）

Windows 7，Windows Server 2008，またはWindows Vistaでコマンドを使用する場合
の注意事項
• コマンドの引数には，JIS 2004で追加された第 3水準漢字，第 4水準漢字を使用しないでください。
これらの文字を使用した場合，正常に動作しないおそれがあります。

• 管理者権限が必要なコマンドを実行する際には，コマンドプロンプトを管理者として起動する必要があ
ります。コマンドプロンプトを起動する際は，Windowsの［スタート］メニューの［コマンドプロン
プト］を右クリックし，ショートカットメニューから［管理者として実行］を選択してください。な

記号 意味と例

[　]（角括弧） この記号で囲まれている項目は，任意に指定できます（省略できます）。
（例）

「[A]」は，「必要に応じて Aを指定する」ことを示します（必要でない場合
は，Aを省略できます）。
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お，UAC機能が無効の場合は，Administrators権限を持つユーザーでログインしていればコマンドプ
ロンプトを管理者として起動する必要はありません。
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コマンド一覧

JP1/AJS3 - User Job Operationで使用できるコマンド一覧を次の表に示します。

表 14-2　コマンド一覧

項番 機能 コマンド 必要な実行権限 提供しているコン
ポーネント

1 Server，Definer，または Client
で障害が発生した場合に，必要
な資料を一括で採取する。

jpujo_log なし • Server
• Definer
• Client

2 Clientユーザーおよび Definer
ユーザーのログイン情報を標準
出力に出力する。

jpujogetlogininfo 次のファイルの参照
権限
• インスタンス設定
ファイル

• ログインユーザー
情報ファイル

• 操作ログファイル

次のフォルダの書き
込み権限
• ログファイル格納
フォルダ

Server

3 公開ジョブネットの実行履歴を
標準出力に出力する。

jpujogetruninfo 次のファイルの参照
権限
• インスタンス設定
ファイル

• 実行履歴ファイル

次のフォルダの書き
込み権限
• ログファイル格納
フォルダ

Server

4 JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスの起動中に環境設定
ファイルの情報を読み込み，
Serverに反映する。

jpujoloadcfg 次のファイルの参照
権限
• 環境設定ファイル
• インスタンス設定
ファイル

次のフォルダの書き
込み権限
• ログファイル格納
フォルダ

Server

5 JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスの起動中に公開ジョブ
ネット定義情報ファイルの情報
を読み込み，Serverに反映する。

jpujoloaddef 次のファイルの参照
権限
• 環境設定ファイル
• インスタンス設定
ファイル

• 公開ジョブネット
定義情報ファイル

次のフォルダの書き
込み権限
• ログファイル格納
フォルダ

Server

6 Clientユーザーの定義情報を
CSV形式のファイルから読み込
んで，一括で登録，変更，およ
び削除する。

jpujosetuser 読み込むファイルの
参照権限
次のフォルダの書き
込み権限
• ログファイル格納
フォルダ

Server
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注意事項
jpujogetlogininfoコマンド，jpujogetruninfoコマンド，jpujoloaddefコマンド，

jpujoloadcfgコマンド，および jpujosetuserコマンドの実行時に例外が発生した場合，JP1/
AJS3 - User Job Operationのメッセージが出力される前にシステム上のエラーが出力されることがあ
ります。
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jpujo_log

形式
jpujo_log

[-h]
[-s]
[-e]
[-n]

機能

Server，Definer，または Clientで障害が発生した場合に，原因を調査するための資料としてシステム情
報やログ情報などを一括で採取します。採取される資料については，「12.3 トラブル発生時に採取が必要
な資料」を参照してください。資料の採取方法については「12.4(1) 資料採取コマンドを実行する」を参照
してください。

実行権限

なし

格納先フォルダ

Serverの場合
Serverのインストール先フォルダ ¥bin

Definerの場合
Definerのインストール先フォルダ ¥tool

Clientの場合
Clientのインストール先フォルダ ¥tool

引数

-h

このオプションを指定すると，hostsファイルを採取しません。

-s

このオプションを指定すると，servicesファイルを採取しません。

-e

このオプションを指定すると，ホストの環境変数情報を採取しません。

-n

このオプションを指定すると，ネットワーク構成情報を採取しません。

注意事項

アクセス権がないなどの理由で一部の情報が採取できない場合は，採取できる情報だけが採取されます。

戻り値

0 正常終了。

3 障害情報の採取に一部失敗。
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使用例

障害の原因を調査するために，ホストの環境変数情報およびネットワーク構成情報以外の情報を採取しま
す。

jpujo_log -e -n

64 オプションの値に誤りがある。

255 その他エラー。
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jpujogetlogininfo

形式
jpujogetlogininfo

[-b 年/月[/日]]
[-e 年/月[/日]]
[収集対象フォルダ]

機能

Clientユーザーおよび Definerユーザーのログイン情報を CSV形式で標準出力に出力します。

ログイン情報は，次に示すファイルから収集されます。

• 操作ログファイル
• ログインユーザー情報ファイル

実行権限

次のファイルの参照権限

• インスタンス設定ファイル
• ログインユーザー情報ファイル
• 操作ログファイル

次のフォルダの書き込み権限

• ログファイル格納フォルダ

ファイルおよびフォルダの格納先については，「付録 B ファイルおよびフォルダ一覧」を参照してくださ
い。

格納先フォルダ

Serverのインストール先フォルダ ¥bin

引数

-b 年 /月 [/日 ]

ユーザーのログイン情報を出力する期間の開始年月日を指定します。

• 年
西暦年を yyyyの形式で指定します。指定できる値は，1994～ 2036です。

• 月
月をmmの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 12です。

• 日
日を ddの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 31です。
日の指定を省略した場合，1が仮定されます。

-e 年 /月 [/日 ]

ユーザーのログイン情報を出力する期間の終了年月日を指定します。

このオプションを指定した場合，指定した日までにログアウトしたユーザーのログイン情報が出力対象に
なります。

• 年
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西暦年を yyyyの形式で指定します。指定できる値は，1994～ 2036です。
• 月
月をmmの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 12です。

• 日
日を ddの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 31です。
日の指定を省略した場合，指定した月の最終日が仮定されます。

-bオプションおよび -eオプションの指定によって収集対象となるユーザーについて，次の表に示しま

す。

表 14-3　オプションの指定と収集対象となるユーザー

（凡例）
○：指定あり
×：指定なし

収集対象フォルダ

操作ログファイルの格納先を絶対パスまたは相対パスで指定します。指定したフォルダの直下にある操作
ログファイルが収集対象になります。収集対象フォルダを指定すると，コマンド実行時にログイン中の
ユーザーのログイン情報は収集されません。

ログインユーザー情報ファイルの格納先は収集対象フォルダに指定できません。

収集対象フォルダの指定を省略した場合，現在運用中の操作ログファイルおよびログインユーザー情報
ファイルが収集対象になります。

戻り値

使用例 1

-bオプションおよび -eオプションの指定方法によってログイン情報の収集期間が異なります。

-bオプション -eオプション 収集対象となるユーザー

○ ○ 開始年月日から終了年月日までにログアウトしたユーザー

○ × • 開始年月日以降にログアウトしたユーザー
• コマンド実行時にログインしているユーザー

× ○ 終了年月日までにログアウトしたユーザー

× × • コマンド実行時までにログアウトしたユーザー
• コマンド実行時にログインしているユーザー

0 正常終了。

18 インスタンス設定ファイルの形式不正（必要な情報が取得できない）。

19 インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗。

32 パラメーター不正。
• -b，-e，および収集対象フォルダ以外が指定されている。
• yyyy/mm/dd形式不正（存在しない日付の場合も含む）。
• -b指定日付が -e指定日付よりも新しい。

33 指定された収集対象フォルダが見つからない。

34 収集対象ファイルの読み込みに失敗。

64 すでにコマンド実行中。

255 その他エラー。
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ログイン状況の例を次の図に示します。

図 14-1　ログイン状況の例

図の 1は，あるユーザーが 2011/03/01にログインおよびログアウトしていることを示します。6は，
2011/03/02にログインして，コマンド実行時もログインしたままの状態を示しています。

例 1
2011/03/02以降のログイン情報を出力します。

jpujogetlogininfo -b 2011/03/02

図 14-1の 2～ 6のログイン情報が出力されます。

例 2
2011/03/02までのログイン情報を出力します。

jpujogetlogininfo -e 2011/03/02

図 14-1の 1～ 3のログイン情報が出力されます。

例 3
2011/03/02のログイン情報を出力します。

jpujogetlogininfo -b 2011/03/02 -e 2011/03/02

図 14-1の 2および 3のログイン情報が出力されます。

使用例 2

C:¥log¥sousa¥filesに格納した操作ログファイルを収集対象に，ログイン情報を出力します。
242



14.　コマンド
jpujogetlogininfo C:¥log¥sousa¥files

C:¥log¥sousa¥filesに格納した操作ログファイルから収集したログイン情報が出力されます。

出力例

出力例および出力項目の説明を次に示します。

ログイン情報の出力順序は，ログイン日時の昇順です。

出力項目の説明

収集対象日付
-bオプションおよび -eオプションで指定したログイン情報の収集期間が，「yyyy/mm/dd～ yyyy/
mm/dd」の形式で出力されます。指定していない場合は，「指定なし」が出力されます。

収集対象フォルダ
コマンド実行時に指定した収集対象フォルダ名が出力されます。指定していない場合は，「指定なし」
が出力されます。

ユーザー名
ログインユーザーのユーザー名が出力されます。

表示名
ログインユーザーのユーザー表示名が出力されます。操作ログファイルおよびログインユーザー情報
ファイルに情報がない場合は出力されません。

ユーザー DN
ログインした LDAPユーザーの LDAPでの DNが出力されます。Definerユーザーまたは UJOユー
ザーの場合は出力されません。

ログイン PP
ログインしたコンポーネント（Clientまたは Definer）が出力されます。操作ログファイルおよびロ
グインユーザー情報ファイルに情報がない場合は出力されません。

ログイン日時
ログインした日時が「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で出力されます。

ログアウト日時
ログアウトした日時が「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で出力されます。ログアウトしていない場
合は出力されません。

接続時間
ログインしていた時間が「hh:mm:ss」の形式で出力されます。ログアウトしていない場合は出力され
ません。
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jpujogetruninfo

形式
jpujogetruninfo

[-b 年/月[/日]]
[-e 年/月[/日]]
[収集対象フォルダ]

機能

公開ジョブネットの実行結果を CSV形式で標準出力に出力します。

公開ジョブネットの実行結果は，実行履歴ファイルから収集されます。

実行権限

次のファイルの参照権限

• インスタンス設定ファイル
• 実行履歴ファイル

次のフォルダの書き込み権限

• ログファイル格納フォルダ

ファイルおよびフォルダの格納先については，「付録 B ファイルおよびフォルダ一覧」を参照してくださ
い。

格納先フォルダ

Serverのインストール先フォルダ ¥bin

引数

-b 年 /月 [/日 ]

公開ジョブネットの実行履歴を出力する期間の開始年月日を指定します。

• 年
西暦年を yyyyの形式で指定します。指定できる値は，1994～ 2036です。

• 月
月をmmの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 12です。

• 日
日を ddの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 31です。
日の指定を省略した場合，1が仮定されます。

-e 年 /月 [/日 ]

公開ジョブネットの実行履歴を出力する期間の終了年月日を指定します。

このオプションを指定した場合，指定した日までに実行が終了した公開ジョブネットの情報が出力対象に
なります。

• 年
西暦年を yyyyの形式で指定します。指定できる値は，1994～ 2036です。

• 月
月をmmの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 12です。
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• 日
日を ddの形式で指定します。指定できる値は，1（または 01）～ 31です。
日の指定を省略した場合，指定した月の最終日が仮定されます。

-bオプションおよび -eオプションの指定によって収集対象となる公開ジョブネットについて，次の表に

示します。

表 14-4　オプションの指定と収集対象となる公開ジョブネット

（凡例）
○：指定あり
×：指定なし

収集対象フォルダ

実行履歴ファイルの格納先を絶対パスまたは相対パスで指定します。指定したフォルダの直下にある実行
履歴ファイルが収集対象になります。

収集対象フォルダの指定を省略した場合は，現在運用中の実行履歴ファイルが収集対象になります。

戻り値

使用例 1

-bオプションおよび -eオプションの指定方法によって，実行履歴の収集期間が異なります。

実行履歴の例を次の図に示します。

-bオプション -eオプション 収集対象となる公開ジョブネット

○ ○ 開始年月日～終了年月日に実行終了した公開ジョブネット

○ × 開始年月日以降に実行終了した公開ジョブネット

× ○ 終了年月日までに実行終了した公開ジョブネット

× × コマンド実行時までに実行終了した公開ジョブネット

0 正常終了。

18 インスタンス設定ファイルの形式不正（必要な情報が取得できない）。

19 インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗。

32 パラメーター不正。
• -b，-eおよび収集対象フォルダ以外が指定されている。
• yyyy/mm/dd形式不正（存在しない日付の場合も含む）。
• -b指定日付が -e指定日付よりも新しい。

33 指定された収集対象フォルダが見つからない。

34 収集対象ファイルの読み込みに失敗。

64 すでにコマンド実行中。

255 その他エラー。
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図 14-2　実行履歴の例

図の 1は，2011/03/01に実行開始および実行終了している公開ジョブネットを示します。6は，2011/03/
02に実行開始して，コマンド実行時に実行中の公開ジョブネットを示します。

例 1
2011/03/02以降の実行履歴を出力します。

jpujogetruninfo -b 2011/03/02

図 14-2の 2～ 5の情報が出力されます。

例 2
2011/03/02までの実行履歴を出力します。

jpujogetruninfo -e 2011/03/02

図 14-2の 1～ 3の情報が出力されます。

例 3
2011/03/02の実行履歴を出力します。

jpujogetruninfo -b 2011/03/02 -e 2011/03/02

図 14-2の 2および 3の情報が収集対象となります。

使用例 2

C:¥log¥sousa¥zikkouに格納した実行履歴ファイルを収集対象に，実行履歴を出力します。

jpujogetruninfo C:¥log¥sousa¥zikkou
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C:¥log¥sousa¥zikkouに格納した実行履歴ファイルから収集した情報が出力されます。

出力例

出力例および出力項目の説明を次に示します。

実行結果の出力順序は，実行開始日時の昇順です。ただし，実行開始日時がない場合は実行予定日時で代
用します。

出力項目の説明

収集対象日付
-bオプションおよび -eオプションで指定した，公開ジョブネット実行情報の収集期間が，「yyyy/
mm/dd～ yyyy/mm/dd」の形式で出力されます。指定していない場合は，「指定なし」が表示されま
す。

収集対象フォルダ
コマンド実行時に指定した収集対象フォルダ名が出力されます。指定していない場合は，「指定なし」
が出力されます。

マネージャーホスト名
実行した公開ジョブネットに対応するルートジョブネットがあるマネージャーホスト名が出力されま
す。実行履歴に情報がない場合は出力されません。

スケジューラーサービス名
実行した公開ジョブネットに対応するルートジョブネットが属するスケジューラーサービス名が出力
されます。実行履歴に情報がない場合は出力されません。

ジョブネット完全名
実行した公開ジョブネットに対応するルートジョブネットの完全名が出力されます。

業務名
実行した公開ジョブネットの業務名が出力されます。

実行 ID
公開ジョブネットに対応するルートジョブネットの実行 IDが出力されます。実行履歴に情報がない
場合は出力されません。

ユーザー名
公開ジョブネットを実行した Clientユーザーのユーザー名が出力されます。

表示名
公開ジョブネットを実行した Clientユーザーのユーザー表示名が出力されます。実行履歴に情報がな
い場合は出力されません。
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ユーザー DN
公開ジョブネットを実行した LDAPユーザーの LDAPでの DNが出力されます。UJOユーザーの場
合は出力されません。また，実行履歴に情報がない場合は出力されません。

実行登録日時
公開ジョブネットをすぐに実行するか，あとで実行するかを登録した日時が，「YYYY/MM/DD 
hh:mm:ss」の形式で出力されます。

実行予定日時
公開ジョブネットを実行する開始予定日時が「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で出力されます。

実行開始日時
公開ジョブネットの実行開始日時が「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で出力されます。

実行終了日時
公開ジョブネットの実行終了日時が「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で出力されます。

実行時間
実行に掛かった時間が「hh:mm:ss」の形式で出力されます。

実行形式
公開ジョブネットの実行方法が出力されます。「すぐに実行」または「あとで実行」が出力されます。
公開ジョブネットの実行方法については，「2.3.1 公開ジョブネットの実行方法」を参照してください。

実行結果
公開ジョブネットの実行結果が出力されます。
出力される内容を次に示します。
• 異常検出終了
• 異常検出終了 -WR
• 繰り越し未実行
• 順序不正
• 閉塞
• 警告検出終了
• 中断
• 強制終了
• 強制終了 -WR
• 監視打ち切り終了
• 正常終了
• 監視中断
• 監視正常終了
• 監視未起動終了
• 不明
• キャンセル
• 中止
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jpujoloadcfg

形式
jpujoloadcfg

機能

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動中に，次に示す環境設定ファイルの情報を読み込み，
Serverに反映します。

Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※ ¥conf¥config.xml

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

実行権限

次のファイルの参照権限

• 環境設定ファイル
• インスタンス設定ファイル

次のフォルダの書き込み権限

• ログファイル格納フォルダ

ファイルおよびフォルダの格納先については，「付録 B ファイルおよびフォルダ一覧」を参照してくださ
い。

格納先フォルダ

Serverのインストール先フォルダ ¥bin

注意事項
• 環境設定ファイルの一部の設定項目は，jpujoloadcfgコマンドでは反映できません。それらの項目
を変更するには，JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの再起動が必要になります。
jpujoloadcfgコマンドで反映できない設定項目については，「6.1.3 Serverの環境設定ファイルの設
定項目一覧」を参照してください。

• Definerまたは Clientに引き渡す設定項目は，jpujoloadcfgコマンドの実行後，Definerまたは
Clientを再起動した時点で有効になります。

戻り値

0 正常終了。

16 環境設定ファイルの形式不正。

17 環境設定ファイルの読み込みに失敗。

18 インスタンス設定ファイルの形式不正。

19 インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗。

255 その他エラー。
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jpujoloaddef

形式
jpujoloaddef

機能

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動中に，次に示す公開ジョブネット定義情報ファイルを読
み込み，Serverに反映します。

Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※ ¥data¥mappingdefine.dat

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

実行権限

次のファイルの参照権限

• 環境設定ファイル
• インスタンス設定ファイル
• 公開ジョブネット定義情報ファイル

次のフォルダの書き込み権限

• ログファイル格納フォルダ

ファイルおよびフォルダの格納先については，「付録 B ファイルおよびフォルダ一覧」を参照してくださ
い。

格納先フォルダ

Serverのインストール先フォルダ ¥bin

注意事項
• Definerの［サーバに登録］ボタンで公開ジョブネット定義を Serverに登録する場合は，
jpujoloaddefコマンドを実行する必要はありません。

• jpujoloaddefコマンドを実行して公開ジョブネット定義情報ファイルの情報を読み込んでも，起動

中の Clientには適用した内容が表示されません。Clientの表示に公開ジョブネット定義情報ファイル
の変更内容を反映するには，Clientを再起動する必要があります。

• jpujoloaddefコマンドの実行後，表示を更新するために Definerを再起動する必要があります。

戻り値

0 正常終了。

16 環境設定ファイルの形式不正。

17 環境設定ファイルの読み込みに失敗。

18 インスタンス設定ファイルの形式不正。

19 インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗。

20 公開ジョブネット定義情報ファイルの形式不正。

21 公開ジョブネット定義情報ファイルの読み込みに失敗。
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255 その他エラー。
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jpujosetuser

形式
jpujosetuser

ユーザー情報ファイルのパス

機能

UJOユーザーの定義情報を記載した CSV形式のファイル（ユーザー情報ファイル）を読み込んで，UJO
ユーザーを一括して追加，変更，および削除します。

実行権限

読み込むユーザー情報ファイルの参照権限

ログファイル格納フォルダの書き込み権限

ファイルおよびフォルダの格納先については，「付録 B ファイルおよびフォルダ一覧」を参照してくださ
い。

格納先フォルダ

Serverのインストール先フォルダ ¥bin

引数

ユーザー情報ファイルのパス

ユーザー情報ファイルの絶対パスまたは相対パスを指定します。相対パスを指定した場合は，コマンドを
実行した際のカレントフォルダからの相対パスとして処理されます。

注意事項
• JP1/AJS3 - User Job Operationサービスが起動中の場合だけ，このコマンドを実行できます。ただし，

Definerユーザーがログイン中のときは実行できません。
• このコマンドでは，LDAPユーザーの追加，変更，および削除はできません。

戻り値

補足事項

ユーザー情報ファイルには，一人の UJOユーザーの情報を 1行で記載します。各行の先頭には，UJO

0 正常終了（スキップしたユーザーがない場合）。

1 正常終了（スキップしたユーザーがある場合）。

16 環境設定ファイルの形式不正。

17 環境設定ファイルの読み込みに失敗。

18 インスタンス設定ファイルの形式不正。

19 インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗。

32 ユーザー情報ファイルの形式不正。

33 ユーザー情報ファイルの読み込みに失敗。

34 ユーザー情報ファイルが未指定。

64 Definerユーザーがログイン中。

255 その他エラー。
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ユーザーを追加するのか，変更するのか，または削除するのかを区別するための処理区分を指定します。
処理区分について，次の表で説明します。

表 14-5　ユーザー情報ファイルの処理区分

各処理区分の指定形式を次に示します。

処理区分が「A」の場合
"A","ユーザー名","表示名","パスワード"

処理区分が「C」で表示名とパスワードを変更する場合
"C","ユーザー名","表示名","パスワード"

処理区分が「C」でパスワードだけを変更する場合
"C","ユーザー名","表示名","パスワード"

処理区分が「C」で表示名だけを変更する場合
"C","ユーザー名","表示名"

処理区分が「D」の場合
"D","ユーザー名","表示名"

ユーザー情報ファイルの注意事項
• 表示名やパスワードを指定しない，またはクリアする場合は，空白文字を指定します。
• 文字列中に「"（ダブルクォーテーションマーク）」を使用する場合は，「"（ダブルクォーテーショ
ンマーク）」を二つ連続して指定します。

• ユーザー名，表示名，パスワードが入力規則に従っていない場合は，その行の処理がスキップされ
ます。入力規則は，Definerから登録する場合と同じです。詳細については，「13.12 ［ユーザーの
追加］ダイアログボックス」を参照してください。

• パスワードや表示名の後に不要な文字がある場合，その行の処理がスキップされたり，エラーで処
理が中断されたりします。半角スペースなどの不要な文字がないか確認してください。

• 同じユーザー名を指定している行が複数ある場合は，最初に指定した行だけが処理され，2番目以
降の行の処理はスキップされます。

使用例

C:¥tempに格納したユーザー情報ファイル clientuser.csvを Serverに読み込ませます。

jpujosetuser C:¥temp¥clientuser.csv

ユーザー情報ファイル clientuser.csvの記載例を次に示します。

項番 処理区分 説明

1 A 指定されたユーザーを UJOユーザーとして登録します。同じユーザー名の UJOユーザーが
すでに登録されている場合は，その行をスキップします。

2 C 指定された UJOユーザーの表示名またはパスワードを変更します。指定された UJOユー
ザーが登録されていない場合は，その行をスキップします。

3 D 指定された UJOユーザーを削除します。指定された UJOユーザーが登録されていない場合
は，その行をスキップします。
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user01と user02が新しくUJOユーザーとして追加されます。

user03は表示名が「ユーザー 00」に変更されます。

user04は表示名が「ユーザー 04」に，パスワードが「abcdefgh」に変更されます。

user05はUJOユーザーから削除されます。

"A","user01","ユーザー 01","abcdefgh"

"A","user02","ユーザー 02","12345678"

"C","user03","ユーザー 00"

"C","user04","ユーザー 04","abcdefgh"

"D","user05","ユーザー 05"
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15　発行する JP1イベント
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する JP1イベントの種
類と発行する契機，および JP1イベント情報の詳細について説明します。

15.1　JP1イベントの属性

15.2　JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する JP1イベント一覧

15.3　JP1イベントの詳細
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15.1　JP1イベントの属性

JP1イベントの属性には，基本属性と拡張属性があります。

基本属性は，すべての JP1イベントが持っている属性です。拡張属性は，JP1イベントを発行するプログ
ラムが独自に割り当てる属性です。

15.1.1　基本属性
JP1イベントの基本属性を次の表に示します。

表 15-1　JP1イベントの基本属性

（凡例）
－：該当しない

15.1.2　拡張属性
JP1イベントの拡張属性とは，JP1イベントを発行したアプリケーションプログラムが任意に指定できる
属性です。

拡張属性の一覧を次の表に示します。

表 15-2　JP1イベントの拡張属性

項番 項目 属性名 内容

1 イベント ID － 発行したアプリケーションプログラムや事象の内容を
表す 8バイトの値。

2 メッセージ MESSAGE JP1イベントの内容を表した文字列。

項番 項目 属性名 内容

1 重大度 SEVERITY JP1イベントの緊急性を表す。緊急性の高い順に，
次の値がある。
"Emergency"（緊急）
"Alert"（警戒）
"Critical"（致命的）
"Error"（エラー）
"Warning"（警告）
"Notice"（通知）
"Information"（情報）
"Debug"（デバッグ）

2 プロダクト名 PRODUCT_NAME JP1イベントを発行したプログラム名。
JP1/AJS3 - User Job Operationの場合は次の値で
固定。
"/HITACHI/JP1/AJS/UJO"
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3 オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE オブジェクトの種類を表す。次に例を示す。
"JOB"
"JOBNET"
"BATCHJOB"
"ACTION"
"LIST"
"EVENTDB"
"COMMAND"
"LOGFILE"
"SNMP_TRAP"
"SESSION"
"SERVICE" 

4 オブジェクト名 OBJECT_NAME ジョブ，ジョブネット，サービスなどのオブジェ
クトの名称。ジョブネットなど階層のあるオブ
ジェクトの場合，最下層の要素。

5 登録名タイプ ROOT_OBJECT_TYPE オブジェクトの種別。通常はオブジェクトタイプ
と同じだが，ジョブネットなど階層のあるオブ
ジェクトの場合，最上層のオブジェクトの種別と
なる。値の範囲はオブジェクトタイプと同じ。

6 登録名 ROOT_OBJECT_NAME ユーザーの操作時に実行を指示する単位になる名
称。通常はオブジェクト名と同じだが，ジョブ
ネットなど階層のあるオブジェクトの場合，最上
層のオブジェクトの名称になる。

7 事象種別 OCCURRENCE オブジェクト名に示したオブジェクトに対して起
こった事象を表す。次に例を示す。
"END"
"LATEEND"
"LATESTART"
"NOTICE"
"PAUSE"
"START"
"SWITCH"
"RECEIVE" 

項番 項目 属性名 内容
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15.2　JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する JP1イ
ベント一覧

JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する JP1イベントを次の表に示します。

表 15-3　JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する JP1イベント一覧

項番 イベント ID イベント名称 発行契機 メッセージ ID

1 00006501 JP1/AJS3 - User Job Operation
サービス開始完了イベント

JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスが開始したとき

KNAJ0000-I

2 00006502 JP1/AJS3 - User Job Operation
サービス開始失敗イベント

JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスの開始が失敗したとき

KNAJ0004-E

3 00006503 JP1/AJS3 - User Job Operation
サービス停止イベント

JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスが停止したとき

KNAJ0001-I

4 00006504 JP1/AJS3 - User Job Operation
サービス異常停止イベント

JP1/AJS3 - User Job Operation
サービスが異常停止したとき

KNAJ0005-E
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15.3　JP1イベントの詳細

JP1イベントの詳細をイベント名称ごとに示します。

（1） JP1/AJS3 - User Job Operationサービス開始完了イベント

JP1/AJS3 - User Job Operationサービス開始完了イベントの属性を，次の表に示します。

表 15-4　JP1/AJS3 - User Job Operationサービス開始完了イベント

（凡例）
－：該当しない

（2） JP1/AJS3 - User Job Operationサービス開始失敗イベント

JP1/AJS3 - User Job Operationサービス開始失敗イベントの属性を，次の表に示します。

表 15-5　JP1/AJS3 - User Job Operationサービス開始失敗イベント

属性種
別

項目 属性名 内容

固定属
性

イベント ID － 00006501

メッセージ MESSAGE KNAJ0000-I JP1/AJS3 - User Job Operation 
サービスを起動しました。

拡張属
性

重大度 SEVERITY Information

プロダクト名 PRODUCT_NAME /HITACHI/JP1/AJS/UJO

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト名 OBJECT_NAME jpujoservice

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TYPE SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NAME jpujoservice

事象種別 OCCURRENCE START

属性種
別

項目 属性名 内容

固定属
性

イベント ID － 00006502

メッセージ MESSAGE KNAJ0004-E JP1/AJS3 - User Job Operation 
サービスの起動に失敗しました。

拡張属
性

重大度 SEVERITY Error

プロダクト名 PRODUCT_NAME /HITACHI/JP1/AJS/UJO

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト名 OBJECT_NAME jpujoservice

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TYPE SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NAME jpujoservice

事象種別 OCCURRENCE NOTSTART
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（凡例）
－：該当しない

（3） JP1/AJS3 - User Job Operationサービス停止イベント

JP1/AJS3 - User Job Operationサービス停止イベントの属性を，次の表に示します。

表 15-6　JP1/AJS3 - User Job Operationサービス停止イベント

（凡例）
－：該当しない

（4） JP1/AJS3 - User Job Operationサービス異常停止イベント

JP1/AJS3 - User Job Operationサービス異常停止イベントの属性を，次の表に示します。

表 15-7　JP1/AJS3 - User Job Operationサービス異常停止イベント

（凡例）

属性種
別

項目 属性名 内容

固定属
性

イベント ID － 00006503

メッセージ MESSAGE KNAJ0001-I JP1/AJS3 - User Job Operation 
サービスを停止します。

拡張属
性

重大度 SEVERITY Information

プロダクト名 PRODUCT_NAME /HITACHI/JP1/AJS/UJO

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト名 OBJECT_NAME jpujoservice

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TYPE SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NAME jpujoservice

事象種別 OCCURRENCE STOP

属性種
別

項目 属性名 内容

固定属
性

イベント ID － 00006504

メッセージ MESSAGE KNAJ0005-E プロセス（java）が処理を続行で
きないため終了しました。JP1/AJS3 - User Job 
Operation サービスを停止します。

拡張属
性

重大度 SEVERITY Error

プロダクト名 PRODUCT_NAME /HITACHI/JP1/AJS/UJO

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト名 OBJECT_NAME jpujoservice

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TYPE SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NAME jpujoservice

事象種別 OCCURRENCE NOTICE
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－：該当しない
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16　メッセージ
この章では，JP1/AJS3 - User Job Operationが出力するメッセージ（KNAJ
で始まるメッセージ）の形式，およびメッセージの対処方法について説明し
ます。

16.1　メッセージの分類

16.2　メッセージの形式

16.3　メッセージの出力先

16.4　Windowsイベントログの一覧

16.5　メッセージ一覧
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16.1　メッセージの分類
JP1/AJS3 - User Job Operationでシステムを運用した場合，JP1/

AJS3 - User Job Operationのメッセージだけでなく，JP1/AJS3や

JP1/Baseのメッセージがそれぞれのインストール先ホストで出力さ

れます。

JP1/AJS3，JP1/Base，および JP1/AJS3 - User Job Operationの

メッセージが，どのマニュアルに記載されているかを，メッセージ

IDごとに次の表に示します。

表 16-1　メッセージの記載先

項番 メッセージ ID メッセージが記載されているマニュアル

1 KAJPで始ま
るメッセージ

マニュアル「JP1/Base メッセージ」

2 KAVAで始ま
るメッセージ

3 KAVCで始ま
るメッセージ

マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 メッセージ 1」

4 KAVSで始ま
るメッセージ

5 KAVTで始ま
るメッセージ

6 KAVUで始ま
るメッセージ

マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 メッセージ 2」

7 KAVVで始ま
るメッセージ

8 KFPで始まる
メッセージ

9 KNACで始ま
るメッセージ

10 KNADで始ま
るメッセージ

11 KNAJで始ま
るメッセージ

「16.5 メッセージ一覧」
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16.2　メッセージの形式
JP1/AJS3 - User Job Operationが出力するメッセージの出力形式と，

マニュアルでの記載形式について説明します。

16.2.1　メッセージの出力形式
JP1/AJS3 - User Job Operationが出力するメッセージの出力形式に

ついて説明します。メッセージはメッセージ IDとそれに続くメッ

セージテキストで構成されます。形式を次に示します。

KNAJnnnn-Z メッセージテキスト

メッセージ IDは，次の内容を示しています。 

K

システム識別子を示します。 

NAJ

JP1/AJS3 - User Job Operationのメッセージであることを

示します。

nnnn

メッセージの通し番号を示します。

Z

メッセージの種類を示します。メッセージの種類を次に示

します。

• E

エラーメッセージです。メッセージ出力後，処理はリト

ライまたは中断されます。

• W

警告メッセージです。メッセージ出力後，処理は続けら

れます。

• I

通知メッセージです。ユーザーに情報を知らせます。

• Q

問い合わせメッセージです。ユーザーに処理の選択を促

します。

16.2.2　メッセージの記載形式
このマニュアルでのメッセージの記載形式について説明します。各

メッセージは，メッセージ ID順に記載しています。記載形式の例を

次に示します。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID

メッセージテキスト

メッセージの説明文

（S）

システムの処置を示します。

（O）

Clientに関するメッセージが出力されたときに，Clientユー

ザーのとる処置を示します。

［対策］

メッセージが出力されたときに，JP1/AJS3のシステム管理者の

とる処置を示します。

16.2.3　システム管理者の方へ
運用中にトラブルが発生した場合には，「12. トラブルシューティン

グ」を参照してログ情報を採取し，初期調査をしてください。

トラブル要因の初期調査をする場合は，Windowsイベントログ情報

や，JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する各種ログ情報を参照

してください。これらのログ情報でトラブル発生時間帯の内容を参

照して，トラブルを回避したり，トラブルに対処したりしてくださ

い。

また，トラブルが発生するまでの操作方法などを記録してください。

同時に，できるだけ再現性の有無を確認するようにしてください。
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16.　メッセージ
16.3　メッセージの出力先
ここでは，JP1/AJS3 - User Job Operationが出力する各メッセージ

の出力先を一覧で示します。

（1） KNAJ0000～ KNAJ1999（Serverに関
するメッセージ）

Serverに関するメッセージの出力先を次の表に示します。なお，表

中では，出力先を凡例のように表記しています。

（凡例）

イベントログ：Windowsイベントログ

HNTRLib2：統合トレースログ

Server：Serverログ

HULALib：操作ログ

JP1イベント：JP1イベント

○：出力する

－：出力しない

表 16-2　Serverに関するメッセージの出力先一覧

メッセー
ジ ID

出力先

イベント
ログ

HNTRLib2 Server HULALib JP1イベ
ント

KNAJ00
00

－ － ○ ○ ○

KNAJ00
01

○ ○ ○ ○ ○

KNAJ00
03

－ － ○ － －

KNAJ00
04～
KNAJ00
05

○ ○ ○ ○ ○

KNAJ00
06

○ ○ － － －

KNAJ00
07

○ ○ ○ － －

KNAJ00
10

○ ○ ○ － －

KNAJ00
12～
KNAJ00
14

○ ○ ○ － －

KNAJ00
16～
KNAJ00
18

○ － ○ － －

KNAJ01
00～
KNAJ01
01

－ － ○ － －

KNAJ01
02

○ － ○ － －

KNAJ01
03～
KNAJ01
04

－ － ○ － －

KNAJ01
05

－ － ○ ○ －

KNAJ01
06～
KNAJ01
07

－ － ○ － －

KNAJ01
08～
KNAJ01
09

－ － ○ ○ －

KNAJ01
10～
KNAJ01
11

－ － ○ － －

KNAJ01
12～
KNAJ01
13

－ － ○ ○ －

KNAJ02
00～
KNAJ02
02

○ ○ － － －

KNAJ02
03～
KNAJ02
05

○ ○ ○※ 1 ○※ 1 －

KNAJ02
06

○ ○ ○ － －

KNAJ02
09

○ ○ ○ － －

KNAJ02
10～
KNAJ02
11

－ － ○ － －

KNAJ02
12

－ ○ － － －

KNAJ02
13～
KNAJ02
14

○ ○ － － －

KNAJ05
00～
KNAJ05
02

○ ○ ○ ○※ 2 －

KNAJ05
03～
KNAJ05
06

－ － ○ － －

KNAJ05
50～
KNAJ05
51

－ － ○ － －

KNAJ06
00～
KNAJ06
02

○ ○ ○ － －

KNAJ06
03

－ － ○ － －

KNAJ06
05～
KNAJ06
07

○ － ○ － －

KNAJ06
11

○ ○ ○ － －

KNAJ07
00

－ － ○ － －

メッセー
ジ ID

出力先

イベント
ログ

HNTRLib2 Server HULALib JP1イベ
ント
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16.　メッセージ
注※ 1

jpujoloadcfgコマンドの実行時に出力されます。

注※ 2

jpujoloaddefコマンドの実行時に出力されます。

注※ 3

ログインエラー時だけ出力されます。

（2） KNAJ2000～ KNAJ2999（コマンドに
関するメッセージ）

コマンドに関するメッセージの出力先を次の表に示します。なお，

表中では，出力先を凡例のように表記しています。

（凡例）

ダイアログ：メッセージダイアログボックス

Server：Serverログ

stdout：標準出力

stderr：標準エラー出力

○：出力する

－：出力しない

表 16-3　コマンドに関するメッセージの出力先一覧

KNAJ07
01

○ － ○ － －

KNAJ07
02～
KNAJ07
04

－ － ○ ○ －

KNAJ07
05

○ － ○ － －

KNAJ07
06～
KNAJ07
07

－ － ○ － －

KNAJ07
08

○ － ○ － －

KNAJ07
09

－ － ○ － －

KNAJ07
10～
KNAJ07
11

－ － ○ ○ －

KNAJ07
12

－ － ○ － －

KNAJ08
00～
KNAJ08
02

－ － ○ ○※ 3 －

KNAJ13
00～
KNAJ13
01

－ － ○ ○ －

KNAJ13
03～
KNAJ13
18

－ － ○ ○ －

KNAJ13
65

－ － ○ － －

KNAJ13
66

○ ○ ○ － －

KNAJ15
00～
KNAJ15
11

－ － ○ － －

KNAJ15
50

－ － ○ － －

KNAJ16
00

－ － ○ － －

KNAJ16
10

－ － ○ － －

KNAJ19
00

－ － ○ － －

KNAJ19
02

－ － ○ － －

KNAJ19
04～
KNAJ19
05

○ ○ ○ － －

KNAJ19
06

○ － ○ － －

KNAJ19
07

－ － ○ － －

KNAJ19
08

○ － － － －

KNAJ19
09

○ ○ ○ － －

KNAJ19
10

○ － － － －

メッセー
ジ ID

出力先

イベント
ログ

HNTRLib2 Server HULALib JP1イベ
ント

KNAJ19
11

○ ○ ○ － －

KNAJ19
12～
KNAJ19
13

－ － ○ － －

KNAJ19
14～
KNAJ19
17

○ ○ ○ － －

KNAJ19
50～
KNAJ19
55

○ ○ ○ － －

KNAJ19
60

－ － ○ － －

KNAJ19
90

○ ○ ○ － －

KNAJ19
99

○ ○ ○ － －

メッセー
ジ ID

出力先

ダイアロ
グ

Server stdout stderr

KNAJ20
31

－ － ○ －

KNAJ25
02～
KNAJ25
05

－ ○ － ○

KNAJ27
02～
KNAJ27
04

○ － － ○

KNAJ27
09

○ － － ○

メッセー
ジ ID

出力先

イベント
ログ

HNTRLib2 Server HULALib JP1イベ
ント
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16.　メッセージ
（3） KNAJ4000～ KNAJ4999（Definerに関
するメッセージ）

Definerに関するメッセージは，メッセージダイアログに出力されま

す。

（4） KNAJ6000～ KNAJ6999（Clientに関
するメッセージ）

Clientに関するメッセージは，メッセージダイアログに出力されま

す。

（5） KNAJ9100～ KNAJ9199（インストー
ラーに関するメッセージ）

インストーラーに関するメッセージは，メッセージダイアログに出

力されます。

KNAJ27
13

－ － － ○

KNAJ27
15～
KNAJ27
18

－ － － ○

KNAJ27
22

－ － － ○

KNAJ27
25～
KNAJ27
27

－ － － ○

KNAJ27
29

－ － － ○

KNAJ27
30～
KNAJ27
32

－ ○ － ○

KNAJ27
39

－ ○ － ○

KNAJ27
40～
KNAJ27
52

－ － － ○

KNAJ27
61～
KNAJ27
63

－ － － ○

KNAJ27
64～
KNAJ27
65

－ － － ○

KNAJ27
90

－ ○ － ○

KNAJ27
99

－ ○ － ○

KNAJ29
90

－ ○ － ○

KNAJ29
99

－ ○ － ○

メッセー
ジ ID

出力先

ダイアロ
グ

Server stdout stderr
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16.　メッセージ
16.4　Windowsイベントログの一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationが出力するWindowsイベントログ

の一覧を次に示します。

表 16-4　Windowsイベントログ一覧

メッセージ ID Windowsイベントログ

イベント ID 種類

KNAJ0001-I 1 情報
KNAJ0004-E 4 エラー
KNAJ0005-E 5 エラー
KNAJ0006-I 6 情報
KNAJ0007-E 7 エラー
KNAJ0010-E 10 エラー
KNAJ0012-E 12 エラー
KNAJ0013-E 13 エラー
KNAJ0014-E 14 エラー
KNAJ0016-E 16 エラー
KNAJ0017-I 17 情報
KNAJ0018-E 18 エラー
KNAJ0102-E 102 エラー
KNAJ0200-E 200 エラー
KNAJ0201-E 201 エラー
KNAJ0202-E 202 エラー
KNAJ0203-E 203 エラー
KNAJ0204-E 204 エラー
KNAJ0205-E 205 エラー
KNAJ0206-E 206 エラー
KNAJ0209-E 209 エラー
KNAJ0213-E 213 エラー
KNAJ0214-E 214 エラー
KNAJ0500-E 500 エラー
KNAJ0501-E 501 エラー
KNAJ0502-E 502 エラー
KNAJ0600-E 600 エラー
KNAJ0601-E 601 エラー
KNAJ0602-E 602 エラー
KNAJ0605-E 605 エラー
KNAJ0606-E 606 エラー
KNAJ0607-I 607 情報
KNAJ0611-E 611 エラー
KNAJ0701-E 701 エラー
KNAJ0705-E 705 エラー
KNAJ0708-I 708 情報
KNAJ1366-E 1366 エラー
KNAJ1904-E 1904 エラー
KNAJ1905-E 1905 エラー
KNAJ1906-E 1906 エラー
KNAJ1908-E 1908 エラー
KNAJ1909-E 1909 エラー
KNAJ1910-E 1910 エラー
KNAJ1911-E 1911 エラー
KNAJ1914-E 1914 エラー
KNAJ1915-E 1915 エラー
KNAJ1916-E 1916 エラー
KNAJ1917-E 1917 エラー
KNAJ1950-E 1950 エラー
KNAJ1951-E 1951 エラー
KNAJ1952-E 1952 エラー

KNAJ1953-E 1953 エラー
KNAJ1954-E 1954 エラー
KNAJ1955-E 1955 エラー
KNAJ1990-E 1990 エラー
KNAJ1999-E 1999 エラー

メッセージ ID Windowsイベントログ

イベント ID 種類
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KNAJ0000-IKNAJ0000-IKNAJ0000-IKNAJ0000-I    ～～～～    KNAJ0010-EKNAJ0010-EKNAJ0010-EKNAJ0010-E
16.5　メッセージ一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationが出力するメッセージと対処方法に

ついて説明します。

（1） KNAJ0000～ KNAJ1999（Serverに関
するメッセージ）

Serverに関するメッセージの一覧を次に示します。

KNAJ0000-IKNAJ0000-IKNAJ0000-IKNAJ0000-I

JP1/AJS3 - User Job Operation サービスを起動しました。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動が完了しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0001-IKNAJ0001-IKNAJ0001-IKNAJ0001-I

JP1/AJS3 - User Job Operation サービスを停止します。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを停止します。

（S）

サービスを停止します。

KNAJ0003-IKNAJ0003-IKNAJ0003-IKNAJ0003-I

Serverログの出力を開始しました。

Serverログの出力を開始しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0004-EKNAJ0004-EKNAJ0004-EKNAJ0004-E

JP1/AJS3 - User Job Operation サービスの起動に失敗しました。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの起動に失敗しました。次

の原因が考えられます。

• インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗，または内容が不正。

• 環境設定ファイルの読み込みに失敗，または内容が不正。

• 公開ジョブネット定義情報ファイルの読み込みに失敗，または内

容が不正。

• 体験版の使用期限を超過した。

• ログフォルダおよびログファイルに対するアクセス権がない。

• インスタンスフォルダに格納されたファイルの読み込みに失敗，

または内容が不正。

（S）

サービスを停止します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

Serverログの出力を開始する前にエラーが発生した場合，統合

トレースログおよびWindowsイベントログを参照してくださ

い。

KNAJ0005-EKNAJ0005-EKNAJ0005-EKNAJ0005-E

プロセス（java）が処理を続行できないため終了しました。JP1/
AJS3 - User Job Operation サービスを停止します。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスから起動された Serverプロ

セスの再起動に失敗したか，または Server監視プロセスが異常終了

したため，サービスを停止します。

（S）

サービスを停止します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ0006-IKNAJ0006-IKNAJ0006-IKNAJ0006-I

JP1/AJS3 - User Job Operation サービスを起動します。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスを起動します。

（S）

JP1/AJS3 - User Job Operationサービスの初期化処理を続行し

ます。

KNAJ0007-EKNAJ0007-EKNAJ0007-EKNAJ0007-E

ライセンス情報のチェックに失敗しました。 : チェックに失敗した理
由

体験版の使用期限が超過している，インストール情報が破損してい

るなどの理由によって，ライセンス情報のチェックに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

体験版の使用期限が超過している場合，製品版をインストール

してください。

ライセンス情報が取得できない場合，Serverを再インストール

してください。

KNAJ0010-EKNAJ0010-EKNAJ0010-EKNAJ0010-E

Server内部の通信を処理するスレッドがエラーのため終了しまし
た。

不正な通信データの検出，リソース不足などの理由によって，

Server内部の通信を処理するスレッドが異常終了しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。
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KNAJ0012-EKNAJ0012-EKNAJ0012-EKNAJ0012-E    ～～～～    KNAJ0102-EKNAJ0102-EKNAJ0102-EKNAJ0102-E
KNAJ0012-EKNAJ0012-EKNAJ0012-EKNAJ0012-E

サブプロセスの起動パラメーターを取得できません。 : 起動パラメー
ターファイル名

Server監視プロセスまたは Serverプロセスを起動するためのパラ

メーターを取得できません。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

Serverを再インストールしてください。

KNAJ0013-EKNAJ0013-EKNAJ0013-EKNAJ0013-E

サブプロセスの起動に失敗しました。 : OSまたはJavaのエラーメッ
セージ

Server監視プロセスまたは Serverプロセスの起動に失敗しました。

次の原因が考えられます。

• 起動パラメーターファイルの内容が不正。

• リソースが不足している。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

システムのリソースが不足していないか確認してください。リ

ソースが不足している場合は，リソース不足を解消したあと，

再実行してください。

KNAJ0014-EKNAJ0014-EKNAJ0014-EKNAJ0014-E

サブプロセスの初期化処理中にエラーが発生しました。 : exitCode = 
サブプロセスの終了コード

Serverの環境設定ファイルまたは Serverが動作するために必要な

ファイルの内容が不正なため，Server監視プロセスまたは Serverプ

ロセスの初期化に失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

Serverログの出力を開始する前にエラーが発生した場合は，統

合トレースログおよびWindowsイベントログを参照してくださ

い。

KNAJ0016-EKNAJ0016-EKNAJ0016-EKNAJ0016-E

サブプロセスが異常終了したため、Serverプロセスを再起動しま
す。

Serverプロセスが異常終了したため，再起動します。

（S）

Serverプロセスを再起動します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ0017-IKNAJ0017-IKNAJ0017-IKNAJ0017-I

処理のリトライを行い、サブプロセスを再起動しました。

Serverプロセスを再起動しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0018-EKNAJ0018-EKNAJ0018-EKNAJ0018-E

サブプロセスの再起動に失敗しました。

Serverプロセスの再起動に失敗しました。

（S）

Serverプロセスを停止します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ0100-EKNAJ0100-EKNAJ0100-EKNAJ0100-E

不正なリクエストが送信されたため、接続を切断します。 : 不正な通
信の情報

不正なデータが送信された，または不正な順序でリクエストが送信

されたため，送信元との接続を切断します。

（S）

リクエストの処理を中止し，ソケットを閉じます。

［対策］

直前に出力されたログでリクエストの送信元や内容を確認し，

対処してください。また，システムのセキュリティの設定を確

認してください。

KNAJ0101-EKNAJ0101-EKNAJ0101-EKNAJ0101-E

ソケット通信でエラーが発生しました。 : OSまたはJavaのエラー
メッセージ

リクエストの通信データの送受信中，または Server内部の通信デー

タの送受信中にエラーが発生しました。

（S）

リクエストの処理を中止し，ソケットを閉じます。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ0102-EKNAJ0102-EKNAJ0102-EKNAJ0102-E

Server内部の通信を処理するための接続を確立できません。

servicesファイルに指定したポートが使用中であるなどの理由によっ

て，Server内部の通信を処理するための接続を確立できません。ま

たは，サブプロセスの初期化処理がタイムアウト時間内に終了しな

かった可能性があります。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］
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KNAJ0103-IKNAJ0103-IKNAJ0103-IKNAJ0103-I    ～～～～    KNAJ0109-EKNAJ0109-EKNAJ0109-EKNAJ0109-E
servicesファイルに指定したポート番号の使用状況を確認してく

ださい。

ポート番号の使用状況に問題がない場合は，OSの負荷が低い状

態でサービスを起動するか，Serverの環境設定で子プロセスの

初期化タイムアウト時間を変更してください。

KNAJ0103-IKNAJ0103-IKNAJ0103-IKNAJ0103-I

クライアントとの接続が確立されました。 : 接続先IPアドレス:ポート
番号

リクエストを送受信するための接続が確立されました。

（S）

リクエストの待ち受けを開始します。

KNAJ0104-EKNAJ0104-EKNAJ0104-EKNAJ0104-E

実行中のリクエストでタイムアウトが発生しました。 : ユーザー名,リ
クエストの内容

リクエストの実行時間（Serverが実際にリクエストの処理を開始し

てから処理が完了するまでの時間）が環境設定ファイルで指定した

値を超えたため，タイムアウトが発生しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ほかのリクエストの処理の完了を待ったあと，リクエストを再

実行してください。

エラーが頻繁に発生する場合，Serverの環境設定ファイルを確

認し，timeoutタグ配下の execute-queueタグの設定を見直して

ください。

KNAJ0105-EKNAJ0105-EKNAJ0105-EKNAJ0105-E

ユーザー認証に失敗しました。 : Clientユーザー名またはJP1/Base 
APIのエラーコード

ユーザー名またはパスワードが不正なため，認証に失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ユーザー名およびパスワードが正しいか確認してください。

KNAJ0106-EKNAJ0106-EKNAJ0106-EKNAJ0106-E

実行待ちのリクエストでタイムアウトが発生しました。: ユーザー名,
リクエストの内容

リクエストの実行待ち時間（Serverがリクエストを受け付けてから

実際に処理を開始するまでの時間）が環境設定ファイルで指定した

値を超えたため，タイムアウトが発生しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ほかのリクエストの処理の完了を待ったあと，リクエストを再

実行してください。

エラーが頻繁に発生する場合，Serverの環境設定ファイルを確

認し，timeoutタグ配下の request-queueタグの設定を変更して

ください。

KNAJ0107-EKNAJ0107-EKNAJ0107-EKNAJ0107-E

実行中または実行待ちのリクエスト数が、受け付け可能なリクエス
トの最大値に達しているため、リクエストを実行できません。: ユー
ザー名,リクエストの内容

実行中および実行待ち中のリクエストが環境設定ファイルで指定し

た上限値に達しているため，リクエストを実行できません。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ほかのリクエストの処理の完了を待ったあと，リクエストを再

実行してください。

エラーが頻繁に発生する場合，Serverの環境設定ファイルを確

認し，tuningタブ配下の request-queueの設定を変更してくだ

さい。

KNAJ0108-EKNAJ0108-EKNAJ0108-EKNAJ0108-E

同時接続数の最大値を超えているため、接続元の接続を確立できま
せん。 : 最大接続数

接続元と Serverとの接続を確立できません。次の原因が考えられま

す。

• 接続中の Clientの数が上限値に達しているため，Clientからの接

続要求を受け付けられない。

• 接続中の Definerがあるため，Definerからの接続要求を受け付け

られない。

• 接続中の Definerがあるため，ユーザー一括設定コマンドからの

接続要求を受け付けられない。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

接続中のユーザーがログアウトしたあと，再接続してください。

KNAJ0109-EKNAJ0109-EKNAJ0109-EKNAJ0109-E

すでにログインしているDefinerユーザーまたはClientユーザーか
ら、ログイン要求が送信されました。 : ユーザー名

現在ログイン中の Definerユーザーまたは Clientユーザーと同じ

ユーザー名でログイン要求が送信されました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ログイン中の Definerユーザーまたは Clientユーザーをログア

ウトしたあと，再度ログインしてください。
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KNAJ0110-EKNAJ0110-EKNAJ0110-EKNAJ0110-E    ～～～～    KNAJ0201-EKNAJ0201-EKNAJ0201-EKNAJ0201-E
KNAJ0110-EKNAJ0110-EKNAJ0110-EKNAJ0110-E

セッショントークンの値が不正なため、ログアウトに失敗しまし
た。すでにログアウトしている可能性があります。 : JP1/Base APIの
エラーコード

Definerのログイン時に取得した，JP1/Baseのセッショントークン

が無効になっています。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

再度ログインしてください。

KNAJ0111-IKNAJ0111-IKNAJ0111-IKNAJ0111-I

一定時間要求がないため、接続を切断します。 : ユーザー名

Definerおよび Clientが Serverに対して一定時間リクエストを送信

しなかったため，接続を切断します。

（S）

Definerユーザーまたは Clientユーザーがログイン中の場合は

ログアウト処理を行い，ソケットを閉じます。

［対策］

環境設定ファイルの変更後にこのメッセージが出力されるよう

になった場合，Serverの環境設定ファイルを参照し，tuningタ

グ配下の keepalive-intervalタグの設定値が，timeoutタグ配下

の keepaliveタグの設定値よりも小さい値になっていることを確

認してください。

KNAJ0112-EKNAJ0112-EKNAJ0112-EKNAJ0112-E

接続先（ClientまたはDefinerまたはコマンド）がサポートしていない
バージョンのため、接続が確立できません。 : クライアントのIPアド
レス

接続先と Serverとの接続を確立できません。次の原因が考えられま

す。

• 接続先の Clientの製品バージョンが，Serverよりも新しい。

• 接続先の Definerと Serverの製品バージョンが同一ではない。

• 接続先のコマンドと Serverの製品バージョンが同一ではない。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

Serverから先にバージョンアップしてください。Serverをイン

ストール済みのバージョンのまま使用するには，クライアント

の IPアドレスで使用している Clientまたは Definerのバージョ

ンを確認して，次の対処をしてください。

• 接続先が Clientの場合

Clientをアンインストールし，Serverと同じバージョンの

Clientをインストールしてください。下位バージョンの

Clientでも使用できますが，使用できる機能に制限がありま

す。

• 接続先が Definerの場合

Definerをアンインストールし，Serverと同じバージョンの

Definerをインストールしてください。

• 接続先がコマンドの場合

Serverに付属のコマンドを実行してください。

KNAJ0113-EKNAJ0113-EKNAJ0113-EKNAJ0113-E

指定されたログインユーザーがLDAPサーバに複数検出されたため、
ユーザー認証を中止します。 : Clientユーザー名

指定されたログインユーザーが LDAPサーバに複数検出されたため，

ユーザー認証を中止します。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

LDAP接続情報として Definerで設定した認証に使用するユー

ザー名属性には，設定値が重複しない属性を指定してください。

KNAJ0200-EKNAJ0200-EKNAJ0200-EKNAJ0200-E

インスタンス設定ファイルが見つかりません。 : インスタンス設定
ファイルのパス

インスタンス設定ファイルが見つかりません。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

インスタンス設定ファイル「Serverのインストール先フォルダ

¥conf¥instances.xml」があることを確認してください。

ファイルが見つからない場合は，同じフォルダにある

「instances.xml.model」をコピーして，ファイル名を

「instances.xml」に変更してください。

「instances.xml.model」が見つからない場合は，Serverを

再インストールしてください。

KNAJ0201-EKNAJ0201-EKNAJ0201-EKNAJ0201-E

インスタンス設定ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSまたは
Javaのエラーメッセージ

インスタンス設定ファイルが見つからないか，アクセス権がないた

め，読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

ファイルが見つからない場合

「Serverのインストール先フォルダ

¥conf¥instances.xml」があることを確認してください。

ファイルが見つからないときは，同じフォルダにある

「instances.xml.model」をコピーして，ファイル名を

「instances.xml」に変更してください。

「instances.xml.model」が見つからないときは，Server

を再インストールしてください。
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KNAJ0202-EKNAJ0202-EKNAJ0202-EKNAJ0202-E    ～～～～    KNAJ0210-WKNAJ0210-WKNAJ0210-WKNAJ0210-W
ファイルにアクセスできない場合

Serverのインスタンス設定ファイルおよびインスタンス設

定ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定されて

いることを確認してください。

KNAJ0202-EKNAJ0202-EKNAJ0202-EKNAJ0202-E

インスタンス設定ファイルの内容が不正です。 : 詳細情報

インスタンス設定ファイルが XML形式のファイルではないか，また

は設定内容が不正です。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

Serverのインスタンス設定ファイルの内容を確認してください。

KNAJ0203-EKNAJ0203-EKNAJ0203-EKNAJ0203-E

環境設定ファイルが見つかりません。 : 環境設定ファイルのパス

インスタンスフォルダ内の confフォルダに環境設定ファイルが見つ

かりません。

（S）

プロセスを停止します。

jpujoloadcfgコマンドの実行中にエラーが発生した場合は，

環境設定ファイルの読み込みを中止します。

［対策］

環境設定ファイル「Serverのインストール先フォルダ

¥instances¥instance¥conf¥config.xml」があることを確

認してください。クラスタシステムで運用していてインスタン

スフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ

¥instances¥instance」を変更している場合は，インスタン

スフォルダのパスを変更先のパスに読み替えてください。

ファイルが見つからない場合は，同じフォルダにある

「config.xml.model」をコピーして，ファイル名を

「config.xml」に変更してください。

「config.xml.model」が見つからない場合は，Serverを再イ

ンストールしてください。

KNAJ0204-EKNAJ0204-EKNAJ0204-EKNAJ0204-E

環境設定ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSまたはJavaのエ
ラーメッセージ

環境設定ファイルが見つからないか，アクセス権がないため，ファ

イルの読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

jpujoloadcfgコマンドの実行中にエラーが発生した場合は，

環境設定ファイルの読み込みを中止します。

［対策］

ファイルが見つからない場合

「インスタンス設定ファイルで指定したインスタンスフォル

ダ ¥conf¥config.xml」があることを確認してください。

ファイルが見つからないときは，同じフォルダにある

「config.xml.model」をコピーして，ファイル名を

「config.xml」に変更してください。

「config.xml.model」が見つからないときは，Serverを

再インストールしてください。

ファイルにアクセスできない場合

Serverの環境設定ファイルおよび環境設定ファイルの格納

先フォルダの読み取り権限が設定されていることを確認し

てください。

KNAJ0205-EKNAJ0205-EKNAJ0205-EKNAJ0205-E

環境設定ファイルの内容が不正です。 : 詳細情報

環境設定ファイルが XML形式のファイルではないか，または設定内

容が不正です。

（S）

プロセスを停止します。

jpujoloadcfgコマンドの実行中にエラーが発生した場合は，

環境設定ファイルの読み込みを中止します。

［対策］

Serverの環境設定ファイルの内容を確認してください。

KNAJ0206-EKNAJ0206-EKNAJ0206-EKNAJ0206-E

Serverの実行に必要なファイルがありません : ファイルのパス

Serverの実行に必要なファイルがないため，実行できません。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

Serverを再インストールしてください。

KNAJ0209-EKNAJ0209-EKNAJ0209-EKNAJ0209-E

Server IDの読み込みに失敗しました。 : Javaのエラーメッセージ

Server ID管理ファイルに対して読み取り権限がないため，ファイル

の読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，Server ID管理ファイルおよび Server ID管理

ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定されているこ

とを確認してください。

KNAJ0210-WKNAJ0210-WKNAJ0210-WKNAJ0210-W

Server ID管理ファイルが見つからないか、または形式が不正なた
め、Server IDを再生成します。

Server ID管理ファイルが見つからないか，ファイルに指定された

Server IDが正しい形式ではないため，Server IDを再生成します。
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KNAJ0211-IKNAJ0211-IKNAJ0211-IKNAJ0211-I    ～～～～    KNAJ0502-EKNAJ0502-EKNAJ0502-EKNAJ0502-E
（S）

Server IDを再生成し，Server ID管理ファイルを更新します。

Server ID管理ファイルおよび格納先フォルダがない場合，新規

に作成します。

KNAJ0211-IKNAJ0211-IKNAJ0211-IKNAJ0211-I

Server IDを読み込みました。 : Server ID

Server ID管理ファイルから Server IDを読み込みました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0212-EKNAJ0212-EKNAJ0212-EKNAJ0212-E

Serverのポート番号を取得するためのライブラリをロードできませ
ん。 : OSのエラーメッセージ

servicesファイルから Serverのポート番号を取得する際に，使用す

るライブラリをロードできませんでした。

（S）

デフォルトのポート番号を仮定して処理を続行します。

［対策］

Serverを再インストールしてください。

KNAJ0213-EKNAJ0213-EKNAJ0213-EKNAJ0213-E

Serverのポート番号を取得できません。 : OSのエラーメッセージ

servicesファイルに，Serverが使用するポート番号の定義が見つか

りません。

（S）

デフォルトのポート番号を仮定して処理を続行します。

［対策］

servicesファイルの設定を確認してください。

KNAJ0214-EKNAJ0214-EKNAJ0214-EKNAJ0214-E

Serverのポート番号が不正です。 : ポート番号

servicesファイルの，サービス名「jp1ajs3ujo」または

「jp1ajs3ujoinner」に定義されたポート番号が不正な形式であるか，

または同一のポート番号が指定されています。

（S）

デフォルトのポート番号を仮定して処理を続行します。

［対策］

servicesファイルの設定を確認してください。

KNAJ0500-EKNAJ0500-EKNAJ0500-EKNAJ0500-E

公開ジョブネット定義情報ファイルが見つかりません。 : 公開ジョブ
ネット定義情報ファイルのパス

公開ジョブネット定義情報ファイルが見つかりません。

（S）

プロセスを停止します。

jpujoloaddefコマンドの実行中にエラーが発生した場合は，

公開ジョブネット定義情報ファイルの読み込みを中止します。

［対策］

公開ジョブネット定義情報ファイルのパスに公開ジョブネット

定義情報ファイルのバックアップが作成されている場合は，

バックアップファイルのファイル名を「mappingdefine.dat」

に変更してください。

それでもエラーが発生する場合は，Serverを再インストールし

てください。

KNAJ0501-EKNAJ0501-EKNAJ0501-EKNAJ0501-E

公開ジョブネット定義情報ファイルの読み込みに失敗しました。 : 
OSまたはJavaのエラーメッセージ

公開ジョブネット定義情報ファイルが見つからないか，アクセス権

がないため，ファイルの読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

jpujoloaddefコマンドの実行中にエラーが発生した場合は，

公開ジョブネット定義情報ファイルの読み込みを中止します。

［対策］

ファイルが見つからない場合

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップが作成

されているときは，バックアップファイルのファイル名を

「mappingdefine.dat」に変更してください。

それ以外のときは，Serverを再インストールしてください。

ファイルにアクセスできない場合

公開ジョブネット定義情報ファイルおよび公開ジョブネッ

ト定義情報ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設

定されていることを確認してください。

KNAJ0502-EKNAJ0502-EKNAJ0502-EKNAJ0502-E

公開ジョブネット定義情報ファイルの内容が不正です。 : 詳細情報

公開ジョブネット定義情報ファイルが XML形式のファイルではない

か，または設定内容が不正です。次の原因が考えられます。

• 書き込み操作中にシステムが停止した。

• 上位バージョンの Definerで作成した公開ジョブネット定義情報

ファイルを使用している。

（S）

プロセスを停止します。

jpujoloaddefコマンドの実行中にエラーが発生した場合は，

公開ジョブネット定義情報ファイルの読み込みを中止します。

［対策］

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップが作成され

ている場合は，バックアップファイルのファイル名を

「mappingdefine.dat」に変更してください。

それでもエラーが発生する場合は，Serverを再インストールし

てください。
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KNAJ0503-IKNAJ0503-IKNAJ0503-IKNAJ0503-I    ～～～～    KNAJ0601-EKNAJ0601-EKNAJ0601-EKNAJ0601-E
上位バージョンの Definerで作成した公開ジョブネット定義情

報ファイルを使用している場合は，Serverをバージョンアップ

してください。

KNAJ0503-IKNAJ0503-IKNAJ0503-IKNAJ0503-I

公開ジョブネット定義情報ファイルを読み込みました。

公開ジョブネット定義情報ファイルを読み込みました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0504-EKNAJ0504-EKNAJ0504-EKNAJ0504-E

公開ジョブネット定義情報ファイルからスケジューラーサービスの
情報を取得できません。 : スケジューラーサービスのID

公開ジョブネット定義情報ファイルに，指定したスケジューラー

サービスの IDが見つかりません。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップが作成され

ている場合は，バックアップファイルのファイル名を

「mappingdefine.dat」に変更してください。

それでもエラーが発生する場合は，Serverを再インストールし

てください。

KNAJ0505-EKNAJ0505-EKNAJ0505-EKNAJ0505-E

公開ジョブネット定義情報ファイルからジョブネットの情報を取得
できません。 : ジョブネットID

公開ジョブネット定義情報ファイルに，指定したジョブネットの ID

が見つかりません。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップが作成され

ている場合は，バックアップファイルのファイル名を

「mappingdefine.dat」に変更してください。

それでもエラーが発生する場合は，Serverを再インストールし

てください。

KNAJ0506-IKNAJ0506-IKNAJ0506-IKNAJ0506-I

新しい公開ジョブネット定義情報ファイルをダウンロードしまし
た。 : ユーザー名

ログイン中の Definerまたは Clientが保持している公開ジョブネッ

ト定義情報ファイルが最新ではないため，Serverから最新のファイ

ルをダウンロードしました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0550-WKNAJ0550-WKNAJ0550-WKNAJ0550-W

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップを作成できませ
ん。 : 公開ジョブネット定義情報ファイルのパス

公開ジョブネット定義情報ファイルの格納先フォルダに対して書き

込み権限がないため，公開ジョブネット定義情報ファイルのバック

アップファイルを作成できません。

（S）

バックアップを作成しないで処理を続行します。

［対策］

OSユーザーに，公開ジョブネット定義情報ファイルの格納先

フォルダの書き込み権限が設定されていることを確認してくだ

さい。

KNAJ0551-WKNAJ0551-WKNAJ0551-WKNAJ0551-W

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップを削除できませ
ん。 : 公開ジョブネット定義情報ファイルのパス

公開ジョブネット定義情報ファイルのバックアップファイルに対し

て書き込み権限がないため，ファイルを削除できません。

（S）

バックアップファイルを削除しないで処理を続行します。

［対策］

OSユーザーに，バックアップファイルおよびバックアップファ

イルの格納先フォルダの書き込み権限が設定されていることを

確認してください。

KNAJ0600-EKNAJ0600-EKNAJ0600-EKNAJ0600-E

JP1/Baseが見つかりません。 : ライブラリ，OS，またはJavaのエ
ラーメッセージ

JP1/Baseの認証 APIと通信するライブラリのロードに失敗したか，

または JP1/Baseがインストールされていないため，処理を続行でき

ません。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

JP1/Baseがインストールされていない場合，インストールして

ください。

それでもこのエラーが発生する場合は，Serverを再インストー

ルしてください。

KNAJ0601-EKNAJ0601-EKNAJ0601-EKNAJ0601-E

認証サーバのホスト名が不正なため、JP1/Baseの認証ライブラリの
初期化に失敗しました。 : ホスト名, JP1/Base APIのエラーコード

Serverの環境設定ファイルに不正なホスト名が指定されているか，

または認証サーバが起動していないため，ライブラリの初期化に失

敗しました。

（S）

初期化処理を保留し，次回 Definerのログイン時に再度初期化
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を行います。

［対策］

認証サーバの状態を確認してください。認証サーバが正常に動

作している場合，Serverの環境設定ファイルを参照し，jp1base

タグ配下の evtsrvタグの設定値を確認してください。

KNAJ0602-EKNAJ0602-EKNAJ0602-EKNAJ0602-E

システムエラーが発生したため、JP1/Baseの認証ライブラリの初期
化に失敗しました。 : ホスト名, JP1/Base APIのエラーコード

JP1/Baseの認証ライブラリの初期化処理中に，リソース不足などの

システムエラーが発生しました。

（S）

初期化処理を保留し，次回 Definerのログイン時に再度初期化

を行います。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ0603-IKNAJ0603-IKNAJ0603-IKNAJ0603-I

JP1/Baseの認証ライブラリの初期化が完了しました。

JP1/Baseの認証ライブラリと通信するライブラリの初期化が完了し

ました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0605-EKNAJ0605-EKNAJ0605-EKNAJ0605-E

JP1/Baseの認証サーバに接続できません。再度接続します。 : JP1/
Base APIのエラーコード

JP1/Baseの認証サーバに接続できないため，再度接続します。

（S）

認証サーバに再接続します。

［対策］

認証サーバの状態を確認してください。

認証サーバが正常に動作している場合，Serverの環境設定ファ

イルを参照し，jp1baseタグ配下の evtsrvタグの設定値を確認

してください。

KNAJ0606-EKNAJ0606-EKNAJ0606-EKNAJ0606-E

JP1/Baseの認証サーバに接続できないため、処理を中断します。 : 
JP1/Base APIのエラーコード

JP1/Baseの認証サーバに接続できないため，処理を中断します。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

認証サーバの状態を確認してください。

認証サーバが正常に動作している場合，Serverの環境設定ファ

イルを参照し，jp1baseタグ配下の evtsrvタグの設定値を確認

してください。

KNAJ0607-IKNAJ0607-IKNAJ0607-IKNAJ0607-I

処理のリトライを行い、JP1/Baseの認証サーバに接続しました。

JP1/Baseの認証サーバに接続しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ0611-EKNAJ0611-EKNAJ0611-EKNAJ0611-E

JP1/Baseの認証ライブラリでシステムエラーが発生しました。 : 
ユーザー名, JP1/Base APIのエラーコード

JP1/Baseの認証ライブラリで，リソース不足などのシステムエラー

が発生しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

直前のログを基に Serverおよび認証サーバの状態を確認し，対

処してください。

KNAJ0700-EKNAJ0700-EKNAJ0700-EKNAJ0700-E

JP1/AJSコマンドが異常終了しました。 : コマンドの標準エラー出力

JP1/AJS3コマンドが 0以外の戻り値を返しました。

（S）

現在の処理を中止します。ただし，想定されるエラーの場合，

処理を続行します。

［対策］

Serverログに出力された JP1/AJS3コマンドの標準エラー出力

を基に，マネージャーホストおよびスケジューラーサービスの

状態を確認してください。

KNAJ0701-EKNAJ0701-EKNAJ0701-EKNAJ0701-E

JP1/AJSコマンドの実行時に通信エラーが発生しました。再度AJSコ
マンドを実行します。 : Java（通信API）のエラーメッセージ

JP1/AJS3コマンドの実行中に通信エラーが発生したため，コマンド

を再実行します。

（S）

JP1/AJS3コマンドを再実行します。

［対策］

マネージャーホストおよびスケジューラーサービスの状態を確

認してください。スケジューラーサービスが正常に動作してい

る場合，Definerでスケジューラーサービスの登録内容を確認し

てください。
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KNAJ0702-EKNAJ0702-EKNAJ0702-EKNAJ0702-E

中止対象のジョブネットが実行中ではないため、実行を中止できま
せん。 : ユーザー名, ジョブネットの識別ID, ジョブネットID, ユニッ
ト名, 実行ID

指定したルートジョブネットが次のような状態にあるため，実行を

中止できません。

• 実行が終了している。

• 実行登録が解除されている。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

JP1/AJS3でルートジョブネットの状態を確認してください。

ルートジョブネットの実行時間が短い場合や，Serverの終了確

認間隔が長い場合，Clientで実行中になっていても実際には実

行が終了していることがあります。

KNAJ0703-EKNAJ0703-EKNAJ0703-EKNAJ0703-E

キャンセル対象のジョブネットが予約中ではないため、キャンセル
できません。 : ユーザー名, ジョブネットの識別ID, ジョブネットID, 
ユニット名, 実行ID, 実行予定日時

指定したルートジョブネットが次のような状態にあるため，予約を

取り消すことができません。

• すでに実行中である。

• 実行が終了している。

• 実行登録が解除されている。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

JP1/AJS3でルートジョブネットの状態を確認してください。

Serverの終了確認間隔が長い場合，Clientで予約中となってい

ても，実際には実行中であったり実行が終了していたりするこ

とがあります。

KNAJ0704-EKNAJ0704-EKNAJ0704-EKNAJ0704-E

変更対象のジョブネットが予約中ではないため、スケジュールを変
更できません。 : ユーザー名, ジョブネットの識別ID, ジョブネットID, 
ユニット名, 実行ID, 実行予定日時

指定したルートジョブネットが次のような状態にあるため，予約を

変更できません。

• すでに実行中である。

• 実行が終了している。

• 実行登録が解除されている。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

JP1/AJS3でルートジョブネットの状態を確認してください。

Serverの終了確認間隔が長い場合，Clientで予約中となってい

ても，実際には実行中であったり実行が終了していたりする場

合があります。

KNAJ0705-EKNAJ0705-EKNAJ0705-EKNAJ0705-E

JP1/AJSコマンドの実行時に通信エラーが発生したため、処理を中断
します。 : Java（通信API）のエラーメッセージ

JP1/AJS3コマンドの実行中に通信エラーが発生したため，JP1/

AJS3コマンドの実行を中止します。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

マネージャーホストおよびスケジューラーサービスの状態を確

認してください。スケジューラーサービスが正常に動作してい

る場合，Definerでスケジューラーサービスの登録内容を確認し

てください。

KNAJ0706-EKNAJ0706-EKNAJ0706-EKNAJ0706-E

ジョブネットの終了監視中にソケットのタイムアウトが発生しまし
た。 : Java（通信API）のエラーメッセージ

ルートジョブネットの終了監視中に，JP1/AJS3のコマンドからの結

果の取得時間が環境設定ファイルで指定した値（timeoutタグ配下の

execute-queueタグの設定値）を超えたため，タイムアウトが発生し

ました。

（S）

現在の処理を中止し，次回の終了監視処理まで待機します。

［対策］

マネージャーホストおよびスケジューラーサービスの状態を確

認してください。スケジューラーサービスが正常に動作してい

る場合，Definerでスケジューラーサービスの登録内容を確認し

てください。

KNAJ0707-EKNAJ0707-EKNAJ0707-EKNAJ0707-E

ジョブネットの業務監視中にソケットのタイムアウトが発生しまし
た。 : Java（通信API）のエラーメッセージ

ルートジョブネットの業務監視中に，JP1/AJS3のコマンドからの結

果の取得時間が環境設定ファイルで指定した値（timeoutタグ配下の

execute-queueタグの設定値）を超えたため，タイムアウトが発生し

ました。

（S）

現在の処理を中止し，次回の業務監視処理まで待機します。

［対策］

マネージャーホストおよびスケジューラーサービスの状態を確

認してください。スケジューラーサービスが正常に動作してい

る場合，Definerでスケジューラーサービスの登録内容を確認し

てください。

KNAJ0708-IKNAJ0708-IKNAJ0708-IKNAJ0708-I

処理のリトライを行い、JP1/AJSコマンドの実行に成功しました。 : 
リトライ回数

JP1/AJS3のコマンドを実行しました。
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（S）

処理を続行します。

KNAJ0709-EKNAJ0709-EKNAJ0709-EKNAJ0709-E

JP1/AJSコマンドの出力結果に誤りがあります。: 出力結果の一部

JP1/AJS3のコマンドから取得した結果に，不正な形式のデータが含

まれています。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ0710-EKNAJ0710-EKNAJ0710-EKNAJ0710-E

ジョブネットが計画実行登録されているため、実行できません。 : 
ユーザー名, ジョブネットID, ユニット名

計画実行登録されているルートジョブネットに対して，実行（すぐ

に実行）または予約実行（あとで実行）したため，ルートジョブ

ネットの実行に失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

JP1/AJS3で，ルートジョブネットの計画実行登録を解除してく

ださい。

KNAJ0711-EKNAJ0711-EKNAJ0711-EKNAJ0711-E

ジョブグループまたはジョブネットが見つかりません。 : ユーザー名, 
ジョブネットID, ユニット名

操作対象のジョブグループあるいはルートジョブネットが定義され

ていないか，またはスケジューラーサービスが見つかりません。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

ルートジョブネットの定義，マネージャーホストの状態，およ

びスケジューラーサービスの状態を確認してください。スケ

ジューラーサービスが正常に動作している場合は，Definerでス

ケジューラーサービスの登録内容を確認してください。

KNAJ0712-EKNAJ0712-EKNAJ0712-EKNAJ0712-E

ログインユーザーに操作権限がないため、ジョブグループおよび
ジョブネットの一覧を取得できません。 : ログインユーザー名

Definerユーザー（JP1ユーザー）に操作対象のジョブグループまた

はルートジョブネットのアクセス権が与えられていないため，情報

を取得できません。

（S）

結果を 0件として処理を続行します。

［対策］

Definerのログインユーザーに割り当てられた資源グループや

JP1権限レベル，およびルートジョブネットの定義を確認して

ください。

KNAJ0800-EKNAJ0800-EKNAJ0800-EKNAJ0800-E

LDAPサーバに接続できません。LDAPサーバの状態およびLDAP接
続情報の設定内容を確認してください。

LDAPサーバに接続できないため，ユーザー認証に失敗しました。

（S）

処理を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• LDAPサーバが起動していること。

• Definerで設定した LDAP接続情報の設定が正しいこと。

• Serverホストと LDAPサーバがネットワーク接続できる状態

にあること。

KNAJ0801-EKNAJ0801-EKNAJ0801-EKNAJ0801-E

LDAPサーバへの接続に失敗しました。LDAP接続情報のLDAP参照
ユーザーの設定を確認してください。

LDAPサーバへの接続に失敗しました。

（S）

処理を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• Definerで設定した LDAP接続情報のエントリ識別名および

パスワードが正しいこと。

KNAJ0802-EKNAJ0802-EKNAJ0802-EKNAJ0802-E

指定された階層がLDAPサーバに見つかりません。 : 指定されたDN

指定された階層の LDAPエントリが定義されていません。

LDAPの定義が変更されている可能性があります。

LDAPサーバに対する匿名アクセスを許可するよう設定している場

合は，設定が不十分な可能性があります。

（S）

処理を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• LDAPサーバが起動していること。

• Definerで設定した LDAP接続情報の設定が正しいこと。

• LDAPサーバに対する匿名アクセスを許可するよう設定して

いる場合は，設定が正しいこと。

上記に問題がない場合は，次のように対処してください。

• 指定された階層がユーザーグループに登録した LDAP部署の

場合は，ユーザーグループから削除するか，LDAP部署を変

更してください。

• 指定された階層がユーザーグループに登録した LDAP部署以
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外の場合は，一度 Definerを閉じてから，Definerを再起動し

てください。

KNAJ1300-IKNAJ1300-IKNAJ1300-IKNAJ1300-I

Serverにログインしました。 : ユーザー名, ユーザー表示名, ユーザー
DN, ログインPP, ログイン日時

Definerユーザーまたは Clientユーザーが Serverにログインしまし

た。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1301-IKNAJ1301-IKNAJ1301-IKNAJ1301-I

Serverからログアウトしました。 : ユーザー名, ユーザー表示名, ユー
ザーDN, ログインPP, ログイン日時, ログアウト日時

Definerユーザーまたは Clientユーザーが Serverからログアウトし

ました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1303-IKNAJ1303-IKNAJ1303-IKNAJ1303-I

パスワードを変更しました。 : Clientユーザー名

Clientユーザーのパスワードを変更しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1304-IKNAJ1304-IKNAJ1304-IKNAJ1304-I

ジョブネットの実行を行いました。 : Clientユーザー名, ジョブネット
ID, ユニット名, 実行ID

指定した公開ジョブネットを実行（すぐに実行）しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1305-IKNAJ1305-IKNAJ1305-IKNAJ1305-I

ジョブネットの予約実行を行いました。 : Clientユーザー名, ジョブ
ネットID, ユニット名, 実行ID, 実行予定日時

指定した公開ジョブネットを予約実行（あとで実行）しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1306-IKNAJ1306-IKNAJ1306-IKNAJ1306-I

ジョブネットの実行を中止しました。 : Clientユーザー名, ジョブネッ
トの識別ID, ジョブネットID, ユニット名, 実行ID

実行（すぐに実行）または予約実行（あとで実行）した公開ジョブ

ネットの実行を中止しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1307-IKNAJ1307-IKNAJ1307-IKNAJ1307-I

予約実行をキャンセルしました。 : Clientユーザー名, ジョブネットの
識別ID, ジョブネットID, ユニット名, 実行ID, 実行予定日時

公開ジョブネットの予約実行（あとで実行）を取り消しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1308-IKNAJ1308-IKNAJ1308-IKNAJ1308-I

予約実行の予約を変更しました。 : Clientユーザー名, ジョブネットの
識別ID, ジョブネットID, ユニット名, 実行ID, 実行予定日時

予約実行（あとで実行）した公開ジョブネットの予約を変更しまし

た。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1309-IKNAJ1309-IKNAJ1309-IKNAJ1309-I

公開ジョブネット定義情報ファイルをデプロイしました。 : Definer
ユーザー名

Definerで編集した公開ジョブネットの定義を Serverの公開ジョブ

ネット定義情報ファイルに反映しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1310-IKNAJ1310-IKNAJ1310-IKNAJ1310-I

Clientユーザーの一覧を更新しました。 : Definerユーザー名

Clientユーザーの情報を Serverのユーザーリストファイルに反映し

ました。

（S）

更新処理を完了します。

KNAJ1311-IKNAJ1311-IKNAJ1311-IKNAJ1311-I

ユーザーグループ定義ファイルを更新しました。 : Definerユーザー名

Definerで編集したユーザーグループの情報を Serverのユーザーグ

ループ定義ファイルに反映しました。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1312-IKNAJ1312-IKNAJ1312-IKNAJ1312-I

LDAP接続情報設定ファイルを更新しました。 : Definerユーザー名

Definerで編集した LDAP接続情報を Serverの LDAP接続情報設定

ファイルに反映しました。

（S）

処理を続行します。
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KNAJ1313-IKNAJ1313-IKNAJ1313-IKNAJ1313-I    ～～～～    KNAJ1366-EKNAJ1366-EKNAJ1366-EKNAJ1366-E
KNAJ1313-IKNAJ1313-IKNAJ1313-IKNAJ1313-I

環境設定ファイルの再読み込みを行いました。

環境設定ファイルを再読み込みして，Serverの環境設定を変更しま

した。

（S）

読み込み処理を完了します。

KNAJ1314-IKNAJ1314-IKNAJ1314-IKNAJ1314-I

公開ジョブネット定義情報ファイルの再読み込みを行いました。

公開ジョブネット定義情報ファイルを再読み込みして，公開ジョブ

ネットの定義を変更しました。

（S）

読み込み処理を完了します。

KNAJ1315-EKNAJ1315-EKNAJ1315-EKNAJ1315-E

公開ジョブネット定義情報ファイルのデプロイに失敗しました。 : エ
ラーの原因

Definerで編集した公開ジョブネットの定義を Serverの公開ジョブ

ネット定義情報ファイルに反映する際，公開ジョブネット定義情報

ファイルに対する書き込み権限がないなどの理由でエラーが発生し

ました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

OSユーザーに，公開ジョブネット定義情報ファイルおよび公開

ジョブネット定義情報ファイルの格納先フォルダの書き込み権

限が設定されていることを確認してください。

KNAJ1316-EKNAJ1316-EKNAJ1316-EKNAJ1316-E

ユーザー情報の更新に失敗しました。 : エラーの原因

Definerで編集した Clientユーザーの情報を Serverのユーザーリス

トファイルに反映する際，書き込み権限がないなどの理由でエラー

が発生しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

OSユーザーに，ユーザーリストファイルおよびユーザーリスト

ファイルの格納先フォルダの書き込み権限が設定されているこ

とを確認してください。

KNAJ1317-EKNAJ1317-EKNAJ1317-EKNAJ1317-E

ユーザーグループ情報の更新に失敗しました。 : エラーの原因

Definerで編集したユーザーグループの情報を Serverのユーザーグ

ループ定義ファイルに反映する際，書き込み権限がないなどの理由

でエラーが発生しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

OSユーザーに，ユーザーグループ定義ファイルおよびユーザー

グループ定義ファイルの格納先フォルダの書き込み権限が設定

されていることを確認してください。

KNAJ1318-EKNAJ1318-EKNAJ1318-EKNAJ1318-E

LDAP接続情報の更新に失敗しました。 : エラーの原因

Definerで編集した LDAP接続情報の更新に失敗しました。次の原

因が考えられます。

• LDAPサーバに接続できない。

• LDAP接続情報設定ファイルへの書き込み権限がない。

• LDAP接続情報の設定内容に誤りがある。

• LDAPサーバに対する匿名アクセスを許可するよう設定している

場合に，設定が十分でない。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• LDAPサーバが起動していること。

• Definerで設定した LDAP接続情報の設定が正しいこと。

• Serverホストと LDAPサーバがネットワーク接続できる状態

にあること。

• OSユーザーに，LDAP接続情報設定ファイルの格納先フォル

ダの書き込み権限が設定されていること。

• LDAPサーバに対する匿名アクセスを許可するよう設定して

いる場合は，その設定が正しいこと。

KNAJ1365-EKNAJ1365-EKNAJ1365-EKNAJ1365-E

操作ログの出力に失敗しました。 : ライブラリまたはOSのエラー
メッセージ

リソース不足などの理由によって，操作ログの出力に失敗しました。

（S）

Serverを再起動するか，または環境設定ファイルを再読み込み

するまで，操作ログの出力を抑止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ1366-EKNAJ1366-EKNAJ1366-EKNAJ1366-E

操作ログの初期化に失敗しました。 : ライブラリまたはOSのエラー
メッセージ

リソース不足または書き込み権限がないなどの理由によって，操作

ログの初期化に失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，操作ログファイルおよび操作ログファイルの格
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KNAJ1500-EKNAJ1500-EKNAJ1500-EKNAJ1500-E    ～～～～    KNAJ1508-EKNAJ1508-EKNAJ1508-EKNAJ1508-E
納先フォルダの書き込み権限が設定されていることを確認して

ください。

KNAJ1500-EKNAJ1500-EKNAJ1500-EKNAJ1500-E

ジョブネットの中止が許可されていません。 : ユニット名

公開ジョブネットの中止方法に「中止できない」が指定されている

ため，実行中の公開ジョブネットを中止できません。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

公開ジョブネットの公開設定の「中止方法」を確認してくださ

い。

KNAJ1501-EKNAJ1501-EKNAJ1501-EKNAJ1501-E

ユーザーの現在のパスワードが一致していません。 : ユーザー名

Clientユーザーが Clientで自分のパスワードを変更する際に指定す

る「現在のパスワード」が不正です。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

「現在のパスワード」の指定に誤りがないか確認してください。

KNAJ1502-EKNAJ1502-EKNAJ1502-EKNAJ1502-E

ジョブネットの実行が許可されていません。 : 実行できない理由

公開ジョブネットの業務実行が許可されていないため，公開ジョブ

ネットの実行（すぐに実行）に失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

公開ジョブネットの公開設定の「許可する操作」で，業務実行

が許可されているかどうか確認してください。

KNAJ1503-EKNAJ1503-EKNAJ1503-EKNAJ1503-E

ジョブネットの予約実行が許可されていません。 : 予約実行できない
理由

公開ジョブネットの業務実行が許可されていないため，公開ジョブ

ネットの予約実行（あとで実行）に失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

公開ジョブネットの公開設定の「許可する操作」で，業務実行

が許可されているかどうか確認してください。

KNAJ1504-EKNAJ1504-EKNAJ1504-EKNAJ1504-E

予約日時に、システム日時よりも前の日時が指定されています。: 予
約日時

Clientから送信された予約日時が Serverのシステム日時よりも前の

日時となっているため，予約実行（あとで実行）に失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

Clientおよび Serverのシステム日時が正しいかどうか確認して

ください。

KNAJ1505-EKNAJ1505-EKNAJ1505-EKNAJ1505-E

予約日時に、再来月1日以降の日時が指定されています。: 予約日時

予約できる日時は来月の月末までですが，Clientから送信された予

約日時が，Serverの現在のシステム日時を基準として再来月の 1日

以降の日時になっています。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

Clientおよび Serverのシステム日時が正しいかどうか確認して

ください。

KNAJ1506-IKNAJ1506-IKNAJ1506-IKNAJ1506-I

ジョブネットが実行中ではなくなったため、終了監視を完了しま
す。: ユーザー名, ジョブネットの識別ID, ジョブネットID, ユニット名
, 実行ID, 実行開始日時, 実行終了日時, 実行結果

終了監視中の公開ジョブネットの実行が終了したため，終了監視処

理が終了しました。

（S）

公開ジョブネットの終了監視を終了します。

KNAJ1507-IKNAJ1507-IKNAJ1507-IKNAJ1507-I

予約中のジョブネットが実行予定日時に達したため、終了監視を開
始します。: ユーザー名, ジョブネットの識別ID, ジョブネットID, ユ
ニット名, 実行ID

予約実行中の公開ジョブネットが実行予定日時に達したため，終了

監視の対象に追加されました。

（S）

公開ジョブネットの終了監視を開始します。

KNAJ1508-EKNAJ1508-EKNAJ1508-EKNAJ1508-E

実行中ジョブネットの数が、受け付け可能な最大値に達しているた
め、「すぐに実行」のリクエストを処理できません。 : Serverで処理
できる実行中ジョブネットの最大数

実行中の公開ジョブネットの数が，環境設定ファイルに指定した最

大数に達しているため，公開ジョブネットの実行（すぐに実行）に

失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］
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KNAJ1509-EKNAJ1509-EKNAJ1509-EKNAJ1509-E    ～～～～    KNAJ1905-EKNAJ1905-EKNAJ1905-EKNAJ1905-E
Serverの環境設定ファイルを確認し，［すぐに実行］の最大登録

数の設定値を変更してください。

KNAJ1509-EKNAJ1509-EKNAJ1509-EKNAJ1509-E

予約中ジョブネットの数が、受け付け可能な最大値に達しているた
め、「あとで実行」のリクエストを処理できません。 : Serverで処理
できる予約中ジョブネットの最大数

予約実行中の公開ジョブネットの数が，環境設定ファイルに指定し

た最大数に達しているため，ジョブネットの予約実行（あとで実行）

に失敗しました。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

Serverの環境設定ファイルを確認し，［あとで実行］の最大登録

数の設定値を変更してください。

KNAJ1510-IKNAJ1510-IKNAJ1510-IKNAJ1510-I

現在実行中のルートジョブネットの終了確認を行います。 : マネー
ジャーホスト名:スケジューラーサービス名, ジョブネット名:実行ID

Clientから実行されたルートジョブネットの状態を確認します。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1511-IKNAJ1511-IKNAJ1511-IKNAJ1511-I

監視対象のルートジョブネットの状態確認を行います。 : マネー
ジャーホスト名:スケジューラーサービス名, ユニット名

監視対象となっているルートジョブネットの状態を確認します。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1550-WKNAJ1550-WKNAJ1550-WKNAJ1550-W

実行履歴ファイルのバックアップファイルを削除できません。 : 実行
履歴ファイルのパス

実行履歴ファイルのバックアップファイルに対して書き込み権限が

ないため，ファイルを削除できません。

（S）

処理を続行します。

［対策］

OSユーザーに，実行履歴ファイルのバックアップファイルおよ

びバックアップファイルの格納先フォルダの書き込み権限が設

定されていることを確認してください。

KNAJ1600-EKNAJ1600-EKNAJ1600-EKNAJ1600-E

同じユーザー名がすでに存在するため、指定したユーザー名を追加
できません。 : Clientユーザー名

追加しようとした Clientユーザーと同じユーザー名がすでに登録さ

れているため，Clientユーザーを追加できません。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ユーザーリストファイルを変更していないか確認してください。

KNAJ1610-IKNAJ1610-IKNAJ1610-IKNAJ1610-I

ルートジョブネットの一覧情報を取得します。 : ユーザー名, マネー
ジャーホスト名:スケジューラーサービス名

ルートジョブネットの一覧情報を取得します。

（S）

処理を続行します。

KNAJ1900-EKNAJ1900-EKNAJ1900-EKNAJ1900-E

入出力エラーが発生しました。 : OSまたはJavaのエラーメッセージ

ファイルの操作中に入出力エラーが発生しました。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ1902-EKNAJ1902-EKNAJ1902-EKNAJ1902-E

XMLファイルの操作中にエラーが発生しました。 : OSまたはJavaの
エラーメッセージ

Serverが XML形式のファイルを処理する際に，システムエラーが

発生しました。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ1904-EKNAJ1904-EKNAJ1904-EKNAJ1904-E

実行履歴ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSまたはJavaのエ
ラーメッセージ

実行履歴ファイルに対して読み取り権限がないため，ファイルの読

み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，実行履歴ファイルおよび実行履歴ファイルの格

納先フォルダの読み取り権限が設定されていることを確認して

ください。

KNAJ1905-EKNAJ1905-EKNAJ1905-EKNAJ1905-E

業務監視情報ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSまたはJava
のエラーメッセージ

業務監視情報ファイルに対して読み取り権限がないため，ファイル
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KNAJ1906-EKNAJ1906-EKNAJ1906-EKNAJ1906-E    ～～～～    KNAJ1913-EKNAJ1913-EKNAJ1913-EKNAJ1913-E
の読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，業務監視情報ファイルおよび業務監視情報ファ

イルの格納先フォルダの読み取り権限が設定されていることを

確認してください。

KNAJ1906-EKNAJ1906-EKNAJ1906-EKNAJ1906-E

統合トレースログまたはServerログの出力に失敗しました。 : ライブ
ラリまたはOSのエラーメッセージ

リソース不足などの理由によって，統合トレースログまたは Server

ログの出力に失敗しました。

（S）

Serverを再起動するか，または環境設定ファイルを再読み込み

するまで，統合トレースログ，および Serverログの出力を抑止

します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ1907-EKNAJ1907-EKNAJ1907-EKNAJ1907-E

内部トレースログの出力に失敗しました。 : OSまたはJavaのエラー
メッセージ

リソース不足などの理由によって，内部トレースログの出力に失敗

しました。

（S）

Serverを再起動するか，または環境設定ファイルを再読み込み

するまで，内部トレースログの出力を抑止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ1908-EKNAJ1908-EKNAJ1908-EKNAJ1908-E

統合トレースログまたはServerログの初期化に失敗しました。 : ライ
ブラリまたはOSのエラーメッセージ

リソース不足または書き込み権限がないなどの理由によって，統合

トレースログまたは Serverログの初期化に失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，ログファイルおよびログファイルの格納先フォ

ルダの書き込み権限が設定されていることを確認してください。

KNAJ1909-EKNAJ1909-EKNAJ1909-EKNAJ1909-E

内部トレースログの初期化に失敗しました。 : OSまたはJavaのエ
ラーメッセージ

リソース不足または書き込み権限がないなどの理由によって，内部

トレースログの初期化に失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，ログファイルおよびログファイルの格納先フォ

ルダの書き込み権限が設定されていることを確認してください。

KNAJ1910-EKNAJ1910-EKNAJ1910-EKNAJ1910-E

ログ出力の設定変更に失敗しました。 : ライブラリまたはOSのエ
ラーメッセージ

リソース不足または書き込み権限がないなどの理由によって，ログ

出力の設定変更に失敗しました。

（S）

Serverを再起動するか，または環境設定ファイルを再読み込み

するまで，該当するログの出力を抑止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ1911-EKNAJ1911-EKNAJ1911-EKNAJ1911-E

ユーザーリストファイルの読み込みに失敗しました。 : OSまたは
Javaのエラーメッセージ

ユーザーリストファイルに読み取り権限がないため，ファイルの読

み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，ユーザーリストファイルおよびユーザーリスト

ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定されているこ

とを確認してください。

KNAJ1912-WKNAJ1912-WKNAJ1912-WKNAJ1912-W

一時ファイルの削除に失敗しました。 : 一時ファイルのパス

Serverが作成した一時ファイルを削除する際にエラーが発生しまし

た。

（S）

一時ファイルを削除しないで処理を続行します。

［対策］

一時ファイルおよび一時ファイルの格納先フォルダのアクセス

権を確認してください。

KNAJ1913-EKNAJ1913-EKNAJ1913-EKNAJ1913-E

データのフォーマットが不正です。 : 詳細情報

Serverが動作するために必要なファイルの内容が不正です。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

直前のログから原因を調査し，対処してください。
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KNAJ1914-EKNAJ1914-EKNAJ1914-EKNAJ1914-E

ログインユーザー情報ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSま
たはJavaのエラーメッセージ

ログインユーザー情報ファイルに読み取り権限がないため，ファイ

ルの読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，ログインユーザー情報ファイルおよびログイン

ユーザー情報ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定

されていることを確認してください。

KNAJ1915-EKNAJ1915-EKNAJ1915-EKNAJ1915-E

ユーザーグループ定義ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSま
たはJavaのエラーメッセージ

ユーザーグループ定義ファイルに読み取り権限がないため，ファイ

ルの読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，ユーザーグループ定義ファイルおよびユーザー

グループ定義ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定

されていることを確認してください。

KNAJ1916-EKNAJ1916-EKNAJ1916-EKNAJ1916-E

JP1イベントの出力に失敗しました。 : ライブラリのエラーコード

イベントサーバが停止中などの理由によって，JP1イベントの出力

に失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

イベントサーバの状態を確認してください。

KNAJ1917-EKNAJ1917-EKNAJ1917-EKNAJ1917-E

LDAP接続情報設定ファイルの読み込みに失敗しました。 : OSまたは
Javaのエラーメッセージ

LDAP接続情報設定ファイルにアクセス権限がないため，ファイル

の読み込みに失敗しました。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

OSユーザーに，LDAP接続情報設定ファイルおよび LDAP接

続情報設定ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定さ

れていることを確認してください。

KNAJ1950-EKNAJ1950-EKNAJ1950-EKNAJ1950-E

実行履歴ファイルのフォーマットが不正です。 : 詳細情報

実行履歴ファイルが XML形式のファイルではないか，または内容が

不正です

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

次の手順を実行してください。

1. 実行履歴ファイルを任意の方法でバックアップする。
2. 実行履歴ファイルを削除する。
3. Serverを再起動する。

KNAJ1951-EKNAJ1951-EKNAJ1951-EKNAJ1951-E

業務監視情報ファイルのフォーマットが不正です。 : 詳細情報

業務監視情報ファイルが XML形式のファイルではないか，または内

容が不正です

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

次の手順を実行してください。

1. 業務監視情報ファイルを任意の方法でバックアップする。
2. 業務監視情報ファイルを削除する。
3. Serverを再起動する。

KNAJ1952-EKNAJ1952-EKNAJ1952-EKNAJ1952-E

ユーザーリストファイルのフォーマットが不正です。 : 詳細情報

ユーザーリストファイルが XML形式のファイルではないか，または

内容が不正です

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

次の手順を実行してください。

1. ユーザーリストファイルを任意の方法でバックアップする。
2. ユーザーリストファイルを削除する。
3. Serverを再起動する。

KNAJ1953-EKNAJ1953-EKNAJ1953-EKNAJ1953-E

ログインユーザー情報ファイルのフォーマットが不正です。 : 詳細情
報

ログインユーザー情報ファイルが XML形式のファイルではないか，

または内容が不正です

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

次の手順を実行してください。

1. ログインユーザー情報ファイルを任意の方法でバックアップ
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する。

2. ログインユーザー情報ファイルを削除する。
3. Serverを再起動する。

KNAJ1954-EKNAJ1954-EKNAJ1954-EKNAJ1954-E

ユーザーグループ定義ファイルのフォーマットが不正です。 : 詳細情
報

ユーザーグループ定義ファイルが XML形式のファイルではないか，

または内容が不正です。次の原因が考えられます。

• 書き込み操作中にシステムが停止した。

• 上位バージョンの Definerで作成したユーザーグループ定義ファ

イルを使用している。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

上位バージョンの Definerで作成したユーザーグループ定義

ファイルを使用している場合は，Serverをバージョンアップし

てください。

それ以外の場合は，次の手順を実行してください。

1. ユーザーグループ定義ファイルを任意の方法でバックアップ
する。

2. ユーザーグループ定義ファイルを削除する。
3. Serverを再起動する。

KNAJ1955-EKNAJ1955-EKNAJ1955-EKNAJ1955-E

LDAP接続情報設定ファイルのフォーマットが不正です。 : 詳細情報

LDAP接続情報設定ファイルが XML形式のファイルではないか，ま

たは内容が不正です。次の原因が考えられます。

• 書き込み操作中にシステムが停止した。

• 上位バージョンの Definerで作成した LDAP接続情報設定ファイ

ルを使用している。

（S）

プロセスを停止します。

［対策］

上位バージョンの Definerで作成した LDAP接続情報設定ファ

イルを使用している場合は，Serverをバージョンアップしてく

ださい。

それ以外の場合は，次の手順を実行してください。

1. LDAP接続情報設定ファイルを任意の方法でバックアップす

る。

2. LDAP接続情報設定ファイルを削除する。

3. Serverを再起動する。

KNAJ1960-EKNAJ1960-EKNAJ1960-EKNAJ1960-E

Clientユーザーの情報を取得できません。 : 保守情報

操作対象の Clientユーザーの情報がユーザーリストファイルに定義

されていません。

（S）

リクエストの処理を中止します。

［対策］

ユーザーリストファイルを変更していないか確認してください。

KNAJ1990-EKNAJ1990-EKNAJ1990-EKNAJ1990-E

メモリ不足が発生しました。 : ライブラリ，OS，またはJavaのエ
ラーメッセージ

Serverホストでメモリー不足が発生しました。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

Serverの状態と OSのメモリーの状態を確認し，Serverホスト

に見積もり値以上のメモリーを搭載しているか確認してくださ

い。

KNAJ1999-EKNAJ1999-EKNAJ1999-EKNAJ1999-E

予期しないエラーが発生しました。 : OSまたはJavaのエラーメッ
セージ

Serverで予期しないエラーが発生しました。

（S）

現在の処理を中止します。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

（2） KNAJ2000～ KNAJ2999（コマンドに
関するメッセージ）

コマンドに関するメッセージの一覧を次に示します。

KNAJ2031-IKNAJ2031-IKNAJ2031-IKNAJ2031-I

障害情報収集が完了しました。

障害情報の収集が完了しました。

（S）

コマンドを終了します。

KNAJ2502-WKNAJ2502-WKNAJ2502-WKNAJ2502-W

ユーザー情報(ユーザー情報)として使用できない値が指定されている
ため、処理をスキップします。: エラーが発生したユーザー情報ファ
イルの行番号

ユーザー情報ファイルに指定した Clientユーザー名，表示名，また

はパスワードのどれかに不正な値が含まれているため，該当する

Clientユーザーの処理をスキップします。

（S）

該当する Clientユーザーの処理をスキップし，処理を続行しま

す。

［対策］
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ユーザー情報ファイルの内容を確認してください。

KNAJ2503-WKNAJ2503-WKNAJ2503-WKNAJ2503-W

ユーザーが登録済みのため、処理をスキップします。 : ユーザー名

ユーザー情報ファイルに指定した Clientユーザー名が Serverに登録

済みのため，該当する Clientユーザーの追加処理をスキップします。

（S）

該当する Clientユーザーの処理をスキップし，処理を続行しま

す。

［対策］

ユーザー情報ファイルの内容を確認してください。

KNAJ2504-WKNAJ2504-WKNAJ2504-WKNAJ2504-W

ユーザーが見つからないため、処理をスキップします。 : ユーザー名

ユーザー情報ファイルに指定した Clientユーザー名が Serverに登録

されていないため，該当する Clientユーザーの変更または削除処理

をスキップします。

（S）

該当する Clientユーザーの処理をスキップし，処理を続行しま

す。

［対策］

ユーザー情報ファイルの内容を確認してください。

KNAJ2505-WKNAJ2505-WKNAJ2505-WKNAJ2505-W

同一のユーザー名が複数指定されているため、処理をスキップしま
す。 : ユーザー名

ユーザー情報ファイルに同一の Clientユーザー名が複数指定されて

いるため，最初の Clientユーザー以外の処理をスキップします。

（S）

該当する Clientユーザーの処理をスキップし，処理を続行しま

す。

［対策］

ユーザー情報ファイルの内容を確認してください。

KNAJ2702-EKNAJ2702-EKNAJ2702-EKNAJ2702-E

コマンドの実行に必要な情報を取得できません。

資料の採取先のパスを取得できません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

Definerまたは Clientを再インストールしてください。

KNAJ2703-EKNAJ2703-EKNAJ2703-EKNAJ2703-E

コマンドの実行に必要な情報を取得できません。

コマンドの実行に必要な情報（ログ出力の設定）を取得できません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

コマンドと同じフォルダに配置された，

jpujotransaction.iniに次の行を追加してください。

LOGLEVEL=I

KNAJ2704-EKNAJ2704-EKNAJ2704-EKNAJ2704-E

コマンドの実行に必要な情報を取得できません。

コマンドの実行に必要な情報を格納しているファイルが見つかりま

せん。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

Client，Definerまたは Serverを再インストールしてください。

KNAJ2709-EKNAJ2709-EKNAJ2709-EKNAJ2709-E

コマンドの実行に必要な情報を取得できません。

コマンドの実行に必要な情報を取得できません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

Client，Definerまたは Serverを再インストールしてください。

KNAJ2713-EKNAJ2713-EKNAJ2713-EKNAJ2713-E

サポート対象外のOSです。

サポート対象外の OSで資料採取コマンドを実行しようとしました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

サポート対象の OSでコマンドを実行してください。

KNAJ2715-EKNAJ2715-EKNAJ2715-EKNAJ2715-E

コマンドの実行中にシステムエラーが発生しました。

データの不整合によって，コマンドの実行中にシステムエラーが発

生しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

KNAJ2716-EKNAJ2716-EKNAJ2716-EKNAJ2716-E

出力先フォルダの作成に失敗しました。

障害情報を格納する一時フォルダの作成に失敗しました。
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（S）

コマンドを終了します。

［対策］

OSユーザーに，一時フォルダの書き込み権限が設定されている

ことを確認してください。

なお，一時フォルダのデフォルトは OSによって異なります。

Windows 7，Windows Server 2008，またはWindows Vistaの

場合

システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名

¥AppData¥Local¥Temp

Windows Server 2003，Windows Server 2003（x64），または

Windows XP Professionalの場合

システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー

名 ¥Local Settings¥Temp

KNAJ2717-EKNAJ2717-EKNAJ2717-EKNAJ2717-E

ファイルのコピーに失敗しました。

障害情報を一時フォルダにコピーする際にエラーが発生しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

OSユーザーに，採取する資料の読み取り権限および一時フォル

ダの書き込み権限が設定されていることを確認してください。

なお，一時フォルダのデフォルトは OSによって異なります。

Windows 7，Windows Server 2008，またはWindows Vistaの

場合

システムドライブ ¥Users¥OSユーザー名

¥AppData¥Local¥Temp

Windows Server 2003，Windows Server 2003（x64），または

Windows XP Professionalの場合

システムドライブ ¥Document and Setting¥OSユーザー

名 ¥Local Settings¥Temp

KNAJ2718-EKNAJ2718-EKNAJ2718-EKNAJ2718-E

コマンドの引数に誤りがあります。

コマンドの引数に誤りがあります。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

正しい引数を指定してください。

KNAJ2722-EKNAJ2722-EKNAJ2722-EKNAJ2722-E

Serverのインストール情報が見つかりませんでした。

レジストリに Serverのインストール情報が見つかりませんでした。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

Serverを再インストールしてください。

KNAJ2725-EKNAJ2725-EKNAJ2725-EKNAJ2725-E

コマンドの実行中にシステムエラーが発生しました。

データの不整合によって，コマンドの実行中にシステムエラーが発

生しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

KNAJ2726-EKNAJ2726-EKNAJ2726-EKNAJ2726-E

インスタンス設定ファイルが見つかりませんでした。

インスタンス設定ファイルが見つかませんでした。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

インスタンス設定ファイル「Serverのインストール先フォルダ

¥conf¥instances.xml」があることを確認してください。

ファイルが見つからない場合は，同じフォルダにある

「instances.xml.model」をコピーして，ファイル名を

「instances.xml」に変更してください。

「instances.xml.model」が見つからない場合は，Serverを

再インストールしてください。

KNAJ2727-EKNAJ2727-EKNAJ2727-EKNAJ2727-E

ユーザー情報ファイルが指定されていません。

ユーザー情報設定コマンドの引数にユーザー情報ファイルが指定さ

れていません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

コマンドの引数としてユーザー情報ファイルを指定してくださ

い。

KNAJ2729-EKNAJ2729-EKNAJ2729-EKNAJ2729-E

資料の出力先が定義されていません。

障害情報の出力先を表す，環境変数 DIR_BACKLOGが定義されて

いません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

環境変数 DIR_BACKLOGに資料の出力先を指定する必要があ

ります。次の手順で jpujo_log.batに資料の出力先を指定し
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てください。

1. jpujo_log.batファイルをテキストで開く。

jpujo_log.batファイルの格納先を次に示します。

　

Serverのインストール先フォルダ ¥bin¥jpujo_log.bat

　

2. 資料の出力先の設定を変更する。
資料の出力先のパスを設定する行を次に示します。

　

set DIR_BACKLOG=資料の出力先のパス

　

3. jpujo_log.batファイルを保存して閉じる。

変更した設定が反映されます。

KNAJ2730-EKNAJ2730-EKNAJ2730-EKNAJ2730-E

ユーザー情報ファイルの読み込みに失敗しました。 : ユーザー情報
ファイルのパス

ユーザー情報ファイルが見つからないか，読み取り権限がないため，

ファイルの読み込みに失敗しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

OSユーザーに，ユーザー情報ファイルおよびユーザー情報ファ

イルの格納先フォルダの読み取り権限が設定されていることを

確認してください。

KNAJ2731-EKNAJ2731-EKNAJ2731-EKNAJ2731-E

ユーザー情報ファイルのフォーマットが不正です。 : エラーが発生し
たユーザー情報ファイルの行番号

ユーザー情報ファイルのフォーマット（カラム数または処理区分）

が不正です。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

ユーザー情報ファイルの内容を確認してください。

KNAJ2732-EKNAJ2732-EKNAJ2732-EKNAJ2732-E

Clientユーザーを作成できるClientユーザーの最大数人以上作成する
ことはできません。

ユーザー情報ファイルに指定した Clientユーザー数と Serverに登録

済みの Clientユーザー数の合計が，作成できる Clientユーザーの最

大数を超えています。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

ユーザー情報ファイルの内容を確認してください。

KNAJ2739-EKNAJ2739-EKNAJ2739-EKNAJ2739-E

Definerが接続中のため、ユーザーリストファイルを更新できませ
ん。

Definerユーザーが Serverにログイン中のため，ユーザー一括設定

コマンドを実行できません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

接続中の Definerユーザーをログアウトしてください。

KNAJ2740-EKNAJ2740-EKNAJ2740-EKNAJ2740-E

Windowsイベントログ（アプリケーション）の取得に失敗しまし
た。

Windowsイベントログ（アプリケーション）の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2741-EKNAJ2741-EKNAJ2741-EKNAJ2741-E

Windowsイベントログ（システム）の取得に失敗しました。

Windowsイベントログ（システム）の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2742-EKNAJ2742-EKNAJ2742-EKNAJ2742-E

hostsファイルの取得に失敗しました。

hostsファイルの取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2743-EKNAJ2743-EKNAJ2743-EKNAJ2743-E

servicesファイルの取得に失敗しました。

servicesファイルの取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。
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KNAJ2744-EKNAJ2744-EKNAJ2744-EKNAJ2744-E    ～～～～    KNAJ2761-EKNAJ2761-EKNAJ2761-EKNAJ2761-E
KNAJ2744-EKNAJ2744-EKNAJ2744-EKNAJ2744-E

環境変数値の取得に失敗しました。

環境変数値の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2745-EKNAJ2745-EKNAJ2745-EKNAJ2745-E

システム情報の取得に失敗しました。

システム情報の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2746-EKNAJ2746-EKNAJ2746-EKNAJ2746-E

Windowsパッチの適用情報の取得に失敗しました。

Windowsパッチの適用情報の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2747-EKNAJ2747-EKNAJ2747-EKNAJ2747-E

ネットワーク構成情報の取得に失敗しました。

ネットワーク構成情報の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

直前に出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2748-EKNAJ2748-EKNAJ2748-EKNAJ2748-E

Serverのバージョン情報の取得に失敗しました。

Serverのバージョン情報（レジストリ）の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

Serverを再インストールしてください。

KNAJ2749-EKNAJ2749-EKNAJ2749-EKNAJ2749-E

Serverログの取得に失敗しました。

Serverログの取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

Serverを一度も起動していない場合は，ログファイルが作成さ

れていないため，このエラーが出力されます。この場合，対処

の必要はありません。

それ以外の場合は，OSユーザーに，Serverログファイルおよび

Serverログファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定さ

れていることを確認してください。

KNAJ2750-EKNAJ2750-EKNAJ2750-EKNAJ2750-E

Serverの環境設定情報の取得に失敗しました。

Serverの環境設定情報の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

Serverを再インストールしてください。

KNAJ2751-EKNAJ2751-EKNAJ2751-EKNAJ2751-E

ClientまたはDefinerのバージョン情報の取得に失敗しました。

Clientまたは Definerのバージョン情報の取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

Clientまたは Definerを再インストールしてください。

KNAJ2752-EKNAJ2752-EKNAJ2752-EKNAJ2752-E

ClientまたはDefinerのログの取得に失敗しました。

Clientまたは Definerのログの取得に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

Clientまたは Definerを一度も起動していない場合は，ログ

ファイルが作成されていないため，このエラーが出力されます。

この場合，対処の必要はありません。

それ以外の場合は，OSユーザーに，ログファイルおよびログ

ファイルの格納先フォルダの読み取り権限が設定されているこ

とを確認してください。

KNAJ2761-EKNAJ2761-EKNAJ2761-EKNAJ2761-E

オプションの値に誤りがあります。

オプションの値を誤って指定しています。

次の原因が考えられます。

• YYYY/MM/DD形式で指定していない。

• 存在しない日付が指定されている。

• -bオプションよりも過去の日付を -eオプションの日付として指定
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KNAJ2762-EKNAJ2762-EKNAJ2762-EKNAJ2762-E    ～～～～    KNAJ4100-EKNAJ4100-EKNAJ4100-EKNAJ4100-E
している。

（S）

コマンドの実行を中止します。

［対策］

オプションの値を正しく指定したあと，コマンドを再実行して

ください。

KNAJ2762-EKNAJ2762-EKNAJ2762-EKNAJ2762-E

収集対象フォルダが見つかりません。 : 収集対象フォルダ : 収集対象
フォルダのパス

収集対象フォルダが見つからない，または収集対象フォルダに対し

てアクセス権限がありません。

（S）

コマンドの実行を中止します。

［対策］

収集対象フォルダの値を正しく指定したあと，コマンドを再実

行してください。

KNAJ2763-EKNAJ2763-EKNAJ2763-EKNAJ2763-E

収集対象ファイルの読み込みに失敗しました。 : 収集対象ファイル : 
収集対象ファイルのパス

指定された収集対象フォルダ下のファイルまたはインスタンスフォ

ルダ下のファイルに対してアクセス権限がないため，ファイルの読

み込みに失敗しました。

（S）

コマンドの実行を中止します。

［対策］

OSユーザーに，収集対象フォルダおよびインスタンスフォルダ

下にあるファイルの読み取り権限が設定されていることを確認

してください。

KNAJ2764-EKNAJ2764-EKNAJ2764-EKNAJ2764-E

既にコマンドが実行中です。

コマンドを多重起動させることはできません。

（S）

コマンドの実行を中止します。

［対策］

現在実行中のコマンドが終了してから，コマンドを再実行して

ください。

KNAJ2765-EKNAJ2765-EKNAJ2765-EKNAJ2765-E

ログの出力に失敗しました。 : 不正な内容の詳細情報

ログの出力に失敗しました。

（S）

処理を続行します。

［対策］

ログフォルダが存在することを確認してください。また，ログ

フォルダおよびログファイルに，読み取り権限および書き込み

権限が設定されていることを確認してください。

KNAJ2790-EKNAJ2790-EKNAJ2790-EKNAJ2790-E

Serverに接続できません。

Serverに接続できません。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

Serverの状態を確認し，停止中の場合は起動してください。

KNAJ2799-EKNAJ2799-EKNAJ2799-EKNAJ2799-E

Serverでシステムエラーが発生しました。

リクエストの送信中に，Serverでシステムエラーが発生しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

Serverに出力されたログから原因を調査し，対処してください。

KNAJ2990-EKNAJ2990-EKNAJ2990-EKNAJ2990-E

メモリ不足が発生しました。 : OSまたはJavaのエラーメッセージ

コマンド実行時にメモリー不足が発生しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

メモリーを使用しているほかのプログラムを終了し，再度実行

してください。

KNAJ2999-EKNAJ2999-EKNAJ2999-EKNAJ2999-E

予期しないエラーが発生しました。 : OSまたはJavaのエラーメッ
セージ

コマンドの実行中に予期しないエラーが発生しました。

（S）

コマンドを終了します。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

（3） KNAJ4000～ KNAJ4999（Definerに関
するメッセージ）

Definerに関するメッセージの一覧を次に示します。

KNAJ4100-EKNAJ4100-EKNAJ4100-EKNAJ4100-E

接続ホスト名に接続できませんでした。
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KNAJ4102-EKNAJ4102-EKNAJ4102-EKNAJ4102-E    ～～～～    KNAJ4122-EKNAJ4122-EKNAJ4122-EKNAJ4122-E
指定した Serverホストへの接続に失敗しました。次の原因が考えら

れます。

• 接続先ホストが起動していない。

• 接続先ホストで Serverを起動していない。

• 接続先ホストとネットワーク接続できる状態ではない。

• 通信で使用するポート番号の設定が接続先ホストと Definerで一

致していない。

• 接続先ホストとの間にファイアウォールがある場合，通過できる

ように設定されていない。

• 接続ホスト名の指定に誤りがある。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示し，再度入力を待ちます。

［対策］

エラーの原因を取り除いたあと，再度操作してください。

KNAJ4102-EKNAJ4102-EKNAJ4102-EKNAJ4102-E

すでにほかのDefinerが接続しています。

すでにほかの Definerユーザーがログインしています。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

ほかの Definerユーザーをログアウトしたあと，再度ログイン

してください。

KNAJ4103-EKNAJ4103-EKNAJ4103-EKNAJ4103-E

ServerのバージョンとDefinerのバージョンが一致していないため、
接続できませんでした。

ログイン画面の接続ホスト名で指定した Serverホストと接続できま

せんでした。次の原因が考えられます。

• Definerと接続先の Serverの製品バージョンが同一ではない。

（S）

ログイン画面を表示し，再度入力を待ちます。

［対策］

Definerをアンインストールし，Serverと同じバージョンの

Definerをインストールしてください。

KNAJ4105-EKNAJ4105-EKNAJ4105-EKNAJ4105-E

不正なレスポンスを受け取りました。

不正なレスポンスを受け取りました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

しばらく待ってから再実行してください。それでも同一のエ

ラーが発生する場合は，ネットワークに異常が発生していない

か確認してください。

KNAJ4110-EKNAJ4110-EKNAJ4110-EKNAJ4110-E

Serverへのリクエストがタイムアウトしました。

Serverへのリクエスト送信中にタイムアウトが発生しました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverとの接続状況および Serverの稼働状況を確認して，再度

実行してください。

KNAJ4120-EKNAJ4120-EKNAJ4120-EKNAJ4120-E

Serverが混み合っています。

Serverへの処理が集中しているため，Serverとの通信に失敗しまし

た。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

処理の集中が解消されたあと，再度実行してください。

KNAJ4121-EKNAJ4121-EKNAJ4121-EKNAJ4121-E

Serverがシャットダウン中です。

Serverがシャットダウン中のため，Serverとの通信に失敗しまし

た。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverを起動したあと，再度実行してください。

KNAJ4122-EKNAJ4122-EKNAJ4122-EKNAJ4122-E

Serverで接続エラーが発生しました。

Serverで接続エラーが発生したため，Serverとの通信に失敗しまし

た。次の原因が考えられます。

• JP1/AJS2 Monitorサービス，または JP1/AJS3サービスが起動し

ていない。

• ネットワーク障害，またはファイアウォールの制限によって

Serverから JP1/AJS3 - Managerに接続できない。

• ルートジョブネット階層表示で表示しようとしているスケジュー

ラーサービスが起動していない。

• ルートジョブネット階層表示で表示しようとしているルートジョ

ブネットのマネージャーホストのホスト名，または IPアドレスが

変更された。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverと JP1/AJS3との接続状況を確認したあと，再度実行し

てください。
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KNAJ4123-EKNAJ4123-EKNAJ4123-EKNAJ4123-E    ～～～～    KNAJ4150-EKNAJ4150-EKNAJ4150-EKNAJ4150-E
JP1/AJS3のホスト名または IPアドレスを変更した場合には，

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガ

イド」を参照して対応してください。

KNAJ4123-EKNAJ4123-EKNAJ4123-EKNAJ4123-E

Serverでエラーが発生しました。

Serverでエラーが発生したため，Serverとの通信に失敗しました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverの状態を確認したあと，再度実行してください。

KNAJ4124-EKNAJ4124-EKNAJ4124-EKNAJ4124-E

Serverでの処理中にタイムアウトが発生しました。

Serverでの処理中にタイムアウトが発生したため，Serverとの通信

に失敗しました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverおよび JP1/AJS3の稼働状況を確認したあと，再度実行

してください。

KNAJ4125-EKNAJ4125-EKNAJ4125-EKNAJ4125-E

ジョブグループおよびルートジョブネットの情報取得に失敗しまし
た。
すでに削除されたか、またはスケジューラーサービスが停止してい
る可能性があります。

ジョブグループおよびルートジョブネットの情報取得に失敗しまし

た。

次の原因が考えられます。

• JP1/AJS3でルートジョブネット定義が削除された。

• JP1/AJS3でスケジューラーサービスが停止している。

（S）

ジョブグループおよびルートジョブネットの更新処理を中止し

ます。

［対策］

JP1/AJS3のルートジョブネット定義およびスケジューラーサー

ビスの稼働状況を確認したあと，再度実行してください。

KNAJ4126-EKNAJ4126-EKNAJ4126-EKNAJ4126-E

リクエストの送受信中にエラーが発生しました。
Definerを終了します。

Serverとのリクエストの送受信中に，通信エラーが発生しました。

次の原因が考えられます。

• リクエストの送受信中に Serverを停止した。

• リクエストの送受信中にネットワーク障害が発生した。

（S）

Definerを終了します。

［対策］

Serverを起動するか，またはネットワーク障害を回復してくだ

さい。

KNAJ4127-EKNAJ4127-EKNAJ4127-EKNAJ4127-E

Serverとの接続でエラーが発生しました。
Definerを終了します。

Serverへリクエストを送信する際に，通信エラーを検知しました。

次の原因が考えられます。

• リクエストの送受信中に Serverを停止した。

• リクエストの送受信中に通信障害が発生した。

（S）

Definerを終了します。

［対策］

Serverを起動するか，または通信障害を回復してください。

KNAJ4128-EKNAJ4128-EKNAJ4128-EKNAJ4128-E

Serverとの接続がタイムアウトしました。
Definerを終了します。

Serverからの応答待ちでタイムアウトになりました。次の原因が考

えられます。

• Serverまたはネットワークが負荷の高い状態にある。

• タイムアウト時間の設定値が短いため，通信エラーを検知する前

にタイムアウトが発生している。

（S）

Definerを終了します。

［対策］

ネットワークに異常が発生していないか確認してください。

このエラーが頻繁に発生する場合は，タイムアウト時間を短く

し過ぎていないかどうか，Serverの環境設定を確認してくださ

い。

KNAJ4130-EKNAJ4130-EKNAJ4130-EKNAJ4130-E

Serverから公開ジョブネット定義情報を取得できませんでした。

Serverから公開ジョブネット定義情報を取得できませんでした。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

Serverの状態を確認したあと，再度実行してください。

KNAJ4150-EKNAJ4150-EKNAJ4150-EKNAJ4150-E

リクエストの送受信中にエラーが発生しました。
Definerを終了します。
編集中の公開ジョブネット定義情報を保存しますか？

Serverとのリクエストの送受信中に，通信エラーが発生しました。

次の原因が考えられます。
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KNAJ4151-EKNAJ4151-EKNAJ4151-EKNAJ4151-E    ～～～～    KNAJ4500-EKNAJ4500-EKNAJ4500-EKNAJ4500-E
• リクエストの送受信中に Serverを停止した。

• リクエストの送受信中にネットワーク障害が発生した。

（S）

ユーザーの選択で，次の処理を実行します。

［はい］ボタンを選択した場合

Definerで編集中の公開ジョブネット定義情報を保存して，

Definerを終了します。

［いいえ］ボタンを選択した場合

Definerで編集中の公開ジョブネット定義情報を破棄して，

Definerを終了します。

［対策］

Serverを起動するか，またはネットワーク障害を回復してくだ

さい。

KNAJ4151-EKNAJ4151-EKNAJ4151-EKNAJ4151-E

Serverとの接続でエラーが発生しました。
Definerを終了します。
編集中の公開ジョブネット定義情報を保存しますか？

Serverへリクエストを送信する際に，通信エラーを検知しました。

次の原因が考えられます。

• リクエストの送受信中に Serverを停止した。

• リクエストの送受信中に通信障害が発生した。

（S）

ユーザーの選択で，次の処理を実行します。

［はい］ボタンを選択した場合

Definerで編集中の公開ジョブネット定義情報を保存して，

Definerを終了します。

［いいえ］ボタンを選択した場合

Definerで編集中の公開ジョブネット定義情報を破棄して，

Definerを終了します。

［対策］

Serverを起動するか，または通信障害を回復してください。

KNAJ4152-EKNAJ4152-EKNAJ4152-EKNAJ4152-E

Serverとの接続がタイムアウトしました。
Definerを終了します。
編集中の公開ジョブネット定義情報を保存しますか？

Serverからの応答待ちで接続がタイムアウトしました。次の原因が

考えられます。

• Serverまたはネットワークが負荷の高い状態にある。

• タイムアウト時間の設定値が短いため，通信エラーを検知する前

にタイムアウトが発生している。

（S）

ユーザーの選択で，次の処理を実行します。

［はい］ボタンを選択した場合

Definerで編集中の公開ジョブネット定義情報を保存して，

Definerを終了します。

［いいえ］ボタンを選択した場合

Definerで編集中の公開ジョブネット定義情報を破棄して，

Definerを終了します。

［対策］

ネットワークに異常が発生していないか確認してください。

このエラーが頻繁に発生する場合は，タイムアウト時間を短く

し過ぎていないかどうか，Serverの環境設定を確認してくださ

い。

KNAJ4185-EKNAJ4185-EKNAJ4185-EKNAJ4185-E

Serverでエラーが発生しました。
【理由コード】Serverでのエラーの内容を示すコード番号
【内容】Serverでのエラーの内容

リクエストの処理中に Serverでエラーが発生しました。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。

［対策］

Serverログファイルから障害の原因を調べ，原因を取り除いて

ください。

KNAJ4199-EKNAJ4199-EKNAJ4199-EKNAJ4199-E

Serverで予期しないエラーが発生しました。

Serverで予期しないエラーが発生しました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

直前に出力された ServerログおよびWindowsイベントログ

（アプリケーション）から原因を調査し，対処してください。

問題が解決できない場合は，資料採取コマンドを実行して

Definerおよび Serverの資料を採取し，開発元へ問い合わせて

ください。

KNAJ4500-EKNAJ4500-EKNAJ4500-EKNAJ4500-E

公開ジョブネット定義情報に文法エラーがあります。
詳細情報

公開ジョブネット定義情報に文法エラーがあります。

（S）

公開ジョブネット定義情報の読み込み処理，または Serverへの

登録処理を中止します。

［対策］

ローカルホストから公開ジョブネット定義情報を読み込んだと

きにエラーが発生した場合

• 上位バージョンの Definerで作成した公開ジョブネット

定義情報でないか確認してください。上位バージョンで

作成した公開ジョブネット定義情報は使用できません。

使用する場合は，Serverおよび Definerをバージョン

アップしてください。

• 公開ジョブネット定義情報ファイルが破損していないか
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KNAJ4501-EKNAJ4501-EKNAJ4501-EKNAJ4501-E    ～～～～    KNAJ4704-EKNAJ4704-EKNAJ4704-EKNAJ4704-E
確認してください。

Serverへ公開ジョブネット定義情報を登録したときにエラーが

発生した場合

次の操作をしたあと，開発元へ問い合わせてください。

• トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取する。

• 公開ジョブネット定義情報ファイルをローカルホストに

保存する。

KNAJ4501-EKNAJ4501-EKNAJ4501-EKNAJ4501-E

環境設定ファイルの定義に文法エラーがあります。
詳細情報

環境設定ファイルに文法エラーがあります。

（S）

Definerを終了します。

［対策］

環境設定ファイルの定義を確認してください。

KNAJ4604-EKNAJ4604-EKNAJ4604-EKNAJ4604-E

Clientユーザー情報の適用に失敗しました。
詳細情報

Clientユーザー情報の適用に失敗しました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverの状態を確認してください。

KNAJ4660-EKNAJ4660-EKNAJ4660-EKNAJ4660-E

ログインに失敗しました。ユーザー名またはパスワードが誤ってい
ます。

ログインに失敗しました。ユーザー名またはパスワードが誤ってい

ます。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

ユーザー名とパスワードを確認して，再度ログインしてくださ

い。

KNAJ4662-EKNAJ4662-EKNAJ4662-EKNAJ4662-E

ログインに失敗しました。Serverでエラーが発生しました。

ログインに失敗しました。Serverでエラーが発生しました。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

Serverの状態を確認してください。

KNAJ4670-IKNAJ4670-IKNAJ4670-IKNAJ4670-I

公開ジョブネット定義情報をServerに登録しました。

公開ジョブネット定義情報を Serverに登録しました。

（S）

公開ジョブネット定義情報を Serverに登録しました。

KNAJ4671-EKNAJ4671-EKNAJ4671-EKNAJ4671-E

公開ジョブネット定義情報の登録に失敗しました。

公開ジョブネット定義情報の Serverへの登録に失敗しました。

（S）

実行中のリクエストを中止します。

［対策］

Serverの状態を確認してください。

KNAJ4700-EKNAJ4700-EKNAJ4700-EKNAJ4700-E

指定された情報のスケジューラーサービスは、すでに登録されてい
ます。

指定された情報のスケジューラーサービスは，すでに登録されてい

ます。

（S）

スケジューラーサービスの登録を中止します。

［対策］

別のスケジューラーサービスを登録してください。

KNAJ4701-EKNAJ4701-EKNAJ4701-EKNAJ4701-E

指定されたユーザーは、すでに存在しています。

指定された Clientユーザーは，すでに登録されています。

（S）

Clientユーザーの追加を中止します。

［対策］

別の Clientユーザー名を指定してください。

KNAJ4702-EKNAJ4702-EKNAJ4702-EKNAJ4702-E

指定された名前のユーザーグループは、すでに存在しています。
別の名前を指定してください。

指定された名前のユーザーグループは，すでに登録されています。

（S）

ユーザーグループの追加を中止します。

［対策］

別のユーザーグループ名を指定してください。

KNAJ4704-EKNAJ4704-EKNAJ4704-EKNAJ4704-E

作成するユーザーグループ数の合計は、作成できるユーザーグルー
プの最大数個以下で指定してください。

作成できるユーザーグループの数が上限を超えています。
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KNAJ4705-EKNAJ4705-EKNAJ4705-EKNAJ4705-E    ～～～～    KNAJ4717-EKNAJ4717-EKNAJ4717-EKNAJ4717-E
（S）

ユーザーグループの追加を中止します。

KNAJ4705-EKNAJ4705-EKNAJ4705-EKNAJ4705-E

ユーザーを作成できるClientユーザーの最大数人以上作成することは
できません。

作成できる Clientユーザーの数が上限を超えています。

（S）

Clientユーザーの追加を中止します。

KNAJ4708-EKNAJ4708-EKNAJ4708-EKNAJ4708-E

作成する業務グループの階層は、業務グループの最大階層数階層以
下で指定してください。

作成できる業務グループの階層が上限を超えています。

（S）

業務グループの追加および移動を中止します。

［対策］

環境設定ファイルのmax-layerタグの設定値を確認してくださ

い。

KNAJ4709-EKNAJ4709-EKNAJ4709-EKNAJ4709-E

作成する業務グループ数の合計は、作成できる業務グループの最大
数個以下で指定してください。

作成できる業務グループの数が上限を超えています。

（S）

業務グループの追加を中止します。

KNAJ4710-EKNAJ4710-EKNAJ4710-EKNAJ4710-E

指定された名前の業務グループは、すでに存在しています。
別の名前を指定してください。

指定された名前の業務グループは，すでに登録されています。

（S）

業務グループの追加を中止します。

［対策］

別の業務グループ名を指定してください。

KNAJ4712-EKNAJ4712-EKNAJ4712-EKNAJ4712-E

作成するジョブネット数の合計は、作成できる公開ジョブネットの
最大数個以下で指定してください。

作成できる公開ジョブネットの数が上限を超えています。

（S）

ルートジョブネットの公開を中止します。

KNAJ4713-EKNAJ4713-EKNAJ4713-EKNAJ4713-E

変数名マクロ変数名は、予約された変数名のため使用できません。
別の変数名を指定してください。

指定されたマクロ変数名は，予約された変数名のため使用できませ

ん。

（S）

マクロ変数の追加を中止します。

［対策］

別の変数名を指定してください。

KNAJ4714-EKNAJ4714-EKNAJ4714-EKNAJ4714-E

指定された変数名のマクロ変数は、すでに存在しています。
別の変数名を指定してください。

指定された変数名のマクロ変数は，すでに登録されています。

（S）

マクロ変数の追加を中止します。

［対策］

別の変数名を指定してください。

KNAJ4715-EKNAJ4715-EKNAJ4715-EKNAJ4715-E

追加するマクロ変数の数は、29個以下で指定してください。

追加できるマクロ変数の数が上限を超えています。

（S）

マクロ変数の追加を中止します。

［対策］

追加するマクロ変数の数は 29個以下にしてください。

KNAJ4716-EKNAJ4716-EKNAJ4716-EKNAJ4716-E

追加するマクロ変数は、「変数名（接頭辞のAJS2を含む）＋マクロ
変数値＋6」の合計が800バイト以下になるように指定してくださ
い。

「変数名（接頭辞の AJS2を含む）＋マクロ変数値＋ 6」の合計が上

限を超えています。

（S）

マクロ変数の追加を中止します。

［対策］

追加するマクロ変数は，一つのマクロ変数の文字数を「変数名

（接頭辞の AJS2を含む）＋マクロ変数値＋ 6」として計算して

います。マクロ変数全体でのこの値の合計が 800バイト以下に

なるように指定してください。

KNAJ4717-EKNAJ4717-EKNAJ4717-EKNAJ4717-E

指定された表示名の入力候補は、すでに存在しています。
別の表示名を指定してください。

指定された表示名の入力候補は，すでに登録されています。

（S）

マクロ変数入力候補の追加を中止します。

［対策］

別の表示名を指定してください。
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KNAJ4718-EKNAJ4718-EKNAJ4718-EKNAJ4718-E    ～～～～    KNAJ4741-EKNAJ4741-EKNAJ4741-EKNAJ4741-E
KNAJ4718-EKNAJ4718-EKNAJ4718-EKNAJ4718-E

マクロ変数に追加する入力候補は、50個以下で指定してください。

マクロ変数に追加できる入力候補の数が上限を超えています。

（S）

マクロ変数入力候補の追加を中止します。

［対策］

マクロ変数に追加する入力候補の数は 50個以下にしてくださ

い。

KNAJ4721-EKNAJ4721-EKNAJ4721-EKNAJ4721-E

登録可能なスケジューラーサービスは、登録できるスケジューラー
サービスの最大数個までです。

登録できるスケジューラーサービスの数が上限を超えています。

（S）

スケジューラーサービスの登録を中止します。

KNAJ4722-EKNAJ4722-EKNAJ4722-EKNAJ4722-E

指定された情報のスケジューラーサービスが見つかりませんでし
た。

指定したスケジューラーサービスへの接続に失敗しました。次の原

因が考えられます。

• マネージャーホストが起動していない。

• マネージャーホストとネットワーク接続できる状態ではない。

• 通信で使用するポート番号の定義がマネージャーホストと Definer

で一致していない。

• マネージャーホストとの間にファイアウォールがある場合，通過

できるように設定されていない。

• マネージャーホスト名の入力に誤りがある。

• スケジューラーサービス名の入力に誤りがある。

• マネージャーホストでスケジューラーサービスを起動していない。

（S）

スケジューラーサービスの登録を中止します。

［対策］

エラーの原因を取り除いたあと，再度操作してください。

KNAJ4725-WKNAJ4725-WKNAJ4725-WKNAJ4725-W

業務監視を許可できる公開ジョブネットは、業務監視を許可できる
公開ジョブネットの最大数個以下で指定してください。

業務監視を許可できる公開ジョブネットの数が上限を超えています。

（S）

公開ジョブネットの更新を中止します。

［対策］

環境設定ファイルの max-watchタグの設定値を確認してくださ

い。

KNAJ4730-EKNAJ4730-EKNAJ4730-EKNAJ4730-E

指定された公開ジョブネット定義情報の読み込みに失敗しました。

指定された公開ジョブネット定義情報の読み込みに失敗しました。

（S）

公開ジョブネット定義情報の読み込みを中止します。

［対策］

指定した公開ジョブネット定義情報の状態を確認したあと，再

度実行してください。

KNAJ4731-EKNAJ4731-EKNAJ4731-EKNAJ4731-E

指定された公開ジョブネット定義情報の保存に失敗しました。

指定された公開ジョブネット定義情報の保存に失敗しました。

（S）

公開ジョブネット定義情報の保存を中止します。

［対策］

指定した保存先の状態を確認したあと，再度実行してください。

KNAJ4732-EKNAJ4732-EKNAJ4732-EKNAJ4732-E

指定されたファイル名は無効です。別のファイル名を指定してくだ
さい。

指定されたファイル名は無効です。

（S）

公開ジョブネット定義情報の読み込み，または保存を中止しま

す。

［対策］

別のファイル名を指定してください。

KNAJ4740-EKNAJ4740-EKNAJ4740-EKNAJ4740-E

ユーザー名を指定してください。

ユーザー名が未入力です。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

ユーザー名を入力したあと，再度実行してください。

KNAJ4741-EKNAJ4741-EKNAJ4741-EKNAJ4741-E

接続ホスト名を指定してください。

接続ホスト名が未入力です。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

接続ホスト名を入力したあと，再度実行してください。
297



KNAJ4742-EKNAJ4742-EKNAJ4742-EKNAJ4742-E    ～～～～    KNAJ4802-QKNAJ4802-QKNAJ4802-QKNAJ4802-Q
KNAJ4742-EKNAJ4742-EKNAJ4742-EKNAJ4742-E

ホスト名が不正です。

ホスト名が不正です。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

正しいホスト名を指定して，再度実行してください。

KNAJ4760-EKNAJ4760-EKNAJ4760-EKNAJ4760-E

LDAPサーバへの接続に失敗しました。LDAPサーバの状態および
LDAP接続情報の設定内容を確認してください。

LDAPサーバへの接続に失敗しました。

（S）

処理を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• LDAPサーバが起動していること。

• Definerで設定した LDAP接続情報の設定が正しいこと。

• Serverホストと LDAPサーバがネットワーク接続できる状態

にあること。

• LDAPサーバに対する匿名アクセスを許可するよう設定して

いる場合は，設定が正しいこと。

KNAJ4761-EKNAJ4761-EKNAJ4761-EKNAJ4761-E

LDAPサーバへの接続に失敗しました。LDAP接続情報のLDAP参照
ユーザーの設定を確認してください。

LDAPサーバへの接続に失敗しました。

（S）

処理を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• Definerで設定した LDAP接続情報のエントリ識別名および

パスワードが正しいこと。

KNAJ4762-EKNAJ4762-EKNAJ4762-EKNAJ4762-E

検索開始位置の情報取得に失敗しました。
組織階層表示名に指定する属性を変更してください。

検索開始位置の情報取得に失敗しました。

（S）

処理を中止します。

［対策］

［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスを見直し，値が空

白にならない属性を組織階層表示名に指定してください。

KNAJ4763-EKNAJ4763-EKNAJ4763-EKNAJ4763-E

組織階層の情報取得に失敗しました。

組織階層の情報取得に失敗しました。次の原因が考えられます。

• LDAPサーバで階層が削除された。

•［LDAP接続情報の設定］ダイアログボックスで，［LDAPサーバ

名］を変更した。

（S）

階層の情報取得を中止します。

［対策］

次のことを確認してください。

• LDAPサーバ上に操作対象の組織階層が存在すること。

KNAJ4800-QKNAJ4800-QKNAJ4800-QKNAJ4800-Q

編集中の公開ジョブネット定義情報があります。終了（ログアウ
ト）する前に保存しますか？

編集中の公開ジョブネット定義情報をローカルホスト（Definerホス

ト）に保存するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

公開ジョブネット定義情報を保存する場合

［はい］ボタンを選択してください。

公開ジョブネット定義情報を保存しないで終了（ログアウト）

する場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

終了（ログアウト）操作を取り消す場合

［キャンセル］ボタンを選択してください。

KNAJ4801-QKNAJ4801-QKNAJ4801-QKNAJ4801-Q

このウィンドウを閉じると終了（ログアウト）します。よろしいで
すか？

Definerを終了（ログアウト）するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

終了（ログアウト）する場合

［はい］ボタンを選択してください。

終了（ログアウト）操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4802-QKNAJ4802-QKNAJ4802-QKNAJ4802-Q

ユーザーグループ'ユーザーグループ名'と、グループ内のすべてのグ
ループメンバーを削除します。
よろしいですか？

ユーザーグループとグループ内のすべてのグループメンバーを削除
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KNAJ4803-QKNAJ4803-QKNAJ4803-QKNAJ4803-Q    ～～～～    KNAJ4808-QKNAJ4808-QKNAJ4808-QKNAJ4808-Q
するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

ユーザーグループとグループ内のすべてのグループメンバーを

削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4803-QKNAJ4803-QKNAJ4803-QKNAJ4803-Q

ユーザーグループ'ユーザーグループ名'を削除します。
よろしいですか？

ユーザーグループを削除するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

ユーザーグループを削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4804-QKNAJ4804-QKNAJ4804-QKNAJ4804-Q

Clientユーザー'Clientユーザー名(表示名)'を削除します。よろしいで
すか？

Clientユーザーを削除するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

Clientユーザーを削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4805-QKNAJ4805-QKNAJ4805-QKNAJ4805-Q

スケジューラーサービス'スケジューラーサービス名 (ホスト名)'を一
覧から削除します。このスケジューラーサービスが所有する次の
ジョブネットも公開できなくなります。よろしいですか？

スケジューラーサービスを削除するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

スケジューラーサービスを削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4806-QKNAJ4806-QKNAJ4806-QKNAJ4806-Q

起動条件付きジョブネットです。このジョブネットをClientから実行
した場合、起動条件を監視しないでジョブネットがすぐに実行され
ます。よろしいですか？

起動条件付きジョブネットを公開するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

起動条件付きジョブネットを公開する場合

［はい］ボタンを選択してください。

起動条件付きジョブネットを公開しない場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4807-QKNAJ4807-QKNAJ4807-QKNAJ4807-Q

公開ジョブネット'公開ジョブネット名'の公開を取りやめます。
よろしいですか？

公開ジョブネットを削除するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

公開ジョブネットを削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4808-QKNAJ4808-QKNAJ4808-QKNAJ4808-Q

業務グループ'業務グループ名'、および業務グループ内のすべての業
務グループと公開ジョブネットを削除します。
よろしいですか？

業務グループを削除するかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

業務グループを削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。
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KNAJ4809-QKNAJ4809-QKNAJ4809-QKNAJ4809-Q    ～～～～    KNAJ4814-QKNAJ4814-QKNAJ4814-QKNAJ4814-Q
KNAJ4809-QKNAJ4809-QKNAJ4809-QKNAJ4809-Q

選択された公開を取りやめる公開ジョブネット数個の公開ジョブ
ネットの公開を取りやめます。
よろしいですか？

選択された複数個の公開ジョブネットを削除するかどうか確認しま

す。

（S）

ユーザー操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

公開ジョブネットを削除する場合

［はい］ボタンを選択してください。

削除の操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4810-QKNAJ4810-QKNAJ4810-QKNAJ4810-Q

業務監視を許可できる公開ジョブネットが業務監視を許可できる公
開ジョブネットの最大数個を超えています。
業務監視ができない状態で公開します。
よろしいですか？

業務監視を許可できる公開ジョブネットが上限を超えています。業

務監視のチェックを外してルートジョブネットを公開するかどうか

確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

業務監視のチェックを外してルートジョブネットを公開する場

合

［はい］ボタンを選択してください。

操作を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4811-QKNAJ4811-QKNAJ4811-QKNAJ4811-Q

編集中の公開ジョブネット定義情報があります。読み込みを実行す
る前に保存しますか？
読み込みを実行すると、現在の公開ジョブネットの定義情報と置き
換わります。

編集中の公開ジョブネット定義情報を保存するかどうかを確認しま

す。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

次のように操作してください。

編集中の公開ジョブネット定義情報を保存して，公開ジョブ

ネット定義情報を読み込む場合

［はい］ボタンを選択してください。

編集中の公開ジョブネット定義情報を破棄して，公開ジョブ

ネット定義情報を読み込む場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4812-QKNAJ4812-QKNAJ4812-QKNAJ4812-Q

公開ジョブネット定義情報をサーバに登録します。よろしいです
か？

公開ジョブネット定義情報を Serverに登録するかどうかを確認しま

す。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

公開ジョブネット定義情報を Serverに登録する場合

［はい］ボタンを選択してください。

Serverへの登録を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4813-QKNAJ4813-QKNAJ4813-QKNAJ4813-Q

読み込みを実行すると、現在の公開ジョブネットの定義情報と置き
換わります。読み込みを続行しますか？

公開ジョブネット定義情報の読み込みを続行するかどうかを確認し

ます。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

公開ジョブネット定義情報の読み込みを続行する場合

［はい］ボタンを選択してください。

公開ジョブネットの読み込みを取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。

KNAJ4814-QKNAJ4814-QKNAJ4814-QKNAJ4814-Q

LDAP連携をやめると、公開ジョブネットやユーザーグループで定義
したLDAP上のユーザーや部署は表示されなくなります。表示されて
いない状態で、[サーバに登録]や[ユーザーグループの編集]を行う
と、定義上からLDAP上のユーザーや部署の情報が完全に削除されま
す。
よろしいですか？

LDAP連携をやめるかどうか確認します。

（S）

ユーザーの操作を待ちます。

［対策］

LDAP連携をやめる場合

［はい］ボタンを選択してください。

LDAP接続情報の登録を取り消す場合

［いいえ］ボタンを選択してください。
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KNAJ4970-EKNAJ4970-EKNAJ4970-EKNAJ4970-E    ～～～～    KNAJ6102-EKNAJ6102-EKNAJ6102-EKNAJ6102-E
KNAJ4970-EKNAJ4970-EKNAJ4970-EKNAJ4970-E

内部ファイルの操作中にエラーが発生しました。
詳細情報

ローカル DBの操作中にエラーが発生しました。

（S）

Definerを終了します。

［対策］

ローカル DBのアクセス権を確認してください。

アクセス権に問題がない場合は，次の手順に従って対処してく

ださい。

1. トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取する。
2. ローカル DBを削除する。

3. Definerを再インストールする。

KNAJ4997-EKNAJ4997-EKNAJ4997-EKNAJ4997-E

処理を継続できないため、Definerを終了します。公開ジョブネット
定義情報を保存しますか？

処理を継続できないため，Definerを終了します。

（S）

ユーザーの選択で，次の処理を実行します。

［はい］ボタンを選択した場合

公開ジョブネット定義情報を保存したあと，Definerを終了

します。

［いいえ］ボタンを選択した場合

公開ジョブネット定義情報を破棄したあと，Definerを終了

します。

［対策］

一つ前に出力されたメッセージに従って対処してください。

KNAJ4998-EKNAJ4998-EKNAJ4998-EKNAJ4998-E

処理を継続できないため、Definerを終了します。

処理を継続できないため，Definerを終了します。

（S）

Definerを終了します。

［対策］

一つ前に出力されたメッセージに従って対処してください。

KNAJ4999-EKNAJ4999-EKNAJ4999-EKNAJ4999-E

予期しないエラーが発生しました。
詳細情報

予期しないエラーが発生しました。

（S）

処理を中止します。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

（4） KNAJ6000～ KNAJ6999（Clientに関
するメッセージ）

Clientに関するメッセージの一覧を次に示します。

KNAJ6100-EKNAJ6100-EKNAJ6100-EKNAJ6100-E

指定されたServerに接続できませんでした。

ログイン画面の接続ホスト名で指定した Serverホストと接続できま

せんでした。次の原因が考えられます。

• 接続先ホストが起動していない。

• 接続先ホストで Serverが起動していない。

• 通信で使用するポート番号の定義が接続先ホストと Clientで一致

していない。

• 接続先ホストとの間にファイアウォールがある場合，通過できる

ように設定されていない。

• 接続ホスト名の指定に誤りがある。

（S）

ログイン画面を表示し，再度入力を待ちます。

（O）

接続ホスト名の指定が正しいことを確認してください。

それでもエラーが回復しない場合は，JP1/AJS3のシステム管理

者に連絡してください。

［対策］

次のことを確認してください。

• 接続先ホストが起動していること。

• 接続先ホストで Serverが起動していること。

• 通信で使用するポート番号の定義が接続先ホストと Clientで

一致していること。

• 接続先ホストとの間にファイアウォールがある場合，通過で

きるように設定されていること。

KNAJ6102-EKNAJ6102-EKNAJ6102-EKNAJ6102-E

同一のユーザー名で、すでにログインしています。

同一の Clientユーザー名ですでにログインしています。次の原因が

考えられます。

• 同一の Clientユーザー名でほかのユーザーがログインしている。

• ログイン後にネットワーク障害が発生し，ログインしたままの状

態になっている。

（S）

ログイン画面を表示し，再度入力を待ちます。

（O）

ほかの利用者が同一のユーザー名でログイン中の場合は，ほか

の利用者がログアウトしたあとに再度ログインしてください。

ネットワーク障害の場合は，ネットワークが回復したあと，し

ばらく待ってから再度ログインしてください。

［対策］

ネットワークに異常が発生していないか確認してください。
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KNAJ6103-EKNAJ6103-EKNAJ6103-EKNAJ6103-E    ～～～～    KNAJ6122-EKNAJ6122-EKNAJ6122-EKNAJ6122-E
KNAJ6103-EKNAJ6103-EKNAJ6103-EKNAJ6103-E

ServerとClientのバージョン互換がないため、接続できませんでし
た。

ログイン画面の接続ホスト名で指定した Serverホストと接続できま

せんでした。次の原因が考えられます。

• Clientの製品バージョンが，接続先の Serverより新しい。

（S）

ログイン画面を表示し，再度入力を待ちます。

（O）

Clientをアンインストールし，Serverと同じバージョンの

Clientをインストールしてください。下位バージョンの Client

でも使用できますが，使用できる機能に制限があります。接続

する Serverホストが複数ある場合は，その中で最も下位のバー

ジョンと同じバージョンの Clientをインストールしてください。

KNAJ6104-EKNAJ6104-EKNAJ6104-EKNAJ6104-E

同時接続数の上限を超えています。

Serverにログインしている Clientユーザーの数が同時接続数の上限

を超えたため，接続できません。

（S）

ログイン画面を表示し，再度入力を待ちます。

（O）

ほかの利用者がログアウトしたあとに，再度ログインしてくだ

さい。

KNAJ6105-EKNAJ6105-EKNAJ6105-EKNAJ6105-E

不正なレスポンスを受け取りました。

不正なレスポンスを受け取りました。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。

（O）

しばらく待ってから再実行してください。それでも同一のエ

ラーが発生する場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して

ください。

［対策］

ネットワークに異常が発生していないか確認してください。

KNAJ6110-EKNAJ6110-EKNAJ6110-EKNAJ6110-E

Serverへのリクエストがタイムアウトしました。

Serverからの応答待ちでタイムアウトになりました。次の原因が考

えられます。

• Server，JP1/AJS3 - Manager，またはネットワークに負荷が掛

かっている。

• タイムアウト時間の設定値が短いため，Serverが JP1/AJS3 - 

Managerから結果を取得し終える前にタイムアウトが発生してい

る。

• タイムアウト時間の設定値が短いため，通信エラーを検知する前

にタイムアウトが発生している。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。

（O）

しばらく待ってから再実行してください。それでも同一のエ

ラーが発生する場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して

ください。

［対策］

ネットワークに異常が発生していないか確認してください。ま

た，このエラーが頻繁に発生する場合は，タイムアウト時間を

短くし過ぎていないかどうか Serverの環境設定を確認してくだ

さい。

KNAJ6120-EKNAJ6120-EKNAJ6120-EKNAJ6120-E

Serverが混み合っています。

Serverで受信できるリクエスト数の上限を超えました。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。

（O）

処理が集中しています。しばらく待ってから再度同じ操作をし

てください。また，このエラーが頻繁に発生する場合は，JP1/

AJS3のシステム管理者に連絡してください。

［対策］

システム構成を見直してください。

KNAJ6121-EKNAJ6121-EKNAJ6121-EKNAJ6121-E

Serverがシャットダウン中です。

Serverのシャットダウン中にリクエストを送信しました。

（S）

Clientを終了します。

（O）

しばらく待ってからログインし直して，再度同じ操作をしてく

ださい。

KNAJ6122-EKNAJ6122-EKNAJ6122-EKNAJ6122-E

Serverで接続エラーが発生しました。

Serverが JP1/AJS3 - Managerに接続できません。次の原因が考え

られます。

• マネージャーホストが起動していない。

• JP1/AJS3 - Managerが起動していない。

• Serverホストとマネージャーホストがネットワーク接続できる状

態にない。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。
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KNAJ6123-EKNAJ6123-EKNAJ6123-EKNAJ6123-E    ～～～～    KNAJ6128-EKNAJ6128-EKNAJ6128-EKNAJ6128-E
（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

次のことを確認してください。

• マネージャーホストが起動していること。

• JP1/AJS3 - Managerが起動していること。

• Serverホストとマネージャーホストがネットワーク接続でき

る状態にあること。

KNAJ6123-EKNAJ6123-EKNAJ6123-EKNAJ6123-E

Serverでファイルの入出力エラーが発生しました。

リクエストの処理中に，Serverでファイルの入出力エラーが発生し

ました。

（S）

Clientを終了します。

ログイン認証中にエラーが発生した場合は，ログイン画面を表

示します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

Serverログファイルから障害の原因を調べ，原因を取り除いて

ください。

KNAJ6124-EKNAJ6124-EKNAJ6124-EKNAJ6124-E

Serverでの処理中にタイムアウトが発生しました。

リクエストの処理中に，Serverでタイムアウトが発生しました。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

Serverおよび JP1/AJS3 - Managerの稼働状況を確認してくだ

さい。

KNAJ6125-EKNAJ6125-EKNAJ6125-EKNAJ6125-E

Serverでエラーが発生しました。
【理由コード】Serverでのエラーの内容を示すコード番号
【内容】Serverでのエラーの内容

リクエストの処理中に Serverでエラーが発生しました。

（S）

該当するリクエストの処理を終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

Serverログファイルから障害の原因を調べ，原因を取り除いて

ください。 

KNAJ6126-EKNAJ6126-EKNAJ6126-EKNAJ6126-E

リクエストの送受信中にエラーが発生しました。
Clientを終了します。

Serverとのリクエストの送受信中に，通信エラーが発生しました。

次の原因が考えられます。

• リクエストの送受信中に Serverが停止した。

• リクエストの送受信中にネットワーク障害が発生した。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。エラーの回復後，再度ログインしてください。

［対策］

Serverを起動するか，またはネットワーク障害を回復してくだ

さい。

KNAJ6127-EKNAJ6127-EKNAJ6127-EKNAJ6127-E

Serverとの接続でエラーが発生しました。
Clientを終了します。

Serverへリクエストを送信する際に，通信エラーを検知しました。

次の原因が考えられます。

• リクエストの送受信中に Serverが停止した。

• リクエストの送受信中に通信障害が発生した。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。エラーの回復後，再度ログインしてください。

［対策］

Serverを起動するか，または通信障害を回復してください。

KNAJ6128-EKNAJ6128-EKNAJ6128-EKNAJ6128-E

Serverとの接続がタイムアウトしました。
Clientを終了します。

Serverからの応答待ちでタイムアウトになりました。次の原因が考

えられます。

• Serverまたはネットワークに負荷が掛かっている。

• タイムアウト時間の設定値が短いため，通信エラーを検知する前

にタイムアウトが発生している。

（S）

Clientを終了します。
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KNAJ6150-EKNAJ6150-EKNAJ6150-EKNAJ6150-E    ～～～～    KNAJ6664-IKNAJ6664-IKNAJ6664-IKNAJ6664-I
（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

ネットワークに異常が発生していないか確認してください。ま

た，このエラーが頻繁に発生する場合は，タイムアウト時間を

短くし過ぎていないかどうか Serverの環境設定を確認してくだ

さい。

KNAJ6150-EKNAJ6150-EKNAJ6150-EKNAJ6150-E

LDAPサーバに接続できないため、ユーザー認証に失敗しました。

LDAPサーバに接続できないため，ユーザー認証に失敗しました。

次の理由が考えられます。

• 連携先の LDAPサーバが停止している。

• ネットワーク障害が発生している。

• Serverと LDAPサーバとの間にファイアウォールがある場合，通

過できるように設定されていない。

• Clientからログインしようとしたユーザー名が，LDAPサーバに

複数登録されている。

• Definerで設定した LDAP接続情報に誤りがある。

（S）

処理を中止します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

次のことを確認してください。

• LDAPサーバが起動していること。

• Definerで設定した LDAP接続情報の設定が正しいこと。

• Serverホストと LDAPサーバがネットワーク接続できる状態

にあること。

KNAJ6199-EKNAJ6199-EKNAJ6199-EKNAJ6199-E

Serverで予期しないエラーが発生しました。

Serverで予期しないエラーが発生しました。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

KNAJ6201-EKNAJ6201-EKNAJ6201-EKNAJ6201-E

環境設定ファイルの定義に文法エラーがあります。
詳細情報

環境設定ファイルの定義に文法エラーがあります。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

環境設定ファイルの定義を確認してください。

KNAJ6650-IKNAJ6650-IKNAJ6650-IKNAJ6650-I

パスワードの変更に成功しました。

パスワードの変更に成功しました。

（S）

Clientユーザーのパスワードを変更しました。

KNAJ6651-EKNAJ6651-EKNAJ6651-EKNAJ6651-E

現在のパスワードが一致しません。

「現在のパスワード」に誤りがあるため，パスワードの変更に失敗し

ました。

（S）

パスワードの変更を取り消します。

（O）

「現在のパスワード」に誤りがないか確認してください。

KNAJ6660-EKNAJ6660-EKNAJ6660-EKNAJ6660-E

ログインに失敗しました。ユーザー名またはパスワードが誤ってい
ます。

ユーザー名またはパスワードに誤りがあるため，ログインに失敗し

ました。

（S）

ログインを取り消します。

（O）

ユーザー名またはパスワードに誤りがないか確認してください。

LDAPユーザーの場合は，Definerで設定されている LDAP接

続情報のユーザー名属性の指定値が正しいことを確認してくだ

さい。

KNAJ6664-IKNAJ6664-IKNAJ6664-IKNAJ6664-I

「業務名」の終了状態。

実行結果を表示します。

終了状態には，次の状態が表示されます。

• 処理が正常終了しました

• 処理が警告終了しました

• 処理が中止されました

• 処理が異常終了しました

• 実行結果を確認できませんでした
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KNAJ6665-EKNAJ6665-EKNAJ6665-EKNAJ6665-E    ～～～～    KNAJ6704-EKNAJ6704-EKNAJ6704-EKNAJ6704-E
Clientでの状態名が「不明」の場合，終了状態に「実行結果を確認

できませんでした」と表示されます。

（S）

業務の実行結果および結果ファイルを業務実行結果ダイアログ

ボックスに表示します。

KNAJ6665-EKNAJ6665-EKNAJ6665-EKNAJ6665-E

ログイン中のClientユーザーをServerで認識できません。

Serverがログイン中の Clientユーザーを認識できません。次の原因

が考えられます。

• ログイン中の Clientユーザーが Definerを使用して削除された。

（S）

パスワードの変更を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

ログイン中の Clientユーザーの定義情報を確認してください。

KNAJ6700-EKNAJ6700-EKNAJ6700-EKNAJ6700-E

結果ファイルが見つかりませんでした。ファイルが生成されなかっ
たか、すでに削除されている可能性があります。

結果ファイルが見つかりませんでした。次の原因が考えられます。

• 結果ファイルが生成されなかった。

• 結果ファイルがすでに削除されている。

• 結果ファイルに対するアクセス権限がない。

（S）

結果ファイルの取得を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

次のことを確認してください。

• 結果ファイルの定義情報が正しいこと。

• 指定したパスに結果ファイルが生成されていること。

• 指定したパスに対して，OSユーザーが認証されていること。

• OSユーザーに結果ファイルのアクセス権が設定されているこ

と。

KNAJ6701-EKNAJ6701-EKNAJ6701-EKNAJ6701-E

実行条件はすべて指定する必要があります。
【実行条件】
条件項目名

実行条件を指定しないで実行しようとしました。

（S）

実行を取り消します。

（O）

実行条件で空欄になっている項目に値を指定してください。

KNAJ6702-EKNAJ6702-EKNAJ6702-EKNAJ6702-E

一つの値は255バイト以内で指定する必要があります。
【実行条件】
条件項目名

実行条件に指定された値が長過ぎます。

（S）

実行を取り消します。

（O）

実行条件の各項目の値が 255バイト以内になるように入力して

ください。

KNAJ6703-EKNAJ6703-EKNAJ6703-EKNAJ6703-E

実行対象の業務は公開されていません。

公開ジョブネットの定義から削除された業務を実行しようとしまし

た。

（S）

実行を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

公開ジョブネットの定義を確認してください。

KNAJ6704-EKNAJ6704-EKNAJ6704-EKNAJ6704-E

実行対象の業務が見つかりません。

実行対象の業務が見つかりませんでした。次の原因が考えられます。

• 実行対象の業務に対応するルートジョブネットが JP1/AJS3上に

ない。

• 実行対象の業務に対応するルートジョブネットのスケジューラー

サービスが起動していない。

• 実行対象の業務に対応するルートジョブネットのホスト名または

IPアドレスが変更された。

• JP1/AJS3接続用 JP1ユーザーの指定に誤りがある。

（S）

実行を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

JP1/AJS3上の状態を確認してください。

JP1/AJS3のホスト名，または IPアドレスを変更した場合には，

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガ

イド」を参照して対応してください。
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KNAJ6705-EKNAJ6705-EKNAJ6705-EKNAJ6705-E    ～～～～    KNAJ6709-EKNAJ6709-EKNAJ6709-EKNAJ6709-E
KNAJ6705-EKNAJ6705-EKNAJ6705-EKNAJ6705-E

実行対象の業務の実行が許可されていません。

業務実行の操作を許可されていない業務を実行しようとしました。

（S）

実行を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

次のことを確認してください。

• 公開ジョブネットの公開設定の［許可する操作］で，業務実

行が許可されていること。

• 公開ジョブネットの公開設定の［アクセス可能メンバー］に，

Clientユーザーまたは Clientユーザーを含むユーザーグルー

プが登録されていること。

KNAJ6706-EKNAJ6706-EKNAJ6706-EKNAJ6706-E

業務の実行登録ができませんでした。
【理由コード】Serverでのエラーの内容を示すコード番号
【内容】Serverでのエラーの内容

業務の実行登録中にエラーが発生しました。次の原因が考えられま

す。

• 実行対象のルートジョブネットが計画実行登録されている。

• Serverのシステム時間と JP1/AJS3のスケジューラーサービス

ローカル日時がずれている。

• JP1/AJS3のスケジューラーサービスが起動していない。

• JP1/AJS3のルートジョブネットがサスペンドされている。

• JP1/AJS3のルートジョブネットがプランニンググループ下にあ

る。

• 実行登録をした Clientユーザーのユーザー名が長過ぎる。

• マクロ変数 $USER$を使用したマクロ変数値が長過ぎる。

（S）

実行を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

Serverでのエラーの内容を参考に，JP1/AJS3の状態を確認し

てください。

操作した業務が，JP1/AJS3のどのルートジョブネットに対応し

ているかは，実行結果画面の［詳細］ボタンをクリックすると

確認できます。

KNAJ6707-EKNAJ6707-EKNAJ6707-EKNAJ6707-E

予定日時に、Serverのシステム時間の再来月1日以降の日時は指定で
きません。

業務の実行予定日に再来月 1日以降の日時を指定しようとしました。

Clientと Serverのシステム時間が一致していない可能性がありま

す。

（S）

実行を取り消します。

（O）

Clientのシステム時間が現在の時刻と一致していない場合は，

Clientを終了してシステム時間を修正してください。修正後，

予定日時を指定し直して実行してください。

一致している場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡してく

ださい。

［対策］

Serverのシステム時間が Clientのシステム時間および現在の時

刻と一致しているか確認してください。

KNAJ6708-EKNAJ6708-EKNAJ6708-EKNAJ6708-E

予定日時に、Serverのシステム時間よりも過去の日時は指定できま
せん。

業務の実行予定日に過去の日時を指定しようとしました。次の原因

が考えられます。

• Serverと Clientのシステム時間が一致していない。

• 日時の指定後，時間が経過してから［はい］ボタンをクリックし

た。

（S）

実行を取り消します。

（O）

実行予定日を指定し直してください。

それでもエラーが回復しない場合は，JP1/AJS3のシステム管理

者に連絡して，エラー原因の除去を依頼してください。エラー

の回復後，再度，予定日時を指定してください。

［対策］

Serverのシステム時間が Clientのシステム時間および現在の時

刻と一致しているか確認してください。

KNAJ6709-EKNAJ6709-EKNAJ6709-EKNAJ6709-E

中止対象の業務は、実行中ではありません。

実行中ではない業務を中止しようとしました。次の原因が考えられ

ます。

• すでに実行が終了している。

• 中止できる実行状態ではない。

• Serverのシステム時間と JP1/AJS3のスケジューラーサービス

ローカル日時が一致していないため，実行がまだ開始されていな

い。

（S）

実行中止を取り消します。

（O）

実行が終了している業務は中止できません。

しばらく待っても中止したい業務の状態が実行中のままで中止

できない場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エ

ラー原因の除去を依頼してください。
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KNAJ6711-EKNAJ6711-EKNAJ6711-EKNAJ6711-E    ～～～～    KNAJ6717-EKNAJ6717-EKNAJ6717-EKNAJ6717-E
［対策］

JP1/AJS3上での業務の実行状況を確認してください。

KNAJ6711-EKNAJ6711-EKNAJ6711-EKNAJ6711-E

中止対象の業務が見つかりません。

中止対象の業務が見つかりませんでした。次の原因が考えられます。

• 中止対象の業務に対応するルートジョブネットが JP1/AJS3上に

ない。

• 中止対象の業務に対応するルートジョブネットの属するスケ

ジューラーサービスが起動していない。

（S）

実行中止を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

JP1/AJS3の状態を確認してください。

KNAJ6712-EKNAJ6712-EKNAJ6712-EKNAJ6712-E

中止対象の業務は、中止の操作が許可されていません。

中止が許可されていない業務に対して実行を中止しようとしました。

（S）

実行中止を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

公開ジョブネットの公開設定の「中止方法」を確認してくださ

い

KNAJ6713-EKNAJ6713-EKNAJ6713-EKNAJ6713-E

業務の実行中止ができませんでした。
【理由コード】Serverでのエラーの内容を示すコード番号
【内容】Serverでのエラーの内容

Serverで，JP1/AJS3に対して実行した処理が失敗しました。次の

原因が考えられます。

• Serverのシステム時間と JP1/AJS3のスケジューラーサービス

ローカル日時がずれている。

• JP1/AJS3のスケジューラーサービスが起動していない。

• JP1/AJS3のルートジョブネットがサスペンドされている。

• 中止対象となる JP1/AJS3のルートジョブネットが実行登録され

ていない。

（S）

実行中止を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

Serverでのエラーの内容を参考に，JP1/AJS3の状態を確認し

てください。

操作した業務が，JP1/AJS3のどのルートジョブネットに対応し

ているかは，実行結果画面の［詳細］ボタンをクリックすると

確認できます。

KNAJ6715-EKNAJ6715-EKNAJ6715-EKNAJ6715-E

変更後の日時には、正しい日時を指定してください。

業務の実行予定日に不正な日時を指定しようとしました。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

実行予定日に正しい日時を指定してください。

KNAJ6716-EKNAJ6716-EKNAJ6716-EKNAJ6716-E

変更後の日時に、Clientのシステム時間よりも過去の日時は指定でき
ません。

業務の実行予定日に過去の日時を指定しようとしました。次の原因

が考えられます。

• Clientのシステム時間よりも過去の日時を指定した。

• Serverと Clientのシステム時間が一致していない。

• 日時の指定後，時間が経過してから［変更］ボタンをクリックし

た。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

実行予定日を指定し直してください。

Clientのシステム時間が現在の時刻と一致していない場合は，

Clientを終了してシステム時間を修正してください。修正後，

予定日時を指定し直して実行してください。

一致している場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡してく

ださい。

［対策］

Serverのシステム時間が Clientのシステム時間および現在の時

刻と一致しているか確認してください。

KNAJ6717-EKNAJ6717-EKNAJ6717-EKNAJ6717-E

変更後の日時に、Serverのシステム時間よりも過去の日時は指定で
きません。

業務の実行予定日に過去の日時を指定しようとしました。次の原因

が考えられます。

• Serverと Clientのシステム時間が一致していない。

• 日時の指定後，時間が経過してから［はい］ボタンをクリックし

た。

（S）

予約の変更を取り消します。
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KNAJ6718-EKNAJ6718-EKNAJ6718-EKNAJ6718-E    ～～～～    KNAJ6726-EKNAJ6726-EKNAJ6726-EKNAJ6726-E
（O）

実行予定日を指定し直してください。

Clientのシステム時間が現在の時刻と一致していない場合は，

Clientを終了してシステム時間を修正してください。修正後，

予定日時を指定し直して実行してください。

一致している場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡してく

ださい。

［対策］

Serverのシステム時間が Clientのシステム時間および現在の時

刻と一致しているか確認してください。

KNAJ6718-EKNAJ6718-EKNAJ6718-EKNAJ6718-E

変更後の日時に、再来月1日以降の日時は指定できません。

業務の実行予定日に再来月 1日以降の日時を指定しようとしました。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

実行予定日に再来月 1日より前の日時を指定してください。

KNAJ6719-EKNAJ6719-EKNAJ6719-EKNAJ6719-E

変更後の日時に、Serverのシステム時間の再来月1日以降の日時は指
定できません。

業務の実行予定日に再来月 1日以降の日時を指定しようとしました。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。エラーの回復後，再度，予定日時を指定して

ください。

［対策］

Serverのシステム時間が Clientのシステム時間および現在の時

刻と一致しているか確認してください。

KNAJ6720-EKNAJ6720-EKNAJ6720-EKNAJ6720-E

変更・取り消し対象の業務は、実行中または終了済みです。

実行中または実行が完了している業務に対して予約の変更または取

り消しを行おうとしました。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

実行中または実行が完了している業務に対して，予約の変更ま

たは取り消しはできません。

KNAJ6722-EKNAJ6722-EKNAJ6722-EKNAJ6722-E

変更・取り消し対象の業務が見つかりません。

予約の変更または取り消し対象の業務が見つかりませんでした。次

の原因が考えられます。

• 変更または取り消し対象の業務に対応するルートジョブネットが

JP1/AJS3上にない。

• 変更または取り消し対象の業務に対応するルートジョブネットの

属するスケジューラーサービスが起動していない。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

JP1/AJS3上のルートジョブネットの定義を確認してください。

KNAJ6723-EKNAJ6723-EKNAJ6723-EKNAJ6723-E

予定の変更、または取り消しができませんでした。
【理由コード】Serverでのエラーの内容を示すコード番号
【内容】Serverでのエラーの内容

Serverで，JP1/AJS3に対して実行した処理が失敗しました。次の

原因が考えられます。

• Serverのシステム時間と JP1/AJS3のスケジューラーサービス

ローカル日時がずれている。

• JP1/AJS3のスケジューラーサービスが起動していない。

• JP1/AJS3のルートジョブネットがサスペンドされている。

• 操作対象となる JP1/AJS3のルートジョブネットが実行登録され

ていない。

（S）

予約の変更を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

Serverでのエラーの内容を参考に，JP1/AJS3の状態を確認し

てください。

操作した業務が，JP1/AJS3のどのルートジョブネットに対応し

ているかは，実行結果画面の［詳細］ボタンをクリックすると

確認できます。

KNAJ6726-EKNAJ6726-EKNAJ6726-EKNAJ6726-E

同一階層に同じ名前の業務グループは作成できません。

同一階層に同じ名前の業務グループを作成しようとしました。

（S）

変更前の状態に戻します。

（O）

同一階層内にある業務グループの名称を変更するか，同一階層

内で業務グループ名が重複しないように指定してください。
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KNAJ6727-EKNAJ6727-EKNAJ6727-EKNAJ6727-E    ～～～～    KNAJ6735-EKNAJ6735-EKNAJ6735-EKNAJ6735-E
KNAJ6727-EKNAJ6727-EKNAJ6727-EKNAJ6727-E

業務グループ名は必ず指定してください。

業務グループ名に空文字を指定しようとしました。

（S）

変更前の状態に戻します。

（O）

業務グループ名を指定してください。

KNAJ6728-EKNAJ6728-EKNAJ6728-EKNAJ6728-E

業務グループ名は40バイト以下で指定してください。

業務グループ名に指定した値が長過ぎます。

（S）

変更前の状態に戻します。

（O）

業務グループ名は 40バイト以下で指定してください。

KNAJ6729-EKNAJ6729-EKNAJ6729-EKNAJ6729-E

同一階層に同じ業務を複数設定できません。

同一階層に同じ名前の業務を作成しようとしました。

（S）

変更前の状態に戻します。

（O）

同一階層内にある業務の名称を変更するか，同一階層内で業務

名が重複しないように指定してください。

KNAJ6730-EKNAJ6730-EKNAJ6730-EKNAJ6730-E

業務グループの階層は、作成できる業務階層の最大数階層までしか
作成できません。

作成できる業務階層の上限を超えて業務グループを作成しようとし

ました。

（S）

変更前の状態に戻します。

（O）

作成できる業務グループの階層の最大数について，JP1/AJS3の

システム管理者に確認してください。

KNAJ6731-EKNAJ6731-EKNAJ6731-EKNAJ6731-E

業務グループ名は、全角文字、半角英数字、および半角記号 
!#$%+@-._ で指定してください。

業務グループ名に使用できない文字を指定しようとしました。

（S）

変更前の状態に戻します。

（O）

業務グループ名は，全角文字，半角英数字，および次の記号で

指定してください。

! # $ % + @ -（ハイフン） .（ピリオド） _（アンダーバー）

KNAJ6733-EKNAJ6733-EKNAJ6733-EKNAJ6733-E

予定日時に、Clientのシステム時間よりも過去の日時は指定できませ
ん。

業務の実行予定日に過去の日時を指定しようとしました。

（S）

実行を取り消します。

（O）

実行予定日には未来の日時を指定してください。

KNAJ6734-EKNAJ6734-EKNAJ6734-EKNAJ6734-E

同一の業務または業務グループを監視するアイコンがすでに作成さ
れています。

デスクトップにある監視アイコンと同一の業務または業務グループ

の監視アイコンをデスクトップに作成しようとしました。

（S）

監視アイコンの作成を取り消します。

（O）

同一の業務または業務グループの監視アイコンは作成できませ

ん。

KNAJ6735-EKNAJ6735-EKNAJ6735-EKNAJ6735-E

結果ファイルの保存中にエラーが発生しました。(エラーの内容を示
すコード番号)
【詳細】
エラーの内容

結果ファイルの保存処理でエラーが発生しました。次の原因が考え

られます。

• ネットワーク障害が発生した。

• ファイルの入出力エラーが発生した。

• 結果ファイルを公開するWebサーバが起動していない。

• Webサーバで結果ファイルが公開されていない。

（S）

結果ファイルの取得を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

次のことを確認してください。

• ネットワークに異常が発生していないこと。

• 結果ファイルの保存中にほかでアクセスしていないこと。

• Webサーバを経由して結果ファイルを参照できること。
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KNAJ6736-EKNAJ6736-EKNAJ6736-EKNAJ6736-E    ～～～～    KNAJ6763-WKNAJ6763-WKNAJ6763-WKNAJ6763-W
KNAJ6736-EKNAJ6736-EKNAJ6736-EKNAJ6736-E

OSの［結果ファイルの保存］ダイアログボックス、および［ファイ
ルを開く］ダイアログボックスを複数開くことはできません。

［結果ファイルの保存］ダイアログボックス，または［ファイルを開

く］ダイアログボックスを表示した状態で，次の操作を実行しまし

た。

• 結果ファイルを取得しようとした。

• Clientの［カスタマイズ］ダイアログボックスでタイトル画像を

設定する際に，タイトル画像のパスを OSのダイアログボックスか

ら選択しようとした。

（S）

結果ファイルの取得，またはタイトル画像の選択を取り消しま

す。

（O）

［結果ファイルの保存］ダイアログボックス，または［ファイル

を開く］ダイアログボックスを閉じたあとに，再度同じ操作を

実行してください。

KNAJ6739-EKNAJ6739-EKNAJ6739-EKNAJ6739-E

Client内で不正なデータが使用されました。

Clientで不正なデータを使用しました。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

KNAJ6740-EKNAJ6740-EKNAJ6740-EKNAJ6740-E

結果ファイルのパスが不正です。(結果ファイルのパス)

結果ファイルのパスの指定に誤りがあります。

（S）

結果ファイルの取得を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

公開ジョブネットの公開設定の「結果ファイル」を確認してく

ださい。

KNAJ6741-EKNAJ6741-EKNAJ6741-EKNAJ6741-E

業務監視アイコンおよび業務グループ監視アイコンは、デスクトッ
プに合計で作成できる業務（グループ）監視アイコンの最大数個ま
でしか作成できません。

作成できる監視アイコンの上限を超えて業務監視アイコンまたは業

務グループ監視アイコンを作成しようとしました。

（S）

監視アイコンの作成を取り消します。

（O）

デスクトップに表示されている業務監視アイコンまたは業務グ

ループ監視アイコンを削除したあとに，業務監視アイコンまた

は業務グループ監視アイコンを作成してください。

KNAJ6760-EKNAJ6760-EKNAJ6760-EKNAJ6760-E

タイトル画像には、PNG形式のファイルを指定してください。

タイトル画像に PNG形式ではないファイルを指定しようとしまし

た。

（S）

画面のカスタマイズを取り消します。

（O）

タイトル画像に PNG形式のファイルを指定してください。

KNAJ6761-EKNAJ6761-EKNAJ6761-EKNAJ6761-E

指定されたタイトル画像が見つかりません。

タイトル画像に存在しないファイルを指定しようとしました。

（S）

画面のカスタマイズを取り消します。

（O）

指定したタイトル画像があるか確認してください。

KNAJ6762-EKNAJ6762-EKNAJ6762-EKNAJ6762-E

指定されたタイトル画像の読み込みに失敗しました。

タイトル画像の読み込み処理に失敗しました。

（S）

画面のカスタマイズを取り消します。

（O）

指定したタイトル画像が参照できるファイルであるか確認して

ください。

KNAJ6763-WKNAJ6763-WKNAJ6763-WKNAJ6763-W

指定されたタイトル画像の読み込みに失敗したため、デフォルトの
タイトル画像を表示します。

タイトル画像の読み込み処理に失敗しました。

（S）

メニュー画面を表示します。

（O）

次のことを確認してください。

• 指定したタイトル画像が存在すること。

• 指定したタイトル画像のファイルが参照できること。
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KNAJ6764-EKNAJ6764-EKNAJ6764-EKNAJ6764-E    ～～～～    KNAJ6802-QKNAJ6802-QKNAJ6802-QKNAJ6802-Q
KNAJ6764-EKNAJ6764-EKNAJ6764-EKNAJ6764-E

タイトル画像に指定したパスが不正です。A～Zのドライブ名付きの
フルパスで指定してください。

タイトル画像に不正なパスを指定しようとしました。次の原因が考

えられます。

• UNC形式のパスを指定した。

• システムドライブ名に A～ Z以外を指定している。

• 相対パスで指定している。

（S）

画面のカスタマイズを取り消します。

（O）

指定したタイトル画像が A～ Zのシステムドライブ名付きのフ

ルパスで指定されているか確認してください。

KNAJ6766-EKNAJ6766-EKNAJ6766-EKNAJ6766-E

2ギガバイトを超える結果ファイルはダウンロードできません。

ファイルサイズが 2ギガバイトを超える結果ファイルを取得しよう

としました。

（S）

結果ファイルの取得を取り消します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

ファイルサイズが 2ギガバイトを超える結果ファイルを指定し

ないでください。結果ファイルのサイズが 2ギガバイトを超え

てしまう場合は，一つの結果ファイルに出力していた実行結果

を複数のファイルに分散して出力するように，ジョブの定義を

変更してください。

KNAJ6767-EKNAJ6767-EKNAJ6767-EKNAJ6767-E

「すぐに実行」または「あとで実行」できる上限数を超えていま
す。

「すぐに実行」または「あとで実行」に失敗しました。次の原因が考

えられます。

• 接続先ホストで実行できるジョブネット数が上限値に達している。

• 接続先ホストで予約できるジョブネット数が上限値に達している。

（S）

実行登録を取り消します。

（O）

しばらく待ってから再実行してください。それでも同一のエ

ラーが発生する場合は，JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して

ください。

［対策］

［すぐに実行］の最大登録数，または［あとで実行］の最大登録

数の値を小さくし過ぎていないかどうか，Serverの環境設定を

確認してください。

KNAJ6768-EKNAJ6768-EKNAJ6768-EKNAJ6768-E

ユーザー名を指定してください。

ユーザー名が未入力です。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

ユーザー名を入力したあと，再度実行してください。

KNAJ6769-EKNAJ6769-EKNAJ6769-EKNAJ6769-E

接続ホスト名を指定してください。

接続ホスト名が未入力です。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

接続ホスト名を入力したあと，再度実行してください。

KNAJ6770-EKNAJ6770-EKNAJ6770-EKNAJ6770-E

ホスト名が不正です。

ホスト名が不正です。

（S）

［ログイン］ウィンドウを表示します。

［対策］

正しいホスト名を指定して，再度実行してください。

KNAJ6801-QKNAJ6801-QKNAJ6801-QKNAJ6801-Q

このウィンドウを閉じると終了（ログアウト）します。よろしいで
すか？

ログアウトしてよいか確認します。

（S）

［はい］ボタンをクリックすると，ログアウトします。

［いいえ］ボタンをクリックすると，ログアウトしません。

KNAJ6802-QKNAJ6802-QKNAJ6802-QKNAJ6802-Q

業務の実行完了後に結果ファイルが更新されています。結果ファイ
ルを取得しますか？
最終更新日時: 結果ファイルの最終更新日時

業務の実行完了後に結果ファイルが更新されています。上書きされ

ている結果ファイルを取得するかどうかを確認します。

（S）

［はい］ボタンをクリックすると，結果ファイルの保存先を選択

するダイアログボックスを表示します。

［いいえ］ボタンをクリックすると，ダイアログボックスを閉じ

ます。
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KNAJ6970-EKNAJ6970-EKNAJ6970-EKNAJ6970-E    ～～～～    KNAJ9183-EKNAJ9183-EKNAJ9183-EKNAJ9183-E
KNAJ6970-EKNAJ6970-EKNAJ6970-EKNAJ6970-E

内部ファイルの操作中にエラーが発生しました。
【詳細】
詳細情報

ローカル DBの操作中にエラーが発生しました。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

ローカル DBのアクセス権を確認してください。

アクセス権に問題がない場合は，次の手順に従って対処してく

ださい。

1. トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取する。
2. ローカル DBを削除する。

3. Clientを再インストールする。

KNAJ6980-EKNAJ6980-EKNAJ6980-EKNAJ6980-E

アラート音の再生または停止中に、エラーが発生しました。
【詳細】
詳細情報

業務監視で使用するアラート音の再生または停止中に，エラーが発

生しました。

（S）

アラート音の再生および停止処理を中断します。

（O）

オーディオデバイスの状態を確認してください。

KNAJ6998-EKNAJ6998-EKNAJ6998-EKNAJ6998-E

処理を継続できないため、Clientを終了します。

処理を継続できないため，Clientを終了します。

（S）

Clientを終了します。

（O）

一つ前に出力されたメッセージに従って対処してください。

KNAJ6999-EKNAJ6999-EKNAJ6999-EKNAJ6999-E

予期しないエラーが発生しました。

予期しないエラーが発生しました。

（S）

Clientを終了します。

（O）

JP1/AJS3のシステム管理者に連絡して，エラー原因の除去を依

頼してください。

［対策］

トラブルが発生したときに採取が必要な資料を採取して，開発

元へ問い合わせてください。

（5） KNAJ9100～ KNAJ9199（インストー
ラーに関するメッセージ）

インストーラーに関するメッセージの一覧を次に示します。

KNAJ9180-EKNAJ9180-EKNAJ9180-EKNAJ9180-E

このプラットフォームは未サポートです。インストールを中断しま
す。

サポートしていないプラットフォームにインストールしようとして

います。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

サポートしているプラットフォームにインストールしてくださ

い。

KNAJ9181-EKNAJ9181-EKNAJ9181-EKNAJ9181-E

ログインアカウントはインストールまたはアンインストールするた
めに必要な権限を持っていません。管理者アカウントを使用してく
ださい。

Administrators権限を持たない OSユーザーがインストールまたは

アンインストールしようとしています。

（S）

インストールまたはアンインストールを中断します。

［対策］

インストールおよびアンインストールは，Administrators権限

を持つ OSユーザーで実行する必要があります。Administrators

権限を持つ OSユーザーでインストールまたはアンインストール

を実行してください。

KNAJ9182-EKNAJ9182-EKNAJ9182-EKNAJ9182-E

インストール先フォルダのパスが長過ぎます。
もう一度インストール先を選択してください。

インストール先フォルダのパスが長過ぎます。

（S）

インストール先の選択ダイアログボックスに戻ります。

［対策］

インストール先フォルダのパスは 150バイト以下で指定してく

ださい。

KNAJ9183-EKNAJ9183-EKNAJ9183-EKNAJ9183-E

指定されたフォルダ：‘指定したフォルダのパス’は無効か、不完
全か、または書込みができません。

無効なインストール先フォルダのパスが指定されています。
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KNAJ9184-EKNAJ9184-EKNAJ9184-EKNAJ9184-E    ～～～～    KNAJ9198-EKNAJ9198-EKNAJ9198-EKNAJ9198-E
（S）

インストール先の選択ダイアログボックスに戻ります。

［対策］

書き込みできるフォルダをインストール先フォルダとして指定

してください。

KNAJ9184-EKNAJ9184-EKNAJ9184-EKNAJ9184-E

新しいバージョンのJP1/AJS3 - User Job Operation/Serverが既にイ
ンストールされているため上書きインストールすることができませ
ん。
インストールされているJP1/AJS3 - User Job Operation/Serverをア
ンインストールしてからもう一度インストールを実行してください

新しいバージョンの Serverがすでにインストールされているため，

上書きインストールできません

（S）

インストールを中断します。

［対策］

インストールされている Serverをアンインストールしてから，

再度インストールしてください。

KNAJ9185-EKNAJ9185-EKNAJ9185-EKNAJ9185-E

レジストリ情報を取得することができないため上書きインストール
することができません。インストールされているJP1/AJS3 - User 
Job Operation/Serverをアンインストールしてからもう一度インス
トールを実行してください。

インストール先のレジストリを参照できないため，上書きインス

トールできません。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

インストールされている Serverをアンインストールしてから，

再度インストールしてください。

KNAJ9188-WKNAJ9188-WKNAJ9188-WKNAJ9188-W

環境変数Pathの設定に失敗しました。インストール完了後、環境変
数Pathに「<指定したインストールフォルダ>¥bin」を追加してくだ
さい。インストールフォルダ：インストール先フォルダのパス

環境変数 Pathに設定できる文字列のサイズを超過しているため，

binフォルダのパスを登録できません。

（S）

環境変数 Pathへの登録処理はスキップし，処理を続行します。

［対策］

環境変数 Pathの不要なパスを削除したあと，binフォルダのパ

スを登録してください。

KNAJ9190-EKNAJ9190-EKNAJ9190-EKNAJ9190-E

前提バージョンのJP1/Baseがインストールされていません。JP1/
Baseをインストール後、再度実行してください。

前提バージョンの JP1/Baseがインストールされていません。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

前提バージョンの JP1/Baseをインストールしてから，再度イン

ストールしてください。

KNAJ9192-EKNAJ9192-EKNAJ9192-EKNAJ9192-E

既存バージョンのインストールフォルダ下にあるフォルダまたは
ファイルが他のプロセスで使用中です。フォルダまたはファイルを
使用しているプロセスを終了してから再度インストールを実行して
ください。

インストール先フォルダ下にあるフォルダまたはファイルがほかの

プロセスで使用中のため，インストール処理を続行できません。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

フォルダまたはファイルを使用しているプロセスを終了してか

ら，再度インストールを実行してください。

KNAJ9197-EKNAJ9197-EKNAJ9197-EKNAJ9197-E

日立トレースライブラリのインストールに失敗しました。（不正な
内容の詳細情報）
システム管理者に連絡してください。

日立トレースライブラリのインストールに失敗しました。インス

トール先フォルダのアクセス権，またはインストール媒体に問題が

あるおそれがあります。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

システムドライブ ¥Program Files※ ¥Hitachi配下のフォル

ダおよびファイルのアクセス権を確認してください。

インストール媒体に問題がある場合は，開発元へ問い合わせて

ください。

注※

64ビット版のWindows Server 2008およびWindows 

Server 2003（x64）の場合は，「Program Files」を

「Program Files(x86)」と読み替えてください。

KNAJ9198-EKNAJ9198-EKNAJ9198-EKNAJ9198-E

製品情報の取得に失敗しました。(詳細情報:詳細情報,詳細情報コード
)

製品情報の取得に失敗しました。インストール媒体に問題があるお

それがあります。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

インストール媒体に問題がある場合は，開発元へ問い合わせて
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KNAJ9199-EKNAJ9199-EKNAJ9199-EKNAJ9199-E    ～～～～    KNAJ9199-EKNAJ9199-EKNAJ9199-EKNAJ9199-E
ください。

KNAJ9199-EKNAJ9199-EKNAJ9199-EKNAJ9199-E

予期しないエラーが発生しました。(詳細情報:詳細情報,詳細情報コー
ド)システム管理者に連絡してください。

予期しないエラーが発生しました。

（S）

インストールを中断します。

［対策］

インストール先フォルダのアクセス権を確認して，再度インス

トールしてください。それでもエラーが発生する場合は，イン

ストールログを採取して，開発元へ問い合わせてください。

インストールログは通常，Windowsディレクトリ※

¥Temp¥HCDINSTの直下に出力されます。

注※

Windowsディレクトリのデフォルトは，「C:¥WINDOWS」で

す。
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付録 A　Clientの操作
付録 A　Clientの操作
Clientを使用すると，業務を実行したり監視したりできます。ここでは，Clientの操作方法について説明
します。

Windowsの［スタート］メニューから［プログラム］－［JP1_Automatic Job Management System 3 - 
User Job Operation］－［JP1_AJS3 - UJO_Client］を選択するか，または［JP1_AJS3 - UJO_Client］
アイコンをダブルクリックすることで，ログイン画面が表示されます。

注意事項
Clientは一つの PCで二つ以上同時に起動できません。

補足事項
• 自動ログインを設定しておくと，Clientの起動時に自動でログインできるようになります。自動ロ
グインはオプションボタンから設定できます。

• 画面の右下の角をドラッグすると，画面のサイズを変更できます。画面サイズは，463× 314～
1,024× 695ピクセルの間で，縦横比固定で変更できます。

　

ログイン画面にユーザー名，パスワード，および接続ホスト名を入力してログインすると，メニュー画面
が表示されます。

各ボタンをクリックすると，業務の実行・監視や，Clientの設定の変更ができます。

業務実行
• 実行する
業務を実行したり，実行を予約したりできます。

• 結果をみる
実行中，または実行が終了した業務の状態を確認できます。また，実行結果として出力されたファ
イルをダウンロードしたり，実行中の業務を中止したりすることもできます。

• 予定をみる
実行予定の予約状況を確認できます。予定日時を変更したり，予約を取り消したりすることもでき
ます。

• 追加・整理
［実行する］をクリックしたときに表示される業務の階層を見やすいように変更して，お気に入りと
して登録できます。

業務監視
• 監視する
業務の実行状態を監視できます。監視アイコンをデスクトップにはり付けて監視することもできま
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付録 A　Clientの操作
す。
• 追加・整理
［監視する］をクリックしたときに表示される業務の階層を見やすいように変更して，お気に入りと
して登録できます。

モード切り替え
業務をデフォルトの階層で表示するか，お気に入りに登録した階層で表示するかを選択します。

ホームボタン

メニュー画面に戻ります。

オプションボタン

オプションメニューが表示されます。
• カスタマイズ
画面のタイトルおよび画面のフレーム色を変更できます。ただし，メインの画面とは別のウィンド
ウで表示される画面（ダイアログボックス）は，カスタマイズできません。

• パスワードの変更
オプションメニューに［パスワードの変更］が表示されている場合，ログイン時のパスワードを変
更できます。

• 自動ログイン設定
自動ログインを設定した PCからログインすると，ログイン画面にユーザー情報を入力しなくても
ログインできるようになります。

• 結果通知の表示
業務の実行結果を通知するダイアログボックス（業務実行結果ダイアログボックス）を表示するか
どうか設定できます。チェックされている場合，実行した業務が終了すると，ダイアログボックス
が表示されます。

• バージョン情報
バージョン情報が表示されます。

　

補足事項
操作できる業務がないメニューは表示されません。例えば，監視できる業務がない場合，業務監視の
メニューは表示されません。

付録 A.1　業務実行
業務をすぐに実行したり，予約して実行したりします。実行した業務の結果を確認したり，予約した業務
の実行予定を確認したりすることもできます。

注意事項
表示される情報は定期的に更新されるため，表示されている状態が最新の状態ではない場合がありま
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す。

（1） 業務を実行する

メニュー画面で［実行する］をクリックすると，実行画面が表示されます。

実行画面に表示されるアイコンには，次の 2種類があります。

業務アイコン

業務に対応するアイコンです。業務が実行中または予約中の場合は，その状態を示すアイコンが表示
されます。

業務グループアイコン

業務グループに対応するアイコンです。業務グループとは，業務を階層で管理するためのグループの
ことです。
業務グループアイコンをクリックすると，配下に登録されている業務や業務グループのアイコンを表

示できます。上へボタン をクリックすると，一つ上の階層を表示できます。

業務アイコンをクリックすると，業務の実行方法を選択できます。

［すぐに実行］
業務がすぐに実行されます。
業務の実行に条件が必要な場合は，実行条件を設定する画面が表示されます。
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付録 A　Clientの操作
［あとで実行］
業務の実行予定日時を設定する画面が表示されます。

　
実行を予約したい日時をクリックすると，業務の開始時刻を予約できます。開始時刻は 10分単位で
指定できます。予約できる日時は，現在の時刻から翌月の末日までです。

（例）
現在時刻が 5:39の場合は，5:40から指定できます。

　

補足事項
実行した業務が終了すると，Windowsのタスクバーから業務の実行結果を通知するダイアログボック
ス（業務実行結果ダイアログボックス）が表示されます。このダイアログボックスを表示するかどう
かは，メニュー画面のオプションメニューで変更できます。

（2） 業務の実行結果を確認する

メニュー画面で［結果をみる］をクリックすると実行結果画面が表示され，実行中，または実行が終了し
た業務の状態を確認できます。
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付録 A　Clientの操作
業務の実行状態は，アイコンの色で確認できます。ただし，定期的に状態を更新するため，表示されてい
る状態が最新の状態ではない場合があります。

表 A-1　アイコンの表示色と業務の状態名

注※
［中止］ボタンをクリックして実際に業務が中止するまでは「中止待ち」と表示されます。

それぞれの業務に，結果ファイルアイコン ，［詳細］ボタン，および［中止］ボタンが表示される場

合があります。

結果ファイルアイコン

業務の実行結果を通知する画面に結果ファイルの一覧が表示され，結果ファイルをダウンロードでき
ます。実行した業務が実行結果としてファイルを出力する場合に表示されます。
なお，同じ業務を複数回実行した場合は，すべての業務にアイコンが表示されます。この場合，どの
アイコンをクリックしても，最後に生成された結果ファイルがダウンロードされます。

［詳細］ボタン
業務の実行結果の詳細情報として，業務名，実行時間，状態（詳細），前回実行実績などが表示されま
す。
ここで表示される情報は，管理者用の情報です。業務に異常が発生した場合は，表示されている情報
を管理者に連絡してください。
詳細情報には，［ガイド］ボタンが表示される場合があります。必要に応じてガイドを参照し，指示に

アイコンの表示色 状態名 意味と対処

赤 異常検出※ 業務の実行中ですが，異常または警告が発生して
います。管理者に連絡してください。

警告検出※

異常終了 業務が異常終了または警告終了しています。管理
者に連絡してください。

警告終了

中止 操作によって業務の実行が中止されました。

黄色 保留中※ 業務の実行が保留されています。管理者に連絡し
てください。

緑 実行中※ 業務は実行中です。

正常終了 業務は正常に終了しています。

灰色 不明 業務の結果が取得できませんでした。管理者に連
絡してください。
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付録 A　Clientの操作
従ってください。

［中止］ボタン
業務の実行を中止できます。業務が実行中で，中止できる業務にだけ表示されます。

（3） 業務の実行予定を確認する

メニュー画面で［予定をみる］をクリックすると，実行予定画面が表示され，業務の予約状況を確認でき
ます。

実行予定がある日には，予約アイコン が表示されます。予約アイコンをクリックすると，その日の実

行予定が確認できます。

それぞれの実行予定には［変更］ボタンと［取消］ボタンが表示されます。

［変更］ボタン
予約日時を変更できます。

［取消］ボタン
予約を取り消すことができます。

また，実行予定画面の［予定一覧］タブをクリックすると，実行予定を一覧で確認できます。
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（4） お気に入りを設定する

メニュー画面で［追加・整理］をクリックすると，お気に入り設定画面が表示され，業務の階層を見やす
いように変更できます。

お気に入りに登録した階層は，モード切り替えを［お気に入りモード］に切り替えることで表示できます。

付録 A.2　業務監視
業務の状態を監視します。実行中の業務の状態や遅延の有無を確認したり，保存世代情報（前回世代の実
行結果または状態）や次回の実行開始予定を確認することができます。

注意事項
表示される情報は定期的に更新されるため，表示されている状態が最新の状態ではない場合がありま
す。

（1） 業務を監視する

メニュー画面で［監視する］をクリックすると，監視画面が表示されます。

監視画面に表示される監視アイコンには，次の 2種類があります。

業務監視アイコン

業務を監視するアイコンです。
業務監視アイコンの色は，監視対象の業務の状態に対応する色で表示されます。

業務グループ監視アイコン

業務グループを監視するアイコンです。業務グループとは，業務を階層で管理するためのグループで
す。
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付録 A　Clientの操作
業務グループ監視アイコンをクリックすると，配下に登録されている業務や業務グループの監視アイ

コンを表示できます。上へボタン をクリックすると，一つ上の階層を表示できます。

業務グループ監視アイコンの色は，配下にある業務のうち，最も優先度の高い状態を持つ業務と同じ
色で表示されます。

遅延（開始遅延，ネスト開始遅延，終了遅延，ネスト終了遅延のどれか）が発生している業務の監視アイ
コンは遅延マーク付きで表示されます。

補足事項
Windowsの「デスクトップの表示」機能を使用してデスクトップに表示されているすべてのウィンド
ウを最小化した場合，デスクトップに作成してあるショートカットアイコンは残ったままになります
が，監視アイコンは Clientの画面とともに最小化されます。再度「デスクトップの表示」機能を使用
してウィンドウを表示するか，または Clientの画面を再度表示すると，監視アイコンも表示されま
す。

業務監視アイコンの表示色，状態名，および業務グループ監視アイコンの表示優先度の関係を次の表に示
します。

表 A-2　業務監視アイコンの表示色，状態名，および業務グループ監視アイコンの表示優先度の関係

注※
数字が小さいほど優先度が高くなります。

監視アイコンはデスクトップ上にはり付けて監視できます。デスクトップ上の監視アイコンをダブルク
リックすると，ディスプレイの最前面に監視画面が表示されます。

業務監視アイコンの表示色 状態名 意味 業務グループ監視アイコンの
表示優先度※

赤 異常検出 業務の実行中ですが，異常ま
たは警告が発生しています。

1

警告検出

異常終了 業務が異常終了または警告終
了しています。

2

警告終了

中止 業務が中止されています。

黄色 保留中 業務の実行が保留されていま
す。

3

緑 実行中 業務は実行中です。 4

正常終了 業務は正常に終了していま
す。

5

白 未実行 業務が実行されていません。 6

不明 業務の状態が不明です。
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付録 A　Clientの操作
監視している業務に異常が発生すると，監視アイコンがアニメーション表示になり，アラート音が鳴り出
します。デスクトップ上に監視アイコンをはり付けておくと，業務の監視以外の作業をしている場合でも，
監視アイコンがディスプレイの最前面に表示され即座に異常を検知できます。

業務監視アイコンのアニメーションとアラート音を停止するには，監視アイコンをクリックします。業務
グループ監視アイコンのアニメーションとアラート音を停止するには，配下で異常を通知している業務監
視アイコンをクリックします。

監視画面の［状態一覧］タブをクリックすると，監視画面に表示されている階層にある業務や業務グルー
プの状態および遅延の有無を表示できます。また，［状態一覧］タブにある［詳細］ボタンをクリックする
と，業務の詳細情報が表示されます。

［詳細］ボタン
監視する業務の詳細情報として，業務名，実行時間，状態（詳細），遅延状態，次回開始予定，保存世
代情報などが表示されます。
ここで表示される情報は，管理者用の情報です。業務に異常が発生した場合は，表示されている情報
を管理者に連絡してください。詳細情報には，［ガイド］ボタンが表示される場合があります。必要に
応じてガイドを参照し，指示に従ってください。

（2） お気に入りを設定する

メニュー画面で［追加・整理］をクリックすると，お気に入り設定画面が表示され，業務の階層を見やす
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いように変更できます。

お気に入りに登録した階層は，モード切り替えを［お気に入りモード］に切り替えることで表示できます。

付録 A.3　Clientの画面遷移
Clientの画面遷移図を次に示します。
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図 A-1　Clientの画面遷移図
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付録 A　Clientの操作
注意事項
ディスプレイの解像度は 1,024× 768ピクセル以上に設定してください。1,024× 768ピクセル未満
に設定すると，表示内容が収まらないことがあります。
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付録 B　ファイルおよびフォルダ一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationの各コンポーネントのファイル名およびフォルダ名を説明します。

付録 B.1　Serverのファイルおよびフォルダ一覧
Serverのファイルおよびフォルダ一覧では，次の略称を使用しています。

• SystemDrive：システムドライブ 
• Server_Path：Serverのインストール先フォルダ
デフォルトのインストール先フォルダを次の表に示します。

表 B-1　デフォルトのインストール先フォルダ

Serverで使用するファイルおよびフォルダを次の表に示します。

表 B-2　Serverのファイルおよびフォルダ一覧

インストール先ホストの OS インストール先フォルダ

Windows 7 SystemDrive¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 -
UJO_Server

Windows Server 2008（32ビット版）

Windows Server 2003

Windows XP Professional

Windows Server 2008（64ビット版） SystemDrive¥Program
Files(x86)¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Server

Windows Server 2008 R2

Windows Server 2003(x64)

内容 ファイル名・フォルダ名 アンインストール時の削除可否

readmeファイル Server_Path¥readme.txt ○

新修正パッチログファイル Server_Path¥PATCHLOG.TXT※ 1 ○

新修正パッチログファイルバッ
クアップフォルダ

Server_Path¥patch_backup_dir※ 1 ○

実行ファイル格納フォルダ Server_Path¥bin ○

インスタンス設定ファイル格納
フォルダ

Server_Path¥conf ○

インスタンス設定ファイル Server_Path¥conf¥instances.xml ○

インスタンス設定ファイルモデ
ルファイル

Server_Path¥conf¥instances.xml.model ○

ライブラリ格納フォルダ Server_Path¥lib ○

インスタンスフォルダ格納フォ
ルダ

Server_Path¥instances ○

インスタンスフォルダ Server_Path¥instances¥instance ○

環境設定ファイル格納フォルダ Server_Path¥instances¥instance¥conf ○

環境設定ファイル Server_Path¥instances¥instance¥conf¥config
.xml

○
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環境設定ファイルモデルファイ
ル

Server_Path¥instances¥instance¥conf¥config
.xml.model

○

データファイル格納フォルダ Server_Path¥instances¥instance¥data △

LDAP接続情報設定ファイル Server_Path¥instances¥instance¥data¥ldapin
fo.dat

×

公開ジョブネット定義情報ファ
イル

Server_Path¥instances¥instance¥data¥mappin
gdefine.dat

○

ユーザーリストファイル Server_Path¥instances¥instance¥data¥userli
st.dat

○

ユーザーグループ定義ファイル Server_Path¥instances¥instance¥data¥usergr
oup.dat

○

Server監視プロセスの起動パ
ラメーターファイル

Server_Path¥instances¥instance¥data¥proces
s-watcher-args.dat

○

Serverプロセスの起動パラ
メーターファイル

Server_Path¥instances¥instance¥data¥remote
command-args.properties

○

ログインユーザー情報ファイル Server_Path¥instances¥instance¥data¥logint
able.dat

×

業務監視情報ファイル Server_Path¥instances¥instance¥data¥jobnet
audit.dat

×

予約履歴ファイル格納フォルダ Server_Path¥instances¥instance¥data¥reserv
e

×

実行履歴ファイル格納フォルダ Server_Path¥instances¥instance¥data¥execut
e

×

ログファイル格納フォルダ Server_Path¥instances¥instance¥log ×

操作ログファイル Server_Path¥instances¥instance¥log¥admujol
og[n]※ 2.log

×

Serverログファイル（Server
監視プロセス）

Server_Path¥instances¥instance¥log¥process
watcher[n]※ 2.log

×

Serverログファイル（Server
プロセス）

Server_Path¥instances¥instance¥log¥remotec
ommand[n]※ 2.log

×

Serverログファイル（JP1/
AJS3 - User Job Operation
サービスプロセス）

Server_Path¥instances¥instance¥log¥servers
ervice[n]※ 2.log

×

Serverログファイル（ユー
ザー一括設定コマンド）

Server_Path¥instances¥instance¥log¥jpujose
tuser[n]※ 2.log

×

Serverログファイル（環境設
定適用コマンド）

Server_Path¥instances¥instance¥log¥jpujolo
adcfg[n]※ 2.log

×

Serverログファイル（公開
ジョブネット定義適用コマン
ド）

Server_Path¥instances¥instance¥log¥jpujolo
addef[n]※ 2.log

×

Server ID管理ファイル格納
フォルダ

Server_Path¥instances¥instance¥sys ×

製品情報登録ファイル格納フォ
ルダ

SystemDrive¥Program Files※

3¥Hitachi¥jp1common¥jp1ajs3ujo

×

ライセンスライブラリログ格納
フォルダ

Windowsディレクトリ※
4¥Temp¥jp1common¥jp1ajs3ujo

×

内容 ファイル名・フォルダ名 アンインストール時の削除可否
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付録 B　ファイルおよびフォルダ一覧
（凡例）
○：アンインストール時に削除されます。フォルダの場合は，配下のファイルごと削除されます。
△：配下のファイルのうち，一部はアンインストール時に削除されます。
×：アンインストール時に削除されません。

注
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス
「Server_Path¥instances¥instance」を変更している場合，アンインストールしても配下のフォ
ルダおよびファイルは削除されません。

注※ 1
修正パッチをインストールしたときに作成されます。

注※ 2
[n]には，1～ 16の数字が入ります。

注※ 3
インストール先ホストの OSが 64ビット版のWindows Server 2008またはWindows Server 2003
（x64）の場合は，「Program Files」を「Program Files (x86)」と読み替えてください。

注※ 4
Windowsディレクトリのデフォルトは，「C:¥WINDOWS」です。

付録 B.2　Definerのファイルおよびフォルダ一覧
Definerのファイルおよびフォルダ一覧では，次の略称を使用しています。

• SystemDrive：システムドライブ
• Definer_Path：Definerのインストール先フォルダ
デフォルトのインストール先フォルダのパスを次に示します。
 
SystemDrive¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Definer

 
• ApplicationData：アプリケーションデータフォルダ
インストール先ホストのアプリケーションデータフォルダのパスを次の表に示します。なお，インス
トール先ホストの OSによってパスが異なります。

表 B-3　アプリケーションデータフォルダ

 

Definerで使用するファイルおよびフォルダを次の表に示します。

インストール先ホストの OS アプリケーションデータフォルダ

Windows 7 SystemDrive¥Users¥ユーザー名 ¥AppData¥Roaming

Windows Vista

Windows Server 2008

Windows Server 2003 SystemDrive¥Document and Settings¥ユーザー名 ¥Application
DataWindows XP Professional
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付録 B　ファイルおよびフォルダ一覧
表 B-4　Definerのファイルおよびフォルダ一覧

（凡例）
○：アンインストール時に削除されます。フォルダの場合は，配下のファイルごと削除されます。
×：アンインストール時に削除されません。

付録 B.3　Clientのファイルおよびフォルダ一覧
Clientのファイルおよびフォルダ一覧では，次の略称を使用しています。

• SystemDrive：システムドライブ
• Client_Path：Clientのインストール先フォルダ
デフォルトのインストール先フォルダのパスを次に示します。
 
SystemDrive¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Client

 
• ApplicationData：アプリケーションデータフォルダ
インストール先ホストのアプリケーションデータフォルダのパスを次の表に示します。なお，インス
トール先ホストの OSによってパスが異なります。

表 B-5　アプリケーションデータフォルダ

内容 ファイル名・フォルダ名 アンインストール時の削除可
否

Definer実行ファイル Definer_Path¥JP1_AJS3 - UJO_Definer.exe ○

Definer用 SWFファイル Definer_Path¥JP1_AJS3 - UJO_Definer.swf ○

設定ファイル格納フォルダ Definer_Path¥assets ○

環境設定ファイル格納フォル
ダ

Definer_Path¥assets¥config ○

環境設定ファイル Definer_Path¥assets¥config¥config.xml ○

環境設定ファイルモデルファ
イル

Definer_Path¥assets¥config¥config.xml.model ○

イメージファイル格納フォル
ダ

Definer_Path¥assets¥image ○

AIRアプリケーションメタ情
報格納フォルダ

Definer_Path¥META-INF ○

コマンドファイル格納フォル
ダ

Definer_Path¥tool ○

ローカル DBフォルダ格納
フォルダ

ApplicationData¥jp.co.Hitachi.soft.ajs3.ujo.
definer

×

ローカル DBファイル格納
フォルダ

ApplicationData¥jp.co.Hitachi.soft.ajs3.ujo.
definer¥Local Store

×

インストール先ホストの OS アプリケーションデータフォルダ

Windows 7 SystemDrive¥Users¥ユーザー名 ¥AppData¥Roaming

Windows Vista

Windows Server 2008

Windows Server 2003 SystemDrive¥Document and Settings¥ユーザー名 ¥Application
DataWindows XP Professional
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Clientで使用するファイルおよびフォルダを次の表に示します。

表 B-6　Clientのファイルおよびフォルダ一覧

（凡例）
○：アンインストール時に削除されます。フォルダの場合は，配下のファイルごと削除されます。
×：アンインストール時に削除されません。

内容 ファイル名・フォルダ名 アンインストール時の削除可否

Client実行ファイル Client_Path¥JP1_AJS3 -
UJO_Client.exe

○

Client用 SWFファイル Client_Path¥JP1_AJS3 -
UJO_Client.swf

○

設定ファイル格納フォルダ Client_Path¥assets ○

環境設定ファイル格納フォル
ダ

Client_Path¥assets¥config ○

環境設定ファイル Client_Path¥assets¥config¥config
.xml

○

環境設定ファイルモデルファ
イル

Client_Path¥assets¥config¥config
.xml.model

○

イメージファイル格納フォル
ダ

Client_Path¥assets¥image ○

AIRアプリケーションメタ情
報格納フォルダ

Client_Path¥META-INF ○

コマンドファイル格納フォル
ダ

Client_Path¥tool ○

ローカル DBフォルダ格納
フォルダ

ApplicationData¥jp.co.Hitachi.so
ft.ajs3.ujo.client

×

ローカル DBファイル格納
フォルダ

ApplicationData¥jp.co.Hitachi.so
ft.ajs3.ujo.client¥Local Store

×
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付録 C　プロセス一覧
付録 C　プロセス一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationによって生成されるプロセスについて説明します。

付録 C.1　プロセス構成図
JP1/AJS3 - User Job Operationのプロセス構成を次の図に示します。

図 C-1　JP1/AJS3 - User Job Operationのプロセス構成

付録 C.2　プロセス一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationのプロセス一覧について説明します。

（1） Serverのプロセス一覧

Serverのプロセス一覧を次の表に示します。なお，表中のプロセス名の後ろに記載されている値は，同時
に起動できるプロセス数です。

表 C-1　Serverのプロセス一覧

（凡例）

プロセス名（プロセス数） 機能

jpujoservice（1） － － JP1/AJS3 - User Job Operationサービス
プロセス
java（Server監視プロセス）を起動およ
び監視する。

java（1）
（Server監視プロセス）

－ Server監視プロセス
java（Serverプロセス）を起動および監
視する。

java（1）
（Serverプロセス）

Serverプロセス
Definerおよび Clientからの操作要求を
受け付け，スレッドに処理を委任する。
333
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－：該当なし

（2） Definerのプロセス一覧

Definerのプロセス一覧を次の表に示します。なお，表中のプロセス名の後ろに記載されている値は，同
時に起動できるプロセス数です。

表 C-2　Definerのプロセス一覧

（3） Clientのプロセス一覧

Clientのプロセス一覧を次の表に示します。なお，表中のプロセス名の後ろに記載されている値は，同時
に起動できるプロセス数です。

表 C-3　Clientのプロセス一覧

プロセス名（プロセス数） 機能

JP1_AJS3 - UJO_Definer.exe（1） AIRアプリケーション実行プロセス
Serverと通信して，公開ジョブネット定義などを行う。

プロセス名（プロセス数） 機能

JP1_AJS3 - UJO_Client.exe（1） AIRアプリケーション実行プロセス
Serverと通信して，公開ジョブネットを実行および監視す
る。
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付録 D　ポート番号一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationで使用するポート番号について説明します。使用するプロトコルは，
TCP/IPです。

付録 D.1　ポート番号
JP1/AJS3 - User Job Operationで使用するポート番号の一覧を次の表に示します。

表 D-1　ポート番号一覧

付録 D.2　ファイアウォールの通過方向
ファイアウォールの通過方向を次の表に示します。

表 D-2　ファイアウォールの通過方向とポート番号

（凡例）
ANY：OSによって割り当てられる空きポート番号を使用します。この場合に使用するポート番号の
範囲は，OSによって異なります。
→：接続元から接続先への通過

注※ 1
ほかのプログラムによってこのポート番号が使用されている場合は，servicesファイルを編集して
ポート番号を変更できます。ポート番号の変更方法については，「4.3.3(2)(b) デフォルトのポート番号
が使用できない場合のセットアップ」を参照してください。

ポート番号 サービス名 説明

35200/tcp jp1ajs3ujo Definerまたは Clientと Serverとの接続用ポート

35300/tcp jp1ajs3ujoinner Server内部でのプロセス間通信用ポート

389/tcp ldap Serverと LDAPサーバとの接続用ポート

636/tcp ldaps Serverと LDAPサーバとの接続用ポート（SSL通信の場
合）

接続 接続元 ファイア
ウォールの
通過方向

接続先

プログラム 使用ポート
番号

プログラム サービス名 使用ポート番
号

Serverへの接続 Definerまた
は Client

ANY → Server jp1ajs3ujo 35200/tcp※ 1

JP1/AJS3 - 
Managerへの接
続

Server ANY → JP1/AJS3 - 
Manager

jp1ajs2monitor 20244/tcp※ 2

LDAPサーバへの
接続

Server ANY → LDAPサーバ ldap 389/tcp※ 3

LDAPサーバへの
接続（SSL通信の
場合）

Server ANY → LDAPサーバ ldaps 636/tcp※ 3
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注※ 2
JP1/AJS3 - Managerの環境設定でポート番号を変更している場合は，変更したポート番号に読み替
えてください。

注※ 3
LDAPで使用しているポート番号がこの番号と異なる場合は，使用しているポート番号を LDAP接続
情報に設定してください。LDAP接続情報の設定については，「13.21 ［LDAP接続情報の設定］ダイ
アログボックス」を参照してください。
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付録 E　制限値一覧
JP1/AJS3 - User Job Operationの各種の制限値を次に示します。

表 E-1　制限値一覧

項番 項目 制限値

1 同一ホストにインストールできる Serverの数 1

2 同一ホストにインストールできる Definerの数 1

3 同一ホストにインストールできる Clientの数 1

4 同一ホストで起動できる JP1/AJS3 - User Job Operationサー
ビスの数

1

5 同一ホストで起動できる Definerの数 1

6 同一ホストで起動できる Clientの数 1

7 1台の Serverに同時に接続できる Definer数 1

8 1台の Serverに同時に接続できる Client数 128

9 1台の Clientが同時に接続できる Server数 1

10 1台の Definerが同時に接続できる Server数 1

11 1台の Definerに登録できるスケジューラーサービス数 128

12 1台の Serverに登録できる Clientユーザー数 5,000

13 1台の Serverに作成できるユーザーグループ数 5,000

14 1台の Serverに登録できる公開ジョブネット数 5,000

15 1台の Serverに作成できる業務グループ数 5,000

16 公開ジョブネット定義情報ファイルの最大バックアップファイ
ル数

10

17 1台の Clientからデスクトップにはり付けることのできる監視
アイコンの数

10
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付録 F　操作ログの出力
操作ログとは，JP1/AJS3 - User Job Operationに対して「いつ」「だれが」「何をしたか」などの操作情
報の履歴を出力するログ情報です。JP1/AJS3 - User Job Operationに対する不正な操作などセキュリ
ティ上の問題発生時の原因究明や，システムを安全に運用するための情報収集を目的としています。

JP1/AJS3 - User Job Operationの操作ログには，Clientユーザーや Definerユーザーのログイン情報，
公開ジョブネットの操作情報などが出力されます。例えば，Clientユーザーが公開ジョブネットの実行予
約をした場合，いつ，どの Clientユーザーが，どのような操作をしたかの情報が操作ログに出力されま
す。また，Serverホストのプロセスの起動または終了の情報も出力されます。

操作ログは，CSV形式で出力されるテキストファイルです。定期的に保存して表計算ソフトで加工する
と，分析資料として利用できます。

なお，出力された操作ログは JP1/ Audit Management - Managerを使用して収集すると，一元管理でき
ます。JP1/ Audit Management - Managerで操作ログを収集する方法については，マニュアル「JP1/ 
Audit Management - Manager 構築・運用ガイド」を参照してください。

ここでは，操作ログの出力内容について説明します。

付録 F.1　操作ログに出力される事象の種別
操作ログに出力される事象の種別および JP1/AJS3 - User Job Operationが操作ログを出力する契機を次
の表に示します。事象の種別とは，操作ログに出力される事象を分類するための，操作ログ内での識別子
です。

表 F-1　操作ログに出力される事象の種別

付録 F.2　操作ログの保存形式
操作ログは，操作ログファイル（admujolog[n].log）に出力されます。

項番 事象の種別 説明 JP1/AJS3 - User Job Operationが出力す
る契機

1 StartStop JP1/AJS3 - User Job 
Operationの起動および終了
を示す事象。

JP1/AJS3 - User Job Operationサービス
の起動時または停止時。

2 Authentication Definerユーザーまたは
Clientユーザーが Serverへ
の接続認証を試みて，成功ま
たは失敗したことを示す事
象。

Definerまたは Clientから Serverへのロ
グイン時またはログアウト時。

3 ConfigurationAccess Definerユーザーが運用操作
を実行し，操作が成功または
失敗したことを示す事象。

• Clientユーザー定義の更新時
• ユーザーグループ定義の更新時
• 公開ジョブネット定義の更新時
• 環境設定適用コマンド jpujoloadcfg

を使用しての環境設定の変更時
• LDAP接続情報設定の更新時

4 ContentAccess Clientユーザーが公開ジョブ
ネットの操作を試みて，成功
または失敗したことを示す事
象。

• 公開ジョブネットの実行時または実行
予約時

• 公開ジョブネットの実行中止時
• 公開ジョブネットの実行予約の取り消
し時

• 公開ジョブネットの実行予約の変更時
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付録 F　操作ログの出力
操作ログファイル（admujolog[n].log）の保存面数を 2面とした場合，まず「admujolog1.log」を
作成して，ログを書き込みます。「admujolog1.log」が一定量に達すると，新たに

「admujolog2.log」を作成して，ログを書き込みます。「admujolog2.log」が一定量に達すると，最

初にログを書き込んだ「admujolog1.log」にラップアラウンドしてログの出力を継続します。

ファイルの切り替え時期（ログファイルサイズ），および保存面数は環境設定ファイルで変更できます。ロ
グファイルサイズのデフォルトは 1メガバイトです。保存面数のデフォルトは 2面です。環境設定ファイ
ルの設定方法については，「6.1 Serverの環境設定」を参照してください。

付録 F.3　操作ログの出力形式
操作ログの出力形式，出力先，および出力項目について説明します。

（1） 出力形式

監査ログの出力形式は，監査ログのフォーマットであることを示す「CALFHM」，監査ログのリビジョン
番号，該当する出力項目の順で出力されます。

監査ログの出力形式を次に示します。

CALFHM x.x,出力項目 1=値 1,出力項目 2=値 2,…,出力項目 n=値 n

（2） 出力先

監査ログは，次に示すフォルダに出力されます。

Serverのインストール先フォルダ ¥instances¥instance※ ¥log¥admujolog{1|2}.log

注※
クラスタシステムで運用していてインスタンスフォルダのパス「Serverのインストール先フォルダ
¥instances¥instance」を変更している場合は，変更先のパスに読み替えてください。

（3） 出力項目

出力項目には，共通出力項目と固有出力項目の 2種類があります。

• 共通出力項目
操作ログを出力する JP1製品に共通して出力される項目です。

• 固有出力項目
操作ログを出力する JP1製品ごとに出力される項目です。

（a）共通出力項目

共通出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。

表 F-2　操作ログの共通出力項目

項番 出力項目 値 内容

項目名 出力される属性名

1 共通仕様識
別子

－ CALFHM 操作ログのログフォーマットで
あることを示す識別子

2 共通仕様リ
ビジョン番
号

－ x.x 操作ログを管理するためのリビ
ジョン番号
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注※
Tは日付と時刻の区切りです。

TZDはタイムゾーン指定子です。次のどれかが出力されます。
• +hh:mm：UTC（協定世界時）から hh:mmだけ進んでいることを示す。 
• -hh:mm：UTC（協定世界時）から hh:mmだけ遅れていることを示す。 
• Z：UTC（協定世界時）と同じであることを示す。

（b）固有出力項目

固有出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。

3 通番 seqnum 通し番号 操作ログの通し番号（最大 10け
たの 10進数の整数）

4 メッセージ
ID

msgid KNAJnnnn-Z JP1/AJS3 - User Job Operation
のメッセージ ID

5 日付・時刻 date YYYY-MM-DD T

hh:mm:ss.sssTZD※
操作ログの出力日時およびタイ
ムゾーン

6 発生プログ
ラム名

progid JP1AJS3UJO 事象が発生したプログラムのプ
ログラム名

7 発生コン
ポーネント
名

compid JP1AJS3UJO 事象が発生したコンポーネント
名

8 発生プロセ
ス名

pid プロセス ID 事象の発生を検出したプロセス
のプロセス ID（ホストの IPア
ドレスを取得できない場合は，
「-」（ハイフン）が出力される）

9 発生場所 ocp:ipv4 自ホストの IPアドレス 事象が発生したホストの IPアド
レス

ocp:host 自ホストのホスト名 事象が発生したホストのホスト
名

10 事象の種別 ctgry • StartStop

• Authentication

• ConfigurationAccess

• ContentAccess

操作ログに出力される事象を分
類するための識別子

11 事象の結果 result • Success（成功）
• Failure（失敗）

発生した事象の結果

12 サブジェク
ト識別情報

subj:euid
（ctgryが StartStop
の場合）

OSユーザー名 事象を発生させた OSユーザー

subj:uid
（ctgryが StartStop
以外の場合）

ログインユーザー名 事象を発生させた Definerユー
ザー名，または Clientユーザー
名

項番 出力項目 値 内容

項目名 出力される属性名
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表 F-3　操作ログの固有出力項目

項番 出力項目 値 内容

項目名 出力される属性名

1 オブジェク
ト情報

obj ctgryが StartStopの場合
Process

ctgryが Authenticationの
場合

Session

ctgryが
ConfigurationAccessの場
合

• UserlistFile（ユー
ザーリストファイル）

• MappingFile（公開
ジョブネット定義情報
ファイル）

• UserGroupFile（ユー
ザーグループ定義ファイ
ル）

• ConfigFile（環境設定
ファイル）

• LdapInfoFile（LDAP
接続情報設定ファイル）

ctgryが ContentAccessの場
合

Jobnet

事象を発生させた操作の操作対象

2 操作情報 op ctgryが StartStopの場合
• Start（開始）
• Stop（終了）

ctgryが Authenticationの
場合

• Login（ログイン）
• Logout（ログアウト）

ctgryが
ConfigurationAccessの場
合

ConfigUpdate（定義情
報の更新）

ctgryが ContentAccessの場
合

• Run（実行または実行予
約）

• Stop（中止）
• Cancel（予約の取り消
し）

• Change（予約の変更）

事象を発生させた操作の内容

3 オブジェク
トロケー
ション情報

objloc ctgryが ContentAccessの場
合

接続先マネージャーホスト
のホスト名または IPアド
レス

ctgryが ContentAccess以外
の場合

指定なし

事象を発生させた操作の操作対象
があるホストのホスト名または IP
アドレス
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（4） 出力例

Definerユーザー「user01」が Clientユーザーの情報を Serverのユーザーリストファイルに反映した場
合の操作ログの出力例を次に示します。

4 リクエスト
送信元ホス
ト

from:ipv4 ctgryが StartStopの場合
指定なし

ctgryが StartStop以外の場
合

操作要求を発行した
Definerまたは Clientのホ
スト名または IPアドレス

操作要求元ホストのホスト名また
は IPアドレス

5 メッセージ msg メッセージテキスト 事象の内容を示すメッセージ

CALFHM 1.0, seqnum=4, msgid=KNAJ1310-I, date=2010-04-09T09:34:31.203+09:00,
progid=JP1AJS3UJO, compid=JP1AJS3UJO, pid=3648, ocp:host=hostA, ctgry=ConfigurationAccess,
result=Success, subj:uid=user01, obj=UserlistFile, op=ConfigUpdate, objloc=,

from:ipv4=206.aa.bb.cc, msg="Clientユーザーの一覧を更新しました。: user01"

項番 出力項目 値 内容

項目名 出力される属性名
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付録 G　各バージョンの変更内容

付録 G.1　10-00での変更内容
• Clientによる公開ジョブネットの実行結果画面に，前回実行実績を表示する機能を追加した。
• Clientによる公開ジョブネットの監視画面に，遅延状態，次回開始予定，保存世代情報を表示する機能
を追加した。

• Serverの前提 OSにWindows Server 2008 R2を追加した。
• Definerおよび Clientの前提 OSにWindows Server 2008（x86）を追加した。
• メッセージを変更した。

KNAJ4127-E，KNAJ4151-E，KNAJ6127-E

付録 G.2　09-50での変更内容
• Serverの前提 OSにWindows 7を追加した。
• 接続できる JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerの対象 OSの制限をなくし，文字コード
に EUCおよび UTF-8を指定できるようにした。

• LDAP製品と連携して LDAPユーザーが使用できるようにした。
• 公開設定の項目としてガイドを追加した。
• 業務実行結果ダイアログボックスの表示の有無を Clientで設定できるようにした。
• 中止操作をした公開ジョブネットが JP1/AJS3側で実際に中止されるまでは，Clientでの状態名を「中
止待ち」と表示するようにした。

• Serverと Definer，Serverと Clientでバージョンをチェックする機能を追加した。
• Definerからのリクエストの延長で発生する JP1/AJS3 - Managerとの通信ではリトライしないように
した。

• Clientおよび Definerについて，同バージョンまたは新しいバージョンをインストールする場合は，既
存のバージョンをアンインストールする機能を追加した。

• ユーザーのログイン情報を出力するコマンド（jpujogetlogininfo），および公開ジョブネットの実行結果
を出力するコマンド（jpujogetruninfo）を追加した。

• メッセージを追加した。
KNAJ0112-E，KNAJ0113-E，KNAJ0800-E～ KNAJ0802-E，KNAJ1312-I，KNAJ1318-E，
KNAJ1510-I，KNAJ1511-I，KNAJ1610-I，KNAJ1917-E，KNAJ1955-E，KNAJ2727-E，
KNAJ2761-E～ KNAJ2765-E，KNAJ4103-E，KNAJ4185-E，KNAJ4760-E～ KNAJ4763-E，
KNAJ4803-Q，KNAJ4814-Q，KNAJ6103-E，KNAJ6150-E

• メッセージを変更した。
KNAJ0201-E，KNAJ0202-E，KNAJ0204-E，KNAJ0501-E，KNAJ0502-E，KNAJ0702-E～
KNAJ0704-E，KNAJ0710-E，KNAJ0711-E，KNAJ1300-I，KNAJ1301-I，KNAJ1304-I～
KNAJ1308-I，KNAJ1310-I，KNAJ1313-I，KNAJ1314-I，KNAJ1506-I，KNAJ1507-I，
KNAJ1954-E，KNAJ2718-E，KNAJ4199-E，KNAJ4500-E，KNAJ6660-E，KNAJ6704-E，
KNAJ6706-E

• Clientの画面サイズを変更できるようにした。
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付録 H　このマニュアルの参考情報

付録 H.1　関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

JP1/AJS関連
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 入門（3021-3-101）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 導入ガイド（3021-3-102）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築編）
（3021-3-103）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（業務設計編）
（3021-3-104）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1（3021-3-105）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 2（3021-3-106）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガイド（3021-3-107）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング（3021-3-108）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド（3021-3-109）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 1（3021-3-110）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 2（3021-3-111）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 連携ガイド（3021-3-112）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 1（3021-3-113）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 2（3021-3-114）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 入門（3020-3-S01）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 導入ガイド（3020-3-S02）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築編）
（3020-3-S03）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（業務設計編）（3020-3-S04）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1（3020-3-S05）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 2（3020-3-S06）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガイド（3020-3-S07）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング（3020-3-S08）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド（3020-3-S09）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 1（3020-3-S10）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 2（3020-3-S11）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 連携ガイド（3020-3-S12）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 1（3020-3-S13）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 2（3020-3-S14）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド（3020-3-K23） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス（3020-3-K25） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21） 
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• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド（3020-3-K23） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス（3020-3-K25） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27） 
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28） 

JP1関連
• JP1 Version 10 JP1/Base 運用ガイド（3021-3-001）
• JP1 Version 10 JP1/Base メッセージ（3021-3-002）
• JP1 Version 10 JP1/Base 関数リファレンス（3021-3-003）
• JP1 Version 10 JP1/Audit Management - Manager 構築・運用ガイド（3021-3-165）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM　導入・設計ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-S79）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM　構築ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-S80）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM　運用ガイド 1(Windows(R)用 )（3020-3-S81）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM　運用ガイド 2(Windows(R)用 )（3020-3-S82）

付録 H.2　このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。また，英略語を使
用しています。正式名称と，このマニュアルでの表記を次の表に示します。

注※
コンポーネント名です。

付録 H.3　JP1/AJS2をご使用の方へ
JP1/AJS3 - User Job Operationは，JP1/AJS3と JP1/AJS2のどちらとも接続できますが，このマニュア
ルでは JP1/AJS3と表記しています。JP1/AJS2をご使用の場合，特に断り書きがないかぎりは，「JP1/

このマニュアルでの表記 正式名称

JP1/AJS3 JP1/AJS3 - Manager JP1/Automatic Job Management System 3 - Manager

JP1/AJS3 - Agent JP1/Automatic Job Management System 3 - Agent

JP1/AJS3 - View JP1/Automatic Job Management System 3 - View

JP1/AJS2 JP1/AJS2 - Manager JP1/Automatic Job Management System 2 - Manager

JP1/AJS2 - Agent JP1/Automatic Job Management System 2 - Agent

JP1/AJS2 - View JP1/Automatic Job Management System 2 - View

JP1/AJS3 - User Job 
Operation

Server JP1/Automatic Job 
Management System 3 - User 
Job Operation/Server※

JP1/Automatic Job Management 
System 3 - User Job Operation

Definer JP1/Automatic Job 
Management System 3 - User 
Job Operation/Definer※

Client JP1/Automatic Job 
Management System 3 - User 
Job Operation/Client※

AIR Adobe AIR
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AJS3」を「JP1/AJS2」に読み替えてください。

また，マニュアル中で JP1/AJS3のマニュアルを参照している場合は，次の表を参考に，JP1/AJS2のマ
ニュアルに読み替えてください。

付録 H.4　このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

JP1/AJS3のマニュアル JP1/AJS2のマニュアル

JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 
設計ガイド（システム構築編）

JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 
設計・運用ガイド

JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 
構築ガイド 1

JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 
セットアップガイド

JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 
トラブルシューティング

JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 
設計・運用ガイド

JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 
メッセージ 1

JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 
メッセージ

JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 
メッセージ 2

JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 
メッセージ

英略語 正式名称

CN Common Name

CSV Comma Separated Value

DB DataBase

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DN Distinguished Name

EUC Extended UNIX Code

GUI Graphical User Interface

ID IDentification number

IP Internet Protocol

IPF Itanium(R) Processor Family

JIS Japanese Industrial Standard code

LAN Local Area Network

LDAP Lightweight Directory Access Protocol

OS Operating System

OU Organization Unit

PC Personal Computer

PDF Portable Document Format

SSL Secure Socket Layer

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

UNC Universal Naming Convention

URL Uniform Resource Locator

UTF UCS Transformation Format
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付録 H.5　コマンドの文法に使用する記号
コマンド，およびパラメーターの説明で使用する記号を次の表に示します。

付録 H.6　図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次の図に示します。

付録 H.7　デフォルトのインストール先フォルダ
JP1/AJS3 - User Job Operationのデフォルトのインストール先フォルダは，次のとおりです。

Serverのデフォルトのインストール先フォルダ

システムドライブ ¥Program Files※ ¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Server

Definerのデフォルトのインストール先フォルダ
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Definer

Clientのデフォルトのインストール先フォルダ
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS3UJO¥JP1_AJS3 - UJO_Client

注※
Windows Server 2008（x64），Windows Server 2008 R2，およびWindows Server 2003（x64）の場
合は，「Program Files」を「Program Files(x86)」と読み替えてください。

付録 H.8　このマニュアルで使用する「Administrators権限」について
このマニュアルで表記している「Administrators権限」とは，ローカル PCに対して Administrators権
限を持つユーザーを指します。ローカル PCに対して Administrators権限を持つユーザーであれば，ロー
カルユーザー，ドメインユーザー，および Active Directory環境で動作に違いはありません。

記号 意味と例

|

（ストローク）
複数の項目に対して項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。
（例）
「A|B|C」は，「A，B，または C」を示します。

{　}
（波括弧）

この記号で囲まれている複数の項目の中から，一組の項目を必ず選択しま
す。項目と項目の区切りは「|」で示します。
（例）
「{A|B|C}」は，「A，B，または Cのどれかを必ず指定する」ことを示しま
す。

[　]
（角括弧）

この記号で囲まれている項目は，任意に指定できます（省略できます）。
（例）
「[A]」は，「必要に応じて Aを指定する」ことを示します（必要でない場合
は，Aを省略できます）。
「[B|C]」は，「必要に応じて B，または Cを指定する」ことを示します（必
要でない場合は，Bおよび Cを省略できます）。
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付録 I　用語解説

（英字）

AIR
HTMLや JavaScriptなどのWeb関連技術をデスクトップで実行できるようにした技術です。AIRを使うことで，Web
ブラウザー上で動く Flashや JavaScriptなどを使ったWebアプリケーションを，デスクトップ上で実行できるように
なります。

Client
JP1/AJS3 - User Job Operationのコンポーネントの一つで，JP1/AJS3 - User Job Operation/Clientの略称です。
Definerで操作が許可された公開ジョブネットを実行したり監視したりするための，業務の担当者向けのクライアント
プログラムです。

Definer
JP1/AJS3 - User Job Operationのコンポーネントの一つで，JP1/AJS3 - User Job Operation/Definerの略称です。
Clientを使用するユーザーや公開ジョブネットを定義するための，システム管理者向けの設定プログラムです。

JP1/AJS3
JP1/Automatic Job Management System 3の略称です。
JP1/AJS3は，業務を自動的に運用するためのプログラムです。処理を順序付けて定期的に実行したり，特定の事象が
発生したときに処理を開始したりできます。

JP1/AJS3 - User Job Operation
JP1/AJS3と連携して，業務の担当者がルートジョブネットを実行および監視できるようにするためのプログラムです。
Server，Definer，および Clientの三つのコンポーネントで構成されています。

JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー
Clientからの操作要求を JP1/AJS3 - Managerで実行する JP1ユーザーです。
Serverは，Definerおよび Clientから受け取った操作要求を JP1/AJS3のコマンドに置換します。置換された操作要求
（コマンド）は，リモート実行機能を使用して JP1/AJS3 - Manager上で処理されます。JP1/AJS3接続用 JP1ユーザー
は，コマンドの実行ユーザーとして設定されます。

JP1/Base
イベントサービス機能を提供するプログラムです。サービスの起動順序を制御したり，JP1イベントを送受信したりで
きます。また，JP1/Baseは，JP1/IM，JP1/AJS3，JP1/Power Monitorなどの前提プログラムです。JP1/IM，および
JP1/AJS3を使ったシステムを導入する場合，JP1ユーザーの操作を制限する機能を提供します。

JP1/ Audit Management - Manager 
内部統制の有効性を評価するために必要な証跡記録を一元管理し，内部統制の報告書作成や監査業務を支援する製品で
す。ユーザー情報やシステム構成の変更などの証跡記録を利用して，業務の正当性を確認したり，リソースへの操作や
アクセス状況を監査したりできます。

JP1/NETM/DM
ソフトウェアの配布およびクライアントの管理を，ネットワークを利用し一括して行うシステムの総称です。

JP1イベント
システム内で何らかの事象が発生した際に，その事象の発生を通知する情報です。JP1イベントは，JP1/Baseを経由
して，ほかのシステムなどに通知されます。

JP1権限レベル
JP1/AJS3で定義した業務やイベントなどの管理対象（資源）に対して，JP1ユーザーがどのような操作をできるかを
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表した名称です。JP1/Baseで定義します。

JP1資源グループ
JP1/AJS3の各ユニットに対する JP1ユーザーのアクセスを制御するために，ユニットに設定する名称です。

JP1ユーザー
JP1/AJS3や JP1/IMを使用するときのユーザー名です。JP1ユーザーとして認証サーバに登録すると，管理対象（資
源）へのアクセスが制御されます。

LDAPユーザー
LDAPで管理するユーザーのうち，公開ジョブネットを操作できるように設定された Clientユーザーです。LDAPと
連携することで使用できます。

LDAPユーザーグループ
LDAPと連携している場合に，LDAP部署をそのままユーザーグループとして設定したものです。LDAPユーザーグ
ループのメンバーは，LDAP部署に所属する LDAPユーザーです。

Server
JP1/AJS3 - User Job Operationのコンポーネントの一つで，JP1/AJS3 - User Job Operation/Serverの略称です。
Definerで定義した情報を管理したり，Definerや Clientで発行された公開ジョブネットの操作要求の処理を JP1/
AJS3に依頼したりするためのサーバプログラムです。

Server監視プロセス
JP1/AJS3 - User Job Operationのプロセスの一つで，Serverプロセスを監視するプロセスです。Serverプロセスが停
止した場合は，一定間隔でリトライして Serverプロセスを再起動します。

Serverプロセス
JP1/AJS3 - User Job Operationのプロセスの一つです。Definerおよび Clientからの操作要求を受け付け，スレッド
に処理を委任するプロセスです。

UJOユーザー
JP1/AJS3 - User Job Operationで独自に定義する Clientユーザーです。UJOユーザーは Definerで登録および削除し
ます。

UJOユーザーグループ
グループのメンバーを Clientユーザーの中から自由に選んで登録できるユーザーグループのことです。UJOユーザー
グループは，UJOユーザーと LDAPユーザーのどちらもメンバーとして登録できます。

（ア行）

異常終了
JP1/AJS3に定義したジョブネットの処理の一部が正しく実行されないで，その時点でジョブネットを終了することで
す。障害が発生した部分からあとに定義されている処理は実行されないで，ジョブネットは中断されます。

インスタンス設定ファイル
インスタンスフォルダの設定ファイルです。Serverでは，環境設定情報や定義情報など，一つのサービスで使用する情
報をまとめて一つのインスタンスとして管理しています。インスタンス設定ファイルは，インスタンスとしてまとめら
れた情報を管理します。
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（カ行）

ガイド
公開ジョブネットの公開設定で設定することで，Clientの詳細情報を表示する画面および実行結果を通知するダイアロ
グボックスから参照できるものです。監視している公開ジョブネットの状態や，実行したジョブネットの結果によって，
Clientユーザーが何らかの対処をする必要がある場合に，対処の助けとなる情報をガイドに設定しておく，という使い
方ができます。

確定実行登録
スケジュール定義に基づいてあらかじめ実行日時を算出しておき，その日時に従ってジョブネットを起動し，処理を開
始する場合の実行登録方法です。

環境設定ファイル
JP1/AJS3 - User Job Operationの動作環境を設定するファイルのことです。一つのインスタンスにつき一つの環境設定
ファイルを配置できます。

監視アイコン
Clientの監視画面に表示されるアイコンです。監視アイコンには業務を監視する「業務監視アイコン」と業務グループ
を監視する「業務グループ監視アイコン」の 2種類があります。

起動条件
特定の事象を契機としてジョブネットを実行させる場合に，どのような条件が成立したときにジョブネットを実行させ
るか定義したもののことです。 

起動条件付きジョブネット
起動条件が設定されているジョブネットのことです。

強制終了
実行中のユニットを強制終了します。
ルートジョブネットを強制終了した場合，すべての実行中のジョブが強制終了され，新たなジョブは実行されません。
強制終了と中断の違いは，実行中のジョブを強制終了するかどうかです。

業務アイコン
Clientの実行画面に表示されるアイコンです。クリックすることで業務を実行できます。
業務が実行中または予約中の場合は，その状態を示す業務アイコンが表示されます。

業務監視アイコン
Clientの監視画面に表示されるアイコンです。監視対象の業務の状態に対応する色で表示されます。

業務グループ
公開ジョブネットをまとめて管理するグループのことです。

業務グループ監視アイコン
Clientの監視画面に表示されるアイコンです。監視対象の業務グループの配下にある業務のうち，最も優先度の高い状
態を持つ業務の業務監視アイコンと同じ色で表示されます。

クラスタシステム
クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用するシステムで，障害が発生して
も業務を継続できるようにすることを目的としています。業務を実行中のサーバ（実行系）で障害が発生すると，待機
していた別のサーバ（待機系）が業務の処理を引き継ぎます。実行「系」から待機「系」へ業務を切り替えるので，「系
切り替えシステム」とも呼びます。
なお，クラスタシステムという用語には，並列処理による負荷分散機能という意味もありますが，このマニュアルでは，
系を切り替えて業務の中断を防ぐ機能のことだけを指します。
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計画実行登録
スケジュール定義に基づいてジョブネットを起動し，処理を開始する場合の実行登録方法です。

系切り替えシステム
「クラスタシステム」を参照してください。

公開ジョブネット
Definerユーザーによって Clientユーザーに操作が許可されたルートジョブネットのことです。Definerユーザーは，
JP1/AJS3 - User Job Operationに登録したスケジューラーサービスの中から任意のルートジョブネットを公開ジョブ
ネットとして定義できます。

（サ行）

ジョブ
コマンド，シェルスクリプト，Windows実行ファイルなどの集まりです。

ジョブグループ
複数の業務を分類して管理するためのフォルダです。

ジョブ実行多重度
同時に実行できるジョブの数のことです。

ジョブネット
実行順序を関連づけたジョブの集まりです。ジョブネットを実行すると，ジョブネット中のジョブが実行順序に従って
自動的に実行されます。

スケジューラーサービス
ジョブネットを実行するスケジュールを管理し，スケジュールに従って，処理を実行します。スケジューラーサービス
は，スケジューラーサービス名と同じ名称のルートジョブグループ配下のユニットを管理します。
スケジューラーサービスは，一つの JP1/AJS3 - Managerで複数起動できます。スケジューラーサービスを複数起動す
ると，スケジューラーサービスごとにルートジョブグループを管理できるようになります。例えば，スケジューラー
サービスを業務ごとに分けて起動すると，それぞれのスケジューラーサービスが，他スケジューラーサービスの影響を
受けることなく，独立して業務（ジョブネットおよびジョブ）を並行実行できます。

正常終了
ジョブネットに定義した処理がすべて正しく実行されて，ジョブネットが終了することです。

（タ行）

中断
実行中のユニットを中断します。
ルートジョブネットを中断した場合，実行中のジョブの実行終了を待ってからルートジョブネットの実行が中断され，
新たなジョブは実行されません。
中断と強制終了の違いは，実行中のジョブの実行終了を待つかどうかです。

（ナ行）

ネストジョブネット
ジョブネット中に定義したジョブネットです。
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（ハ行）

物理ホスト
クラスタシステムを構成する各サーバに固有な環境のことです。物理ホストの環境は，フェールオーバー時にも他サー
バに引き継がれません。

（マ行）

マクロ変数
後続ジョブでイベント受信情報を参照するために定義する変数です。イベントジョブに情報を引き継ぐためのマクロ変
数名を定義し，引き継ぐイベントのマクロ変数を後続ジョブで指定します。
マクロ変数は「?AJS2xxxxxxxxx?:引き継ぎ情報名」の形式で指定します。

マネージャーホスト
マネージャーホストは，ジョブネットの定義情報やスケジュール情報をデータベースで管理し，ジョブの実行をエー
ジェントホストに依頼して実行させます。マネージャーホストには，JP1/AJS3 - Managerをインストールします。
マネージャーホストでは，定義されたスケジュール情報を基に，ジョブネットの実行予定が作成されます。実行開始時
刻になると，マネージャーホストは，ジョブとして定義された実行ファイルを起動して，ジョブ定義情報をエージェン
トホストに転送し，エージェントホストにジョブを実行させます。実行が終わると，エージェントホストでのジョブの
実行結果を受け取り，データベースに反映します。その反映された情報を基に，後続ジョブを実行したり，次回の実行
予定を作成したりします。

（ヤ行）

ユーザーグループ
Clientユーザーをまとめて管理するためのグループのことです。

ユニット
JP1/AJS3で自動化する業務を構成する一つ一つの要素（ジョブグループ，ジョブネット，ジョブなど）です。

（ラ行）

論理ホスト
クラスタシステムでの運用時に JP1の実行環境となる論理上のサーバのことです。障害の発生時には，論理ホスト単位
で系が切り替わります。 
論理ホストは専用の IPアドレスを持ち，フェールオーバー時にはその IPアドレスを引き継いで動作します。そのた
め，障害で物理的なサーバがフェールオーバーした場合も，クライアントからは同じ IPアドレスでアクセスでき，一
つのサーバが常に動作しているように見えます。
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